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本書をお読みになる前に 

安全にお使いいただくための注意事項や、本書の表記について説明しています。 
必ずお読みください。 


第 1 章 ServerView Operations Manager の概要 

この章では、 ServerView Operations Manager の機能、管理形態、システム要件に 
ついて説明しまず。 


第 2 章インストール 

この章では、 ServerView Operations Manager のインストール方法を説明します。 


第 3 章 ServerView Operations Manager の使用方ま 

この章では、 ServerView Operations Manager によるサーノく監視機能の使用方法に 
ついて説明しています。 


第 4 章他のソフトウてアとの連携 

この章では、化のソフトウエアとの連携について説明します。 


付録 

この章では、トラブルシューティングやアンインストールホ法など補足情報に 
ついて説明しています。 
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本書をお読みになる前(こ 


本書をお読みになる前に 

本書の表記 

■ 本文中の記号 

本文中に記載されている記をには、次のような意ホがあります。 


が 重 ■要 • 

お使いになる際の注意点や、してはいけないことを記述しています。必ずお読み 
ください。 

P POINT 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

(一 P.XX) 

参照先のページを示しています。ク y ックすると該当ページへ移動します。 


■ キーの表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、説 
明に必要な文字を次のように記述しています。 

例：にじ1】キー、 [ Enter ] キー、【一】キーなど 

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記しています。 

例： 【 Ctrl 】 + [ F 3] キー、 【 Shift 】 +【 t 】キーなど 


■ 連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「一」でつないで表記しています。 

例： 「スタート」ボタンをクリックし、「すべてのプログラム」をポイントし、「アクセサリ」を 

タリックする操作 
丄 

「スタート」ボタンー「すべてのプロダラム」一「アクセサリ」の順にクリックします。 

■ rCD/DVD ドライブ」の表記について 

本書では、 CD - ROM ドライブ、 DVD - ROM ドライブなどを 「 CD / DVD ドライブ」と表記して 
います。お使いの環境に合わせて、ドライブ名を読みをえてください。 

■ コマンド入力（キー入力） 

本文中では、コマンド入力を次のように表記しています。 

diskcopy a: a: 

T T 

. T の箇所のように文字間隔を空けて表記している部分は、 [ Space ] キーを1回押してください。 

-お使いの環境によって、「もが〜と表示される場合があります。 

• CD / DVD ドライブのドライブ文字は、お使いの環境によってちなるため、本書では 「 CD / 
DVD ドライブ J で表記しています。入力の際は、お f まいの環境に合わせてドライブ文字 
を入力してください。 

[CD/DVD ドライブ ] :¥se 山 p.exe 
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■ Linux の操作について 

お使いのバージョンにより、 CD / DVD ドライブへのマウントコマンドが異なります。 

本書で 「/ media / cdrom /」 と記載している操作については、お使いのバージョンにより、次の 
操作に読み替えてください。 

. RHEL - AS 4( x 86) / 民 HEL - ES 4( x 86) / RHEL - AS 4( IPF ) の場合 
/ media/cdrecorder 

. RHEL 5( x 86) / RHEL 5( Intel 64) / 民 HEL - AS 4( EM 64 T ) / 民 HEL - ES 4( EM 64 T ) の場合 
/ media/cdrom 



► RHEL5(x86)/RHEL5(lntel64) の場合、マウント化理は次の手順で巧ってくださし、。 

# mKair /media/cdrom 

# mount /dev/cdrom /media/cdrom 

. 民 HEL - AS 3( x 86) / 民 HEL - AS 3( IPF ) / RHEL - ES 3( x 86) の場合 
/ mnt/cdrom 


■ 画面例およびイラストについて 

表記されている画面およびイラストは一例です。実隙に表示される画面やイラスト、および 
ファイル名などが異なることがあります。また、このマニュアルに表記されているイラスト 
は説明の都合上、本来接続されているケーブル類を省略していることがあります。 


■ ServerView 名称について 

ServerView とはサーバに付属する管@用ソフトの総称です。 

「ServerView Operations Manager 」 は 「ServerView エージェント」で 監視している サーノくの 情 
報を表示するソフトウェアです。 

■ 項目名称の違いについて 

ServerView Operations Manager では 、 ServerView S 2 t 次の項目名称に違いがありまず。 


ServerView Operations Manager 

ServerView S2 

イベントマネージャ / ServerView Event Manager 

アラームサービス / AlarmService 

システムイベントログ 

アクション（エラーメッセージバッファの内容） 
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本書をお読みになる前に 


■ 製品の呼び方 

本文中の製品名称を、次のように略して表記します。 


製品名称 

本文中の表記 

Microsoft® Windows Server® 2008 Standard 

Windows Server 2008 または 

Windows 

Microsoft® Windows Server® 2008 Enterprise 

Windows Server 2008 (64-bit) 


Microsoft® Windows Server® 2008 Datacenter 

Microsoft® Windows® Small Business Server 2008 Standard 
Microsoft 霞 Windows® Small Business Server 2008 Premium 




Microsoft® Windows Server® 2003, Standard Edition 

Microsoft 霞 Windows Server® 2003, Enterprise Edition 

Microsoft® Windows Server® 2003, Enterprise Edition for 
Itanium-based Systems 

Microsoft® Windows® Small Business Server 2003 

Windows Server 2003 



Microsoft® Windows Server® 2003, Standard x64 Edition 
Microsoft® Windows Server® 2003, Enterprise x64 Edition 

Windows Server 2003 x64 



Microsoft® Windows Server® 2003 R2 Standard Edition 

Windows Server 200 3 民 2 



Microsoft® Windows Server® 2003 R2 Enterprise Edition 
Microsoft® Windows® Small Business Server 200 3 民 2 

Microsoft® Windows® Storage Server 2003 R2, Standard Edition 




Microsoft® Windows Server® 2003 R2 Standard x64 Edition 

Windows Server 2003 R2 



Microsoft® Windows Server® 2003 民 2 Enterprise x64 Edition 

x64 



Microsoft® Windows® 2000 Server 

Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server 

Windows 2000 Server 


Microsoft® "Windows ⑥ Server Network Operating System Version 4.0 
Microsoft® Windows NT® Server, Enterprise Edition 4.0 

Windows NT 


Microsoft® Windows® Vista Business 

Windows Vista 


Microsoft® Windows® XP Professional 

Windows XP 


Microsoft® Windows NT® Workstation Operating System 4.0 

Windows NT 4.0 


Red Hat Enterprise Linux 5 (for x86) 

Red Hat Linux 


Linux 


RHEL5(x86) 



Red Hat Enterprise Linux 5 (for Intel64) 

民 HEL5(Intel64) 



Red Hat Enterprise Linux AS (v.4 for x86) 

RHEL-AS4(x86) 



Red Hat Enterprise Linux ES (v.4 for x86) 

民 HEL-ES4(x86) 



Red Hat Enterprise Linux AS (v.4 for EM64T) 

民 HEL - AS ^ Me ^) 



Red Hat Enterprise Linux ES (v.4 for EM64T) 

民 HEL-ES4(EM64T) 



Red Hat Enterprise Linux AS (v.3 for x86) 

RHEL-AS3(x86) 



Red Hat Enterprise Linux AS (v.3 for Itanium) 

RHEL-AS3(IPF) 



Red Hat Enterprise Linux ES (v.3 for x86) 

RHEL-ES3(x86) 



Intel LANDesk® Server Manager 

LDSM 

リモートサービスボード 

(PG-RSB102 / PG-RSB103 / PG-RSB104 / PG-RSB105) 

リモートサービスボード 
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参ち情報 


■ソフトウエア説明書について 

本書で説明する事項な外で、参考となる情報や留意事項は、「ソフトウェア説明書」に記載さ 
れています 。 ServerViewOperations Manager をお巧いになる前に、必ずお読みください。 
「ソフトウェア説明書」は、 " OM _ Hints . txt \ "Ag 畑し Hin じ. txt " というファイルをで、 
PRIMERGY スタートアップディスクに格納されています。テキストエディタなどで開いてお 
読みください。 

■機種による制限事項、サポート 0 S について 

お使いの機種によっては一部機能が制限される場合があります。機種ごとの制限事項につい 
ては、「ソフトウェア説明書」 （ Agent _ Hints . txt ) 内に記載されています。 ServerView をお使い 
になる前に、ご確認ください。 

本書に記載されている OS は、機種によってはサポートされていない場合があります。サー 
バのサポート OS については、各サーバに添かの マニュアルで ご確語ください。 

■ ServerView Operations Manager に関する最新情報について 

ServerView Operations Manager に関する最新の情報は、インターネット情報ページ 
( http ;// primeserver . rujitsu . com / primergy /) に目己載されています。 

商標およびき作権について 


Microsoft 、 Windows 、 MS 、 MS - DOS、Windows Server、Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国および 
その他の国における登録商標または商標でず。 

インテル、 Intel 、 Pentium は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation またはその子会社の商標ま 
たは登録商標でず。 

Linux は 、 Linus Torvalds 氏の米国およびその他の国における登録商標あるいは商標でず。 

Red Hat および Red Hat をべースとしたすベての商標とロゴは、ホ国およびその他の国における Red Hat , Inc . の商標ま 
たは登録商標でず。 

その他のを製品名は、を社の商標、または登録商標でず。 

その他のを製品は、各社の著作物です。 

Copyright FUJITSU LIMITED 2009 
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1.1 ServerViewOperations Manager とは 


1-1 ServerView Operations Manager 
とは 


サーバのハードウェアが 正常な状態にあるかどうかを、 ネットワーク 経由で監視す 
る ソフトウェアを「サーバ 管理 ソフトウ I ア」 と呼びます。 サーバ 管理 ソフトウェ 
アを 使用すると、 サーバが 常時監視下に置かれ、異常が検出された場合には、 サー 
バの 管理を じリ アルタイムに 通知されます。 

PRIMERGY シリー ズ 向けサーバ管理 ソフトウェアは、 ハードを監視する「ェー 
ジェント」とその 監視が態の表示、設定を行う 「コンソール」で 構成されます。 
「ServerView Operations Manager 」 は、この「コンソール」 機能の ソフトウェアで 
す。 ここでは 、 ServerView Operations Manager の 機能を紹介します。 


監ネ見巧をのサーバで実瞭に監視を行ったり、異常を通知したりするソフトウェアを 
「 ServerView エージュント J と呼びます。 

監ネ見が象サーバ、管理用のサーバまたはパソコンで、監ネ見情報を参照したり、監巧対象サー 
バをコントロ ■ —ルしたりするソフトウェアを「 ServerView Operations Manager 」 と呼びます。 
ServerView Operations Manager (な降、 SVOM と略します）は、 Web ブラウザでサーバの監巧 
を行う機能があります。 SVOM をインストールしていないサーバ、またはパソコンからでも 
Web ブラウザから SVOM にアクセスすることでサーバの監巧が行えます。 

SVOM と ServerView エージェントの両ホをインストールするか、または、それぞれを個別に 
インストールするかを、ネットワーク構成やサーバの OS に合わせて選択できます。 



ServerView Operations Manager 
(監視情報、通な情報の表示） 


監視対象のサーバ 


ServerView エージェント 
(ハー ドウてアの監視、異常の通知) 


ネットワーク 








HTTP 経由 
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1.1 ServerViewOperations Manager とは 


■ サーバの監視方法 

サーバの状態を確認したり、サーバ監視のための設定を行ったりするには、 SVOM を巧用し 
ます。 

SVOM を巧用すると、 Web ブラウザを使用して監視対象サーバを監視できます。 

SVOM の起動や操作方をについては 「第3章 ServerView Operations Manager の使用ホ法」（一> 
P .73) をご覧ください。 


■ SVOM の機能 

SVOM をインストールすることで、サーバの確実な運用を支援する、次のような機能が利用 
できます。 

• ハードウェアの監視 （一 P .12) 

• 異常発生の通か/サーバ状況の確認 （一 P .14) 

. 自動再構築&再起動 （^ P .15) 

• 化のソフトウェア （ LDSM 、 Systemwa 比 er など）との連携 （^ P .15) 

•リ モー トサー ビス ボードを使用した高度なサーバ管ち里 （^ P .16) 

• リモートマ ネジメ ントコントローラを 使用した高度な サーバ 管理 （一 P .16) 

• 信号■灯制御プログラムとの連携ラック管理 （^ P .16) 

1.1.1 八ードウエアの監視 


SVOM は、サーバ本体のハードウェアコンポーネント、および搭載オプション装置の監視情 
報の表示を行います。 

■ 監視情報が表示できるハードウエア 

SVOM で監視情報が表示できる、サーバ本体のハードウェアコンポーネント、およびホプ 
シヨン装置は、次のとおりです。 

これらの監視は ServerView エージェントをインストールすることにより、自動的に開始され 
ます。監視項目に対しての特別な設定は必要ありません。 


#サーバ本巧の八ードウ エア コンポーネント 

機種により、監視できるハードウエアコンポーネントは異なります。 


監視できるコンポーネント 

監視内容 

電圧センサ 

サーバの電圧 

温度センサ 

CPU • 管体内の温度 

CPU 

搭載 CPU 情報の表示、エラー 

フアン 

CPU • 管体内.電源のファン 

管体 

管体の開閉 

メモリ 

搭載情報の表示 

電源 

故障 
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1.1 ServerViewOperations Manager とは 


• オプション装置 

オプションで MIB ファイルが 提供されている場合には、 「2.4.3 オプション 装置の 割り 込み 
(M 旧） 情報の登録」 （^ P .54) _ をご覧になり、 割り 这み情報を登録してください。 


監視できるオプション装置 

監視概要 

オンボード SCSI に取り付けた 

内蔵ハードディスクユニット 

デバイス情報のま示 

SCSI カード 

カード情報の表示 

SAS カード 

カード情報の表示 

LAN カード 

インターネット情報の表示 / イーサネット MAC 統計情報の表示 

SCSI アレイコントローラカード 

ドライブー覧のま示 / 力ード情報のま示/デバイス情報の表示 

SAS アレイコントローラカード 

ドライブー覧の表示 / カード情報の表示/デバイス情報の表示 

IDE-RAID コントローラカード 

ドライブー覧の表示 / カード情報の表示/デバイス情報の表示 

SATA アレイコントローラカード 

ドライブー覧の表示 / カード情報の表示/デバイス情報の表示 


P POINT 

SCSI アレイコントローラカードを監視する場合 

► SCSI アレイコントローラカードに添付されている SCSI-RAIDmanager (ServerView RAID Manager 、 
GAM (Global Array Manager ) 、 StorageManager ) のインス！—ルが必要です。 

SAS アレイコントローラカードを監視する場合 

► SAS アレイコントローラカードに添付されている SAS-RAIDmanager (ServerView RAID Manager 、 
GAM (Global Array Manager )) のインス！—ルが必要です。 

IDE - RAID コントローラカードを監視する場合 

► IDE - RAID コントローラカードに添付されている IDE-RAIDmanager ( PROM に E Fasttrak、PAM 
( PROM に E ARRAY MANAGEMENT )) のインス I ルが必要です。 

SATA アレイコントローラカードを監視する場合 

► SATA アレイコントローラカードに添付されている SATA-RAIDmanager (ServerView RAID 
Manager ) のインストールが必要です。 



► PRIMERGY サーバに直接接続されていない状態でも、 M 旧ファイルが提供されている装置 

( ETERNUS など）では、トラップの受信および、受信したトラップに対する動作のみ設定できまず。 
ただし、 SVOM の監視画面では、 D に K 容量などの表示を確認できません。 
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1.1 ServerViewOperations Manager とは 


1.1.2 異常発生の通知/サーバ状況の確認 


SVOM は、異常の発生を通知したり、サーバの状況を確認したりするための手段を提供しま 
す。 

管理者は、サーバの現在の状況とトラブルの原因を確実に把握でき、トラブルに早期に対応 
できます。 

通なするアラームの内容などは、柔軟に設定することが可能になっており、システムの運用 
形態に合わせて詳細に設定できます。 

P POINT 

► SVOM をインストールすると、ホの機能が同時にインストールされます。 

■ イベントマネージャ 
■ パフオーマンスマネージャ 
■アーカイブマネージャ 
-パワーモニタ 

■ 異常発生の通な 

サーバのハー ドウ エアに 異常を発見す ると、 ServerView エージ エントが サーバの イベントロ 
グにイベントを格納し、 SNMP トラップを通知します。 

管理者は、 SVOM のイベントマネージャを巧用して、アラームの参照、編集、通知ホをの設 
をなどを行えます。詳細は 「3.5イベントマネージャ J (^ P .139) を ご覧ください。 

また、管 a 者は「しきい値」と呼ばれる監視を準を独自に設定でき、設定したしきい値を超 
えたら通知を行うよう、 SVOM を設をできます（なお、しきい値の設定の有無にかかわら 
ず、機涅ごとに設定されている初期値での監視は常に行われています)。 

しきい値の設定については、 「3.6パフオーマンスマネージャ J (^ P . 183) _ をご覧ください。 


P POINT 

► ServerViewWindows エージェントが格納するイベントログは、ホのとおりです。 

ログの種類：アプリケーション 

ソース名： ServerView Agents 

► ServerView Linux エージェントが格納するシスログは、次のとおりです。 

先頭の文字列が 「 Serverview :」 

■ サーバが況の確認 

SVOM は、サーバ状況を確実に把握するための、次の機能を備えています。 

• パージョン管巧機能 

サーバのハードウェアコンポーネント、ソフトウェアの一覧を SVOM 画面で確認できます。 
これらのバージョンを確認することで、サーバのをコンポーネントの状況を把握できます。 
バージョン管巧は、アーカイブマネージャで行います。詳細は、 「3.7.1アーカイブマネー 
ジャの起動 J P .206) をご覧ください。 
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1.1 ServerViewOperations Manager とは 


• アーカイブ機能 

SVOM のアーカイブサービスを利用して、サーバの状況をを巧的に「アーカイブデータ」と 
して記録できます。記録したアーカイブデータとトラブル発生後のアーカイブデータを比較 
することで、トラブルの原因を調査することができます。 

アーカイブデータの作成や比較などの操作は、「アーカイブマネージャ」で行います。詳細は 
「3.7.1アーカイブマネージャの起動 J (一 P .206) を ご覧ください。 

• レポーテイング機能 

レポート作成では、選択した項目に巧して、一定の期間定期的に測定した値を記録して、評 
価のために、表またはグラフの形で表示できます。これにより、サーバを長期的に監視する 
ことができます。詳細は 「3.6パフオーマンスマネージャ」（一 P .183) をご覧ください。 

参ミ肖費電力表示機能 

パワーモニタでは、サーバが消費する電力量を表およびグラフの形で表示できます。 

詳細は 「3.8パワーモニタ」 _(^ P .219) をご覧ください。 


1.1.3 自動再構築&再起動 


SVOM は 、 「ASR (Automatic Server Reconfiguration & Restart :自動再構築 & 再起動）」と呼ば 
れる、異常発生時にサーバを自動的に再起動したりシャットダウンしたりする機能を備えて 
います。この機能を巧用することで、異常が発生したサーバをを全にシャットダウンしたり、 
再起動後に異常箇巧のみをイ吏用不能にしてサーバ運用を継続したりすることができます。 

ASR の設定ホをについては、 「3.4異常発生時の巧処 ( ASR ) J P .131) _ をご覧ください。 


1 .1.4 _ SYStemwalker との連携 


SVOM は、統合管理ソフトウエア Systemwalker の統合管理サーバに SNMP トラップを送信 
し、 Systemwalker と連携して動作できます。 

Systemwalker と連携することで、より統合的なサーバ管理が可能になりまず。 SVOM での監 
視結果を Systemwalker の統合管理サーバに送信したり、 Systemwalker から SVOM を起動した 
りできます。 

Systemwalker との連携方法については、 「4.1 Svstemwalker 連携」（一 P .230) をご覧ください。 
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1.1 ServerViewOperations Manager とは 


1.1.5 リモートサービスボードを使用した高度なサーバ管理 


リモートサービスボード （民 SB : 民 emote Service Board ) は、専用の CPU • OS •通信インター 
フェース•電源を備えたオプションのお張カードです。サーバの状態にかかわらず動作し、 
サーバがダウンしてサーバ単独で異常状態の通知ができない状態でも、監視や情報の通知を 
行います。サーバの管理者は、パソコンの Web ブラウザから、 民 SB を通じてサーバの状況を 
把握し、強制的に電源を入れたり、リセットしたりずるなどの復旧作業を行えます。 

民 SB を使用するためには、ドライバのインストールなど事前に準備が必要です。詳細につい 
ては、 『リモートサービスボードユーザーズ ガイド』をご覧ください。 

1.1.6 リモートマネジメントコントローラを使用した高度な 
サーバ管理 


リモートマネジメントコントローラは、メインボード （On Board ) に搭載される Baseboard 
Management Controller ( BMC ) にリモートサービスボード（民 SB ) の機能を付加し、リモー 
卜環境からサーバの状態確認や設定、電源制御などを行える機能です。 

サーバの管理者は、パソコンの Web ブラウザから、リモートマネジメントコントローラを通 
じてサーバの状況を把握し、強制的に電源を入れたり、リセットしたりするなどの復旧作業 
を行えます。 

リモートマネジメントコントローラを使用するためには、事前に専用ツールなどを使用した 
設定作業が必要です。詳細については、『リモートマネジメントコントローラユーザーズガイ 
ド』をご覧ください。 

1.1.7 信号灯制御プログラムとの連携（ラック管埋） 


信号灯制御プログラムとの連携により、ラックに搭載された PRIMERGY サーバのが態を信 
号灯レくトライト製）の点灯およびブザー鳴動によって視聰覚的にサーバの状態管理が行え 
ます。 

複数サーバ、複数ラックの管巧も行えます。 

1.1.8 七キュリテイについて 


SVOM がなう情報の中には、管 a ををなどの個人情報や、その化の重要情報が含まれていま 
す。外部からアクセスできるドメインに設置する装置には、 SVOM をできるだけインストー 
ルしないようお勧めします。インストールする場合は、設定した情報が外部からアクセスさ 
れないようセキュリティに十分ご注意いただくと共に、設定する内容についても必要最小限 
に留めるようご対応をお願いします。 

P POINT 

► 設を例については、 「 D .4 アクセス権設を」_(一 P .299) をご覧ください。 
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1.2 SVOM のコンポーネント 


1.2 SVOM のコンポーネント 

~~^- 1 

SVOM には、次のコンポーネントが含まれています。 


コンポーネント名 

インス I - ル先 

役割 

ServerView Operations Manager 


SVOM for Windows 

-監視が象サーバ 
• 管理用のサーバ 
またはパソコン 

すべての監視対象サーバの状態を一括監 
視 / 集中管理できます。 

Web ブラウザでサーバを管理するクライ 
アント機能を提供します。エージュント 
からの SNMP トラップを受信し、イベン 
トアクションを実行します。 

SVOM for Linux 

-監視が象サーバ 
• 管理用のサーバ 

ServerView エ '— ンェ ント 


ServerView Windows エ ' ン エント 

監視対象サーバ 

ハードウユアの監視を行います。 


ServerView Linux エ '— ン エント 




P POINT 

► 対応 os の詳細については， 「1.3システム要件」 （一 P .18) をご覧ください。 

■ ドメインコント ローラに 関するを意事項 


SVOM の動作には SQL が必要となりますが、 Windows で SQL をインストールしたままドメ 
インコントローラへの昇格、またはドメインコントローラからの降格を行う場合は、次の注 
意が必要です。 

• Windows 要件により 、 Microsoft SQL Server 2005がインストールされたままでのドメイン 
コントローラへの昇格、またはドメインコントロ ■ —ラからの降格はホサポ ■ —卜です。 
ドメインコントローラへの昇格、またはドメインコントローラからの降格を行う場合は、 
SVOM および Microsoft SQL Server 2005をいったんアンインストールしてください。 

「2.7データべースのバックアップとリストア」 （^ P . 的） を ご覧になり、 SVOM のをデー 
夕を巧避、復元してください。 

• SVOM で Mkrosoft SQL Server 2000または MSDE を使用している場合は、ドメインコント 

ローラへの昇格、またはドメインコントローラからの降格の際に、タスクの再設定や 
SVOM のアンインストール/インストール操作が必要となります。対処ホをについては、 
「■ドメインコントローラへの昇格、ドメインコントローラからの降格 J P .275) をご 

覧ください。 

七キュリテイおよび負荷の観点から、ドメインコントロ ' —ラへの SVOM のインストール 
はお勧めしません。また 、 Microsoft Active Directory がインスト ■ —ルされたサ'—バへ SVOM 
をインストールすると 、 「MSSQL Server AD Helper 」 サービスが登録される場合がありま 
す。これは Microsoft 社のインストーラ要件により追加されるサービスであり、 SVOM で 
は使用しません。必要に応じてサービスを「無効」にしてください。 


ServerView Operations Manager ューザーズガイド 

17 
























1.3 システム要件 


1-3 システム要件 


SVOM を使用するための、システム要件は次のとおりです。 


■ SVOM for Windows (サーバまたはパソコンへのインス I ル） 

パソコンにあるいはサーバに 、 SVOM for Windows をインストールするときのシステム要件 
は、次のとおりです。 


パソコンのシステム 

動作条件 

ノ、 

パソコン 

IBM PC 互換機 

I 

ド、 

プロセッサ 

Pentium® が上 

ク 

使用メモリ 

1024MB な上 

エ 

ァ 

ハードディスク 

空き領域が 1GB が上 

ディスプレイ 

XGA (1024 x 768 ) な上の解像度 


LAN カード 

必要（オンボード LAN でも可） 


マウス 

必要 

ソ 

0S 

* Windows Server 2008 

フ 


* Windows Server 2003 R2 

卜 


* Windows Server 2003 

ク 


• Windows Vista 

エ 


♦ Windows XP 

ァ 

Web サーバ 

次のいずれか 

* Microsoft Internet Information Server 

* ServerView Web-Server (Apache for Win32 ベース） [ 注。 

* Apache2.0 

* Apache2.2 


プロトコル 

TCP/IP が動作していること 


サービス 

- SNMP ( サービスおよびトラップ）が動作していること 
-タスクスケジューラが動作していること 


Web ブラウザ 

次のものがインストールされていること 

* Microsoft Internet Explorer 6.0 が 降 

• Java 2 Runtime Environment Standard Edition 拉 2] 


データベース 

次のいずれか 

• Microsoft SQL Server 2005 

• Microsoft SQL Server 2005 Express [なリ 

• Microsoft SQL Server 2000 SP4 

• MSDE 2000 SP4 (Microsoft Desktop Engine ) [をリ 


アカウント 

Administrator と同等の権限が割り当てられていること 


注 1: SVOM for Windows に同栖されています 。 SVOM for Windows のインストール時に選がすると、 
インストールできます。 

注 2 : PRIME 民 GY スタートアップディスク内からインストールできます。 

SVOM の動作を確認した Java 版数は 「 OM_Hiiits.txt 」 をご覧ください。 

「■ソフト ウュア説明害に ついて」 （一 P.5) 

注 3 : SVOM for Windows に同捆されています 。 SVOM for Windows のインストール時に必要に応じ 
てインストールされます。 
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1.3 システム要件 



► リードオンリードメインコントローラ （ RODC ) への SVOM インストールは未サポートです。 

► Microsoft VirtualMachine は未サポートです。 

► 次の OS は未サポートです。 

■ Microsoft ® Windows Storage Server 2003 R 2, Standard Edition 

■ Microsoft ® Windows Server ® 2003, Enterprise Edition for Itanium-based Systems 

■ SVOM for Linux (サーバへのインス|ル） 

サーバに 、 SVOM for Linux をインストールするときのシステム要件は、次のとおりです。 


サーバのシステム 

動作条件 

ハ 

使用メモリ 

128MB が上 

I 

ド、 

ハードディスク 

空き領域が 162MB が上 （/opt :60MB 、 /var; 92MB, /etc : 3MB、/usr : 7MB) 

ク 

ディスプレイ 

XGA (1024 x 768 ) が上の解像度 

エ 

ァ 

LAN カード 

必要（ホンボード LAN でも可） 


マウス 

必要 

ソ 

フ 

卜 

OS 

• RHEU(x86) • RHEL-ES4(x86) 

.RHEL5(Intel64) - RHEL-AS4(EM64T) 

.RHEL-AS4(x86) - RHEL-ES4(EM64T) 

ク 

エ 

Web サーバ 

Apache ( 民 PM を利用してインストールします。） 

ァ 

プロトコル 

TCP/IP が動作していること 


サービス 

.cron が動作していること 

• インストール時に atd ( サービス）が動作していること 


Web ブラウザ 

RHEL5(x86) / RHEL5(Intel64 ) の場合 

• Mozilla FireFox 1.5.0.9 が降 

• Java 2 Runtime Environment Standard Edition ^ 注 J 

RHEL5(x86) / RHEL5(Intel64 ) が外の Red Hat Linux の場合 

• Mozilla-SeaMonkey Vl.0.3 が降 

• Mozilla FireFox 1.5.0.3 が降 

• Java 2 Runtime Environment Standard Edition 描。 


パッケージ（民 PM) 

■ net-snmp 

• net-snmp-utils 

• compat-libstdc++296 (i386) 

• compat-libstdc++33 (i386) 

• httpd 

• gnome-libs [ 注 2] 

• rpm 

• gawk 

• openssl (64bit システムの場合 i686 、 x86_64 の 2 種類）描 3 ] 

• mod ssl 

• at 

• imixODBC (64bit システムの場合 i686 、 x86_64 の 2 種類） 

• zlib (32bit) 描 4 ] 

•libtermcap (32bit) [ 注 4] 


デ ■ ー タ ベ. ー ス 

• PostgreSQL (SMAWPpgsq パッケージ） 

SVOMfor Linux に同相されています 。 SVOM for Linux のインストール時 
に、自動でインストールされます。 


アカウント 

ス ■ ーノ く ’ ーユ'ー ザ 
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1.3 システム要件 


を 1: PRIME 民 GY スタートアップディスク内からインストールできます。 

SVOM の動作を確認、した Java 版数は 「 OM_Hints.txt 」 をご覧ください。 

「■ソフト ウュア説明書について」（一 P.5) 

注 2 : 民 HEL5(x86)/RHEL5(Intel64) は、対 ■ 象外です。 

注 3 : 民 HEL-AS4(EM64T)/ 民 HEL-ES4(EM64T) は、必須です。 

注 4 : RHEL5{Intel64) / 民 HEL-AS4(EM64T) / RHEL-ES4(EM64T) を最小インストールした場合。 

■ ServerView Windows エージェント（サーバへのインス I —ル） 

サ‘ ーノくに 、 ServerView Windows ェ'ージェントをインスト^ —ルするときのシステム要件につい 
ては 、 『ServerView Windows エージェントユーザーズガイド』をご覧ください。 



► ServerView Windows ェージェントは、 PRIMERGY シリーズ専用です。 PRIMERGY シリーズな外の 
サーバにはインス I 'ールしないでください。 


■ ServerView Linux エージェント（サーパへのインス I —ル） 

サ'ーノくに 、 ServerView Linux ェ'ージェントをインスト ■ ールするときのシステム要件について 
は 、 『ServerView Linux エージェントユーザーズボイド』をご覽ください。 



► ServerView Linux ェージェントは、 PRIMERGY シリーズ専用でず。 PRIMERGY シリーズ外のサー 
バにはイ ンス I 'ールしないでください。 


■ SVOM の表示条件 


SVOM の Web 画面を表示するための Web ブラウザ、および Java の条件を示します。 


参 Web ブラウザ 


OS 

ブラウザ 

Windows 

Microsoft Internet Explorer 6.0 が降 

RHEL5(x86) / RHEL5(Intel64) 

Mozilla FireFox 1.5.0.9 が降 

民 HEL-AS4(x86) / RHEL-ES4(x86) / RHEL-AS4(EM64T) 
/ RHEL-ES4(EM64T) / RHEL-AS3(x86) 

/ 民 HEL-AS3(IPF) / RHEL-ES3(x86) 

.Mozilla-SeaMonkey Vl.0.3 が降 
• Mozilla FireFox 1.5.0.3 な降 


# Java 

java z Runtime Environment Standard edition 

(P 民 IME 民 GY スタートアップディスク内からインストールできます。 SVOM の動作を確認し 
た Java 版數は 「 OMHints . txt 」 をご覧ください。 「■_ソフトウェア説明書について I (一 P .5)_) 
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1.3 システム要件 


SVOM では 「SNMP version 1 」にのみ対 ■ 応しています。 

Server View エージュント V4.20 が降で ServerView Remote Connector サービスが使用します。 
IPMI over LAN に使用されます。 

設定により変更できます。 

SVOM に同栖されているデータベースです。 

ローカル環境内のみでのアクセスとなります。ポート番号 9212 は正式に予約されている番号 
です。 



► Microsoft VirtualMachine は未サポートです。 

► RHEL - AS 3( IPF )/ RHEL - AS 4 (EM 日 4 T )/ RHEL - ES 4( EM 64 T )/ RHEL 5 (lnte 旧 4) では、同システム上の 
ブラウザでの監視は未サポートです。 

► Java ™ 2 Runtime Environment Standard Eciition V 1.6.0_10 お■降を Mozilla FireFox で使巧する場合、 
Mozilla FireFox は 3.0 お降を使用してください。 

Java ™ 2 Runtime Environment Standard Edition V 1.6.0_10 UJ ■降では Mozilla-SeaMonkey での動作は 
未サポートです。 

■ SVOM が使用するプロトコルとポート香号 

SVOM 関連プログラムでは、次のプロトコルとポートを巧用します。 


コンポーネント 

通信 

方向 

コンポーネント 

使用するプロトコル（ポート番号） 


♦ - * 


SNMP 脏 I ] (UDP 161) 


* — 

ServerView Agent 

SNMP TRAP (UDP 162) 


♦ — — * 


SE 民 VERY 圧 W-RM [注 2] (TCP/UDP 3172) 


*. - * 

PING 

ICMP 脏リ 

SVOM 

«-» 

SMTP Server 

SMTP (TCP/UDP 25 ( デフォルト）[注 4]) 


♦ - ♦ 

民 SB 

SNMP 胜 I ] (UDP 161) 


♦ — 

SNMP TRAP (UDP 162) 


♦ — — * 

iRMC/BMC 

RMCP (UDP 623) [注リ 


«— 

i 民 MC 

SNMP TRAP (UDP 162) 


Linux の場合 

«-» 

PostgreSQL DB [注リ 

PostgreSQL [注 6] (TCP/UDP 9212) 


Windows の場合 

«-» 

Microsoft SQL DB 

MS-SQL-S [注 6] (TCP/UDP 1433) 

MS-SQL-M 〔注 6] (TCP/UDP 1434) 


<- * 


HTTP (TCP 80) IIS 使用時 


* - * 


HTTP (TCP 3169) 

ServerView Web-Server 使用時 


*. - * 

SVOM 

HTTPS (TCP 443) IIS 使用時 （ SSL) 

Web Browser 

*. - * 


HTTPS (TCP 3170) 

ServerView Web-Server 使用時 (SSL) 


*. - * 


HTTPS (TCP 443) 


* - * 

RSB/iRMC 

HTTP (TCP 80) 


* - * 

HTTPS (TCP 443) 


注を、化注化化 
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1.3 システム要件 



► ServerView Web - Server の使用ポート （3169 または 3170) は変更できません。 

► Windows でサポートする Web サーバは、 NS または Apache のみです。 

► 監視対象サーバが Windows Server 2008、または Windows Server 2003で、かつファイアウ ホールが 
有効に設定されている場合、監視対象サーバ側のファイアウォール設定で「ファイルとプリンタの共 
有」の例外処理が有効に設定されている必要があります。 
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_ 第 2 章 

インスト—ル 


この章では 、 ServerView Operations Manager 
のインストール方法を説明します。 


2.1 インストールの流れ . 24 

2.2 インストール前の確認 . 26 

2.3 インストール . 37 

2.4 インストール後の設定 . 50 

2.5 アンインストール . 63 

2.6 アップデートインス!ル . 68 

2.7 データベースのバックアップとリストア . 69 
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2.1 インス I ルの流れ 


2.1 インス!ルの流れ 


SVOM のインストールは、次の流れで行います。 

P POINT 

► ServerView エージェントのインス I —ルについては、 『 ServerViewWindows エージェントユーザー 
ズガイド』または 『ServerView Linux ェージェントユーザーズガイド』をご覧ください。 


■インストール前の確認] 


インス h— ル前に、次の確認を行います。 
Windows の場合 

- TCP/IP と SNMP サービスのインスIル 
-バインド順序の変更 

■ ServicePack の適用 

■データべースエンジンのインスI—ル 

■ Web サーバのインス h —ル 


Linux の場合 

■ Web サーバのインスI—ル 
- SEUNUX の設定を確認する 
- RPM のチェック 

. データベースエンジンのインストール 


1インスト~ル 

ネットワーク構成に応じて、必要なコンポーネントをインストールします。 

-シングルサーバ環境の場合は、 OS の種類によってインストールするコンポーネントが異なります。 

-マルチサーバ環境の場合は、 OS の種類、監視方法によってインストールするコンポーネン h が異なりまず。 


I シングルサーバ環境 



Windows の場合 

► ServerView Windows エージェこ 

► SVOM for Windows 


Linux の場合 

► ServerView Linux エーンェこ 

► SVOM for Linux 


I マルナサーバ環南 CWindows/Linux 結を可能） I. 


管理用サーバ/パソコンまたは監視対象サーバに SVOM をインストールできます。 

なお、管理用サーパ'/パソコンに SVOM をインストールして監視お象サーバを監視する場合は、 
監視対象サーバへの SVOM のインストールは必須ではありません。 

監視の拠点を増やしたい場合など、必要に応じてインストールして〈ださい。 


管理用のサーバまたはパソ ニ 



監視対まのサーバ 


Windows の場合 

► ServerView Windows エージェこ 


Linux の場合 

► ServerView Linux ェーンェこ 


(次ページへ） 
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2.1 インス I ルの流れ 


(前ページから） 



■インストール をの設定 I 


インストール後、 0S のコンポーネントをインストールしたり、各種設定を行ったりします。 


Windows の場合 

- Web ブラウザのインストール 
■ Java™ 2 Runtime Environment Standard Edition 
のインス I-- ル 

■オプション装置の割り込み (MIB) 情報のを録 
- Web サービスのお張 
-インス h- ル後のコンピュータ情報変更 
- SNMP 設定の変更 
- 必要ない アラームの 抑止 
. データベースが使用する最大メモリ容量を設定 


Linux の場合 

- Web ブラウザのインストール 
■ Java™ 2 Runtime Environment Standard Edition 
のインストール 

■オプション装置の割り込み CMIB) 情報のを録 
-各サービスの設定 

-インストール後のコンピュータ情報変更 
- SNMP 設定の変更 
-必要ないアラームの抑止 



► REMCS V3.1L29X (X は任意の英字）レ: I 降のバージョンでは、 REMCS の動作要件として SVOM は不要 
です。監視対象サーバに SVOM をインストールする必要はありません。 

なお、 REMCS V3.1L28X (x は任意の英字）レ: I 前のバージョンでは、 REMCS の動作要件として 
SVOM が必要です。監視対象サーバにおいて、 REMCS V3.1L28X 前のパ'-ジョンを使用する場合 
は、監視対象サーバに SVOM をインストールしてください。 


P POINT 

► 監視対象サーバでイベントアクション（ログ/ポップアップ/メール送信/コマンド実行な ど） を実 
巧する必要がある場合は、監視対象サーバに SVOM をインストールしてください。 

► SVOM for Windows は、 ServerView Windows エージェント、および ServerView Linux エージェントを 
管理できます。 

同お!に SVOM for Linux は、 ServerView Windows ェージェント、および ServerView Linux ェージェ 
ントを管理できます。 

■「 Linux 」 インストールに 関する留意事項 

• SVOM インストールの後に、 Webserver インスタンス用のアカウントが自動追加されます。 
ユ' —サ： svomwebadmin 、 ク /レ'— つ'' svomwebadmm 

このユーザはル in / false に登録されているためログインできません。必要に応じて、化山/ 

抽 se を / sbin / nologin にを更してください。 

• ServerView ェージェントにアクセスするためにユーザを作成します。 

作成方法は 「3.4.2 ServerView 管をユーザにっいて」（一 P .138) を ご覧ください。 

このとき作成するユーザ《は、上記自動作成される" svomwebadmin " とは別のユーザをを 
設定してください。共用はできません。アンインストール時などに不具合が発生する可能 
性があります。 ServerVeiw ェージェントアクセス用のアカウントも、 / bin / false 、/ sbin / 
nologin でログイン不可に設定しても問題ありません。 

• SVOM でインストールする postgres ( SQL ) 用に次のアカウントを作成します。 

ユ I —サ： postgpls 、 グ/レ' —プ ： postgpls 

このアカウントは、インストール時や SQL のジョブ実行のため、ログイン可能な状態と 
する必要があります。モードは変更しないでください。 
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2.2 インストール前の確認 


2.2 インストール前の巧認 


SVOM をインストールする前に、次の事項を確認して〈ださし、。 

確認する項目は、 OS により異なります。 


確認項目 

参照先 

Windows 

Linux 

TCP/IP プロトコルと SNMP サービスのインストール 

(一 R26) 

〇 

- 

バインド順序の変更 

(一 P.30) 

〇 

- 

Service Pack の 適用 

卜 P'31) 

〇 

- 

データベースエンジンのインストール 

卜 R32) 

〇 

〇 

Web サーバのインストール 

(一 P.34) 

〇 

〇 

SELINUX の設定確認 

卜 R36) 

- 

〇 

民 PM のチユック 

卜 P.36) 

- 

〇 


〇 :確認を行います。一：確認は不要です。 



► SVOM は複数のサーバを管理できる SNMP コンソールです。トラップの発生状況や管理対象サーバの 
台数によっては CPU、 ディスク、ネットワーク資源に負荷がかかることがあります。 

また、管理にデータベースを使用しているため、ドメインコントローラ、データベースサー/くへ 
SVOM をインストールすることは極力避け、別途、管理用のサーバ/パソコンを巧意するマルチサー 
バ環境 （^P.24) での監視を実施してください。 

► マルチサーバ環境の場合でも、監視対象サーバへの ServerView エージ x ントのインストールは必要と 
なります。 


2.2.1 「Windows」TCP/IP プロトコ J レと SNMP サービスのイ 
ンスト ーJ レ 


SVOM をインストールするためには、管 a 用サーバ/パソコンまたは監巧巧象サーバに、 
TCP/IP プロトコルと SNMP サービスがインストールされている必要があります。 

な降の説明では、 SNMP サービスのコミュニティ名の例を 「public」 として記述しています。 
必要に応じてコミュニティ名を変更してください。 



► コミュニティ 名を 「 public 」 のまま使用すると、第= を によって情報が取り出されたり、電源制御な 
どの装置を操作されたりする危検性があります。任意の コミュニテ ィ名に変更することを巧奨しま 
す。なお、 コミュニティ 名/ SNMP パケット受け付けホストが正しく設定されていないと、認証 ェ 


ラー ("Unauthorized message received.") になります。 コミュニティ 名/ SNMP パケット受け付け 
ホストを十分確認したうえで、設定して〈ださい。 
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2.2 インストール前の確認 


■ Windows Server 2008 / Windows Vista の場合 

t コントロールパネルを起動します。 

之「プログラムと機能」アイコンをダブルクリックします。 

3 「 Windows の機能の有効化または無効化」をクリックします。 

4 「 SNMP の機能」にチェックをかけ、 「 OKJ をクリックします。 

「 SNMP の機能 J の下位にある 「WMI SNMP プロバイダ」にチェックを付ける必要は 
ありません。 

5 コントロールパネルを起動し、「管理ツール」アイコンをダブルクリックしま 
す。 

6 「コンピュータの管理」をダブルクリックします。 

7 左側のツリーで「サービスとアプリケーシヨン」一「サービス」の順にク 
リックします。 

8 ち側のウィンドウで 「 SNMPService 」 をクリックします。 

9 「操作」メニュ——»「プロパティ J の順にクリックします。 

10 「全般」タブの、「スタートアップの種類」項目が「自動」に設定されている 
ことを確認します。 

「自動」になっていなかった場合は、「自動」に設定してください。 

11 「トラップ」タブをクリックします。 

12 「コミュニティ名」にすでに 「 publicj がある場合は、 「 public 」 を選択します。 
巧在しない場合は、「コミュニティ名」に 「 publicj を入力し、「一覧に追加 J 
をクリックします。 

13 「トラップ送信先」の「追加」をクリックします。 

14 SVOM for Windows をインストールするサーバのホスト名、または IP アドレス 
を入力し、「追加」をクリックします。 

シングルサーバ環境で SVOM for Windows をインストールする場合、自分自身のホス 
卜を、または IP アドレスを入力します。複数の SVOM for Windows を運用する場合に 
は、それぞれのホストぶ、または IP アドレスを入力します。 

15 「セキュリティ」タブをクリックします。 

16 「 public 」 をクリックし、「編集」をクリックします。 
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2.2 インストール前の確認 


17 「コミュニティの権利」から「読みとり、書き込み」または「読みとり、作 
成 J を選択し、 「0 K 」 をクリックします（「読みとり、書き込み」を推奨）。 
►「受け付けるコミュニティ名」のリスト中に、 「 public 」 が存在しない場合 

次の操作でコミュニティを追加します。 

1. 「追加」をクリックします。 

2. 「コミュニティの権利」から「読みとり、書き込み」または「読みとり、作成」を 
選択します（「読みとり、書き込み」を推奨）。 

3. 「コミュニティ」に 「public」 と入力し、「追加」をクリックします。 

18 SNMP パケットを受け付けるホストの設定を行います。 

►すべてのホストのパケットを受け付ける場合 

1. 「すべてのホストからの SNMP パケットを受け付ける」をクリックします。 
►指定したホストのパケットのみを受け付ける場合 

1. 「次のホストからの SNMP パケットを受け付ける」をクリックします。 

2. 「追加」をクリックします。 

3. SVOM をインストールするサーバのホスト名、または IP アドレスを入力し、「追 
カロ」をクリックします。 

Server View Windows ェ' —ジェントをインスト ■ —ルするサーノ《では、必ずループ 
バックアドレス （127.0.0.1) を含めてください。 

19 「 OK 」 をクリックします。 

■ Windows Server 2003 / Windows XP の場合 

t コントロールパネルを起動します。 

之「ネットワーク接続」をダブルクリックします。 

3 「詳細設定」メニュ->「オプションネットワークコンポーネント」の順にク 

リックします。 

4 次のいずれかの操作を行います。 

「オプションネットワークコンポーネントウイザード」の「管ち里とモニタツール」の 
チェックが態によって操作が異なります。 

►「管理とモニタツール」がすでにチェックされていた場合 
1. 「管理とモニタツール」をクリックし、「詳細」をクリックして、「簡易ネットワー 
ク管理プロトコル (SNMP)」 がチェックされているかを確認します。 

チェックされている場合は、すでに SNMP サービスがインストールされていま 
す。この場合は、 手順5 に進んでください。 

►「管理とモニタツール」がチXックされていなかった場合 
次の操作で SNMP サービスをインストールします。 

1. 「オプションネットワークコンポーネントウィザード」で「管理とモニタツール」 
をチェックします。 
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2.2 インストール前の確認 


2. 「詳細」をクリックし、「簡易ネットヮーク管理プロトコル （SNMP)」 がチてック 
されていることを確認し、 「0K」 をクリックします。 

3. 「オプションネットワークコンポーネントウィザード」で「次へ」をクリックしま 
す。 

メ ッ セージに 従って操作します。 

5 コントロールパネルを起動し、「管理ツール」アイコンをダブルクリックしま 
す。 

6 「コンピュータの管理」をクリックします。 

7 左側のツリーで「サービスとアプリケーシヨン」一「サービス」の順にク 
リックします。 

8 ち側のウィンドウで 「SNMP Service 」 をクリックします。 

9 「操作」メニュ——»「プロパティ」の順にクリックします。 

10 「全般」タブの、「スタートアップの種類」項目が「自動 J に設定されている 
ことを確認します。 

「自動」になっていなかった場合は、「自動」に設をしてください。 

tt 「トラップ」タブをクリックします。 

12 「コミュニティ名」にすでに 「 public 」 がある場合は、 「 public 」 を選択します。 
巧在しない場合は、「コミュニティ名」に 「 publicj を入力し、「一覧に追加」 
をクリックします。 

13 「トラップ送信先」の「追加」をクリックします。 

14 SVOM for Windows をインストールするサーバのホスト名、または IP アドレス 
を入力し、「追加」をクリックします。 

シングルサーバ環境で SVOM for Windows をインストールする場合、自分自身のホス 
卜を、または IP アドレスを入力します。複数の SVOM for Windows を運用する場合に 
は、それぞれのホストぶ、または IP アドレスを入力します。 

15 「セキュリティ」タブをクリックします。 

16 「 public 」 をクリックし、「編集」をクリックします。 

17 「コミュニティの権利」から「読みと y 、 書き込み」または「読みとり、作 
成 J を選択し、 「0 K 」 をクリックします（「読みとり、書き込み」を推奨）。 
►「受け付けるコミュニティ名」のリスト中に、 「 public 」 が存在しない場合 

次の操作でコミュニティを追加します。 

1. 「追加」をクリックします。 
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2.2 インストール前の確認 


2. 「コミュニティの 権利」から「読みとり、書き込み」または「読みとり、作成」を 
選択します（「読みとり、書き込み」を推奨）。 

3. 「コミュニティ」に 「 public 」 と 入力し、「追加」 を クリックします。 

18 SNMP パケットを受け付けるホストの設定を行います。 

►すべてのホストのパケットを受け付ける場合 

1. 「すべてのホストからの SNMP パケットを受け付ける」をクリックします。 
►指定したホストのパケットのみを受け付ける場合 

1. 「次のホストからの SNMP パケットを受け付ける」をクリックします。 

2. 「追加」をクリックします。 

3. SVOM をインストールするサーバのホスト名、または IP アドレスを入力し、「追 
カロ」をクリックします。 

Server View Windows エ' —ジェントをインスト ■ —ルするサーバでは、必ずループ 
バックアドレス （127.0.0.1) を含めてください。 

19 「OK」 をクリックします。 


P POINT 

► Windows Server 2003ではメッセージの Popup ( Messenger ) の初期設定は無効になっています。 
SVOM の監視機能でメッセージの Popup を行う場合は次の手順で設定を巧います。 

1. 「スタート」ボタンー「管理ツール」の順にクリックします。 

2. 「コンピュータの管理」をクリックします。 

3. 左側のツリーで「サービスとアプリケーション」一「サービス」の順にクリックします。 

4. 右側のウインドウで 「 Messenger 」 をクリックします。 

5. 「操作」メニュ—— * 「プロパティ」の 順にクリックしまず。 

日.「全般」タブをクリックします。 

7. 「スタートアップの種類」の「自動」を選キ尺し、 「 OK 」 をクリックします。 


2.2.2「 Windows 」 バインド順序の変更 


複数枚の LAN カードを搭載するなどして、サーバに複数の IP アドレスが存在する場合、 
SVOM はネットワークのバインドで設定された順序に従って、 IP アドレスを検索します。 
バインド順序は、 SVOM との通信を行うアダプタを最初に検索するよう、設定してくださ 

い。 

ネットワークのバインド順序を変更する手順は、次のとおりです。 

1 コントロール パネルを起動します。 

2 「ネットワーク接続」をダブルクリックします。 

「ネットワ'—ク接続」画面が表示されます。 

3 「ネットワーク接続」画面で、「詳細設定」メニユーの「詳細設定」をクリッ 
クします。 

「詳細設定」画面が表示されます。 
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2.2 インストール前の確認 


4 「アダプタとバインド」タブをクリックします。 

5変更したい接続をクリックして、ちにある矢印ボタンで順序を変更します。 


P POINT 

► LAN チーミング環境やクラスタ環境では、サーバを視に使巧する IP アドレスは、実 IP アドレスを使巧 
してください。上記の環境で割り当てられた仮想 IP アドレスを監巧対象とする場合、アドレスタイ 
プの検出が無効となります。 

► 自サーバを監視対象とする場合、サービス起動時に監視対象の IP アドレスが仮想 IP アドレスに切り替 
わる場合があります。この場合は次の方法で、サービス起動時の自サーバの登録/更新化理を無効化 
してください。 

1. 次のファイルをテキストエディタなどで開きます。 

c:¥Program Files ¥ Fujitsu ¥ F 5 FBFE 01 ¥ServerView Services ¥ scripts ¥ ServerView¥common 
¥ serverlistco が xml 

2. 「 addLoca に erver 」 の" true " を" false " に変更し、上書きします。 


addLocalServer="true" 

i 変更 

addLocalServer=" false" 


2.2.3 「 Windows」Service Pack の適用 


必要に応じて SVOM の 各 コンポーネン トをイ ンストールするすべてのサーバ および パソコン 
に 、 Service Pack を適用してください。 

Windows Server 2003の攝合は 、 Service Pack 2が降を推奨します。 



► Service Pack は必ず適巧して〈ださい 。 Service Pack を適用しない場合、動作は保証できません。 

すでに Service Pack が適用されている場合には、再度適巧の必要はありません。 

► 必ず SNMP サービスがインストールされていることを確認してから 、 Service Pack を適用して〈ださ 
い。 
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2.2 インストール前の確認 


2.2.4 データべースエンジンのインス!"一 J レ _ 

SVOM を利用するため、 SVOM をインストールするサーバまたはパソコンに、データベース 
エンジンのインストールが必要です。 

SVOM がサポートするデータベースソフトは、次のとおりです。 

■ OS が Windows の場合（次のいずれか） 

• Microsoft SQL Server 2005 

• Microsoft SOL Server 2005 Express 

• Microsoft SQL Server 2000 SP 4 

• MSDE 2000 SP 4 (Microsoft Desktop Engine ) 

サポートするデータベースエンジンがインストールされていなかった場合 、 SVOM for 
Windows のインストール時に 、 Microsoft SQL Server 2005 Express 、 または MSDE 2000 SP 4 が 
自動的にインストールされます。 

すでにデータベースエンジンがインストールされていた場合、 「 SQLSERVE 民 VIEW 」 という 
名前のインスタンスが存在するかどうかによって 、 SVOM for Windows は次のとおりに動作 
します。 

• 「 SQLSE 民 VE 民 V 圧 W 」 という名前のインスタンスが存在しなかった場合 

SVOM for Windows のインストール時に 、 Microsoft SQL Server 2005 Express 、 または MSDE 
2000 SP 4 が自動的にインストールされます。 

.「 SQLSERVE 民 VIEW 」 という名前のインスタンスが存在した場合 

SVOM for Windows は新規にデータベースをインストールしません。既存のデータベース 
を使用して動作します。 



► Microsoft SQL Server 2000 SP 3 以前、もしくは MSDE 2000 SP 3 Ja 前がインス I ルされている環境 
に 、 SVOM for Windows をインス！ルする場合、インス！ル巧みのデータベースエンジンを アッ 
プグレードする必要があります。 

► 日本語版外のデータベースエンジンがインストールされていた場合、その環境に SVOMfor 
Windows はインストールできません。 

► SQL Server のインストール、またはセキュリティパッチ適用で認証方式を設定する場合、認証方式に 
は、 Windows 認証を選択してください。 SA 認証は選択しないで〈ださい。 


P POINT 

► Microsoft SQL Server 2005 Express および MSDE 2000 SP 4 は、 500 台下のサーバを監視するのに適 
しています。 

それレ: I 上の数のサーバを監視する場合 、 Microsoft SQL Server 2005、または Microsoft SQL Server 
2000をインス I 'ールすることを推奨します。 

► Windows の場合、 OS のタスクスケジューラに次のタスクが追加されます。 

■ JobServerViewClea し xactn_tables 

■ JobServerViewDaily 

■ JobServerViewHourly 

■ JobServerViewLon 曰 Interval 
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2.2 インストール前の確認 


♦ 0S が Linux の場合 

• PostgreSQL (SMAWPpgsq パッケージ） 

SVOM for Linux のインストール時に自動でインストールされまず。 


■ 「 Windows」Microsoft SQL Server 2005、 Microsoft SQL Server 2000 

Microsoft SQL Server 2005,または Microsoft SQL Server 2000を{ま用する場合は、 SVOM をイ 
ンストールする前にインスタンスを作成しておきます。 

インスタンスの作成（追加）は SQL のインストーラで行います。 

Microsoft SQL Server 2005. または Microsoft SQL Server 2000のインストーラを起動し、「イン 
スタンスぶ」画面で、「インスタンスを」に rsQLSERVERVIEWJ と入力してください。 
Microsoft SQL Server 2000をインストールした場合は、インストール後に、 Microsoft SQL 
Server 2000 Service Pack 4 な降を適用してください。 


■ 「 Windows」Microsoft SQL Server 2005 Express 

SVOM for Windows は、 Microsoft SQL Server 2005 Express を同栖しています。 

サポートするデータベースエンジンがインストールされていなかった場合で、かつ OS が 
Windows Server 2008の場合、 SVOM for Windows のインストール時に、 Microsoft SQL Server 
2005 Express のインストールを選択すると、自動的にインストールされます。 

また、別途用意した Microsoft SQL Server 2005 Express を{ま用する場合は、 SVOM をインス 
トールする前にインスタンスを作成しておきます。 

この場合、 Microsoft SQL Server 2005 Express のインストーラを起動し、次の設をを行ってくだ 
さい。 

• 「接続コンポ'—ネント」を「口 ーカルハードドライブにインスト ■ —ル」にを更 

• 「名前付きインスタンス」を" SQLSERVERVIEW " に変更 

• 「ビルトインシステムアカウントを{ま用する」を「ローカルシステム」にを更 


上記の設定を行わない場合、その後の SVOM のインストールに失敗します。 


■ 「 Windows」MSDE 2000 SP4 (Microsoft Desktop Engine) 

SVOM for Windows は、 MSDE 2000 SP 4 を同栖しています。 

サポートするデータベースエンジンがインストールされていなかった場合で、かつ OS が 
Windows Server 2003,または Windows XP の場合、 SVOM for Windows のインストール時に、 
MSDE 2000 SP 4 のインストールを選択すると、自動的にインストールされます。 

また、別途用意した MSDE 2000 SP 4 を使用する場合は、 SVOM をインストールする前にイン 
スタンスを作成しておきます。 

この場合、 MSDE 2000 SP 4 のインストール時に、インストーラ実行時の引数を 
「 INSTANCENAME 一' SOLSERVERVIEW "」 と設定して ください。 
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2.2 インストール前の確認 


■ 「 Linux」PostgreSQL 

SVOM for Linux のインストール時に 、 SVOM for Linux に同捆している PostgreSQL 
( SMAWPpgsq ) パッケージが自動でインストールされます。 



► PostgreSQL ( SMAWPpgsq パッケージ）は、ポート香号9212を使用します。他のサービスですでに 
使巧されている場合 、 SVOM for Linux はインス I ルできません。 

ポート香号9212は正式に予約されている香号です。 


P POINT 

► PostgreSQL ( SMAWPpgsq パッケージ）は、 OS 標準添付の PostgreSQL と共存可能です。 

2.2.5 Web サーバ のインス!ル 


SVOM は、 Web ベースのサーバ管理ソフトウェアです。 

SVOM を使用するためには、 Web サーバのインストールが必要です。 

SVOM がサポートする Web サーバソフトは、次のとおりです。 

. 0S が Windows の場合（次のいずれか） 

• ServerView Web-Server (Apache for Win 32 べ^ー ス） 

• Microsoft Internet Information Server ( IIS ) 

• Apache 2.0 

• Apache 2.2 

• OS が Linux の場合 

Red Hat Linux : http 过 

P POINT 

► Linux 監視対象サーバ （OS が Linux ) に SVOM for Linux をインス I ルしない場合は、 Linux 監視対象 
サーバに Web サーバのインストールは不要です。 

► ServerView Installation Manager により SVOM for Windows を自動インス I —ルする場合、 ServerView 
Web-Server または1にが選択可能です。 
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2.2 インストール前の確認 


■ 「 Windows」ServerView Web-Server (Apache2 SV) 

SVOM for Windows のインストール時に 、 ServerView Web - Server のインスト^ —ルを選択する 
と、自動的にインストールされます。 



► ServerView Web - Server のセキュリティ対応などにより 、 ServerView Web - Server のアツプデートを 
巧うためには 、 SVOM for Windows をバージョンアツプする必要があります 。 ServerView Web ¬ 
server のみアツ ブデー トすることはできません。 

また、最新版 ServerView Web - Server を含む SVOM for Windows の提供に時間がかかる場合がありま 
す。この場合、 I にまたは Apache 2.0/ Apache 2.2 (別途巧 意） を使巧することを推奨します。 

► SVOM の Web サーバとして 、 ServerView Web - Server をインス I —ル後は、 Apache をインス I —ルし 
ないでください 。 ServerView Web - Server と Apache の同時インス I —ルは未サポートです。 

■ 「 Windows」Microsoft Internet Information Server (IIS) 

IIS を{ま用する場合は、 SVOM をインストールする前にインストールしておきます。 



► Windows Server 2008 (64- bit ) / Windows Server 2003 x 64 / Windows Server 2003 R 2 x 64 におし、て、 
SVOM での IIS の使用は未サポートです。 

► IIS での SSL 接続は可能ですが、事前に1に側で SSL を使巧できるように設定して〈ださい。 

設定方まは SSL の認証局、または Microsoft へ確認してください。 


■ 「 Windows 」 Apache2.0 / Apache2.2 

Web サーバとして、別途用意した Apache 2.0/ Apache 2.2 を巧用することができます。この 
場合 、 SVOM for Windows をインストールする前に Apache 2.0 / Apache 2.2 をインストールし 
ておきます。 



► SVOM の Web サーバとして 、 ServerView Web - Server をインス！ルした場合は、 Apache をインス 
I —ルしないでください 。 ServerView Web - Server と Apache の同時インス I —ルは未サポートです。 

► Apache を SVOM の専用 Web サーバとして使巧する場合は、必ず SVOM のインストール前に Apache を 
インス I ルしてください。その後、 SVOM をインストールしてください。 

► 次の場合は、 SVOM の Web サーバには、 I にを使用して〈ださい。 

- Apache を業務目的でインストールする場合 
- Apache を利巧するソフトウエアをインストールする場合 
- Apache をインストールするソフトウエアをインストールする場合 

► Apache 2.0/ Apache 2.2 での SSL 接続は可能です力 《 、事前に Apache 側で SSL を使用できるように設を 
してください。設定方法は SSL の認証局、または Apache 入手先へ確認してください。 


■ 「 Linux」httpd 

Linux 監視対■象サーノく （ OS が Linux ) に 、 SVOM for Linux をインストールする前に、 httpd の 
民 PM パッケージをインストールしておきます 。 SVOM for Linux をインストールすると 、 Web 
サーバのインスタンス ( sv _ httpd ) が同時にインストールされます。 
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2.2 インストール前の確認 


■ Web サーバの通信ポー ト香 号と変更可否 

SVOM で巧用できる Web サーバの、通信ポート番号（デフオルト番号）と通信ポートのを更 
可否は、次の表のとおりです。 


OS 

SVOM で 

使用できる Web サーバ 

通信ポート（デフオルト香号） 

上段 ： http / 下段 ： https ( SSL ) 

通信ポート 
変更可否 

Windows 

ServerView Weo-Server 

TCP / 3169番 

X 

TCP / 3170番 

X 

Microsoft Internet Iniormation 

Server ( IIS ) 

TCP / 80番 

〇 

TCP / 443番 

〇 

Apache 2.0 / Apache 2.2 

TCP / 80番 

〇 

TCP / 443番 

〇 

Linux 

httpd - SV (/ etc / init . d/sv httpd ) 

TCP / 3169番 

X 

TCP / 3170番 

X 


〇:を更可能 X :変更不可 


2.2.6「 Linux 」 SEUNUX の設定を確認する 


RHEL 5( x 86) / RHEL 5( Intel 64) / RHEL - AS 4( x 86) / RHE し ES 4( x 86) / RHEL - AS 4( EM 64 T ) / 
民 HEL - ES 4( EM 64 T ) において SELINUX が有劾の場合は、インストール前に必ず次の手順を実 
巧して無劾にしてください。 

/ etc / selinux / config 内の次の項目の値を変更し、サーバを再起動します。 

• 編集前 

SELINUX=enforcing 

-編集後 

SELINUX=disabled 



► SEUNUX を無効にしていない場合、または無効にした後で再起動していない場合は 、 SVOM for Linux 
はインストールできません。 


2.2.7「 Linux 」 RPM のチェック 


P 民 IME 民 GY スタートアップディスクをセットし、次のコマンドを実行してください。 


# mount /media/cdrom/ 

# cd / meaia/cdrom/PROGRAMS / Japanese2/Svmanaae/ 

# ./LinuxSVOM/chksys 

RPM パッケージが不足している旨のエラーメッセージが表示された場合は、 民 edHatLinux の 
CD - ROM から 民 PM パッケージをインストールしてください。 
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2.3 インストール 


2.3 インス!ル 


SVOM の各コンポーネントのインストール方まを説明しまず。 

各 0 S に応じたコンソールをインストールしてください。 

■ Windows : 「2.3.1 SVQM for Windows のインス I — J レ」（一 P .37) 

■ Linux : 「2.3.2 SVOM for Linux のインス I — J レ I (一 P .46) 


P 民 IME 民 GY スタートアップディスクに格納されている SVOM より新しい版黨:が公開されて 
いる場合があります。インターネット情報ページ ( http :// primeserver . fuiitsu . com / primergy /) を 
表示し、「ダウンロード」一「ダウンロード検索」の順にクリックして、最新の版数が公開さ 
れていないか確認してください。 

2.3.1 SVOM for Windows のインスト ー J レ 

Windows 監視対•象サーバ、管理用のサーバまたはパソコンに 、 SVOM for Windows をインス 
トールします。 

■ SVOM for Windows インス! -— ル前の留意事項 

• SVOM for Windows のインスト^ —ル後 、 Web サ'ー バ ( Apache 2.0 / Apache 2.2、 IIS ) を変 
更、またはアップデートする場合は、アンインストール実施後、インストールを行ってく 
ださい。 

また、 Web サーバで使用するディレクトリパスを変更する場合は、インストールの際に 
「 Web サーバの格納先」を条件に合わせて変更してください 。 SVOM for Windows インス 
トール後にディレクトリパスを変更する攝合は、一度 SVOM for Windows をアンインス 
トールする必要があります。 

なお 、 ServerView Installation Manager で SVOM を自動インストールした場合、 Web サーノく 
は ServerView Web - Server または IIS が選択されていまず。 

アンインストールについては、 「2.5アンインストール」 （^ P .63) をご覧ください。 

• ターミナルサーバがインストールされているシステムでは、アプリケーシヨンのインス 
トール方法が通常とは異なります。ターミナルサーバ環境に SVOM をインストールする 
場合は、インストールの 手順3 の操作を、コントロールパネルを起動し、「プロダラムの 
追加と削除」一「プロダラムの追加」から行ってください。 

Windows Server 2008 では「コントロールパネル」一「ターミナル サーバーへの アプリケー 
シヨンのインストール」 から行って ください。 
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2.3 インストール 


• SVOM for Windows をインスト^ールする前に Java がインスト^—ルされていない場合、次の 
メッセージが表示されます。 

Java Virtual Machine が検出されません 。 Java Virtual Machine をインス！ - ルするま 

で、適切に動作されない機能があります。 

「 OK 」 をクリックすると、インストールが継続されます 。 SVOM for Windows のインス 
トール終了後、 Java のインストールを行ってください。 

• 複数のバージョンの SVOM をお持ちの場合は 、 SVOM for Windows は必ず最新のものをイ 
ンストールしてください。 

• ServerView Windows エージ ェントと SVOM for Windows を同一の サーノ くにインス トールす 
る際 、 「SVOM for Windows 」 一 「ServerView Windows エージェント」の順番でインストー 
ルを行うと、 SVOM において自サーバの自動登録が行われません 。 「Fujitsu ServerView 
Services 」 の再起動、または、システムの再起動を行ってください。 

■インス I ル 

1 管理者または管理者と同等の権限を持つユーザ名でログインします。 

2 実行中のアプリケーシヨンをすべて終了します。 

3 PRIMERGY スタートアップディスクをセットし、次のインストーラをダブル 
クリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] :¥ PROGRAMS ¥ Japanese 2¥ Svmanage¥WinSVOM 
¥ SV _ Console.bat 

「 SQL セットアップ」画面が表示されます。 



►サポートするデータべースエンジンがインストールされていなかった場合 

「新規に SQLServer をインストールする」が選択されています。 

「次へ」をクリックすると SQLServer のインストール （手順 4) が開始されます。 
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2.3 インストール 


P POINT 

► 別途、データベースエンジンをインストールする場合、「キャンセル」をクリックし、データ 
ベースエンジンをインス I ルした後に、再度 SVOM for Windows のインストールを行つてく 
ださい。 

► SVOM for Windows をインストールしない場合、「キャンセル」をクリックしてください。 

► Windows の Active Directory の環境にデータベースエンジンをインス!ルすると、自動的に 
Active Directory 向けのサービスが登録されますが、 SVOM のデータベースではこのサービス 
は使用しません。必要に応じて削除してください。 

►データベースエンジンがインストールされていた場合 

「インス トール濟みの SQLServer を使う」が選択されています。 

「次へ」をクリックすると 「Fujitsu ServerView Operations Manager セットアップ」画面 
が表示されます。 

が降、 手順4 〜 手順7 は不要です。 手順8 へ進みます。 

P POINT 

► 選がされている項目は変更できません。 


4 「次へ」をクリックします。 

「 MicrosoftSQLServer 2005 Express のインストールを開始します。」または 、 「MSDE 
2000 SP 4 のインストールを開始します。」というメッセージが表示されます。 

メッセージの内容は、インストールする OS によって異なります。 

5 「はい」をクリックします。 

Microsoft SQL Server 2005 Express 、または MSDE 2000のインストール処モ里が開始され 
ます。 

► OS が Windows Server 2008 / Windows Vista の場合 

インストーノレが完了すると 、「 Fujitsu Server View Operations Manager セットアップ」画 
面が表示されます。システムを再起動する必要はありません。 手順8 へ進みます。 

► OS が Windows Server 2003 / Windows XP の場合 

インストールが完了すると、システムの再起動を促すメッセージが表示されます。次 
の手順へ進みます。 

6 「 OK 」 をクリックします。 

システムが 再起動されます。 

再起動後、インストールが続行されます。 CD / DVD 起動可能な媒体 （ PRIMERGY ス 
タートアップディスク含む）がセットされている場合は、いったん媒体を取り出し、 
OS 起動中に再度セットしてください。または、 POST 中に 【 F 12】 キーを押して、表 
示されたメニューで媒体より起動するよう指定してください。 

PRIMERGY スタートアップディスクなどの媒体をセットしないまま OS を起動した場 
合、 SVOM のインストールは中止されます。再度媒体を七ットし、インストーラを起 
動してください（データベースエンジンのインストールは終了しています）。 


ServerView Operations Manager ューザーズガイド 

39 







2.3 インストール 


7インストーラを実行したのと同じューザ名でログインします。 

ログイン後、自動でインストールの続きが開始されます。 

「 Fuji じ U ServerView Operations Manager 七ットアップ」画面が表示されます。 
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「次へ」をクリックします。 

「インストール情報」画面が表示されます。 


ServerView Operat 


ions Nianager 

たブトアゥブ 


ミ 西 Bi 


インストール巧巧 

製品をインストールする肺こ、 iU 下側き報をも話みくだぞい。 


Fujrrsu 


ServerView ] ンソールについて 

ServerView 〕 ンソールは、サ-バ彻、ードウエアが正をなげ樹こあるかどうかを、ネットワーウ 

Ser り erView ] ンソづ脚ま巧すると、サ—バが常時監視下に置かれ、異ちが俄 h された場 
合には、サ-バの管理老にリアルタイムに通がされまず。 

ServerView 〕 ンジ-ルは僅数のコンポーネントより巧成されまず。 


We けラウザ强由で監すが馈サ-パの監視を巧龍にずるソつトウ エア 

Server Vie 机 Event Manager 
Wise Installation WizardCFO 

_ く戻る（皆 | _キサンた化 I 


zJ 
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2.3 インストール 


9 「次へ」をクリックします。 

「インスト'ール先フオルダ」画面が表示され 、 SVOM for Windows の格納先フオルダが 
表示されます。 



10 「次へ」をクリックします。 

「 Web サーバの選択」画面が表示されます。 

ただし、 IIS がインストールされていない場合は 「 Web サーバの選択」画面は表示され 
ません。 



このアプリケーンヨンを実巧するのは 、 We けーバカ 化要です。どの Web サーバ を使用するか 
进巧してください。 

なわ、肪を巧がする場合は、巧に肪がインストー化ミれていることを谣忍し T ： ください。 


(♦ berverView Web-Server (based on Apache 2 for Win 32) 
广肪 (MS Internet Worms わ on Server ) 


Wise Ihstdilation WizardCR ) - 

_ 〈戻る(段 IP がリリ Til _キかンたル I 
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2.3 インストール 



► ServerView Web - Server を選択した場合、 Apache 2 for Win 32 をべースとした Web サー/くが 
SVOM とともにインス！ルされます。また、 Windows のタスクスケジューラに 「 At ** (** : 
タスク ID )」 のタスク名でタスクが追加されます。 

► I にを選択した場合、インストール済みの1にを Web サーバとして使用します。 

► Web サーバとして、すでに Apache 2.0/ Apache 2.2 がインス！ルされている場合 、 「Web 
サーバの選キ尺」画面の選キ尺項目は、 「 ServerViewWeb - Server 」 ではなく 「 Apache 2 (lnstalled 
Apache 2 server )」 が表示されます。 

11 使用する Web サーバを選択し、「次へ」をクリックします。 

「 SQL サーノくへの接続」画面が表示されます。 

SVOM で使用可能なインスタンスをは ，，( Local )¥ SQLSE 民 VERV 圧 W ，， のみです。 

デフオルトで入力されている SQL サーバ名は変更できません。 



ServerView Operations Manager ユーザーズガイド 

42 












2.3 インストール 


12 SQL サーバのインスタンス名を入力し、「次へ」をクリックします。 

「Web サーバのプロパティ」画面が表示されます。 

選択した Web サーバにより、画面が異なります。 

► Web サーバに 「ServerView Web-Server」 を選択した場合 



► Web サーバに「1旧」、または 「Apache2(lnstalled Apache2 server)」 を選択した 
場合 



P POINT 

►「 Web サーバの選択」画面で ServerView Web - Server を選択した場合、 「 SSL と認証の使巧」 
チェックボックスが表示されます。チ X ックボックスをち効にすると、 Web 接続時に SSL 接 
続が使巧できるようになり、また接綿時に認証が要求されるようになります。 

なお、このオプションを選択した場合は、インストール終了後、システムを再起動することを 
推奨します。 
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2.3 インストール 



► 既存の Web Server を使用してローカルパスを変更している場合など、環境に応じて表示され 
ている格納先のフナルダを変更する必要があります。 

► I にのポート香号を自動に取り込むことはできません。 NS のポート香号を変更した場合、変更 
したポート番号を入力し直して〈ださい。 

► ServerView Installation Manager で SVOM を自動インストールした場合、 SSL と認証の使巧はち 
効になっています。無効にしたい場合は、 SVOM をアンインストールし、再度 SVOM のイン 
ストーラを起動してインストールして〈ださい。 

認証に使用するユーザ名とパスワードは、デフホルトでユーザ名 「 admin 」、 パスワード 
「 admin 」 に設定されています。 

ユーザ名とパスワードの追加、変更については、 「• ServerView Web - Server と SSU こつい 
て」 （一 P .286) をご覧ください。 

13 「次へ」をクリックします。 

「コンピュータの詳細」画面が表示されます。 



P POINT 

►「 ServerView サービスを開始する間、自動的に IP アドレスの変更をチェックする」を有効にし 
てインス！'ールを巧った場合、インス！^ール後にコンピュータ情報 （ IP アドレスやコン 
ピュータ名）の変更を巧っても 、 「Fujitsu ServerView Service 」 の再起動、またはシステム巧 
起動を実巧すれば、 「2.4.6インストール後のコンピュータ情報変更」い P .60) の処理は必要 
ありません。 
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2.3 インストール 


t 4 「次へ」をクリックします。 

「アプリケーションのインストール開始」画面が表示されます。 



15 「次へ」をクリックします。 

インストール処理が開始されます。完了すると、「終了」画面が表示されます。 

16 「終了」をクリックします。 

これでインストールは終了です。インストール終了後、 「2.4インストール後の設定」 

P .50) をご覧になり、 SVOM を運用するための設定を行ってください。 

P POINT 

► SVOM for Windows のインストールでは、を期的に SQL のバックアツプを行うためホのタスクがタス 
クスケジューラに登録されます。 


タスク 

説明 

JobServerViewHourlv (backup log hourly) 

1 時間（毎時 45 分）ごとにトランザクションロダの差 
分をバックアップします。 

JobServerViewLongInterval 
(backup database weeKly witn init) 

1週間（毎週月曜 09:00) ごとにデータベースの差分を 
バックアップします。 

JobServerViewDaily (backup database aaily) 

1日（毎日 19:00) ごとにデータベースをバックアップ 
します。 

JobServerViewClear xactn tables 
(clear internal tables) 

1時間（毎時30分）ごとに内部テーブルをク y アしま 
す。 


データベースバックアップファイル、およびデータベースログファイルの格納場巧については、 「♦ 
Windows のタスクスケジューラによる定期 SQL バックアップについて」 （一 P .274) をご覧くださ 
い。 

これらのジョブは、タスクスケジューラから削除したり、無効にしたりしないで〈ださい。 

カッコ内の動作時刻はデフオルト植です。サーバ稼慟時間内に実行されるようにタスクスケジューラ 
で調整してください。 

なお、このジョブは SVOM for Windows のアンインストールではタスクスケジューラから削除されな 
い場合があります。 SVOM for Windows のアンインストール後、手動で削除して〈ださい。 
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2.3 インストール 


2.3.2 SVOM for Linux のインストール 


Linux 管理用サーバ、 Linux 監視対■象サーバに 、 SVOM for Linux をインストールします。 
SVOM は、 Linux のみの環境下で1台のサーバにインストールすると、他のサーバのが態も 
監視できます。 

P POINT 

► Linux 監視対象サーバに、 ServerView Linux エージェントのみをインストールする （SVOM は使巧し 
ない）場合は、 『ServerView Linux ェージェントューザーズガイド J ] をご覧ください。 

► SVOM のインストールおよび Web 画面での設定後、 Web 画面の表示が必要ない場合は、 Web 機能を停 
止できます。 

-手動で Web 機能を停止する方法 

# /etc/init.d/sv httpd stop 

-システム起動時に Web 機能を起動しない設定方法 

# /sbin/chkconfig sv_httpd off 


■ SVOM for Linux インス! -- ル前の留意事項 

• 複数のバージョンの SVOM をお持ちの場合は 、 SVOM for Linux は必ず最新のものをイン 
ストールしてください。 

• SVOM をインストールする場合、ランレベル3、またはランレベル5で実行してくださ 
い。ランレベル1(シングルモード）は未サポートです。 

• 次の状況の場合は、 SVOM インストールがエラー終了します。インストール前に設をを確 
認してください。 


状況 

原因 

TCP/IP の port 9212が使用されている 

SVOM が TCP/IP の port 9212使用するため 

/ etc/hosts がアクセスできない、または 
localhost 設赴こ誤りがある 

インストールで、 hosts の" localhost " 設定を使用するため 

ューザの' 蛮更が制限されている 

インストール中にユーザの変更を行うため 

/tmp がアクセス制限されている 

SVOM は /tmp を使用するため 


なお上記の 「/ tmp がアクセス制限されている」場合、インストール後の動作も不安定にな 
ります。 

• SVOM をインストールする場合、 atd のサービスが動作している必要があります。インス 
トール前に atd のサービスを起動してください。他に利用目的がなければインストール後 
に atd のサービスを停止してください。 atd の起動の確認およびサービスの起動ホをは、次 
のようになります。 

-起動していない状態 

# /etc/init.d/atd status 
atd IS stopped 
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2.3 インストール 


-起動方法 

# /etc/init,d/atd start 

Starting atd : [OK] 

# /etc/init ， d/atd status 
atd (pid xxxxxx) running.... 

-停止方法 

# /etc/init ， d/atd stop 

Stopping atd : [OK] 

# /etc/init.d/atd status 
atd is stopped 

• 本書では、 SVOMforLinux を P 民 IMERGY スタートアップディスクからインストールする 
記述になっています。弊社 Web ページから SVOMforLinux をダウンロー ドしてインス 
トールする場合には、ディレクトリの指定部分を、ファイルを転送/展開したディレクト 
リに読み替えてください。 

• SVOM for Linux インストール時に ServerView Linux エージェントがインストールされてい 
ると、自サーバの snmpd . conf に設定されたコミュニティをで、自サーバの自動登録が行わ 
れます。 

• ServerView Linux エージェントと SVOMforLinux を同一のサーノくにインストールする際、 
r SVOM for Linux 」 一 r ServerView Linux エージェント」の順番でインストールを行うと、 
SVOM において自サーバの自動登録が行われません。システムを再起動するか、または次 
のコマンドを実行してください。 

# /usr/bin/sv services stop 

# /usr/bin/sv services start 

• SVOM for Linux を正常に動作させるために、 / etc / hosts の localhost 行の定義が必要です。 
localhost 行の定義は削除しないようにしてください。 
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2.3 インストール 


■インスIルスクリプトでの SVOM for Linux のインスI -— ル 

P 民 IME 民 GY スタートアップディスク内のインストールスクリプトを利用して、 SVOM のイン 
ストールができます。 

インストールスクリプトがエラーメッ七ージを表示して終了した場合は、 「ん1インストール 
スクリプトのトラブルシューティング」 R 260) をご覽ください。 


P POINT 

► SNMP サービス設定ファイル （ snmpd . conf ) のパスは、次のとおりです。 
/ etc / snmp / snmpd.conf 

► snmpd . conf は、 SVOM のインストール後に手動で編集することもできます。 
手動で編集した後は、次のコマンドを実行して〈ださい。 

/etc/init.d/snmpa restart 


► SVOM for Linux のインストールでは、定期的に SQL のバックアップを巧うため次のジョブが cron に登 
録されます。 


ジョブ 

説明 

Weekly 

1 週間（曜日、時刻はシステム稼働に依存）ごとにデータベースをバックアップしま 
す。 

Daily 

1日（時刻はシステム稼働に依存）ごとにデータベースの差分をバックアップします。 

Cleanup 

1時間（毎時30分）ごとに内部テーブルをクリアします。 


これらのジョブは、び on から削除したり、無効にしたりしないでください。動作時刻はシステムの榜 
慟状況に依存します。詳し〈は、び on の仕様を確認してください。 

なお、このジョブは SVOM for Linux のアンインストールでは、び on から削除されない場合がありま 
す 。 SVOM for Linux のアンインス I ル後、手動で 7 etc / c の n . d / pg _ C の n ね bEntry " を削除してくださ 
い。 

► SVOM for Linux が使用する SQL ( PostgreSQL ) はトランザクションログを作成しないため、ログの 
肥大化などは発生しません。したがって、ログをバックアップ、クリアするジョブは登録されませ 
ん。 

► ジョブによるバックアップは、次のディレクトリ配下に格納されます。 

/ var / log / ServerViewDB / 

► ServerView Linux エージェントがインス I —ル済みの場合、 snmpd . conf に設定されたコミュニテイ名 
で、サーバリストに自動登録されます。コミュニティ名を変更したい場合は、次のコマンドを実巧し 
てください。 

# ./install --snmp-community < コミュニ了ィ名〉 


• インストールスクリプトの起動方ま 

インストールスクリプトによるインストールは、スーパーユーザでログインして P 民 IME 民 GY 
スタートアップディスクをセットし、次のコマンドを実行して行います。 

# mount /media/cdrom/ 

# cd /media/cdrom/PROGRAMS/Japanese2 / Svmanage/LinuxSVOM/ 

# ./inssv 
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2.3 インストール 


次は出力結果例です。 

ServerView Console install script version VI.0 

Copyright(C) FUJITSU LIMITED 2006, 2007, 2008 

Install in Red Hat Linux system. 

checking necessary 民 PMs ... 

RPMs check [OK] 

install ServerView, please wait... 

Started at 2 日日 Y 年 MM 月 DD 日 x 曜日 hh :mm; ss JST 

Package ServerViewBase ... 

... installed. 

Package SMAWPpgsq SV ... 

... installed. 

Package ServerViewDB ... 

... installed. 

Package ServerViewCommon ... 

... installed. 

Package AlarmService ... 

... installed. 

Package ServerView_S2 ... 

... installed. 

Package ServerViewOperationsManager ... 

... installed. 

ServerView installed successfully. 

Log saved in /var/log/fsc/ServerView/install.log file. 

/root/Svmanage/LinuxSVOM 

ServerView's RPMs are installed successfully. 


参実巧おまの確認 

SVOM が正常にインストールされると、最終行に次の正常終了メッ七ージが表示されます。 

ServerVie 的 'S RPMs are installed successrul 丄 y. 

上記メッセージが表示されない場合は、 「 A .1 インストールスクリプトのトラブルシューテイ 
ング J P .260) をご覧ください。 

上記メッ七ージが表示された場合は、次のコマンドを実行してディスクをアンマウントし、 
PRIMERGY スタートアップディスクを取り出した後、 「2.4.5 「 Linux 」 をサービスの設定」 
P .57) を実施してください。 

# cd 

# umount /media/cdrom/ 
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2.4 インストール後の設定 


2.4 インストール後の設定 


SVOM をインストールした後は、 SVOM を正しく運用できるように次の設をを行い 
ます。 


設定は、 OS により異なります。 


設定項目 

参照先 

Windows 

Linux 

Web ブラウザのインストール 

卜 R50) 

〇 

〇 

Java 2 Runtime Environment Standard edition ( Da ンスト' —ノレ 

卜 P.51) 

〇 

〇 

オプション装置の割り込み （M 旧） 情報の登録 

卜 R54) 

〇 

〇 

IIS の設定 

卜 P-54) 

〇 

- 

各サービスの設定 

卜 P.57) 

- 

〇 

インストール後のコンピュータ情報靈更 

(一 P.60) 

〇 

〇 

SNMP 設定の変更方法 

卜 P'61) 

〇 

〇 

必要ないアラームを抑止する 

卜 R62) 

〇 

〇 

データベースが使用する最大メモリ容量の設定 

卜 P.62) 

〇 

- 


〇 :設定を行います。一：設をは不要です。 

P POINT 

► インス I ルをにサーバのコンピュータ名や IP アドレスを変更した場合は、 「2.4.6インストールをの 
コンピュータ情報変更」 （― P .60) をご覧になり、設をを行って〈ださい。 

► SVOM V 3.40 お降では 、 Microsoft Virtual Machine は未サポートです。 



► SVOM 関連ファイルの編集、追加、削除などは、動作に影響を及ぼす可能性がありますので、本書に 
記載されている内容以外は一切行わないでください。 


2.4.1 Web ブラウザのインス!ル 


SVOM を巧用するサーバおよびパソコンに、 Web ブラウザをインストールしてください。 

■ サーバおよびパソコンの 0S が Windows の場合 


次のサーノくおよびパソコンに Microsoft Internet Explorer 6.0 が降をインストールしてください。 

.SVOM for Windows をインストールしたサーバおよびパソコン 

.SVOM のサーバ監視画面を表示するサーバおよびパソコン 

. 民 SB / iRMC Web インターフェース画面を表示するサーバおよびパソコン 

Windows OS でご利用になる場合は、 Microsoft Internet Explorer インストール後、次の手順に 

従って、 Web サイトの追加設定を行ってください。 
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2.4 インストール後の設定 


1 Microsoft Internet Explorer を開きまず。 

2 「ツール」メニューから、「インターネットオプション」を選択しまず。 

3 「セキュリティ」タブをクリックし、「イントラネット」または「信頼済みサ 
イト」を選択します。 

4 「サイト」をクリックし、それぞれ次の URL ( http :// くサーバの IP アドレス 
>) を追加します。 

► SVOM for Windows をインス I —ルしたサーバの場合 

-自サーバの URL 

•SVOM (Windows / Linux) をインストールしたサーバの URL 

► SVOM のサーバ監視画面を表示するサーバの場合 
•SVOM (Windows / Linux) をインストールしたサーバの URL 

► RSB / iRMC Web インターフエース画面を表示するサーバの場合 
-民 SB に設定した URL 

- iRMC に設定した URL 

■ サーバおよびパソコンの 0 S が Linux の場合 

次のサーバおよびパソコンに Mozilla-SeaMonkey. または Mozilla FireFox をインストールして 
ください。 

• SVOM for Linux をインストールしたサーバ 

• SVOM のサーバ監視画面を表示するサーバおよびパソコン 

• 民 SB/i 民 MC Web インターフェース画面を表示するサーバおよびパソコン 

2.4.2 JavaTM 2 Runtime Environment Standard Edition の 
インストール 


SVOM を使用するサーノくおよびパソコンに、 Java™ 2 Runtime Environment Standard Edition を 
インストールしてください。 

Java^^ 2 Runtime Environment Standard Edition のインストーラは、 PRIMERGY スタートアップ 
ディスクに格納されています。ただし、 OS、 およびブラウザのバージョンによっては、格納 
されている Java のバージョンが適応していない場合があります。また、次に Linux ブラウザ 
(Mozilla) への Phigin の設定方法を一例として記載していますが、使用される OS、 およびブ 
ラウザのバージョンによっては設定内容 （Java の Phigin のディレクトリパス）が異なる場合 
があります。お使いの OS、 およびブラウザの適応条件をあらかじめ確認してください。 

參 0S が Windows の場合 

• SVOM for Windows をインストールしたサーバおよびパソコン 

• Web ブラウザで SVOM のサーバ監視画面を表示するサーバおよびパソコン 
. 民 SB/iRMC Web インターフェース画面を表示するサーバおよびパソコン 
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2.4 インストール後の設定 


♦ 0S が Linux の場合 

. SVOM for Linux をインストールしたサーバ 

• Web ブラウザで SVOM のサーバ監視画面を表示するサーバおよびパソコン 
• 民 SB/iRMC Web インターフェース画面を表示するサーバおよびパソコン 

■インス!^ — ル手順 

參 0S が Windows の場合 

1 PRIMERGY スタートアップディスクをセットし、次のインストーラを起動し 
ます （XX はバージョンを示します）。 

[ CD/DVD ドライブ] :¥ PROGRAMS ¥ Japanese 2¥ Svmanage ¥ WinSVOM¥Tools 
¥ jre-x X X xx - windows - i 586- p.exe 

參 OS が Linux の場合 

P POINT 

► 本手順内に記載されている < Web ブラウザのフォルダ > は、ホの例のようなフォルダ名を示します。 

■ Mozilla-SeaMonkey : /usr/lib/mozilla-seamonkey-x.x.x 

■ Mozilla Firefox : /usr/lib/firefox-x.x.x 

► Web ブラウザのディレクトリ配下に plugins フホルダがない場合、新規にフォルダを作成するか、 
mozilla の plugins フォルダを使用してください。 

-新規にフホルダを作成する場合 

# mkdir /く师をじブラウザのフオルダ > /plugins 

■ mozilla の plugins フォルダを使用 
/usr/lib/mozzila/plugins 

1 PRIMERGY スタートアップディスクをセットします。 

2 PRIMERGY スタートアップディスクをマウントします。 

自動でマウントされる場合は必要ありません。 

# mount / media / cdrom / 

3 該当ディレクトリに移動します。 

# cd / media / cdrom / 

# cd Japanese 2/ Svmanage / LinuxSV 0 M / Tools/Jre 

4 インストーラを起動します。 

XX はノくージョンを示します。 

# rpm -IV 1 re-x x x xx - linux - i 586 .rpm 

5 既存の Java のプラグインをチェックします。 

# Is /<师613ブラウザのフオルダ >/ pl 叫 ins 
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► libjavaplugin _ oji . so がある場合 

次のコマンドで削除します。 


# rm -fr /< Web ブラウザのフオルダ >/ plugins/libjavaplugin oji.so 


6 plugins フォルダから Java のブラグインにシンボリックリンクを張ります。 

1. plugins フォルダに移動します。 

# cd /11317<师613ブラウザのフオルダ > /plugin 

2. Web ブラウザ、 Java のバージョンに応じて、次のコマンドを実行します。 

- Web ブラウザが MozillaFireFox 3 が降、かつ Java 1.6.0_10 >1^降の場合 

# In -S /usr/ 〕 ava/ 〕 rel. X . x_xx/lib/i j8 6/liiDnp 〕 p2 ， so 
-上記な外の場合 

# In -s /usr/]ava/]rel.x.x_xx/plugin/i386/ns7/lib 〕 avaplugin_o]i.so 
または 

# In -s /usr/java/jrel.x.x_xx/plugin/i386/ns7-gcc29/ 
libjavaplugin_o 〕 1 .so 


7 PRIMERGY スタートアップディスクを取り出します。 


# cd 

# eject 



► RHEL5(lnte 旧 4)/RHEL-AS4(EM64T)/RHEL-ES4(EM64T) 用の java (jre) プラグインは、未サポー 
卜です。 

SVOM の画面表示を行う場合は、別のパソコンのブラウザを使用してください。 

► java V1.6.0_10(Java SE Runtime Environment (JRE) 6 Update 10) レ： I 降のプラグインを使用する場合 
は Mozilla FirefoxS.O の■降が必要です。 Mozilla Firefox2 お■前、および Mozilla-SeaMonkey は使用でき 
ません。 

► FireFox 3.0 レ: I 降では plugins フォルダはありません。次のいずれかの方法で対応してください。 

- plugins フォルダを作成する 

例） cd/ 使用ブラウザのフォルダ/ 
mkdir plugins 

■ mozilla の plugins フォルダを使用する 

FireFox 3 降ではブラウザのフォルダ配下に pligins フォルダがない場合、 mozilla 配下の plugins 
フホルダを参照し、使用します。 

► Java を新しい版数に更新した場合、 Java のインストールフォルダ、シンボリックリンク先、および 
Plug-in などが変更される場合があります。入れ替える前に Sun Microsystems のホームぺージで内容 
を確認して〈ださい。 
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2.4 インストール後の設定 


2.4.3 オプション装置の割り込み (MIB ) 情報の登録 


管理用のサーバまたはパソコンに、オプション装置の割り込み （ ME ) 情報を登録します。 
SVOM から、 MIB 登録を行います。 

操作方■法は _「3.5.7 MIB の登録 （ MIB インテグレータ）」 _(^ P .180) _ をご覧ください。 



► すでにを録巧みの mib ファイルを置き換える場合は、 mib のファイル名けな張子を合む）の大文字と小 
文字の違いに注意してください。誤ってを録した場合は、新規 mib としてを録されます。 


2.4.4 「 Windows」IIS の設定 


Web サーバに IIS を選択して SVOM for Windows をインストールした場合は、次の機能追加 
と設をを行ってください。 

■ Windows Server 2008 / Windows Vista の場合 

■f 「スタート」ボタン ー「管理 ツール」 一「サ ーバーマネージャ」の 順 (こクリッ 
ク します。 

Windows Vista の場合は、「コントロ ■ —ルパネル」一「プロダラムと機能」一 「Windows 
の機能を有劾化または無効化」一「インターネットインフォメーションサービス」の 
順にク y ックし、 手順4 へ進んでください。 

2 左側のツリーで、「役割」一 「 Web サーバー（1旧)」の順にクリックします。 

3 「役割サービスの追加」をクリックします。 

4 次の機能がすべてインストールされているかどうかを確認します。 

インストールされていない機能があった場合、インストールします。 


カテゴリ 

項目 

HTTP 基本權能 

静的コンテンツ 

既定のドキュメント 

デイレクトリの参照 

HTTP エラー 

HTTP y ダイレクト 

アプリケーション開発 

CGI 

ISAPI 扳張機能 

七キュ y ティ 

基本認証 

Windows 認証 

ダイジ S スト認証 
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2.4 インストール後の設定 


カテゴリ 

項目 

管理ツール 

IIS 管理コンソール 

IIS 管理スクリプトおよびツール 

管理サービス 


5 サーバーマネージャを閉じます。 

6 「スタート」ボタンー「管理ツール」一「インターネットインフォメ ーシヨン 
サービス ( IIS ) マネージヤ」の順にクリックします。 


7 口ーカルサーバのホームぺージで、 nSAPI および CGI の制限 J アイコンをダ 
ブルクリックします。 

8 次のフナルダ配下にある拡張子が" exe " のファイルがすべて 「有効」 になって 
いることを確認します。 

有効になっていない場合は、有効にします。 

¥ Inetpub ¥ scripts ¥ ServerView¥common 

¥ Inetpub ¥ scripts ¥ Server \^ iew¥SnmpArchive 

¥ Inetpub ¥ scripts ¥ Server \^ iew ¥ Snmpi'rap 

¥ Inetpub ¥ scripts ¥ Server \^ iew¥SnmpView 

9 左側のツリーで、「サイト」一 「Default Web Site 」 一 「 scripts 」 一 
「 ServerView 」 の順にクリックします。 

to CGI - exe の設定をします。 

1. 「ハンドラマッピング」アイコンをダブルクリックします。 

2. 「 CGI - exe 」 を選巧し、画面ちの「操作」メニューから「機能のアクセス許可の編 
集」をクリックします。 

3. 「実行」にチェックを付け、 「 OK 」 をクリックします。 

11 左側のツリーで、「サイト」一 「Default Web Site 」 一 「 scripts 」 一 
「 ServerView 」 の順にクリックします。 

t 2 認証に関する設定を行います。 

1. 「認証」アイコンをダブルクリックします。 

2. ホのとおり設定します。 


項目 

設定内容 

Windows 認証 

有効 

ダイジュスト認証 

無効 

基本認証 

無効 

匿名認証 

有効 


3. 「匿名認証」を選択し、画面ちの「操作」メニューから「編集」をクリックしま 
す。 
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4. 「特定のユーザー ID 」 にチ X ックを付けます。 

5. 「設定」をクリックし、 Administrator 権限を持ったユーザを設定します。 

6. roKj をクリックします。 

■ Windows Server 2003 / Windows XP の場合 

次の機能追加と設定を行ってください。すでに SVOM 関連ファイルが登録されている場合 
は、実施する必要はありません。 

参すべての不明な CGI 拡張の許可 

f IIS マネージャで、口ーカルコンピュータを展開し、 「 Web サービス拡弓長」を 
クリックします。 

之詳細のウィンドウ領域で、無効になっている「すべての不明な CGI おお」を選 
択し、「許可」をクリックします。 

3 「0 K 」 をクリックします。 

参新しい Web サービス拡張を追加 

1 IIS マネージャで、口ーカルコンピュータを展開し、 「 Web サービス拡弓長」を 
クリックします。 

之詳細のウィンドウ領域で、「新しい Web サービス拡張を追加」をクリックし 
ます。 

3 「拡張名」ボックスに、新しい Web サービスあ張の名前を入力します。 

例） 「 ServerViewJ 

4 「追加」をクリックします。 

5 「ファイルのパス」ボックスじパスを入力するか、または「参照」をクリック 
して新しい Web サービス拡張が要ホするファイルに移動し、 rOK 」 をクリッ 
クします。 

次のフォルダ配下にあるすベての exe ファイルを追加してください。 

¥ InetDub ¥ scripts =^ ServerView¥SnmpTraD 

¥ InetDub ¥ scripts =^ ServerView¥SnmpArchive 

¥ InetDub ¥ scripts ^ ServerView¥common 

¥ InetDub ¥ scripts =^ ServerView¥SnmpView 

6 すべてのファイルの追加が終了したら、 「 OK 」 をクリックします。 

7 「 Web サービスあ張」ウィンドウ I こ戻って、 手順3 で追加した拡張名上で右ク 
リックし、「許可」をクリックします。 
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2.4.5 「 Linux 」 各サービスの設定 


■ snmptrapd.conf の編集 （ RHEL5(x86) / RHEL5(lntel64) の場合のみ） 

t 巧のコマンドを入力し、 / etc / snmp / に snmptrapd . conf というファイルを作成 
します。 

# VI /etc/snmp/snmptrapd.conf 

2 上記ファイル巧に次の定義を追記します。 

aisableAuthorization yes 

3 システムを再起動します。 



► snmptrapd.conf の編集を巧わない場合、イベントマネージャの磯能が正常に動作しません。 

■ Web サーバ （ svJiHpd サービス）の自動起動設定 

次のコマンドを実行してサービスの自動起動設定を行ってください。 

# /sbin/chkconfla sv httPd on 

次のように表示されれば、正しく設定が行われています。 

# /sbin/chKconfig --list |grep httpd 

sv_httpd 0: オフ 1: オフ 2: オン 3: オン 4: オン己：オン 6: オフ 


■ ファイアウォールの設定 

P POINT 

► ファイアウォールの設をは、ファイアウォールを使巧する場合にのみ実行する必要があります。 
ファイアウォールを使用しないのであれば、設定は不要です。 

ファイアウォールの設定は、 Linux インストール時または setup コマンドで行います。 
ここでは、 setup コマンドでの設定方法を説明します。 

なお、 Linux インストール時と setup コマンド実行時で画面が異なりますが、設定項目は同じ 
です。 Linux インストール時の設定方法については、 民 ed Hat Linux のマニュアルおよび次の 
設定方法を参考にしてください。 



► 次のファイアウォールの設定は、 SVOM の動作に必要な設定です。 

ファイアウホールの設定についての詳細は 、 Red Hat Linux のマニュアルをご覧〈ださし、。 
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2.4 インストール後の設定 


1 スーパーューザでログインし、次のコマンドを実行します。 

# / usr / sbin/setup 
メニュー画面が表示されまず。 



2 


3 


「Firewall configuration 」 を選択し、 Enter 】 キーを押します。 

「ファイアウォールの設定」画面が表示されます。 





* J 印を付け、 【 Tab 】 キーで「カスタマイズ」に力ーソルを合 


「 Enabled 」 


わせ 【 Enter 】 キーを押しまず。 

「ファイアウォ' ー ル設定一カスタ マイズ」 画面が表示されまず< 



► ここで 「 Disabled 」 を選択した場合は、次の設定は必要ありません。 
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2.4 インストール後の設ま 


4 使巧するプロトコルを設定します。 



次のプロトコルを設をします。 

1. その他のポートに 「 3169:tcp 3170:tcp 」 と記述します。 

2. [Tab] キーで roKj に力ーソルを合わせ、 【 Enter 】 キーを押します。 

P POINT 

► SSH 、 telnet など、他の機能を有効にするとき、ファイアウォールの設をが必要になる場合が 
あります。 

5 [ Tab ] キーで roKj に力ーソルを合わせ、 Enter 】 キーを巧します。 

6 「停止」を選択し、に nter 】 キーを押します。 

7 パケットフィルタリングの設をを編集します。 

/ etc / sysconfig/iptables を編集します。 

次の行を追加してください。 


-A 

RH-Firewall-1-INPUT -m 

State 

--state 

NE 师 

-m 

udp 

-p udp 

--dport 

161-j 

ACCEPT 

-A 

RH-Firewall-1-INPUT -m 

state 

--state 

NE 师 

-m 

udp 

-p udp 

--sport 

161-j 

ACCEPT 

-A 

RH-Firewall-1-INPUT -m 

state 

--state 

NEW 

-m 

udp 

-p udp 

--dport 

162 -j 

ACCEPT 

-A 

RH-Firewall-1-INPUT -m 

state 

--state 

NEW 

-m 

udp 

-p udp 

--sport 

162 -j 

ACCEPT 

-A 

RH-Firewall-1-INPUT -m 

state 

--state 

NE 师 

-m 

tcp 

-p tcp 

--dport 

3169 - 

j ACCEPT 

-A 

RH-Firewall-1-INPUT -m 

state 

--state 

NEW 

-m 

top 

-p tcp 

--dport 

3170 - 

j ACCEPT 


8 パケットフィルタリングの設をを反映します。 

次のコマンドを実行します。 

# /etc/init.d/Iptables restart 
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2.4 インストール後の設定 


2.4.6 インス!ル後のコンピュータ情報変更 


■ 共通操作 

SVOM のインストール後に、 SVOM をインストールした管 a 用サーバ/パソコン、監視巧を 
サーバのコンピュータおまたは IP アドレスを変更した場合、 OS を再起動し、 SVOM を再起 
動してください。 

■ SVOM と ServerView エージェントを1つのサーバにインス I ルしてい 
る場合 

SVOM をインストールしたサーバに ServerView ェージェントもインストールしている場合 
は、このサーバの SVOM を起動し、「サーバの 一覧」 でこのサーバの コンピュータ 名、 IP ア 
ドレスを確認、します。 

変更されていない場合、次の設をを行ってください。 

参 IP アドレスが変更されていない場合 

f サーバの一覧から、巧まのコンピュータを選択します。 

之「ファイル J メニュ—— > 「サ ー/ くのプロパティ」の順にクリックします。 

3 「サーバのアドレス」タブをクリックし、変更後の IP アドレスを入力します。 

4 「0 K 」 をクリックします。 

参コンピュータ名が変更されていない場合 

1 サーバの一覧から、巧をのコンピュータを選択します。 

2 「ファイル J メニューー「削除」の順にクリックし、いったんサーバを削除し 
ます。 

3 「ファイル J メニュ- > 「新しいサーバ」の順にクリックし、対象のサーバを 

再度登録します。 

コンピュータの登録について、詳細は 「3.1.3監巧対•象サーバの登録 J (一 P .81) をご' 
覧ください。 



► SVOM のインストール後に、サーバ名および IP アドレスを変更すると、サーバの一覧に旧サーバ名、 


旧 IP アドレスが監視対まとして残ったままとなる場合があります。その場合、旧 IP アドレスヘアク 
セスし続けることになりますので、ホの方まで旧サーバ名、旧 IP アドレスの監視エントリを削除し 
てください。 

1. サーバの一覧より削除対をのサーバ名を選がします。 

2. 「ファイル」メニユーー「削除」の順にクリックし、サーバを削除します。 
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2.4 インストール後の設ま 


2.4.7 SNMP 設定の変更方法 


SNMP 設をのを更方をにつぃて説明します。 

SNMP 設定に誤りがある場合、監巧機能が正常に動作しません。 

なお 、 「SNMP Service のプロパティ」の表示手順につぃては、 「2 .2.1 「 Windows J TCP / IP プロ 
トコ/レと SNMP サービスのインストール I い P .26) をご覧くださぃ。 

■ SNMP コミュニティ名の変更 

監視が象サーバ側で受け付けるコミュニティ名と、 SVOM 側で監巧巧象サーバとの SNMP 通 
信に使用するコミュニティ名を同一に設定する必要があります。 

コミュニティ名をを更する場合は、次の変更方法を行ってください。 



► コミュニティ 名を 「 public 」 のまま使用すると、第= を によって情報が取り出されたり、電源制御な 
どの装置を操作されたりする危検性があります。任意の コミュニテ ィ名に変更することを巧奨しま 
す。なお、 コミュニティ 名/ SNMP パケット受け付けホストが正し <設をされていないと、認証 ェ 


ラー ("Unauthorized message received.") になります。 コミュニティ 名/ SNMP パケット受け付け 
ホストを十分確認したうえで、設定して〈ださい。 


参 SVOM でのを更方法 

すでに登録した監視対象サーバをを更する場合は、サーバー覧の監視巧象サーバを選択し右 
クリックー「サーバのプロパティ」一「ネットワーク/ SNMPJ タブの順にクリックして、 

コミュニティ名を変更します。 

詳細または新しいサーバの追加力■法については、 「第3章 ServerView Operations Manager の使 
用方を」（一 P .73) を ご覧ください。 

参監視対象サーパでの変更方法 

監視が象サーバでの変更ホをについては 、 『ServerView Windows エージェントユーザーズガイ 
ド』またはに erverView Linux エージェントユーザーズガイド』をご覧ください。 

■ トラップ送信先の変更 

SNMP Service のプロパティ（「トラップ J タブ）を変更します。 

SVOM をインストールした監視対象サーバ、管巧用のサーバまたはパソコンにおいて、卜 
ラップ送信先に SVOM のホストぶまたは IP アドレスを必ず入力してください。 

P POINT 

► 「接続状態変更トラップ」機能を有効にすると、 SVOM よりお続状態変更トラップが送信されます。 
詳しくは、 「3.1.4サーバ設定の確認/変更」（一 P.84) をご覧ください。 
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2.4 インストール後の設ま 


2.4.8 必要ないアラームを抑止する _ 

アラームモニタの「除外 J 機能をイ吏用して、必要ではないアラームの受信を抑止することが 
できます。詳細については、 「■アラームの除外/除外一覧」 （^ P .142) をご覧ください。 

2.4.9「 Windows 」 データべースが使用する最大メモリ容量を設 
定する __ 

データベースには、データベースが 使用する最大メモリ容量を設定する パラメータ （max 
server memory ) があります 。 SVOM for Windows のインスト^ール時は 、 「max server memory 」 

が 64 MB に設定されます。 

「max server memory 」 の設定は、次の手順で変更できまず。 

1 コマンドプロンプトを起動します。 

2 r max server memory j 設定を更コマンドが格納されたフォルダへ移動します。 

「max server memory 」 設定を更コマンドは次に格納されています。 Web サ'—バによって 
異なります。 

► I にの場合 

C:¥lnetpub¥scripts¥ServerView¥Tools 

► ServerView Webserver ( Apache 2_ SV ) の場合 

C:¥Program Files¥Fujitsu¥F5FBFE01¥ServerView Services¥scripts¥ServerView¥Tools 

► Apache 2.0 / Apache 2.2 の場合 

く Apache のインストール先 > ¥cgi-bin¥scripts¥ServerView¥Tools 
3 次のコマンドを実行します。 


SVConfigSQLMaxMemSize.bat [/SVSETUP] 

/SVSETUP を指定した攝合、サイズは 64 MB に設定されます。 

何も指定しない場合、対話モードとなり、任意に値を指定できます。 

►例 ） 「max server memory 」 を 64 MB に対話 モー ドで設定する場合 

c:¥Program Files¥F の itsu¥ServerView¥ServerView Services¥scripts 

¥ServerView¥Tools >SVConfigSQLMaxMemSize.bat 

SQL サーバインスタンス (local) ¥SQLSERVERVIEW の設定を変更します。 


「現在の設定値」 

name minimum maximum coring value 

max server memory (MB) 4 2147483647 2147483647 


メモリサイズを指定してください [32 〜 2147483647 ( 推奨植： 64) ] : 64 

指定されたメモリサイズは 64 です。この値で設定しますか？ [Y/N] : y 

設定が完了しました。 

c:¥Proaram Files¥Funitsu¥ServerView¥ServerView Services¥scripts 
¥ServerView¥T 00 Is > 
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2.5 アンインストール 


2.5 アンインストール 


SVOM のアンインストール方法について説明します。 

各 0 S に応じたコンソールをアンインストールしてください。 

■ Windows : 「2.5.1 SVQM for Windows のアンインス I —■/レ」 （一 P .64) 
- Linux : 「2.5.2 SVOM for Linux のアンインストール」 （一 P .66) 


サーバをレベルアップしてサーバの 監視 システムを 再構築する場合、または管理端末を他の 
パソコンに切り替えて使用する場合 、 SVOM をレベルアップ する場合など、管理端末から現 
在の SVOM を アン イ ンス トールするには、次の操作を行います。 



► SVOM をアンインストールする場合、すべての SVOM プログラムを終了させてから行ってくださし、。 
SVOM をアンインストールした後、ディレクトリ、サブディレクトリ、ファイルが削除されないこと 
があります。 

► アンインストールを行うときに、途中で化理を中断したり、次の手順レ:>1外の操作を巧ったりすると、 
正しくアンインストールされません。アンインストールは最後まで確実に巧って〈ださい。 

► アンインストールを巧うため、サーバリストやアラーム設定などの設定は削除されます。自動的に設 
定を引き継ぐ機能はありませんので、アンインストール前に設定内容を控えておいてください。アッ 
プデートインストール後、再度設定して〈ださい。 

►同じバージョンの SVOM を再インストールするために SVOM をアンインストールする場合には 、 SQL 
Server のアンインストールは必要はありません。 

データベースごと再インス I ^ールしたい場合など、状況に応じてアンインストールしてください。 
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2.5 アンインストール 


2.5.1 SVOM for Windows のアンインス I ル 

SVOM for Windows をアンインストールするには、次の操作を行います。 



► アンインストール画面において文字化けが生じることがありますが、動作には影響はありません。 

► アンインストール終了後、 SVOM の ショー トカット、またはプログラムグループに SVOM が残ってい 
る場合があります。手動で削除してください。 

► アンインス！ル後、タスクスケジューラに 「 At ** ( け： タスク ID )」 というタスクが残っている場合 
があります。この場合は、タスクのプロパティを開いて「実行するファイル名」がかと同じ場合は、 
タスクを削除してください。 

- SVOM のタスクスケジューラで実行されるファイル： 

[システムドライブ ] ;¥Program Files ¥ Fujitsu ¥ F 5 FBFE 01 ¥ServerView Services¥WebServer 
¥ ClearMyLogs.exe 

► SVOM 関連のサービスがまとめて削除されます。削除する対象は、個別に選ができません。 

► SVOM for Windows をインストールしたときに、タスクスケジューラに自動追加される次のジョブは、 
アンインストールでは削除されない場合があります。アンインストール後に手動で削除して〈ださい。 

■ JobServerViewHourly 

■ JobServerViewLongInterval 

■ JobServerViewDaily 

■ JobServerViewClear _ xactn_tables 

► SVOM for Windows をアンインス!ルする隙、次のエラーメッセージが表示される場合があります。 



この エラーメツセー ジ は、 SVOM がインス I —ルされた環境に ServerView Installation Manager をイ 
ンストールした場合に表示されます。この場合 、 SVOM for Windows をアンインス！ルする前に、 
ServerView Installation Manager をアンインス I —ルしてください。 

なお 、 SVOM の Web サーバに ServerView Web-Server Ja 外を選おした場合は、 エラーメツセー ジは 
表示されません。そのまま SVOM をアンインストールできます。 

■ Windows Server 2008 / Windows Vista の場合 

t 管理者または管理者と同等の権限を持つユーザ名でログインします。 

2実行中のアプリケーシヨンをすべて終了します。 

3 コントロールパネルを起動し、「プログラムと機能 J アイコンをダブルクリツ 


クします。 
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2.5 アンインストール 


4 「Fujitsu ServerView Operations Manager 」 を選択し、「アンインス！—ル」を 
クリックします。 

アンインストールの実行を確認するメッセージが表示がされた場合、「はい」をクリッ 
クします。 

SVOM for Windows がアンインストールされます。 

データベースに Microsoft SQL Server 2005 Express を使用していない、または SVOM で 
巧用する SQL Server を削除しない場合は、 手順 5 〜 手順け は不要です。 手順 16 へ進 
みます。 

5 コントロールパネルを起動し、「管理ツール」アイコンをダブルクリックします。 
6 「コンピュータの管理」をクリックします。 

7 左側のツリーで「サービスとアプリケーシヨン」一「サービス」の順にク 
リックします。 

8 ち側のウィンドウで 「SQL Server ( SQLSERVERVIEW ) J を勺、) ックします。 

9 「操作」メニュ——»「停止」の順にクリックします。 

10 「コンピュータの管理」画面を閉じます。 

11 再度、コントロールパネルを起動し、「プログラムと機能」アイコンをダブル 
クリックします。 

f 之 「Microsoft SQL Server 2005」を選択し、「アンインストール」をクリックし 
ます。 

13 「インスタンスの選択」で 「 SQLSERVERVIEW : データベースエンジン」に 
チェックを付けます。 

P POINT 

► お使いの環境で、 SVOM なかの用途に Microsoft SQL Server 2005 Express が使われていな 
かった場合は 、 「SQL Server 2005共ほコンポーネントの削除」の「ワークステーシヨンコン 
ポーネント」にチ X ックを付けます。 

14 「次へ」をクリックします。 

15 確認画面が表示されたら「完了 J をクリックします。 

Microsoft SQL Server 2005 Express がアンインストールされます。 

16 「Microsoft SQL Server Native Client 」 を選択し、「アンインストール」をク 
リックします。 

アンインストールの実行を確認するメッセージが表示された場合、「はい」をクリック 
しまず。 
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2.5 アンインストール 


■ Windows Server 2003 / Windows XP の場合 

t 管理者または管理者と同等の権限を持つユーザ名でログインします。 

2 実行中のアプリケーシヨンをすべて終了します。 

3 コントロールパネルを起動し、「アプリケーシヨンの追加と削除」をダブルク 
リックします。 

4 「Fujitsu ServerView Operations Manager 」 を選巧し、「削除」をクリックしま 
す。 

SVOM for Windows がアンインストールされます。 

5 「Microsoft SQL Server Desktop Engine ( SQLSERVERVIEW )」 を選択し、「削 

除 J をクリックします。 

MSDE 2000 SP 4 がアンインストールされます。 

データベースに、 MSDE 2000 SP 4 を使用していない場合、または SVOM で使用する 
SQL Server を削除しない場合は、この手順は不要です。 

2.5.2 SVOM for Linux のアンインス I ル 


SVOM for Linux をアンインストールするには、次の操作を行います。 



► SVOM for Linux をインス I ルしたときに、 cron に自動追加されるジョブは、アンインストールでは 
削除されない場合があります 。 SVOM for Linux のアンインストール後、次のコマンドを実巧して手動 
で削除してください。 

rm -fr /etc/cron.d/pg_CrontabEntry 

f スーパーューザでログインします。 

2 次のスクリプトを実行します。 

# /usr/bin/UninstallServerVie 的 . sh 

PostgreSQL (SMAWPpgsq パッケージ）/ ServerView DB / ServerViewCommon / 
SVOM / AlarmService (イベントマネージャ）がアンインストールされます。 
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2.5 アンインストール 


P POINT 

► アンインス I ル処理の結果が 7 var / log / fsc / ServerView / uninstall . log " に出力されます。このファイル 
内に次のようなメッセージが出力される場合がありますが、動作上問題ありません。 

Package SMAWPpgsq SV ... 

SMA 时 Ppasq_SV:preun: Stoppina PostgreSQL database server if it was runnina... 

waiting for server to shut down. failed 

pq ctl : server does not shut down 
SMAWPpgsq SV : preun : (Error ignored) 
user postgpls deleted 
.. ， erased. 
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2.6 アップデートインストール 


2.6 アップデートインストール 


アップデートインス I ルは 、 SVOMfor Windows V 4.71 が降のパ'—ジョンに対応 
しています 。 SVOM for Linux . および旧版 ServerView Console ( V 4.61 お前の管理 
コンソール 、 ServerView S 2、 および WebExtension ) からのアップデートはできま 
せん。 

SVOMforLinux 、 および旧版 ServerView Console では、先にアンインストールを 
行い、その後、新規に SVOM をインストールしてください。 


P POINT 

► SVOM for Windows のアップデートインス I ルを行う前に、 「2.7.1 SVOM 設をデータのバックアッ 
プ」 （^ P .69) の実巧を推奨します。 

► SVOM for Windows のアップデートインス!ルを巧うと、インス!ル中に次の確認画面が表示さ 
れます。 



► SVOM for Linux を再インストールする場合、および同じ版数の別サーバへ設定を移動（複写）する場 
合は 「2.7データベースのバックアップとリストア」（一 P .69) で対応できます。なお、05種別間 
(Windows — Linux ) のリストアは行えません。 
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2.7 データベースのバックアッブとリストア 


2.7 データべースのバックアップとリストア 


SVOM で使用するデータベースのバックアップとリストア方法について説明しま 
す。 


SVOM for Linux ではアップデートインストールはサポートしていません。アップデートイン 
ストールを行う場合は、いったんアンインストールを行う必要があります。 

また、 SVOM のアンインストールを行うと、設を（データベース）が引き継がれません。そ 
のため、設定（データベース）のバックアップ、およびリストアが必要です。 

P POINT 

► SVOM のアンインストールを行うと、 ServerView エージ X ントに依存しない情報（サーバリストやア 
ラーム設定など）は同時に消去されます。保存しておきたい設をがある場合、データのバックアッ 
プ、リストアを巧って〈ださい。 

2.7.1 SVOM 設定データのバックアップ 


SVOM では設定データをバックアップできます。バックアップされる情報は次のとおりで 
す。 

•サ ■ —ノくリスト 

-受信したトラップ 
• アラームの 設定 

•了' — カイ ブ マネージャのタスク 設定 
• パフオ'—マンスマネ ■ —ジャのレポ ■ —卜関連 
• パフオーマンスマネージャの しきい値 リスト 


P POINT 

► ASR&R (ファン、温度、再起動設定、 Power 加の ff 設定、ウォッチドッグ設定）、およびパフォーマ 
ンスマネージャのしきい値動作は ServerView エージェント、または/ドが保持しているため、 
SVOM でバックアップを取得しなくても、対まサーバをサーバリストに追加するだけで復旧されま 
す。 
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2.7 データベースのバックアップとリストア 


■ Windows の場合 

バックアップは、次の手順で行います。 

1 コマンドプロンプトを起動します。 

2 バックアップコマンドが格納されたフォルダへ移動します。 

バックアップ コマンドは 次に格納されています。 Web サーバによって異なります。 

► I にの場合 

C:¥lnetpub¥scripts¥ServerView¥Tools 

► ServerView Web-Server ( Apache 2_ SV ) の場合 

C:¥Program Files¥Fujitsu¥F5FBFE01¥ServerView Services¥scripts¥ServerView¥Tools 

► Apache 2.0 / Apache 2.2 の場合 

く Apache のインス トール先> ¥cgi-bin¥scripts¥ServerView¥Tools 

3 次のコマンドを実行します。 


SVBacJcupServerViewDB.bat < cmd > [< path >] 


項目 

説明 

< cmd > 

1または2を指定します。 

1:指定したフォルダにバックアップを作成します。 

2 :規定の SV 0 M 内フォルダにバックアップを作成します。 

例） C : 评 rogram Files¥Fujitsii 邸 ' SFBFEOl^Sql 加 

[く pat わ] 

バックアップ格納先フォルダの指定します。く cm わに1を指定した場合のみ有 
効です。 


►例）指定したフォルダ （ C ¥ SV _ BKUP ) へバックアップを作成する場合 

> SVBackupServerVie 柿 DB.bat 1 C :¥ SV_BKUP 


指をしたフォルダにバックアップが作成されます。 

C:¥SV BKUP ¥ ServerViewDBData.bak 


P POINT 

► <cm わを指定せずにコマンドを実行した場合、対話型で進めることができます。 

コマンドラインの場合、タスクスケジューラなどで定期的にバックアップをするような使い方も可能 
になります。リストアは対話型のみです。 
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2.7 データベースのバックアップとリストア 


■ Linux の場合 

バックアップは、次の手順で行います。 

1 任意のバックアップディレクトリを用意します。 

2バックアップコマンドを実行します。 

く directory > には、任意のノくックアップデイレクトリを指定します。 

< name > には、任意の識別名を指定します。 

/opt/SMAWPlus/pgsql/bin/pg dump -p 9212 ServerViewDB --clean | bzip2 -9 > 

<directory>/ServerViewDB_<name> .bz2 

►例）任意のディレクトリ （/ roo お v _ bkup /) へ日付名を入れてバックアップを作 
成する場合 

# / Opt/SMAWPlus/pgsql/bin/pq dump -p 9212 ServerViewDB --clean | bzip2 -9 > 

/ root/sv_bkup/ServerViewD 巨 — 2 日日 8122 己 ， bz2 

指をしたデイレクトリにバックアップが作成されます。 


P POINT 

► バックアップを取得するとそのログがバックアップファイルと同じフォルダに格納されます。 

2.7.2 SVOM 設定データのリストア 


「2.7.1 SVOM 設をデータのバックアップ」 （^ P .69) でバックアップしたデータを SVOM へ 
リストアします。 

P POINT 

► バックアップしたデータをリストアする場合、バックアップを取得した SVOM のバージョンと同じ 
バージョン、同じデータベースエンジン、同じサーバ（または PC ) にリストアしてください。いず 
れかが異なっている場合の動作は保証しません。 

■ Windows の場合 

リストアは、次の手順で行います。 

t コマンドプロンプトを起動します。 

2 リストアコマンドが格細されたフナルダへ移動します。 

リス トア コマン ドは次に格納されています。 Web サーバによって異なります。 

► I 旧の 場合 

C:¥lnetpub¥scripts¥ServerView¥Tools 

► ServerView Web-Server (Apache2_SV) の 場合 

C:¥Program Files¥Fujitsu¥F5FBFE01¥ServerView Services¥scripts¥ServerView¥Tools 

► Apache2 . 日 / Apache2.2 の 場合 

く Apache のインストール先 > ¥cgi-bin¥scripts¥ServerView¥Tools 
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2.7 データベースのバックアツブとリストア 


3 次のコマンドを実行します。 

SVRestoreServerViewDB.bat 

リストア コマンドは 巧話型です。実行すると、バックアップデータ格納先フォルダ名 
の入力待ちとなります。フォルダをを入力後、リストアを行うか確認が行われます。 

►例） C :¥ SV_BKUP に格納されているバックアップデータをリストアする場合 

> SVRestoreServerViewDB.bat 

>フオルダのパスを入力してください 「例： d:¥SVBack 叩」： C:¥SV_BKUP ^入力 
>処理を開始します（処理を中断する場合は X を入力） [Y/N] : y ^入力 

4 リストアの後処理を行います。 

必ず実行してください。 

1. Fujitsu ServerView Services を起動します。 

2. バックアップコマンドでバックアップを実巧します。 

「■ Windows の場合」（一 P .7 Q ) の 手順1 と 手順2 を実行した後、次のコマンドを 
実行します。 

SVBackupServerViewDB.bat 2 


■ Linux の場合 

Linux のリストアはバックアップで取得した圧縮データを解凍します。 

1 リストアコマンド（解ま）を実行します。 

< directory > には、バックアップデータが格納されているデイレクトリを指定します。 
< name > には、バックアップ時に設定した識別をを指定します。 

bzip2 -cd <airectory>/ServerViewDB _<name> .bz2 | /opt/SMA 问 P 丄 us/pqsql/bin/ 
psql-p 9212 ServerVie 柿 DB 

►例）ディレクトリ / root / sv _ bkup / に格納された識別名20081225のデータをリス 
トアする場合 

# bzip2 -cd /root/sv bkup/ServerViewDB 20081225,bz2 | /opt/SMAWPlus/ 
pgsql/bin/psql-p 9212 ServerViewDB 


P POINT 

► Linux ではリストア後のサービスの再起動は不要です。 
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_1^3 章 

ServerView Operations 
Manager の使用方法 

この章では 、 ServerView Operations Manager 
によるサーバ監視機能の使用方法について説明 
しています。 
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3.2 サーバの監視 . 91 

3.3 ブレードサーバの監視 . 124 

3.4 異常発生時の対処 (ASR). 131 

3.5 イベント マネージャ . 139 

3.6 パフ オー マンス マネージヤ . 183 

3.7 アーカイブデータの管理 . 206 

3.8 パワーモニタ . 219 

3.9 SV0M のシステ ムサービス . 222 
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3.1 SVOM の起動と終了 


3.1 SVOM の起動と終了 


SVOM は、 Web ブラウザによるサーバの監視および各種設定を行います。 


P POINT 

► ServerView ェージェントがインストールされている口ーカルサーバ上の SVOM を起動すると、自動的 
にローカルサーバがサーバリストに追加され、「サーバの一覧」画面に表示されます。 


3.1.1 SVOM の起動 


1 Web ブラウザを起動しまず。 



► Web ブラウザに Internet Explorer を使用する場合、 Web ブラウザ起動後、次の操作を行って 
Web サイトを追加してください。 

1. 「ッール」メニューから、「インターネットオプション」を選択します。 

2. 「セキュリティ」タブをクリックし、「イントラネット」または「信賴済みサイト」を選キ尺 
します。 

3. 「サイト」をクリックし、 SVOM をインストールしたサーバの URL を追加します。 

► Web ブラウザに Mozilla または Netscape を使巧する場合、 Web ブラウザ起動後、次の操作を行 
し、、ポップアップウィンドウの抑止の解除を巧ってください。 

1. 「編集」メニューから「設定」を選択します。 

2. カテゴリから「プライバシーとセキュリティ」配下の「ポップアップウィンドウ」を選 
キ尺します。 

3. 「要求していないポップアップウィンドウを抑止」のチェックを外します。 

► Web ブラウザに Mozilla または Mozilla FireFox を使巧する場合、 Web ブラウザ起動後、次の操 
作が必要です。 

■ Web サイトの日本語表示 （ Mozilla の場合） 

1. 「 View 」 メニュ- * 「Character Encoding 」 一 「 Auto - Detect 」 の順にクリックし、 

「 Japanese 」 を選択します。 

2. 「 Edit 」 メニューから 「 Preferences 」 を選択します。 

3. 「 Category 」 欄の 「 Advanced 」 より 「 Cache 」 を選択します。 

4. 「 ClearCache 」 をクリックします。 

5. 「 Preferences 」 画面で 「0 K 」 をクリックした後、 Web ブラウザをいったん閉じて巧起動 
します。 

■ Web サイトの日本語表示 （Mozilla FireFox の場合） 

1. 「表示」 メニューー 「文字 エンコード」一 「自動判別」の順にクリックし、「日本語」を 
選巧します。 

2. 「編集」メニューから「設定」を選択します。 

3. 「プライバシー」を選択し、「データキャッシュ」の「クリア」をクリックします。 

4. 「設定」画面で roKj をクリックした後、 Web ブラウザをいったん閉じて再起動します。 
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2 次のいずれかの URL を入力し、 【 Enter 】 年一を巧しまず。 

► I 旧、または Apache 2.0/ Apache 2.2 を使用している場合 

http:// くサーバ名またはサーバの IP アド レス >/ServerView/ 
http:// くサーバ名またはサーバの IP アド レス >/sv_www.html 

► ServerView Web - Server , または Linux を使用している場合（通常の接続） 

http:// く サーバ 名または サーバの IP アドレス >:3169/ServerView/ 

http:// く サーノ くをまたは サーノ くの IP アドレス >:3169/sv_www.html 

► ServerView Web - Server 、 または Linux を使用している場合 （ SSL 接続） 

https:// くサーバぶ または サーバの IP アドレス >:3170/ServerView/ 

https:// く サーノ く名または サーノ くの IP アドレス >:3170/sv_www.html 

P POINT 

► 「スター ト」 ボタン ー 「すべての プログラム」一 「Fujitsu ServerView 」 一 「Operations 
Manager 」 一 「Operations Manager 」 の順にクリックしても、 SVOM の起動画面を表示でき 
ます。 


SVOM の起動画面が表示されます。 

P POINT 

SVOM に巧続する瞭のユーザる/パスワードについて 

► インストール時に 「ServerView Web - Server 」 を指定し 「 SSL と認証の使巧」をち効にした場 
合、 SVOM にお続する隙に、次の認証画面が表示される場合があります。 




► 認証は、デフオルトでユーザ名 「 admin 」、 パスワード 「 admin 」 に設定されています。セキュ 
リティのため、このユーザを削除して、任意のユーザを追加して〈ださい。追加手順について 
は、 「• ServerView Web - Server と SSL について J (一 P .286) をご覧ください。 


ServerView Operations Manager ユーザーズガイド 

75 






















3.1 SVOM の起動と終了 


► この認証が実行されるか否かは、接続元の IP アドレスに依存します。認証が実行されない IP ア 
ドレスは、次のファイルに記載されています。 

[システムドライブ ] :¥Program Files ¥ Fujitsu ¥ F 5 FBFE 01 ¥ServerView Services 
¥ WebServer ¥ conf ¥ ssl.conf 

次はインス I ル時のサーバの IP アドレスが「192.168.1.11」の場合の ssl . conf の例です。 


<前略> 

# settings ror user/password authentication : 

# w 的的 root 

<Directory "C:/PROGRA 〜 l/Fujitsu/F5FBFE01/SERVER 〜 l/wwwroot"> 

Options Folio 的 SymLinks 
AllowOverride None 

Order deny,allow 
Deny from all 

Allow from 127.0 .0.1 192.168 .1.11 
AuthType Basic 

AuthUserFile "C:/P 民 OGRA 〜 1/Fujitsu/F 己 FBFE 日 1/SERVER 〜 1/Webserver/bin/ 
pass 的 d" 

AuthName 、、じ .' I P 民 OGRA 〜 1 /Fujitsu/F 己 FBFE 日！ / SERVER 〜 1 / Webserver/cgi-bin" 
Require valid-user 
Satisfy any 
</Directory> 

# scripts 

<Directory "C:/P 民 OGRA 〜 1/Fujitsu/F 己 FBFE 日 1/SERVE 民〜 1/scripts"> 

Options FollowSymLinks 
AllowOverride None 

Order deny,allow 
Deny from all 

Allow from 127.0.0.1 192,168 ,1,11 

< 後略 > 

サーバの IP アドレスがインストール時と異なる場合、認証が実巧されるか否かはこの値に依 
存します。 
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3 「サーバリスト」の文字、またはサーバの写真をクリックします。 



登録されているすべてのサーバがリスト表示されます。 


FU 柄, 


ServerView Suite 


__ [ _なーパ eai I ヘルプ 

アーカイブをインポート I ヴーバをインポートIクーバそエクスポートI白れ史巧設ミ 


田 a すべてのサ—バ 
左のトフ 


ド か 口山1 FOO 17 @0 定 )0 17 ウ〇 P か PAo 


1 1 

BXBOO 

O RX 20084 
ク RX300S4 

O RXe00S4 

1 A 1 JK 1 j. 1 — L. 

10 孔 1 お 21 

^■qbieseesb^h 

1021.1泌別 2 

1021.136.194 

1021.1出の 

BX600 

PRIMERQY RX200S4 

PRIMERQY RX300 S4 

PRIMERGY RX600 S4 

Red Hat Enterprise Linux AS 4 

Red Hat Enterprise Linux AS 4 

0 TX120S2 

Jo TX150S4 

102りお' 1 扣 
1021.136201 

PRIME 防 Y 7X120 52 

PRIMERGY 7X150 54 

Red Hat Enterp-ise Linux ES 4 
Windows Server 2003 Service Pack 

— j 


サーバリスト 


<1 

1 >1 

a アラ-ムの i 綱 1 アラ-ムの|脚 5 i 



Currently no alarm selected 





レブト SVApplet started 

1巧广广厂厂广 f f お献サイト1蛹モ-ド:お)3 

1 +、議 • ^ 
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P POINT 


► 


アラームを受信しているサーバを選キ尺すると、そのアラーム内容が「アラームの詳細」タブと 
「アラームの情報」タブに表示されます。各画面の内容については、 「■アラームウインドウ」 
卜 P .142) をご覧ください。 

SVOM 起動画面の上部にあるタイトルは、ち端にある「+」/「一」ボタンで表示/非表示を 
切り替えることができまず。 




► Web ブラウザに Internet Explorer を使用して Linux にインストールされた SVOM を表示する場合、サー 
バの リス 卜表示の画面が正常に表示されない場合があります。 

次の手順を行ってください。 

1. Web ブラウザ （Internet Explorer ) の「ツール」メニューから、「インターネットオプション」を 
選巧します。 

2. 「全般」タブの「インターネットー時ファイル」で「ファイルの削除」をクリックします。 

3. 「ファイルの削除」画面で「すべてのオフラインコンテンツを削除する」をチェックし、 「 OK 」 
をクリックします。 

4. 「インターネットオプション」画面の 「 OK 」 をクリックした後、 Web ブラウザをいったん閉じ 
て再起動します。 

► サーバブレードで teaming などの LAN 冗長化を行っている場合、マネジメントブレードをサーバリス 
卜に登録した隙に LAN 冗長化を巧っているサーバブレードの IP アドレスカ《0.0.0.0と表示される場 
合があります。この場合、冗長化を巧っているサーバブレードは独立したサーバとしてサーバリスト 
に個別に登録してください。 

► マネジメントブレードをサーバリストに登録すると、配下のサーバブレードが監視可能となります。 
この場合、サーバブレードの IP アドレスはマネジメントブレードから取得されます。マネジメント 
ブレードは、サーバブレードに搭載されている Ethernet の MAC アドレスのかさい順、かつ、通信可 
能な順で IP アドレスを認識します。そのため、 Ethernet の状態を化によっては、サーバリスト上の 
監視 IP アドレスが変動することがあります。 IP アドレスの変動を避けるには、サーバブレードを個 
別のサーバとしてサーバリストに登録してください。 
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3.1.2 SVOM のゾニュー（機能一覧) 


SVOM では、起動画面にあるメニュ——覧からを機能を実行します。 


また、各機能の画面上部にあるメニューバーからを機能を実行することもできます。 




起動画面のメニュー 



SVOM の各画面で表示されるメニユー 


メ ニュ ' —ノく ■ — に力 ’—ソルをポイントするとサブ メニュ ■ —が 表巧 されまず。 


メニユー名 

説明 

サーバリスト 


アーカイブをインポート 

他の管理サーバで取得したアーカイブデータをインポートします。 
「3.7.6インポートアーカイブ」 （一 P .216) 

サーバをインポート 

他の管理サーバで取得したサーバデータをインポートします。 
「■サーバの エクスポート/インポート」（一 P .94) 

サーバをエクスポート 

サーバデータをエクスポートします。 

「■サーバの エクスポート/インポート」（一 P .94) 

自動更新設定 

サーバリストの更新間隔を設定します。 

「■サーバ y ストの更新間隔の設定」（一 P .95) 

管理者設定 


サーバブラウザ 

サーバリストに監視が象サーバを追加します。 

「3丄3 監視対象サーバの登録」（一 P .81) 

ユーザ/パスワード 

ログインが必要となるノー ドから情報を検索するために、認証のた 
めのユーザ名とパスワードを入力できます。 

「3丄5ユーザ/パスワード設定」（一 P .87) 

単位設定 

温度表示を設定します。 

「3丄6単位設定」（一 P .88) 

サーバデータ管理 


アーカイブマネージャ 

アーカイブデータの取得、管理を行います。 

「3.7.1アーカイブマネージャの起動」（一 P .206) 

イベント管理 


アラームモニタ 

受信したアラームを表示します。 

「3.5.1 アラームモニタ」（一 P .139) 

アラーム設定 

アラームに関する設定を巧います。 

「 3.5.2 r ラーム設定の起動と操作の流れ」（一 P .146) 

MIB インテダレータ 

MIB ファイルを追加します。 

「3.5.7 MIB の登録 （ MIB インテダレータ）」（一 P .180) 
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3.1SVOM の起動と終了 


メニユー名 

説明 

サーバ監視 


パフオーマンスマネー 

しきい値やレポートの設定、監視、表示を行います。 


ジャ 

「3.6 パフオーマンスマネージャ」（一 P .183) 


パワーモニタ 

サーバの電力消費の状態を表示します。 



「3.8パワーモニタ」 （一 P .219) 

ヘルプ 


バージョン情報 

SV 0 M のバージョン情報を表示します。 


目次 

ヘルプの目次を表示します。 


この画面のヘルプ 

現在表示されている画面のヘルプを表巧します。 


■右クリック/ニユ——覧 

サーバリスト 画面で右クリックすると、次の メニューが 表示されます。 
右クリックする位置はホ象）によって表示される項目が異なります。 


メニュー項目 

説明 

サーバ画面を開く 

サーバの監視画面が表示されます。 

「3.2.2 サーバのを監視項目の詳細確認」（一 P .96) 

新しいサーバ 

監視が象サーバを追加できます。 

「3.1.3 監視対■象サーバの登録_! (一 P .81) 

AS 民のプロパティ 

AS 民ウィンドウを表示します。異常発生時の対処方法などを設定できま 
す。 

「3.4異常発生時の対 ■処 （ AS 民)」 （一 P .131) 

電源制御 

サーバの電源制御ウィンドウを閱きます。 

「3.1.7 電源制御」（一 P .89) 

接続テスト 

サーバへの接続テストを行います。 

「■ サーバの接続確認」（一 P .92) 

新しいグループ 

新規グループを作成します。選択したグループの下位に作成されます。 
「すべてのサーバ」の下位にはダループは作成できません。 

ダループへ移動 

選択したグループを別のグループに移動します。 

ダループへコピー 

選択したサーバをグループに登録します。 

ダループから削除 

選択したサーバをグループから削除します。 

リネーム 

グループ名を変更します。 

削除 

選択したサーバ、グループを削除します。 

サ'ーバのプロパティ 

サーバのプロパティウィンドウを表示します。サーバ情報を確認、変更で 
きます。 

「3.1.4 サーバ設をの確認/変更」（一 P .84) 

サーバの再検出 

サーバステータスを再検出します。 

「■サーバの 再検出/すべてのサーバの再検出」（一 P .93) 

すべてのサーバの再検出 

すべてのサーバステータスを再検出します。 

「■サーバの 再検出/すべてのサーバの再検出」（一 P .93) 

DB から y フレッシュ 

データベースを更新します。 

アラームを受領 

未受領のアラームを受領します。 

すべてのアラームを受領 

未受領のアラームをすべて受領します。 
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メニユー項目 

説明 

アーカイブの削除 

取得巧みのアーカイブデータを削除します。 

(アーカイブデータが存在する場合のみ表示されます） 

今すぐアーカイブを取得 

選択しているサーバのアーカイブデータを取得します。 


3.1.3 監視対象サーパの登録 


SVOM によるネットワーク上のサーバ監視を行うには、サーバリストに監視巧象サーバを登 
録する必要があります。次の手順でサーバを登録してください。 

1 次のいずれかの操作を行います。 

詳しくは、 「3 丄 2 SVOM のメニュー（機能一覧)」 P .79) をご覧ください。 

►起動画面から操作する場合 
「サーバブラウザ J をクリックします。 

►を機能画面から操作する場合 

画面上部の「管理を設を」メニュー^「サーバブラウザ」の順にクリックします。 
または、サーバリスト上で右クリックして、表示されたメニューから「巧しいサーバ」 
をクリックします。 

2 「コミュニティ」 を入力し（初期値は 「 public 」） 「検索開始」をクリックしま 
す。 

「接続ポ'ート」は未サポ ■ —卜です。 

ネットワーク上に存在するノードが一覧で表示されます。 
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3 表示されたノードの一覧から、登録したいサーバをクリックします。 

サーバ名、システムタイプ、 IP アドレスなどの情報が表示されます。 

登録したいサーバが一覽に表示されない場合は、対象サーバのネットワーク設定を確 
語してください。 

P POINT 

► IP アドレスのプルダウンメニューから選キ尺できる「 IPv 6」は未サポートです。 

► 「テスト」をクリックすると、サーバの接続テストが行われまず。「クリア」をクリックする 
と、入力値がすべて消去されまず。 

► 「サーバ名」を変更することができます。日本語、記号（"冉&〜|¥ + *?/;，など）、空白は使 
用しないでください。 

4サーバタイプリストから、サーバのタイプを選キ尺しまず。 

广サー バタイプリスト 



下表に記載のないサーバタイプは、未サポートです。 


タイプ名 

説明 

自動 

追加するサーバのタイプを自動検出します。 

BMC 

BMC (Baseboard Management Controller ) を追加します。 

Blade Server 

ブレードサーバを追加します。 

Other 

サーバ外の TCP/IP オブジェクトを追加する場合に選択します。 

Server 

ServerView エージュントで監視するサーバを追加します。 
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5 「適用」をクリックします。 

サーバリストにサーバが登録されます。 


サ-バリスト 

田&のトフ I； 


serverView Suite 


$egI イベント es ( ブーバ eaj ヘルブ _ 
-1 サーバをェクスボート I 自れ■新設定 


P か 口上 0 |7 〇〇 口 @0 P 空 )0 口〇〇 |7 Q 0 P6 o 


」る巧 • 


」习がネ ， K 

I 1021.1 


I 苗 J レ 


ステム 


PRIMERGY のな10巧 


Windows Server 2008 Standard Edition (x64) Servict 


_? ラ-ム旋谢 ! I 朽-ムの店 IS I _ 



を卜 SVApplet started 


厂巧广 I~r~ rj i~ I / 值みサイト I 巧苗モード:おか- 


— 1\1脚 • ^ 


P POINT 

► 検索で表示された一覧から複数のサーバを選がする場合は次の操作を巧ってください。 

- [ Shift ] キーまたはに tri 】 キーを巧しながらクリックし、複数のサーバを選キ尺します。 

■一覧上でちクリックし、表示されたメニューから「すべて選択」/「管理可能を選択」のいずれか 
を選びます。 

サーバー覧上で2つ以上のサーバを選択した場合は、「サーバ名」には「複数選択」と表示されます。 
このが態で「適巧」をクリックすると、選択したサーバがサーバリストに登録されます。ただし、す 
でにサーバリストに登録済みのサーバと同じ名前、または同じネットワークアドレスのサーバは追加 
できません。 

► 各タブ画面では、それぞれ情ま民が表示されます。必要に応じて設定してください。 

■「ネットワーク / SNMP 」 タブ 

コミュニティ 名、ポーリング間隔、タイムアウト値、接続状態変更トラップのデフォルト値が表示 
されています。 

コミュニティ 名には半角英数字を使用してください。特殊記号（"冉& 〜 |¥ + *?/;，など）および 
日本語は、使用できません（「接続ポート」は未サポートです）。 
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「リモートサービスボード （ RSB )」 タブ 

サーバに搭載されているリモートサービスボードの情報が表示されます。 

「テスト」をクリックすると、リモートサービスボードに対して接続テストが巧われます。「設定」 
をクリックすると、リモートサービスボードの Web インターフエースが表示されます。 



「口ーカルノート」タブ 
サーバの口ーカルノー トが表示されます。 


3.1.4 サーバ設定の確認/変更 


サーバのを設を内容を確認/を更する場合は、次の操作を行います。 

1 サーバリストから対まサーバを選巧し、ちクリックして表示されたメニュ ー 
から、「サーバのプロパティ」をクリックします。 

「サーバのプロパティ J 画面が表示されます。 



2各■タブ画面で、設定を確認/変更します。 

をタブ画面で項目を設定した場合は、必ず「適用」をクリックして別のタブ画面をク 
リックしてください。 
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►「サーバのアドレス」タブ 

サーバの IP アドレスを確認/を更できます。 IP アドレスを変更した場合、「接続テス 
卜」をクリックすると、正しく接続できるかどうかの確認が行われます。 

「■ サーバの接続確認」 P .92) 


P POINT 

► IP アドレスのプルダウンメニユーから選巧できる npv 6」 は、ホサポートです。 

►「ネットワーク / SNMP 」 タブ 



ネットワークのパラメータを確認/変更できます。設定できる項目は次のとおりです。 


項目 

説明 

接続ポート 

未サポートです。 

コミュニティ名 

監視が象サーノくにインストールされている ServerView エージェント 
と同一のコミュニティあを指をします。 

コミュニティ名には半角英數字を使用してください。特殊記号 （"# 

&〜I ¥+*?/;，など）および日本語は使用できません。 

ポーリング間隔 

監視が象サーバのステータスをチュックする時間間隔です。 

タイムアウト値 

監視が象サーバからの応答を待つ時間です。 

接続が態変更トラップ 

「接続が態変更後のトラップを受信する」が有効の場合、監視が象 
サーバの状態のステータスに変化があれば、トラップが送信されま 
す。ポーリング間隔数の指定により、トラップの送信を遅らせるこ 
とも可能です。また、「起動時にチェックする」が有効の場合、 

SVOM 起動時に監視対象サーバのステータスに変化があれば、卜 
ラップが送信されます。 


P POINT 

► 「を続げ態変更をのトラップを受信する」が有効の場合、サーバの状態にを化があれば、ホの 
ようなトラップがを信されます。 

-サーバ監視可のとき 

「Server changed state」（The server < サ ー /、名 > has changed its state to snmpOK ) 
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3.1 SVOM の起動と終了 


-サーバ監視不可のとき 

「Server changed state」（The server < サ ー /、名 > has changed its state to notmanageble ) 

► ネットワークやサーバの負荷が高い場合は、「ポーリング間隔」、「タイムアウト値」を変更す 
ることで改善できます。 


►「口ーカルノート」 タブ 



サーバの ローカル ノートを編集できます。 口ーカル ノートは、「サーバリスト」画面で 
サーバを見つける際に役立ちます。 

►「ログイン」タブ 


をて理お I 


ユー ザを： ISVUSER 


バ スワー ド ； r 厂バスワー巧さ定 

厂このユーヴををデフ 5 りレトロヴインをとする 
广 S 回パスワードを¥ボする 


巧巧」巧じ 5 ット」ヘルブ 


を - が □- ドさ端した。 


— I T r 厂厂 1 ST [7 悟语 ' ぉ 5 サィトぃ '^€^: 無巧 - 


I * 、川脚，乂 


サーバへ設を値の書き込みを行う際に使用する「ユーザ名」および「パスワード」を 
設をしまず。パスワードを設定するには、「パスワード設定」にチェックを付けてから 
設定しまず。また、セキュリティ上の理由から、パスワードはデータベースに保存さ 
れません。 
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3.1SVOM の起動と終了 


►「リモートサービスボード （ RSB )」 タブ 



サーバの七カンダリチャネルの IP アドレス/ コミ ユニティタを確認/変更できます。 
「接続テスト」をクリックすると、リモートサービスボードとの接続を確認できます。 
「設定」をクリックすると、リモ ■ —トサービスボードの Web インタ '—フェースが起動 
し、「ユーザを」とレくスワード J を入力する画面が表示されます。 

リ モー トサービス ボー ドの Web イン ター フェースについては、『リ モー トサービス 
ボードユーザーズ ガイド』をご覧ください。 

►「 TCP アプリケーシヨン」タブ 

TCP / IP 機器用の Web アプリケーシヨンの設ちができます。 

サーバの種類で TCP / IP 機器を選択した場合のみ表示されます。 

3 「閉じる」をクリックして、プロパティを終了します。 

3.1.5 ユーザ/パスワード設定 


サーバブラウザによるネットワーク上のノード検索を実施する場合に{ま用するアカウントを 
設定します。 

BMC (Baseboard Management Controller ) に対するアカウントを設定します。 

1 SVOM の画面上部のメニユーから「管理者設定」メニユ——^「ユーザ/パス 
ワード」をクリックします。 

詳しくは、 「3丄2 SVOM のメニュー（機能一覧)」（一 P .79) をご覧ください。 

ユーザパスワー ド設定の画面が表示されます。 
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3.1SVOM の起動と終了 



変更または追加を行いたい行にアカウント情報を設定し、 「0 K 」 または「適 
用 J をクリックします。 


P POINT 

► アカウント情報を削除したい場合は、削除したい行にチェックをせけ、「削除」をクリックします。 

3.1.6 単位設定 


SVOM で表示される温度を「摂氏」または「華氏」のどちらの単位にするか選択します。 

1 SVOM の画面上部のメニユーから「管理を設定」メニユーー「単位設定」を 
クリックします。 

詳しくは、 「3丄2 SVOM のメニュー（機能一覧)」 P .79) をご覧ください。 

単位設定の画面が表示されます。 

之「摂氏」または「華氏」を選巧し、 「0 K 」 をクリックします。 
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3.1SVOM の起動と終了 


3.1.7 電源制御 _ 

電源制御は 、 BMC (Baseboard Management Controller ) を持つサーバのリモート電源制御管理 
(電源オン/オフ、リセット、シャットダウン）を行いまず。 



► 電源制御を利用するためには、次の条件を滴たす必要があります。 

■「シャットダウン後電源オフ」、「シャットダウン後リセット」、または「ソフトシャットダウン」を 
巧う場合は、対象のサーバに ServerView ェージェントがインス I —ルされていること 
- 「3.1.5ューザ/パスワード設を」（一 P .87) にち効なューザとパスワードが設定されていること 

1 サーバリストからが象サーバを選キ尺し、ちクリックして表示されたメニュ ー 
から、「電源制御」をクリックします。 

「電源制御」画面が表示されます。 

心 I!! Bf ん h レ ■ w,WBi …7^, 々 :j -Ini x| 

電源制御 

I —ち巧スン巧:?.リたット，シャットぎ。ン- 


チェック 

巧况 n 卿コマンド 

«巧 

巧 

を巧3ン 


广 

直ちにをおすフ 


广 ちち1こリたット 

广 

シャットダウン巧をおす？ 


广 シャットダウ：4まリむット 

广 

ソフトシャットダウン 


广 

ヴスペンド 

H , pe 卜 化、 VI ん XEN のみ 

r 

バワーサイクル 

日しにのみ 

广 

一0がき止 

XEN のみ 

广 

一時巧止お除 

XEN のみ 

广 

レジューム 

XEN のみ 




巧用 1キャン它ル 

ヘル ブ1 

が 

IV 间賊みサイト i 巧話モード:*か 

+、誦 • 


2コマンドー覧からラジオボタンをクリックし、実行するコマンドを選択しま 
す。 


コマンド 

説明 

電源オン 

選択したサーバの電源を入れます。 

直ちに電源オフ 

サーバの状態にかかわらず電源を切ります。 

複数のサーバを同時に、電源を切ることはできません。 

直ちにリセット 

サーバの状態にかかわらずリセットします。 

複数のサーバを同時に、リセットすることはできません。 

シャットダウン後電源ホ 
フ 

シャットダウン赃理を行い、電源を切ります。 

シャットダウン後リ七ツ 
卜 

y ブート赃理を行い、再起動します。 
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3.1SVOM の起動と終了 


コマンド 

説明 

ソフトシヤットダウン 

シャツトダウン赃理を行います。 

サスペンド 

選択したサーバをサスペンドが態にします。 

Hyper - V 、 XEN 、 VMWare のみ可能です。未サポートです。 

パワーサイクル 

選択したサーバの電源 OFF / ON を行います。 BMC のみ可能です。 

一時停止 

選択したサーバの一時停止を行います。 

XEN のみ可能です。未サポートです。 

一時停止解除 

選択したサーバが一時停止されていた場合、一時停止を解除しま 
す。 XEN のみ可能です。未サポートです。 

レシュ'—ム 

選択したサーバがサスペンドモードだった場合、レジュームします。 
XEN のみ可能です。未サポートです。 


3 「適用」をクリックします。 

確認画面が表示されます。 



4 「 OK 」 をクリックします。 



電源制御の結果が表示されます, 


5 「終了」をクリックします。 

画面が閉じます。 

3.1.8 SVOM の終了 


SVOM を終了するには、 Web ブラウザの右上にある 「 X 」 をクリックして、 Web ブラウザを 
終了してください。 
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3.2 サーバ の監視 


3.2 サーバの監視 


サーバの状態、サーバの各コンポーネントの詳細状況を確認します。 

3.2.1 サーバの状態確認 


■サーバの状態表示（アイコン） 

サーバリスト に、 サーバ ごとのが態が次の アイコンで 表示されます。 


アイコン 

意口未 

◎ 

すべてのコンポーネントは正常に動作しています。 

选 

1つまたは1つな上のコンポーネントのステータスが悪化しています。 

な 

1つまたは1つな上のコンポーネントでエラーが発生しています。 


サーバが反応せず、管理不可能です。 


y モートマネジメントコントローラで管理可能です。 

货 

リモートマネジメントコントローラで管理可能ですが、1つまたは1つが上のコン 
ポーネントのステータスが悪化しています。 


y モートマネジメントコントローラで管理可能ですが、1つまたは1つな上のコン 
ポーネントエラーが発生しています。 


リモートマネジメントコントローラからの応答がない、またはユーザ名/パスワード 
の不正により管理不可能です。 


リモートマネジメントコントローラにアクセスできません。リモートマネジメントコ 
ントローラがネットワークに接続されているか確認してください。 

ゆ 

サーバにアクセスできません。サーバがネットワークに接続されているか、または 
サーバが SVOM に正しく設定されているかを確認、してください。 

の 

未サポートです。 

© 

サーバ状況を調査中です。 

0 

TCP / IP プロトコルによるサーバ通信が可能です。 

@ 

ServerView エージュントは応答していませんが、標準- SNMP が応答しているが態で 
す。 

巧 

アーカイブデータが作成されています。 
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アイコン 

意口未 

m 

ブレードサーバのステータス（すべてのブレードのステータス）は正常です。 

瓶 


ブレードサーバのステータスを調査中です。 

孤 


ブレードサーバのステータス（少なくとも1つのブレードのステータス）が悪化して 
います。 

m 


ブレードサーバのステータス（少なくとも1つのブレードのステータス）でエラーが 
発生しています。 



ブレードサーバが応答せず、管理不可能です。 

m 


ブレードサーバにアクセスできません。 


■ サーバの接続確認 

サーバが正しく SVOM で巧用できるかどうか、接続テストを行います。これにより、監視機 
能が自動的に起動され、システム全体とそのサブシステムのステータスが表示されます。 



► サーバの一覧のセットアップを巧う場合は、サーバの一覧で設をするコンピュータ名が有効であるこ 
とを確認する必要があります。コンピュータ名は、 OS のインストール中にサーバに割り当てられた 
名前です。1つの IP アドレスに複数のコンピュータ名を同時に割り当てることはできません。 


1 サーバリストに、サーバ名と IP アドレスが正しく表示されていることを確認 
します。 


2サーバリストからサーバを選択し、ちクリックして表示されたメニューから、 
「接続テスト」をクリックします。 

「接続テスト J 画面が表示されます。 
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3.2 サーバの監視 


指をされたタイムアウト時間内にサーバが応答するかどうかをテストします。 
次の5種類のテストが行われます。 


テスト項目 

説明 

Ping 

サーバがネットワークに接続されているかを確認します。 

MIB n チュック 

MIB 1[エ'ージュントがインスト ' ールされているかどうかを確離 
します。 

インベントリ MIB チュック 

ServerView エージエントのインベントリ MIB がインストールさ 
れているかどうかを確認します。 

アドレスタイプ 

了 ドレスのタイプが、本体/民 S 巨でプライマリか七カンダ y か 
の識別を確認します。 

テストトラップ 

サーバからのトラップが受信可能かどうかを確認します。 


3 手順2 を、各サーバに対して行います。 

接続テストが失敗する場合は、 「•接続 テストが正常とならない」（一 P .270) をご覧 
ください。 

P POINT 

► Linux の場合、口ーカルホスト (127.0.0.1/ localhost ) に対する接続テストを実施すると、テストト 
ラップがタイムアウトとなります。これは、 SVOM がリクエストした口ーカルホストの IP アドレス 
で応答を待ち合わせますが、実際のトラップは、 SNMP マスタエージェントに割り付けられている 
サーバの実 IP アドレスより応答があるためタイムアウトとなります。 

タイムアウトは発生しますが、監視は問題な<行えます。 

■ サーバの再検出/すべてのサーバのち検出 

現在のサーバのステータスをチェックするには、「サーバの再検出」（すべてのサーバに巧し 
て行う場合は「すべてのサーバの再検出 j ) を行います。 

参サーパの巧検出 

1 サーバリストから確認したいサーバを選巧し、ちクリックして表示されたメ 
ニューから、「サーバの巧検出」をクリックします。 

ステータスチェックが開始され、をサーバの接続状況および現在の状況が正常かどう 
かチュックされます。 

参すべてのサーバの巧検出 

1 サーバリストでちクリックして表示されたメニューから、「すべてのサーバの 
巧検出」をクリックします。 

サーバリストに登録されているすべてのサーバに巧して、ステータスチェックが開始 
されます。 
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■ サー バのエクス ポー ト/インポート 

サーバリストをエクスポートしたり、インポートしたりできます。 SVOM の再インストール 
をしたときなど、サーバリストへの登録の手間を省くことができます。 


参サーバのエクスポート 

1 SVOM の画面上部のメニューから「サーバリスト」メニュ——^「サ ー /くをエ 
クスポート」をクリックします。 

詳しくは、 「3丄2 SVOM のメニュー（機能一覧)」（一 P .79) をご覧ください。 
エクスポートファイルを保存する画面が表示されます。 



2 CSV ファイルを保巧するフォルダとファイル名を指定します。 

3 「保存」をクリックします。 

ファイルがエクスポートされます。 



► Web サーバに「1に」を使用している場合、「サーバをェクスポート」ではなく、 「2.7データベースの 
バックアップとリストア」（一 P .69) を使用してください。 


P POINT 

► サーバのエクスポートが実行されない場合、 Web ブラウザの設定を見直して〈ださい。 

例 ） Internet Explorer の場合 

「インターネットオブシヨン」一「セキュリティ」タブー「レベルのカスタマイズ」一「ダウンロー 
ド」^ 「ファイルのダウンロード時に自動的にダイアログを表示」をち効に設定します。 

► エクスポートしたファイルは他サーバでのインポートが可能です。同じバージヨンの SVOM であれ 
ば、データベースや OS が違っていてもインポートできます。 

ただし、 Linux へインポートする場合は 、 Windows (Internet Explorer ) で Linux の SVOM ヘアクセ 
スしてインポートしてください。 
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♦ サー バのインポート 

P POINT, 

► 「♦サーバのエクスポート」（一 P .94) でエ クスポ~卜したファイルのみインポートの対象です。 
►インポートするファイルは同じ SVOM の版数でエクスポートしたファイルのみ保証します。 

► Linux ( FireFox ) でインポートを行った場合、正し〈インポート操作が巧えない場合があります。 
その場合、 Windows (Internet Explorer ) を利用して実施してください。 

1 SVOM の画面上部のメニユーから「サーバリスト」メニユ——^「サーバをイ 
ンポート」をクリックします。 

詳しくは、 「3 丄 2 SVOM のメニュー（機能一覧)」 (^ P .79) をご覧ください。 
インポートファイルを指定する画面が表示されます。 


〇 http ： // 10.21 .136.210 ： 3169/?ThisApplication=IinportServerFraine - サーバをインポート - 


インボートするファイルをを入力してください: 


1 


き昭…1 








インボ-卜1 P 月じる 

1ヘルプ1 

ド-ジげ表でされました1 1 

1 1 田 i 

1 ゾ ち親吾みサ仆1巧話モ-ド無か 

1リ朋い^ 


之「参照」をクリックし、 「参 サーバのェクスポー(一 P .94) によって作成さ 
れた CSV ファイルを指をします。 

3 「インポート」をクリックします。 

ファイルがインポートされます。 


■ サーバリストの更新間隔の設定 

サーバリストの更新間隔を設定できます。設定した時間ごとに、サーバリストに登録されて 
いるをサーバのステータスが更新されます。 

1 SVOM の画面上部のメニューから「サーバリスト」メニュ——^「自動更新設 
定 J をクリックします。 

詳しくは、 「3丄2 SVOM のメニュー（機能一覧)」 P .79) をご覧ください。 

2更新間隔を入力し、 「 OK 」 をクリックします。 
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3.2 サーバの監視 


CPU の‘苗 S お;ステー5スを表示します。 

;><がモジュールのステータスや、る巧、アドレス、ヴイズぞ表示します。 

ち圧の f 態が国をま示します。 

810約2ルフテスト巧まをま示します。 

> Vスとアタづ3がさ廚表示します。 

ネットワ-クイパ-フ 1- スの J ストをま示します。サブメニ i- でか: TFl こス1ての齡防ま示します。 
• インターフ 1- ス 
« I.IA こ巧ホ苗が 


エージュント’苗巧 
3ベレーティングシステム 
ブ□它ス 

ファイ心ンステム 
パーティシ a ン 
U ソ—ス 
I >(ンテナンス 

バッテリ‘苗巧 
システムイベント D ヴ 
サけ PJ 巧イ 

占 S 站 R 

1»)]スブション 
リモート マネー ジん卜 


サーバの状態を詳細に確認します。 


サーバリストから対象サーバ選択し、クリックするか、右クリックして表示 
されたメニューから「サーバ画面を開く」を選キ尺します。 

rServerView 「サーバお」」画面が表示され、選択したサーバに関する詳細情報が表示 
されます。 


キャビネット詳細 



ヘッダ 


ServerView Suite 


ぶ！ 


(_、乂— _.8 をモデ _51 习ン 5 イン. 

1。.之る.1ら， J ち巧 1 

ア-かけ恥导 i a 巧別な1 キャビホット註細 



- ^ 

り。 1タィブ 


|36か»ち 芭(ホステー5ス J 

ド -- 


- 


面 9 巧巧 

9 かが記ち強 
a ま巧 

迈 0 ペースポード 
曲ネットワークインさ'-つ！ース 
Iシステム 

システム’ち巧 



ファンとる度のたンかこ■ス 1 ての巧至をま示します。 

フアンのステー$スとキヤピネット巧の(立ちをを示します， 

立居它ンウのステータスの詳袖なリストをま示します。 

か S 陆ほ疫まのコントローラとそれに括商さりたデバイスのリストを表示します。 


■1 巧のステータスとキャビネット巧のの是ぞま示し去す。 

ベースポードのお排芭巧とコンポーネントの巧至をま示します。 


E -ん .'ん I ' 'ぃ'.'. 

— 監視項目メニュー I — 監視項目の詳細情報表示フレーム 

P POINT 

► サーバの詳細情報が表示される画面は自動更新されません。最新の情報を表示する場合は、「更新」 

をクリックしてください。 

► ブレードサーバを選択した場合は、監視対象や監視機能が制限されるため、表示される画面が異なり 
ます。ブレードサーバの詳細確認については、 「3.3 ブレードサーバの監視」 （一 P .124) をご覧くだ 
さし、。 

► SVOM で設定されているコミュニティ名と監視対象サーバにインストールされている ServerView エー 
ジェントのコミュニティ名が異なる場合、サーバリスト上の状態表示アイコンが「管理不可能」状態 
となります。この状態でサーバリストのサーバをクリックすると、次のような画面が表示されます。 


3.2.2 サーバの各監視項目の詳細確認 


.136.171:3169/?ThisAppljcation=servervieM&Serve 


IE 

Rinsf )1/ 


ザ 

づ々 
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3.2 サーバの監視 


•リモートサービスボード/リモートマネジメントコントローラ未搭載の場合 



リモートマネジメントコントローラ搭載の場合 

「リモートマネージメント」画面が表示され、リモートマネジメントコント ローラに よる管理のみ 
が可能となります。 



ドーツげち巧れま ufc ~ i ~ i ~ i ~ i ~ i ~ r ? r ~ レ （雪巧 巧みサイト"捕トド:！ I 巧 A 被 ふ を.; 吉 

この現象を対処する場合は、次の手順により SVOM のコミュニティ名を変更します。 

1. サーバリスト上で該当サーバをちクリックします。 

2. メニューから「サーバのプロパティ」を開きます。 

3. 「ネットワーク / SNMP 」 タブでコミュニティ名を変更します。 
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3.2 サーバ の監巧 



I - を種アイ: 



I - アーカイブ 
取得/出力 






ま示デ—夕：1オンライン： 200も 12-26 10:28:18，|ち巧| 

ァーかけ聯导 

>哉别打 I 


- J - 


又 


参各種アイコン 

次のアイコンが表示されます。 「■サーバの 状態表示（アイコン）」（一 P .91) 

• ステータスアイコン （ か 

サーバの 現在の状態を示します。 

• アラーム 重要を アイコン （公） 

アラームを受信していた場合、アラームの重要度を示すアイコンが表示されます。 

• ァ—カィブァィコン （西） 

アーカイブデータがある場合に表示されます。アーカイブの取得中は青矢印になります。 


参表示データ 

リストボックスからオンラインデータか、アーカイブデータ（取得巧みもしくはインポート 
済みの場合）かを指定できます。 

オンラインデータは、リアルタイムのサーバ情報を表示します。 

アーカイブデータは作成日時のサーバ情報を表示します。アーカイブデータについては、 
「3.7.1アーカイブマネージャの起動」 （^ P .206) をご覧ください。 

「更新 J ボタン 

現在表示されている画面を更新します。オンラインデータを表示している場合のみ有効です。 

参アーカイブ取得/出力 

サーバ画面からアーカイブデータの取得/出力ができます。詳しくは、 「3.7.7サーバ画面か 
らのアーカイブの巧得/出力」（一 P .217) を ご覧ください。 

参システム識別け 

「識別灯」ボタンで、システム識別な表示の切り替えができます。サーバがシステム識別な表 
示をサポートしている場合のみ有効です。システム識別 LED の現在の状態がアイコンで表示 
されます。 

次のアイコンがあります。 

a : 点灯中 9 :ミ肖灯中 

「識別灯」をクリックすると、ログイン画面が表示されます。 SVOM 管巧を権限のユーザあと 
パスワードが必要です。ログイン認証後、設を内容が反映されます。 

ログイン認証については、 「3.4.2 ServerView 管理ユーザについて」（一 P .138) を ご覧くださ 

い。 
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3.2 サーバの監視 


■キャビネット詳細 

キャビネットの、サーバタイプ、型名、識別番号、管体ステータスが表示されます。ただ 
し、サーバの種類によっては管体ステータスはサポートしていない場合があります。 

右側の「+」「一」ボタンで表示/非表示が変更できます。 


P POINT 

► SVOM と ServerView ェージェントの両方が次の条件を滿たす場合、次の情報が表示されます。 


条件 

表示箇所 

表示内容 

SVOM 

ServerView エージェント 

V4.52 な降 

V4.30 が降 

識別番号 

サーバの製造番号 

V4.71 な降 

V4.30 な降 

型名 

型名 


SVOM または ServerView エージェントのいずれかがこれより古い場合、またはサーバブレードを監 
視する場合は正しく表示されません。 


■監視項目メニユ ー 

参照したい項目をクリックすると、詳細情報表示フレームに情巧が表示されます。 



項目 

説明 

システムステータス 


環境 

サーバの環境の概要を表示します。 「■環境」 （一 R101) 


フアン 

サーバのファンの位置やが態を表示します。 「♦ファン」 （一 P.102) 


温度 

サーバの温度や設定を表示します。 「♦温度」 （一 P.103) 

外部記憶装置 

サーバに接続されている外部記憶装置とそのファイルシステムが表示 
されます。 「■外部 記憶装置」（一 P.10 4 ) 

電源 

サーバの電源に関する設定とステータスを表示します。 

「■電源」 （一 P.108) 

ベ 

ースボード 

プロセッサ、メモリ、電圧などのメインボードに関する情報が表示さ 
れます。 「■ベース ボード」（一 P.109) 


CPU 

サーバに搭載された CPU の情報を表示します。 「国〇?!；」 （一 P.110) 


メモリモジュール 

サーバに搭載されたメモ y モジュールの情報を表示します。 

「■メモリ モジュール」（一 P.111) 


電圧 

y インボード上の各電圧の情報を表示します。 「■電圧」 （一 P.112) 


BIOS セルフテスト 

BIOS セルフテストの結果を表示します。 


バスとアダプタ 

サーバ上のバスと接続されたアダプタがツ y —表示されます。ツリー 
から選がしたアダプタの詳細、ファンクシヨンの詳細が確認できます。 
「■バスと アダプタ」（一 P.112) 

ネ 

ットワークインター 

サーバに搭載されているネ、ットワークインターフェースの I/F、 ステー 

フ 

ュース 

タス、タイプ、説明をリスト表示します。 「■ ネットワークインター 
フュース」（一 P.113) 
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3.2 サーバ の監視 


項目 

説明 

システム 


システム情報 

システムぶや、場所、 UUID 、 オペレーティングシステム、ポートなど 
のシステム情報を表示します。 「■システム 情報」（一 P .114) 

エージュント情報 

SNMP エージエントのバージョンなどを表すします。 

「■エー ジュント情報」（一 P .114) 

ホペレーテイングシステ 
ム 

ホペレーテイングシステム情報の詳細を表示します。 
「■オペレーティングシステム」 （一 R 115) 

プロセス 

現在実行中のプロセスを表示します。 「■プロセス」 （一 P .115) 

フアイルシステム 

ファイルシステムタイプやサイズなどを表示します。 
「■ファイルシステム」 （一 P .116) 

パーテイシヨン 

パーティションのタイプやサイズ、説明と、パーティションに対応す 
るハードウュァ情報を表示します。 

「■パーティション」 （一 P .116) 

y ソース 

IRQ 、 10ポート、 DMA 、 7^モリのハードウエァ情報を表示します。 

「■リ ソース」 （一 P .117) 

メンテナンス 


バッテリ情報 

バツテリ情報のステータスを表示します。 

「■バ ッテ y 情報」（一 P .118) 

システムイベントロダ 

システムイベントログ （ SEL ) の内容を表示します。 

「■システム イベントログ（「アクション」）」 Hr 119) 

サ'ー バプロパティ 

サーバの各種設定内容の表示と変更を行います。 

「3丄4 サーバ設をの確認/変更」（一 P .84) 

AS 民&民 

AS 民 (Automatic Server Reconfiguration & Restart ) 機能の設定を行いま 
す。 「3.4 異常発生時の対処 （ A 涨)」 （一 P .131) 

起動オプション 

サーバの起動ホプションの設定や、シャツトダウン/リスタートのア 
クションを実行します。 「■起動 オプション」（一 P .120) 

リモートマネジメント 

ネツトワークデバイスの設定の表示と、リモート管理ァプ y ケーショ 
ンの起動を行います。 「■リモート マネジメント」（一 P .122) 

CSS 

システムコンポ ■ ーネントの一覧を表示します。 

「■ CSS 」 HP .123) 
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3.2 サーバの監視 


3-2.3 システムステータス 


左側の フレームから「システムステータス」 を クリック すると、 「システムステータス」 画面 
が表示されます。 

この 画面では サーバの 全体 ステータスをアイコンで 表示しています。 



ド巧■厂 「「「「「「 f / 糊；*みサイり胤モ-ド:お)） I 、麵 -乂 


■環境 

システムステータス画面から 「環境」をクリックす るか、 左側の フレームから 「環境」を選 
択すると、「環境」画面が表示されます。 


FUJITSU 


心 一 


ServerView Suite 


キだネット韵||囚 


4 巧が記‘苗《定 
« 巧お 

苗 《 ベースボード 
苗 ネットロ-クインタ-フエ-ス 
白システム 

システム巧巧 
ェージ1ント’巧巧 


コでイ1レシステム 
バーで <ン3ン 
りソ-ス 
S プンテナンス 

> v ッテ u'ts 巧 
シス子ムイベント□ヴ 
サ - 1け〇巧ィ 
ASRAA 

拉めスブシ a ン 
y モート7本ーシ、(ント 
CSS 


モデル； PRIMERCYRX200 S5 


キ化-ネット ID: 0 

居忙 standalone-server 
ま Si|* を： YKHJxxxxxx 
普げステ—タス： unknown 


ステータス; 9 
旧な：け 


イづげおなれま识 


厂 r r r r 广广[ 7 <巧が》みサィト 11 巧モード:拓《 
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3.2 サーバ の監巧 


• キャビネット詳細 

キャビネットの、属性、識別番号、憧体ステータスを表示します。ただし、サーバの種類に 
よっては、置体ステータスはサポートしていない場合があります。 


参ファン 

左側のフレームから「ファン」を 選択するか、 システムステータス画面から「ファン」をク 
リックするか、もしくは、環境 画面からファンの「ステータス」を クリックすると ファン画 
面が 表示されます。 

サーバ内部の イメージに 表示される ファンのアイコンにマウスポインタ を合わせると、 ファ 
ンの 名称が表示されます。 

ファン情報では、ステータスアイコン、キャビネットの、 No .、 を称、回転数 （ RPM )、 回転 
率（％)、アクション、シャットダウン待ち時間渺）、 CSS が表示されます。を項目《をク 


リックするとソートできます。 


FUJITSU 




ServerView Suite 


I ® システムステータス 


システム巧 Sg 
エージ i ント'宙扣 
3ペレーテインヴシス于ム 


/ ;’ツテか I 百拍 
システムイペン阳ヴ 
サ—バずバテイ 
ASMR 

なれ3ブシ S ン 
リモートマネージ50<卜 


占^ S お I _ア-なけお巧 J ♦ 酪1|口 I 


キだネット註扣囚 



ステ-タスキサビネット ■ 


刚巧アクシ a ン 

(%) 


I FAN2 SYS 
! FAN3 SYS 
i Fi\N4 SYS 
I FANS SYS 


9 FWlOSYS 
It) FAN" SYS 


6000 


100 continue 
9S continue 
6120 100 continue 

6000 98 continue 

6000 96 continue 

6120 90 continue 

6120 93 continue 

6120 94 continue 

6120 94 continue 

6360 99 continue 

fiflOn 日 fi rnntlniip 


y げをモされましを 


■厂厂 fv ； (言巧法みサイト ifsa モード IB * " 


「+、1做 


P POINT 

► 回転率はファン回転数テストが行われるまで変化しません。 

► ファン回転数テストは、サーバ起動時、およびリモートマネジメントコントローラで設定された時刻 
に巧われます。 
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3.2 サーバの監視 


左側のフレームから「温度」を選択するか、システムステータス画面から「温度」をクリッ 
クするか、もしくは、環境画面からフアン七ンサの「ステータス」をクリックすると温度画 
面が表示されます。 

温度画面では、温度 センサのステータスアイコン、キャビネットの、 N 0.、 用途、異常時の 
動作、現在温度、注意温度、警告温度が表示されます。 





FUJITSU 


ServerView Suite 


ファンと温度センサのアイコンの色は、次の状態を示します。 


対象 

危険 

警告 

0 K 

センサ故障 

確認不可能 

温度 

ホ色 

黄色 

緑色 

青色 

灰色 

フアン 

ホ色 

黄色 

緑色 

- 

灰色 



► PG - RSB 101 が搭載されている場合 、 「RSB Inhouse 」、「 Battery」、「Battery Board 」 の温度センサが表 
示されますが、 「 Battery」、「Battery Board 」 は常に「〇で」となります。 

► PRIMERGYECONEL 100 S 2 の場合、 CPU の温度センサに関する表示は常に次のようになります。 

-基本しきい値：表示されません。 

-現在の温度の植： n . a . (not available ) 

なお、センサ自体のステータスについては、上記の表により判別可能です。 
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3.2 サーバ の監巧 


■ 外部記憶装置 


左側フレームから「外部記憶装置」をクリックするか、システムステータス画面から「外部 
記憶装置」をクリックすると、ハードディスクとコントローラに関する詳細が表示されます。 



参コントローラリスト 

サーバに接続されているコントローラに関するデータがリスト表示されます。ステータスア 
イコン、番号、タイプ 姐 SA 、 PCI 、 ISA )、 アダプタ《が表示されます。 

参選択したコントローラの詳細 

コントローラリストで選択しているコントローラの詳細情報が表示されます。右側には「デ 
バイスビュー」 ( 「^デバイスビュー J (一 P .105) 、 「> RAID デバイス(一 P .106) ) 
「RAID 設を」へのリンクが表示され、クリックすると詳細情報画面が新しく表示されます。 
ここに表示されるリンクや詳細情報画面は、選択されているコントローラの種類によってお 
なります。 

户 POINT, 

► 詳細情報を表示するコントローラを必ず選択してください。選択していない場合、別の情報が表示さ 
れることがあります。 

►「 RAID 設定」は対象サーバに規定の RAID Manager がインストールされている必要があります。 
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3.2 サーバ の監巧 


参デバイスビユー 

「デバイス ビュー」 をクリックすると、新規にデバイス ビュー 画面が表示され、 コントローラ 
に接続されているデバイスに関する詳細情報が表示されます。 



-選択した コントローラの 詳細 

選択したコントローラの詳細情報が表示されます。 

• 接続されたデバイスの一覧 

接続されているデバイスの一覧がリスト表示されます。詳細情報を確認したいデバイスを 
選択します。 

-選択したデバイスの詳細 

「接続されたデバイスの一覧」から選択したデバイスの詳細が表示されます。 

P POINT 

► S . M . A . R . T . (Self Monitoring and Reporting Technology ) に表示される情報は、 S . M . A . R . T . プロ シー 
ジヤから返信されます。 S . M . A . R . T は、ハードデバイスのエラーを早期に検出するために使用する技 
術です （ PDA=Prefailure Detection and Analysis )。 SCSI ハードディスクドライブと ATA ハードディ 
スクドライブがサポートされます。 


ServerView Operations Manager ユーザーズガイド 

105 




























3.2 サーバ の監巧 


参 RAID デバイスビユー 

「デバイスビュー」 をクリックすると、新規に RAID デバイスビュー 画面が表示され、 コント 
ローラに接続されている RAID デバイスに 関する詳細情報が表示されます。 



-選択されたコントローラの詳細 

選択されたコントローラの詳細情報が表示されます。 

「アダプタ モデル」 へのリンクが表示されている場合、クリックすると RAID アダプタの 
詳細情報が表示されます。 



-Ini x| 




を巧： RAID 5/6 SAS based on LaMegaRAID 


ペンダ： Fujitsu Siemens Computers 



FW パッケージバージョン 

6.0.1-0081 


FW"— ジ 3 ン: 

1.11.72*0356 

BIOS バージ a ン 

NT10 


シリアル#号: 

n a. 

ドライバ 

megarai い as 

ドライバ"ージョン; 

00.00 .03.18 -ホ2 

ステータス 

oK 


><モリサイズ: 

256 

BBU 

notlnstalled 




I キャッシュ gg 

ポート盘: 

8 


巧巧中ポートを: 

2 

ブ□卜 ZI ル: 

sas 




I PC ロケーシ3ン 

"-ス: 

8 


デバイス: 

0 

フ7ンクシヨン: 

0 




I PCI デバイス 

巧を 

2 


篇巧： 

1 




巧じる I 至巧 II ヘルブ I 

I ぺ-ジびまモ巧 II [ 

M I . ぶ 

/ 信巧巧みサイト I 巧話モ—ド:が A |+、1 助* 


• 論理ドライブの一覧 

論理ドライブの一覧が表示されます。 

-選択された論理ドライブの詳細 

「論理ドライブの一覧」から選択した論理ドライブの詳細が表示されます。 
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3.2 サーバ の監視 


物理デバイス 

コントローラに 接続され ている デ ノく イス の 一覧が表示されます。 

物理デバイス内の各 y ンクをクリックすると、物理デバイスビューが表示されます。 


な h け p://1 日 . 21.136 .219:3169/?SSL=&ServM=10.21.136.219&CGIDirectory=scripts5t2F 


巧巧デバイスな巧 


を W: SEAGATE ST 373355 SS 
Port SAS Port(O) 


シリアルお 
ちまま度 … B/S] 
サ巧設定 


3LQ19QHQ 

n.a. 

No 


SAS 

1752 

Yes 


Disk 0It 巧： 


ステータス： online 
ち量 [GBytes I MBytes]: 68 | 69632 


SMART ステータス 
エラーを 
すを t クタな 


smartNotAvaiiable 


Close j Refresh J Help I 


ドーつびまモされましを 


~~~信照ミみサ仆 I 巧器モ—ド:撼わ 


I V 助 W ，^ 


P POINT 

► RAID 力ードの監巧および表示には、力ードに添付されている管理ツールを必ずインストールして< 
ださい。検出されたエラー情報を SVOM に通知することができます。 

► ホの RAID Manager と連携が可能です。 

■ ServerView RAID 

■ GAM (Global Array Manager ) 

■ Storage Manager 

■ PROM に E Fasttrak 

■PAM (PROMISE ARRAY MANAGEMENT ) 

連携方まについては、 「4.4 RAID Manager 連携」 （一 P .256) をご覧ください。 



► SVOM の版数と RAID 管理ツールの版数により、各カードの情報が正し〈表示されない場合がありま 
す。 RAID 管理ツールを使巧して状態を確認してください。該当する RAID 管理ツールおよびカード 
の種類については、 「♦オプション装置」 （一 P .13) をご覧ください。 
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3.2 サーバの監視 


■ 電源 

左側フレームから「電源」をクリックするか、システムステータス画面から「電源」をク 
リックすると、「電源ステータス」画面が表示されます。 

ステータスにマウスポインタを合わせると電源の名称が表示されます。 

電源が正常に動作している場合は、巧応する電源上に緑色の四巧が表示されます。 

冗長電源は、重なり合う2つの四ちで表示されます。 



参ち電ミ原 

サーバと主電源の接続状態が表示されます。サーバにお張記憶装置が接続されている場合に 
は、その主電源も表示されます。 

サーバや化張記憶装置の主電源の異常は、黄色または赤色の四巧で表示されます。 

通常、電源状態は如秒ごとに更新されます。 

• 化張ディスク装置 

存在する拡張記憶装置が表示されます。 BBU の設置もここで検出できます。お張記憶装置内 
の電源の全体的なステータスが、緑色またはホ色の四ちで表示されます。 


参 UPS マネージャ 


UPS 接続設定が行われている場合は、 「 UPS マネージャ」ボタンが有効になります。 


バッテリなおやの UPS 番号1 
を巧時聞:|〇0：00 s 1 
— UPS マネ—ジャ」 


アドレ义 Rood J 
UPS なきちミお 
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3.2 サーバの監巧 


「 UPS マネージャ」をクリックすると、 Web ブラウザが起動し、アドレスに表示している IP 
了 ドレスの Web 画面が表示されます。 Web 管理に対応しているネットワークマネジメント 
力ードをイま用している場合のみ使用可能です。 UPS 接続設定ホをについては 、 fServerView 
Windows エ'—ジェント ユーザ' — ズ ガイド』または 『ServerView Linux エ ー ジェントユ ■ —ザ'— 
ズ ガイド』の 「 UPS 管 a ソフトウェア連携」をご覧ください。 

只 POINT 

► UPS 管理ソフトウエアの管理コンソールは起動できません。 

► アドレスに表示している IP アドレスの Web 画面が無条件に表示されまず。 Web 管理に対応している 
ネットワークマネジメントカードの IP アドレスの場合は、ネットワークマネジメントカードの管理 
画面を表示しますが、ネットワークマネジメントカード外のサーバなどの IP アドレスの場合は、 
UPS と無関おの画面が表示されます。 


■ ベー スボード 

左 フレームの「ベースボード」 をクリックするか、 システムステータス 画面の 「ベースボー 
ド」をクリックすると、 ベ'ー スボ ■ ード 画面が表示され、 ベ'ー スボ ■ ード 情報（モデル 、 BIOS 
ノく ■ ー ジョン、 ボ' —ドの、シリアル番号）が表示されます。 

シリアル番号は、機種によっては表示されない場合がありまず。 



] がまモミれま识 厂固厂厂厂广广 I ； ぶ （言巧巧みサイト " 巧巧 - ド :* な！ fviffiK ~ 


参 CPU 

搭載されているプロセッサに関する情報が表示されます。 

「ステータス」をクリックすると 「■ CPU 」_( 一 P .110)_ 画面が表示されます。 


参メモリ 

メモリのステ' ー タスと 総量が表示されます。 

「ステータス」をクリックすると _「■メモリモジュール I (一 P .111) 画面が表示されまず。 
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3.2 サーバの監巧 


参電圧 

電圧の ステータスが 表示されます。 

「ステータス」をクリックすると、 「■電圧」（一 P .112) 画面が表示されます。 

参バス-アダプタ 

ステータスと サ ポート する バス タイプが表示されます。 

「ステータス」をクリックすると、 「■バスとアダプタ」（一 P .112) 画面が表示されます。 

参 BIOS セルフテスト 

BIOS セルフテストのステータスが 表示されます。 

「ステータス」をクリックすると、 「■ BIOS セルフテスト」 （^ P .113) 画面が表示されます。 

■ CPU 

左 フレームの 「 CPU 」 を クリックする 力\ システムステータス 画面の 「 CPU 」 を クリックす 
ると、 「 CPU 」 画面が表示されます。サーバに搭載された CPU の詳細が表示されます。 

_ FUJITSU 、 ServerView Suite _ 
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3.2 サーバ の監視 


■ メモリモジユール 

左 フレームの「メモリモジュール」を クリックす るか、システムステータス画面の「メモリ 
モジュール」 をクリックす るか、ベース ボード 画面のメモリの「ステータス」 をクリックす 
ると、 「メモリモジュール」画面が 表示され、 サーバに 搭載された メモリモジュールの 詳細 情 
報が表示されます。 



P POINT 

► 「を認」、 「 FSB 周波数 （ MHz )」 欄の表記は、ホサポートです。 
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3.2 サーバの監視 


■ 電圧 

左 フレームの 「電圧」をクリックするか、 システムステータス 画面の「電圧」をクリックす 
るか、 ベース ボード画面の電圧の 「ステータス」 をクリックすると、「電圧」画面が表示さ 
れ、 ベース ボード上のを電圧に ついての 詳細情報が表示されます。 


曰システム 

システム巧が 
ェージ1ント'ち巧 
すべレー子ィングシステ i 
ブロたス 
つァイルシス于ム 
パーで "T ン3ン 
りソ-ス 
曰メンテナンス 

バッテリ巧巧 
システムイベント□ヴ 
ブー j け OM テイ 
ASR&R 

色めスブシ a ン 
y モート7ネージメント 


アダブ 


アダづ夕を 
■ If スシステム 
スロット♦ち 
スロットタイプ 




ファンクシ9ン#を 


DMA チヤネル 
フ7ンクシ9ン$イブ 




—. —— 

— _ - ■- 


ベ-ジホおみは识 懼 

I •■巧 aa みサイト If 巧モード: 

1 V 做-/ 


バスとアタプタ 

左フレームのレくスとアダプタ」をクリックするか、システムステータス画面のレくスとア 
ダプタ」をクリックするか、ベースボード画面のバスとアダプタの「ステータス」をクリッ 
クすると、レ《スとアダプタ」画面が表示されます。 

バスと接続されたアダプタがツリー表示され、ツリー上で選択したアダプタの詳細、ファン 
クションの詳細が表示されます。 


Fujfrsu 



曰 

ServerView Suite 


ア-かづ扣巧 la お帆 I 


キャビネットおけ囚 



I が il ± I が 

;ットの さ 小 が 定巧 I まな 

化 化 证 '证と 

0 2.01 V 3.50 V 3.0 0V 3.05 V 


3.0 0V 
3.30 V 


厂囚厂「「「广 r.M 巧 Sa みサイト If 巧モ-ド:お)） 


麗 1111 

-囚を-回.巧-.早因 
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3.2 サーバ の監巧 


■ BIOS 七ルフテスト 

左 フレームの 「 BIOS セルフテスト」をクリックするか、システムステータス画面の 「BIOS 
セルフテスト」をクリックするか、ベースボード画面の BIOS セルフテストの「ステータス」 
をクリックすると、サーバの電源巧入時に BIOS が行うセルフテストの結果がま示されます。 



ステータスに「異常」アイコンが表示されている場合、「リセット」をクリックすることで 
「正常」アイコンに戻すことができます。「異常」の詳細情報は 「■システムイベントログ 
(「アクション」）」 (^ P .119) 画面で確認してください。 

なお、 BIOS セルフテスト情報は、セルフテスト通知機能がない BIOS (バージョンの違いも 
含む）の場合は表示されません。 

P POINT 

► 「リセット」をクリックして「正常」アイコンに戻った状態で、 ServerView エージェントを再インス 
トールすると、巧び「異常」アイコンになる場合があります（同時にトラップが発生する場合があり 
ます）。この場合「正常」アイコンに戻すには、再度「リセット」をクリックしてください。 

■ ネットワークイン ターフェース 

左 フレームの 「ネットワーク インターフェース」を クリックす るか、システムステータス 画 
面の「ネットワーク インターフェース」を クリックすると「ネットワーク インターフェース」 
画面が表示されます。 

サ'ーノ くに搭載されているネットワ'—クインタ'ー フエ —スがリスト表示されます。 



T 回广1111 ’|ン 指巧巧みサイト " モード: ns® 尸、1脚* - ^ 


P POINT 

► 左フレームの「ネットワークインターフエース」ツリーを展開して表示し、ネットワークインター 
フ エ ースを選択すると各ネットワークインターフエースの詳細情報が表示されます。 
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3.2 サーバの監巧 


3.2.4 システム 


■ システム情報 

左フレームから 


「システム情報」をクリックするか、システム概略画面から「システム情幸良」 


をクリックすると、「システム情報」画面が表示されます。 


FUjiTSU 


1^2 


ServerView Suite 
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ント情報」をクリックすると、「ェージェント情報 J 画面が表示されます。 ServerView ェー 
ジェントのバージョン、 MIB リビジョン、 SNMP ェージェントの構成が表示されます。 
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3.2 サーバ の監視 


■ オペレーティングシステム 

左 フレームから「オペレーティングシステム」を クリックす るか、システム 概略 画面から 
「ホペレーティン ダ システム」を クリックすると、 「オペレーティングシステム」画面が 表示 
されます。 

サーバにインストールされている OS に関する情報を表示します。 OS の名前、バージョン、 
言語、システム稼働時間などが表示されます。 



■ プロ七ス 

左フレームから「プロセス」 をクリックす るか、システム概略画面から「プロセス」 をク 
リックすると、 「プロセス」 画面が表示されます。 
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3.2 サーバ の監巧 


■ ファイルシステム 

左フレームから「ファイルシステム」をクリックするか、システム概略画面から「ファイル 
システム」をクリックすると、「ファイルシステム」画面が表示され、サーバの論巧ドライブ 
上のファイルシステムがリスト表示されます。 




U モートマ丰ージグソト 


□ 巧用巧みがあ 
■ 宝き52巧 


ジび巧示されましを 厂 「「「「巧 「 r . M 巧，みサ仆 I 喊モ-ド:ぉ )） I 、麵 • ム 



パーティシヨン 

左フレームからレくーティション」をクリックするか、システム概略画面からレくーティ 
ション」をクリックすると、レ《ーティション」画面が表示されます。パーティションでは、 
サーバのパーティションに関する詳細情報が確認できます。 
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3.2 サーバ の監視 



<-ジびをモミれま说 


-厂 「「「「巧 「V 糊，みサイト"巧モ-ド:ぉ )） 


リソース 

お フレームから 「リソース」 をクリックするか、 システム 概略画面から 「リソース」 をク 
リックすると、 「リソース」 画面が表示され、 システム 上の リソースが 表示されます。 IRQ 、 
I / O ポート、 DMA 、 メモリのそれぞれ項目について、バス、タイプ、デバイス名、ベンダを 
が 表示されます。 
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3.2 サーバの監視 


3-2.5 タンテナンス 


左側のフレームから「メンテナンス」をクリックすると、「メンテナンス概略」 


画苗が表不さ 


れます。 
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• ネットヮーク巧定 

• □— カルノート 

• RS おツトワーク設定 

• TCP アブ U トシ a ン陥 
ASR&R «下1こついて、を示と巧ミをます。 

• つアン 
• るち它ンブ 
«再おわ記至 
• ま巧 OWOFF 
• みッチドッヴ巧ミ 

ち曲3ブシ q ン サーバの垃れオブシ S ン巧れシャットダウン"スさートのアクン a ン S 実巧する 
U モート7ネージイント ネットヮークデバイスの!なの表示と、。下の g モートを巧アブレケーシ a ン巧な的行います。 

■ iRHC Telnet 

• iRMC SSH 

， iRHC Power Management 

■ iRHCWeB 

CSS システムコンボーネントの一民をホモします。 


■[□"I ~I~I~I~ほ思 S みサイト 1 巧お-ド:巧な 


A 


■バッテリ情報 

左側 フレームから 


レくッテリ情報」をクリックするか、メンテナンス概略画面からレくッテ 


リ情報」をクリックすると、レ《ッテリ情報」画面が表示されます。 


FUJITSU 


I 心、 


ServerView Suite 



e <* システムステータス 
巧 4 巧巧 

a か S【i£’ 苗沒虽 
«巧 巧 

百 a ぺ-スボード 
« CPU 

•イモ J モジュ-ル 
»$ 圧 

• BOStJ レつテスト 
•バスと ァダブタ 
虫ネットワ-クイ>5-つェ-ス 
百システム 

システム’ち巧 
エージ1ント’坦巧 
オペレーティンヴシステム 
ブ□たス 
フ7•イルシステム 
I ティシ3ン 
y’j- ス 
S ンス 


システムイベント□ヴ 
プ-1ヴ四；子イ 
ASRiR 

居れオブシ a ン 
リモートマ本ージ>!ント 


CSS 


ペーつ tf* モミれましを 


臣 Sr 「「「 「 「/ ほ巧巧みサイト r 巧を！'-ド;'馬访- 


ServerView Operations Manager ユーザーズガイド 

118 
















































3.2 サーバ の監巧 


■システムイベント□グ（「アクション」） 

左側フレームから 「システムイベントログ」を クリックするか、 メンテナンス 概略画面から 
「システムイベントログ J を クリックすると、 「システムイベントログ」 画面が表示されます。 
初期画面では、重要度「警告」、「重を」の ログが 日付/時刻順に表示されています。 

重要をの表示を変更する場合は、一覧表示の上のチェックボックスで表示したい重要度（「譬 
告」、「重度」、「軽を」、「情報」）を選択します。 

時刻は、グリニッジ標準時、またはローカル時間（日本時間）のどちらで表示するかを選択 
できます。 

ログは、重要度、日付/時刻、キャビネット の、 エラー番号、 CSS 、 メッセージで構成され 
ています 。 「Customer Self Service ( CSS )」 の対■象となるメッ七ージについては CSS 欄に 「yesj 
が表示されます。を項目ををクリックするとソートされます。 

エラーメッセージバッファに表示される内容は、リモートサービスボードがある場合と、な 
い場合で異なります。 

• リモートサービスボードがある場合 

リモートサービスボードが獲得した SEL の情報と、リモートサービスボードが自分自身で 
検出したエラーがエラーメッセージバッファに表示されます。 

• リモートサービスボードがない場合 

サーバ本体の SEL の内容がエラーメッ七ージバッファに表示されます。 



:テムステータス 
の ゥ巧巧 

a か SP 記’苗留虽 
«巧 お 

百 a ぺ-スボード 

• CPU 

• ?(モ_|モジュ-ル 

圧 

• BOStJ レ•:!テスト 
•バスと ァダブタ 

虫ネットワ-クイ乂!-つェ-ス 
e システム 

システム’が B 
エージ1ントち SS 
オペレーティンヴシステム 
ブ□它ス 
フ7•イルシステム 
) ティシ 3ン 
y’j- ス 
0タンテすンス 

バッテリ‘宙が _ 

tr-; け斤ィ 

ASR&R 

居れオブシ a ン 
リモートマ本ージ>!ント 
CSS 


ま至度 

〇 

〇 

0 

〇 

▼ 

▼ 

V 

V 

ヴ 

V 

〇 

〇 

〇 

〇 

マ 


日订巧聞 -キャビネット ID 

Wad. 24 D，C 2003 0e：42.1G 0 

Wed. 2« Dec 2008 06;«2;1S 0 

Wed, 24 Dec 2008 0 6;».3S 0 

Wad, 24 扣 c 200S 06:2e：M 0 

Wed, 24Dec2M3 06'&Se 0 

か M, 24 Dec の OS K: 巧:巧 0 

V'M. 24 Dec 2003 06.25 .K 0 

Wed. 24 Dec 2008 06:2S:S8 0 

Wed. 24 Dec 20118 06-25 M 0 

Wed, 24 Dec 2008 06 :2S:S8 0 

WM, 24 Dec 2 的 8 06:16:49 0 

Wad. 24 he ZOOS 06:16:17 0 

VV«1,2< Dec 2008 06:16:17 0 

V 怕 d,24：>ee2 加 806:12: 巧 0 

V/ed.24 he 2 加 8 06:10:16 0 

Wed. 24 Dec 2008 06:10:16 0 

VM, 24 DSC 2008 06:10:10 0 

Wed. 24 Oec 2 的 3 OS: 化 Q3 0 

Thu, 巧扣 c20 的01.12 :57 0 

THu. 18D9C 2008 01:12:57 0 


-否 号 CSS メッたージ 

化！]0巧 na BOOTWatch 加9-占か orv 内 wgrCy 化 

日扣 04D ns 日 OOTWat かか)9 -Acton: Timer Interrupt 

的 0050 no OS vVsIctidog - Action: Power Cycle 

OSOOSC ns OS vVit 扣 d 巧- Action: Tmr nterru が 

370011 no OMUtng system 饥 "I stop during run-time 

370024 no Opteratmg system BujCneck - CMe: 0x69696969 

370025 no OKnting syttem 5u$Cneck oarameMr 1: 0x0 0000000 

37 的 2S no OMUtng systtm 日 ug な e な MawterZ: 0x00 000000 

370 の 5 ns 0periling system 日叫な sek Mumeter 3. OxDOOOQOOO 

37 的だ no 日 Mutng syMem 日 ugCne な Mamtter4: Ox 的的的的 

的0016 no 'SyslenitjoariJ:~emper8ture hijh wamng : 31 C 

K0D16 no 'SystetnbBard : Tetr«erature n が wammg : SO C 

OS 的 17 no 'Systembsard: 'emperature n が crtCBl : 80 C 

040903 ns -FANI SYS: Redundant fafi taileil 

WOO 加 no TAN1 SYS. Fsn failed 

04 的 00 no 'FANa SVS -： F#n fgileO 

040003 ns FANI SVS': Redundant fan fsilea 

1200 拍 no Software NUl 

070005 no Power uni: pow 肝 supply redundancy lost 

040003 ns 'FAN1 PSU2 : ReOundant fan failed 


ぺージげ友モさ 0 ましを 


I ~ I ~ I ~|~ l ~ [7" 巧巧巧みサイト I はまモード:巧な 


■ サーバ プロパティ 

左側フレームから「サーバ プロパティ」 をクリックするか、 メンテナンス 概略画面から 
「サーバ プロパティ」 をクリックすると、「サーバ プロパティ」 画面が表示されます。 
それぞれのタブ'の内容に ついては 「3.1.4サーバ設定の確認/変更」（一 P .84) をご覧くださ 

い。 
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3.2 サーバ の監巧 


■ ASR&R 


左側フレームから 「 ASR & RJ をクリックするか、メンテナンス概略画面から 「 ASR & R 」 を 


クリックすると、 「 ASR & RJ 画面が表示されます。 

それぞれの設定については、 「3.4異常発生時の対処 ( ASR ) J (一 P .131) をご覧ください。 


■起動オプション 


左側フレームから「起動 オプション」 をクリックするか、 メンテナンス 概略画面から「起動 
オプション」 をクリックすると、「起動 オプション」 画面が表示されます。 



ServerView Suite 


- I か句 



参ブートオプション 

ブートオプションには起動プロセスに関する情報が表示されます。これらの情報は、サーバ 
の BIOS 設を情報を SVOM が表示します。 

. エラー 発生時の設を 

サーバの 起動時 チェックでエラーが 発生した場合に停止するかどうかの設をが表示されま 
す。 

• 現在の起動状態 

現在の起動が態が表示されます。 

• 電源投入要因 

電源の投入要因が表示されます。 

• 電源切が要因 

電源の切断要因が表示されます。 

P POINT 

► 電源投入要因/電源切断要因はサーバ本体が保持している要因が表示されます。機種によって要因が 
保持されない場合には Unknown となります。 
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3.2 サーバの監視 


• 再起動オプション 

再起動オプションを指定します。ただし、「診断システムの起動」はホサポートです。選択で 
きません。 

• 再起動アクション 

オプションを指定して操作ボタンをクリックすることにより、 サーバの シャットダウン/再 
起動操作が行えます。をボタンをクリックすると、七キュリテイのためにログイン画面が表 
示されます。 SVOM 管理権限のユーザをとパスワードが必要です。 

-「再起動」（再起動） 

サーバを再起動します。シャットダウンが開始されるまでの時間を指定します。 

• 「シャッ トダウン &OffJ (シャッ トダウン/電源切断） 

サーバを シャットダウンし、電源を切ります。シャットダウンが開始されるまでの時間を 
指定します。必要な経過時間を指定します。 

• 「シャットダウンの中止」（シャットダウンの中止） 

「再起動」または「シャットダウン & Off 」 をクリックして開始されるシャットダウンを中 
止します。 

すでに再起動またはシャットダウンが開始された場合は中止できません。 

P POINT 

► ログイン画面で「デフオルトユーザのを更」を行った場合、一時的にデフオルトユーザが変更されま 
す。ただし、 SVOM をいったん終了するとこの情報は失われます。デフオルトのログインユーザをを 
更する場合は、「サーバのプロパティ」を起動し、「ログイン」タブ画面で設をしてください。設を方 
まについては 「3.1.4サーバ設をの確認/をま」 （一 P .84) をご覧ください。 

► Windows では「再起動」、「シャットダウン & Off 」 のシャットダウンが開始されるまでの時間を指をし 
ても、 ServerView エージェント側でさらに60砂のシャットダウン開始までの時間が必要になります 
( Pop 叩ダイアログ表示されます）。 

この場合、「シャットダウンの中止」での中止はできません。 ServerView エージェントの Pop 叩ダイ 
アログで中止操作してください。 

► 「再起動」、「シャットダウン &0げ」 のシャットダウンが開始されるまでの時間に 0 分を指定した場合、 
「シャットダウンの中止」での中止はできません。 
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3.2 サーバの監視 


■ リモートマネジ/ント 


左側フレームから「リモートマネジメント」をクリックするか、メンテナンス概略画面から 
「リモートマネジメント」をクリックすると、「リモートマネジメント」画面が表示されます。 
この 画面は サーバの 機種、構成、設定などによって表示される項目が異なります。 


FUJITSU 




ServerView Suite 



0 ® システムステータス 


曲 9 巧巧 

« か SP 記‘田ちま 
. ゥち巧 
5 « ペースボード 
9 CPU 

® タモ U モジュ-ル 
» を圧 

• 日05垃|/つテスト 
•バスと ァダブさ 
曲ネットワ-クインさ-フ王-ス 
0システム 

システム’ちが 
エージェントが目 
すペレーチィンヴシステム 
ブロ它ス 
でイルシステム 
I ティシ a ン 
リソ-ス 
9 ；>^ンチナンス 

I わテリ欄 
システムイベントが‘ 

ヴ—バブロ^斤ィ 
ASR4R 

臣れオプション 


CSS 


ぺージが*モさ A ました 


アドレス々イブ： pnmaiv 

IP アドレス：10.21136.249 
MAC アドレス： DOOAE4 的 4F93 


アドレス々イブ： 的 seD03rd*contrciller 
IP アドレス：10.21136.174 
MAC アドレス： 00 0 A>E4 的 4F94 


回「「「「「 r/ ほ思 S みサイトり S お-ド:巧な 


「リモ ■ ー トサ'ービスボ'—ド」および「リモ ■ ー トマネジメントコントロ ■ ー ラ」の Web インタ'一 
フェース画面にアク七スできます。 

それぞれ次のボタンで表示されまず。 

. リモートサービスボード：「民 SB Manager 」 

. リモートマ ネジメントコントローラ ： 「i 民 MCWeb 」 
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3.2 サーバ の監巧 


■ CSS 

左側フレームから 「CSS」 をクリックするか、メンテナンス概略画面から 「css」 をクリック 
すると、サーバに搭載されている各コンポーネントの情報が表示されます。 「CSS コンポーネ 
ント」欄の選択ボックスで表示内容をフィルタリングできます。 

W 而ム||罪…… I も山 I 画道墨山祉 I 皿_ 处ぶ 

FUJITSU 

ServerView Suite _ 



項目 

説明 

全てのコンポーネント 

搭載されているすべてのコンポーネントを表示します（デフオルト）。 

CSS コンポーネント 

Customer Self Service 対象のコンポーネントを表示します。 

非 CSS コンポーネント 

Customer Self Service 対象外のコンポーネントを表示します。 
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3.3 ブレードサーパ'のを視 


3.3 ブレードサーバの監視 


ブレー ド サーバの 状態を確認します。 


サーバリストからブレードサーバをクリックすると、「ブレードサーバ ビュー 「サーバタ」」 
画面が表示され、選択したブレードサーバの詳細情報が表示されます。 



厂ブ レー ドリスト 


へ、 V ダ 


9/?ThisApDlication=servervieHSServername=10.21.1 36.22 &ServerName=B 



るお の公巧 


3 BX900S1-Mgm12 

■ BX900S1-Switch1 
田 BX90QS1-Switch2 

■ BX900S1-Switch4 
な BX920RH53X64 
a WIN-0AT9LL4V9CY 


01 公 0 Ok 


ステ—タス モデル 

standby PRIMERGY BX900 Management Blade 

ok BX900 GbE Connection Blade 36/12 

ok BX900 GbE Connection Blade 36/8+2 Sta か a 日 le 

ok SBAX2 

PRIMERGY 6X920 
PRIMERGY BX920 


e A ブレードサーパステータス 
’ Q 〇巧巧 

なつ アン 

<9 る度 
« 巧巧 
0 システム 

システム’ち骑 
Q メンテナンス 

ヴ - / け n い•テイ 
マネージイントブレード i 窃 





适《されたブレードの課 a 


タイブ : 

Mgmt 

巧 S アドレス 

00238 B5724EA 


爱ちを： 

FSC 

ド Ox アバージ 3 ン 

C0 


涅を B 時： 

01/10/2009 03:40:00 

ファームウエアバージョン 

1'30L 


シリアル # 号 : 

QTFBQK 90100197 

IP 7 ドレス 

10.21136.22 


ポード 1 比 

A3C 40096530 

3 ベレーティンヴシステム 





.ステータス表示/設定メ ニュー I— ブ レー ド詳細リスト 


ヘッダ 


I 各種アイコ: 


广 表示データ 


’アーカイブ 


r 識別灯 キヤビキツト詳細 


|| をつ P ) ! ま示データ:「オンライン： 2009-04-02 16:23:31 ^ ア-かけ胁寺」 ] し 蘭を肌| キャピネット詳帥囚 | 


• 各種アイコン 

次のアイコンが表示されます。 「■サーバの状態表示（アイコン）」（一 P .91) 

• ステータスアイコン （ か 

サーバの現在の状態を示します。 
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3.3 ブレードサーパ'のを視 


• アラームアイコン（公） 

表示しているブレードサーバからのアラームを受信していた場合、アラームの重要度に応 
じて色分けされたアイコンが表示されます。 

• ァ—ヵィブァィコン（面） 

マネジメントブレードに対するアーカイブデータが取得された場合にアイコンが表示され 
ます。アーカイブの取得中は青矢巧になります。 


参表示 データ 

オンラインデータか、アーカイブデータかを指定できます。オンラインデータは、リアルタ 
イムのサーバ情報を表示します。アーカイブデータは作成日時のサーバ情報を表示します。 

• アーカ イブ データの 取得/出力 

サーバ画面からアーカイブデータの取得/出力ができます。詳しくは、 「3.7.7サーバ画面か 
らのアーカイブの巧得/出力」（一 P .217) を ご覧ください。 

• システム識別な表示 

システム識別灯表示の切り替えができます。サーバがシステム識別灯表示をサポートしてい 
る場合のみ有効です。システム識別 LED の現在の状態がアイコンで表示されます。 

次のアイコンがあります。 

a :点灯中 9 :胖な中 :点減中 

• キャビネット詳細 

ブレードサーバのモデルタ、型ぶ、識別番号、全体ステータスが表示されます。ブレード 
サーバによって表示される項目が異なります。 

右側の「+」「一」ボタンで表示/非表示が変更できます。 

■ ブレードリスト 

ブレ'ードサ'ーノくシステム内に存在する、すベてのブレ'ードのテ'ーブルが表示されます。 
ブレードのタイプの違いはアイコンで表示されます。ブレードが選択されると、詳細情報が 
「ブレード詳細リスト」に表示されます。 


アイコン 

意巧 

ステータス監視ち無 

を 

マネジメントブレード（マスタ） 

〇 

巧 

マネジメントブレード（スレーブ） 

〇 

图 

スイツチブレード 

監視不可（常に 0K と表示されます） 

夕 

ファイバチヤネルパススルーブレード 

監視不可（何も表示されません） 

た 

LAN パススルーブレード 

監視不可（何も表示されません） 

を 

KVM ブレード 

監視不可（何も表示されません） 
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3.3 ブレードサーバの監視 


アイコン 

意巧 

ステータス監視ち無 

色 

ファイバチヤネルスイツチブレード 

監視不可（何も表示されません） 

る 

ストレージブレード 

〇 (ServerView RAID による監視） 


サーバブレード 

〇 


■ ステータス表示/設定タニュー 

項目をクリックすると、画面の中央部分に情報が表示されます。 



► マネジメントブレード上でセキュリティが有効になっている場合、機能ボタンを操作するにはユー 
ザログインが必要です。ユーザ名とパスワードの設定は、マネジメントブレードに Telnet または 
Web インターフエースで接綿して設定します。 


項目 

説明 

ブレードリスト 

各ブレードのが態をリスト表示します。 

ブレードサーバステータス 

ブレードサーバの全体の状態を表示します。 


環境 

「■ブレードサーバの環境が態確認」（一 P.127) 



フアン 

ファンの状態を表示します。 「•ファンのが態表示」（一 P.127) 



温度 

温度センサの状態を表示します。 「♦温度の状態表示」（一 P.128) 


電源 

電源の状態を表示します。 

「■ブレードサーバの電源が態確認」（一 P.129) 

システム 



システム情報 

システム情報を表示します。 「■システム情報」（一 P.130) 

メンテナンス 



サーバプロパティ 

サーバプロパティを表示します。 

「3丄4サーバ設定の確認/変更」 HP.84) 


マネージメントブレー 
ド設定 

マネジメント設定ツールを起動します。これはマネジメントブレードで 
ブレードサーバシステムを管理/運用するための Web UI です。 

詳しくは『マネジメントブレードユーザーズガイド』をご覧ください。 


ServerView Operations Manager ユーザーズガイド 

126 
































3.3 ブレードサーバの監視 


■ ブレードサーバの環境が態確認 

「ステータス表示/設定」メニューから「環境」をクリックすると、ブレードサー ノくの 環境画 
面が表示されます。 



•ファンの状態表示 

「ステ'—タス表示/設定」メニュ ■ 一から 「ファン」 をクリックするか、ブレ ■ ードサ'— ノくの 環境 
画面から フアンの 「ステータス」をクリックすると、ブレードサーバの 「フアン」 画面が表 
示されます。 



フアンの アイコンにマウスポインタを合わせると、 フアンの 名称が表示されます。 フアン 情 
報が表示され、ステータス、 No .、 名称、回転數（民 PM )、 回転率[〇/〇]、アクションが表示さ 
れます。を項目ををクリックするとソートできます。 
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3.3 ブレードサーパ'のを視 


参温度の状態表示 

「ステータス表示/設定 J メニューから「温を」をクリックするか、ブレードサーバの環境画 
面から温巧の「ステータス」をクリックすると、「温を」画面が表示されます。 



温度センサのステータスアイコン、 N 0.、用途、異常時の動作、現在温を、注意温度、警告温 
度が表示されます。 



► ステータスの判をには、サーバ（ハードウェア）が保持している基本しきい値が使用されます。パ 
フオーマンスマネージヤで設をしたしきい値とは無関係です。 


ファンと温度センサのアイコンの色は、次の状態を示します。 


対象 

危険 

警告 

0 K 

センサ故障 

確認不可能 

温度 

赤色 

黄色 

緑色 

青色 

灰色 

フアン 

ホ色 

黄色 

緑色 

- 

灰色 
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3.3 ブレードサーパ'のを視 


■ ブレードサーパの電源が態確認 

「ステ I —タス表示/設定」メニュ ■ —から「電源」をクリックすると、電源ステ ■ —タス画面が表 
示されます。 

ステータスにマウスポインタを合わせると電源の名称が表示されます。 

電源が正常に動作している場合は、巧応する電源上に緑色の四巧が表示されます。 

冗長電源は、重なり合う2つの四ちで表示されます。 



参主電源 

サーバと主電源の接続状態が表示されます。サーバにあ張記憶装置が接続されている場合に 
は、その主電源も表示されます。 

サーバや化張記憶装置の主電源の異常は、黄色または赤色の四ちで表示されます。 

通常、電源状態は60ゆごとに更巧されます。 


参システムタイプ 

サーバの電源の全体的なステータスが、緑色、黄色、または赤色の四巧で表示されます。 
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3.3 ブレードサーパ'のを視 


■ システム情報 

「ステータス 表示/設定 J メニューから「システム情報」をクリック すると、 
画面が表示されます。 



FU だ。 U> 斗 

ゾ琴 ■ 日 

ServerView suite 

i ; リも! I ' 



巧 表でデー女（オンラ • 心： 2009 -04-10 1724:02 »| AW | アー刀イブ取巧| > SIB リロ | キ化‘ネット註袖出 

IHWHi 


システムを；日 X900S1P 的127 

巧巧： 8X900 

mm ： 

3 拓ホ： 

巧01#面： up 3 days. 04:34:21 
エン5-ブライプ： .1.3-6.1.4,1.8072.3.210 

サービス： n.a. 

ブレードリスト 

6 A ブレード tr- バステータス 

みトワークルーティンヴブーブル 

インターフェース 巧充アドレス み木。ノブアドレス をなタイプ プロトコ J レ マスク 

B « 巧巧 

• フアン 
ク ぶち 
« 巧巧 

8システム 

e；>o テナンス 

サ—パブロバテイ 
マネージ；< ントブレード巧ち 

ethO n.a. n.a n.a n.a n.a 




r システム情幸良」 
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3.4 異常発生時の対処 ( ASR ) 


3.4 異常発生時の対処 ( ASR ) 



ASR (Automatic Server Reconfiguration & Restart ) では、サーバに異常が発生した 
場合に、サーバが自動的に行う対処を設まします。 

-ファンが故障したときの対応 
-温度異常発生時の対応 
. サーバの 巧起動に関する対応 

■起動監視 （ BOOT ウォッチドッグ）、エージェント監視（ソフトウェアウォッチ 
ドッグ）の設定と対応 
-電源 ON / OFF のスケジューリング設定 


P POINT 

► ASR の各設定項目は BIOS/BMC (RSB / iRMC ) に格納されます。また、設を内容（表示内容）は 
巨 IOS/BMC ( RSB / iRMC ) の設定とリンクしています。 

► 異常発生時の対処例には、次のようなものがあります。 

■オーバーヒートが発生したときに、サーバを自動的にシャットダウンし、一をの遅延時間の後、自 
動的に再起動するように設定できます（温度異常発生時の対処）。 

- SCSI ケーブル-デバイスに一時的な故障が発生した場合など、システム起動が正常にできなかつ 
た場合に、自動再起動するように設定できます（起動監視設定ーシステム起動から ServerView 
エージ X ントが利用可能となる前に異常発生時の対処）。 


3.4.1 設定方法 


SVOM で操作した攝合の画面を例に説明します。 



► すべての設定が、すべてのサーバでサポートされるわけではありません。サーバを選巧し、1つまた 
は複数のフィールドが 「 N / A 」 に設定されていることが確認された場合、それらのパラメータはサ 
ポートされていません。 

► ASR 機能の設を内容は、 BIOS/BMC ( RSB / iRMC ) に格納されまず。 

誤った設をを行うとシステムが起動しな〈なる場合があります。よ〈ご確認のうえ設定を巧ってくだ 
さい。 

► ASR 機能の設ををしたまま SVOM をアンインストールした場合、予期せめ原因でサーバがシャットダ 
ウンされることがあります。ごま意ください。 
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3.4 異常発生時の対処 ( ASR ) 


1 設定を行うサーバをちクリックし、表示されたメニューから 「ASR のプロパ 

ティ」をクリックします。 

「 AS 民プロパティ」画面が表示されます。 



PPOINT 

► 画面下部に「サーバの設定をち効にする」チ： L ックボックスがあります。サーバの設定が変更 
可能である場合はこのチ X ックボックスはチ X ックされています。チェックボックスがチェッ 
クされていない場合は、サーバの設定が変更できないが態であることを意味します。 
チェックされていない場合、 ServerView エージェントが正しくインス I ルされていない可 
能性があります。 

また、 Linux の場合、次のファイルが正しく設定されていないことも考えられます。 

■ snmpd.conf 

■ ServerView エージエントの config ファイル 

詳細については 、 『ServerView Windows エージェントユーザーズガイド』または 
『ServerView Linux ェージェントユーザーズガイド J ] をご覧ください。 
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3.4 異常発生時の対処 ( ASR ) 


► SVOM の画面 

SVOM のサーバ管理画面から、「メンテナンス」一 「AS 民 & 民」 をクリックすると、次 
の AS 民画面が表示されます。 





ServerView Suite 


表示データ:ドンライン： 2009-01-06 11:07:02^ 至抗| アーかけ恥 f | • 跑帆 I 


万！ 

キャビネットの ファンN0. 用途 


管迂巧お アクン a ン 


シャットち’ウン保51弓面く秒） 


fit 巧巧の 


FAN2 SYS yes 

FAN PSU yes 


窃玲债 


巧 t 商巧衝 


i システム 

システム I 坦巧 
エ-ジ王ント關 3 
すべレ-テイングシステム 
ブ Dt ス 
ファイIレンステム 
パー子イシ a ン 
りソ—ス 
3ルテナンス 

バッテリ巧が 
システムイベントログ 
ブ-バ：?1。{ティ 


巧わ3ブシ3ン 
リモートマネージみ卜 


サーバの設定をち巧にする；囚 


-迂巧—!.更巧 J 






ぺ-リガホモされましを 

rrrrr 

/( 畫みサイト M 去黄モード:巧か 

ソ邮い之 


2設定を行うタブをクリックし、各項目を設まします。 

タブには、次の種類があります。をタブで行う設定項目の詳細については、それぞれ 
の参照先をご覧ください。 

.「フアン」タブ （^ P .134) 

. 「温度センサ」タブ （^ P .134) 

-「再起動設定」タブ ト P .135) 

. 「電源 ON / OFF 」 タブ （一 P .136) 

-「ウォッチドッグ設定」タブ ト P .136) 

P POINT 

► ASR が記憶な体や、サーバの運用ステータスにおいて深刻な巧況 （CPU エラー、メモリエ 
ラー、 OS のハングな ど） を検出すると、システムが再起動され、問題のあるハードウ X アコ 
ンポーネントは再起動中に使用不可能になります。 

3 「適巧」をクリックします。 

セキュリティのためにログイン画面が表示されます。 SVOM 管理を権限のユーザあと 
パスワードが必要です。ログイン認証後、設定内容が反映されます。 

ロダイン認証については、 「3.4.2 ServerView 管理ユーザについて」（一 P .138) をご覧 
ください。 
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3.4 異常発生時の対処 ( ASR ) 


■ 「フアン」タブ 


ファンの 障害時に実行す る 対応を設定します。 

フアンごとに「フアン異常時のアクション」を指定します。 



項目 

説明 

継続稼動 

ファン異常の検知後もサーバは継続稼動します。 

シャツトダウン-電源断 

サーバは一定の遅延時間の後にシャットダウンします。 

遅延時間は、「シャットダウン待ち時間」に秒単位で指をします。 

1〜30日までの値が指定可能です。 



► 冗長ファンを搭載しているサーバでは、冗長を構成する両方のファンに同じ ASR 設定を行ってくださ 
し、。 OS シャットダウンは、ファンが両方故障した場合に開始します。 


冗長ファンの搭載ち無や組み合わせについては、サーバに添付の『ユーザーズガイド J ] をご覧〈ださ 
し、。 ブレードサーバの場合は、『シャーシハードウェアガイド J ] をご覧ください。 

► 拡張ディスク装置を接続すると、拡張ディスク内のファン情報が表示され、「シャツトダウン-電源断」 
が選巧されている場合がありますが、自動シャツトダウンを行うことはできません。 


■ r 温度七ンサ」タブ 


高温異常時の対応を設定します。監視温度センサごとに「アクション」を設定します。 



項目 

説明 

継続稼動 

高温異常の検知後もサーバは継続稼動します。 

シャツトダウン-電源断 

温度が危険な値に達すると、即座にシャツトダウンします。 



► 拡張ディスク装置を接続すると、拡張ディスク内の温度センサ情報が表示され、「シャットダウン-電 
源断」が選巧されている場合がありますが、自動シャットダウンを巧うことはできません。 
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3.4 異常発生時の対処 ( ASR ) 


■ 「再起動設定」タブ 


電源異常後の動作と、サーバの再起動に関する対応を設定します。 



項目 

説明 

電源異常後のアクション 

電源異常後、復電時の起動設定を選がします。 

-な前のが態 
. サーバを再起動しない 
-常にサーバを再起動する 

再起動リトライ回数超過時 
のアクション 

最大リトライ回数を超過した場合の処理について、サーバ本体に設定 
されている値が表示されます。 

自動電源投入までの待ち時 
間 

1〜30分までの範囲で設定します。 

デフオルトの再起動のリト 
ライ回数 

〇〜7の範囲で設定します。 

再起動 y トライ回数 

現在のサーバの再起動リトライ回数値が表示されます。「デフォルト」 

をクリックすると、「デフォルトの再起動の y トライ回数」で設定し 
たデフォルト値になります。 

値が「0」のとき、 OS を起動するたびにその旨を通知する Trap が送 
信されます。その場合、「デフォルト」をクリックして「再起動 y 卜 
ライ回数」を設定し直してください。 



► UPS による復電、またはスケジュール運転を巧う場合、サーバに自動的に電源を入れるためには、設 
定内容が制限される場合があります。詳しくは、 「♦ UPS 使巧時の注意事項」（一 P .287) をご覧く 
ださい。 
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3.4 異常発生時の対® ( ASR ) 


■ 「電源 ON / OFF 」 タブ 

曜日ごとに、サーバの起動時間/終了時間を設定できます。 

例えば、週末にはサーバをシャットダウンして、月曜に再起動することができます。ただし、 
サーバの機種によっては設定できない場合があります。 




► この設をは、スケジューリングを行うサーバ本体の設をに書き込まれます。 SVOM をサーバからアン 
インストールする前に、必ずスケジューリングを無効にして〈ださい。 

無効にせずに SVOM をアンインストールした場合は、予期せめ時間にサーバがシャットダウンされ 
ることがあります。 

► サーバにリモートサービスボード ( PG - RSB 101) が搭載されている場合、リモートサービスボード 
の Web インターフェースからもスケジューリング設をを行うことができます。ただし、リモート 
サービスボードを軽由するスケジュール電源 ON/OFF 設ミは必ず ServerView エージェントが正常に 
稼動しているときに実行してください。サーバの電源が入っていないときなど、 ServerView エー 
ジェントが稼動していない場合にスケジュール電源 ON/OFF 設定を巧うと、設をの反映が行われず予 
期しない動作が発生する場合があります。 

■「ウォッチドッグ設定」タブ 

ソフトウェアウォッチドッグ監視、および BOOT ウォッチドッグ監巧の設をを行います。 
「管理可能 J が 「 yesj になっている機能を設定できます。 
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3.4 異常発生時の対® ( ASR ) 


• ソフトウェアウォッチドッグ（エージェント監視） 

ソフトウェアウォッチドッグは ServerView ェージェントの状態を監視し続けます。 

ServerView ェージェントからの無応答状態が、設定されたタイムアウト時間を超えた場合に 
設定されたアクションが実行されます。 

ソフトウェアウォッチドッグを有効にする場合は、「ソフトウェア」行の「有効」にチェック 
を付け、「待ち時間（分)」にタイムアウトまでの待ち時間を！〜120分の範囲で設定しま 
す。 

また、待ち時間を超過した場合の「アクション」を次から選択し、設定します。 

• 継続稼動する 
-再起動する 
• Off/On する 


P POINT 

► 何らかの理由で ServerView エージェントを手動で停止する場合、または SVOM のアンインストールを 
行う場合などは、本設をを解除する必要があります。 

► Windows 監視対象サーバ、または管理巧サーバの場合、「アクション」で選キ尺した動作を有効にする 
ために、サーバで次の設定が必要になります。 

■ Windows Server 2008 の場合 

コント ロール パネルの「システム」アイコンをダブルクリックし、「システムの詳細設定」一「詳 
細設定」タブ画面の「起動と回復」の「設定」をクリックし、「自動的に再起動する」のチェック 
を外します。 

■ Windows Server 2003 / Windows 2000 Server の場合 

コントロールパネルの「システム」アイコンをダブルクリックし、「詳細設を」タブ画面の「起動 
と回復」の「設を」をクリックし、「自動的に再起動する」のチェックを外します。 

参 BOOT ウォッチドッグ（起動監巧） 

BOOT ウォッチドッグはサーバの起動フェーズを監巧します。「サーバ電源お入」から 
「 ServerView ェージュントが正常に応答する」までの時間が、設をされたタイムアウト時間を 
超えた場合に設定されたアクションが実行されます。 

BOOT ウォッチドッグを有効にする場合は、 「 BOOTJ 行の「有効」にチェックを付け、「待 
ち時間（分)」にタイムアウトまでの待ち時間を！〜120分の範困で設定します。 

また、待ち時間を超過した場合の「アクション」を次から選択し、設定します。 

• 継続稼動する 
-再起動する 
• Off/On する 


P POINT 

► 本設定を行うためには、あらかじめそのシステムが通常どの程度の時間で起動を完了するかをなつ 
ておく必要があります。 
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3.4 異常発生時の対処 ( ASR ) 


3.4.2 ServerView 管理ユーザについて 


SVOM から次の操作を行う場合、 「 ServerView 管理ユーザ」の権限が必要となることがあり 
ます。 

• ASR 設をの変更をサーバに適用する 

• サーバの表示識別なの On / Off を行う 

• サーバにレポー ト セット/ しきい値 セット を適用す る 

上記の操作を実行すると、次の認証画面が表示されます。 



認証には、次の条件を満たすアカウントが必要となります。 

• 設を巧象サーバの OS 上のアカウントであること 
• 「 SVOM の管理権限を持つグループ」に属していること 

アカウントの設定は、 Windows 、 Linux で異なります。 

詳細については 、 『ServerView Windows エージェントユーザーズガイド』または 『ServerView 
Linux エージェントユーザーズガイド』の「2.4インストール後の設を」をご覧ください。 
なお、認証は3つの操作ごとに必要ですが、それぞれの認証は SVOM の七ッシヨンごとに記 
憶されます。 

SVOM を終了した場合には、再度認証がホめられます。 
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3.5 イベントマネージャ 


3.5 イベント マネー ジャ 

イベントマネージャは、 ServerView エージェントが異常を検出した場合に送信する 
アラーム （ SNMP トラップ）を受信し、あらかじめ設定しておいた管理をへの通知 
方まに従って、リアルタイムに通知を行います。 

イベントマネージャには、「アラームモニタ」、「アラーム設定」機能があります。 

■ アラームについて 

ServerView エージェントはサーバ上のイベントごとに SVOM に対してアラームを送信しま 
す。アラームは「サーバの運用上に極めて重大な影響を及ぼす」ものから「単なるサーバの 
情報」に至るまで多岐にわたります。 

をアラームには管 a 上の目をとして重要度が設定されています。本機能はサーバ管理上、注 
目すべきイベントを見逃さずに適切な巧処を行うことを目的としています。例として次のよ 
うな動作が考えられます。 

-設をしたイベントが発生した場合に管理をにがしてメール/ポップアップなどを自動送信 
し、注意/対•処を促す。 

-設定したイベントが発生した場合にサーバ上で特定のプログラムを自動実行させる。 

サーバ監視プログラムや OS からの SNMP トラップを受信し、そのデータをイベントログ格 
納、ポップアップメッセージ表示、または他のサーバやクライアントへの転送処巧を行いま 
す。イベントマネージャのを種機能を設定することにより、異常の発生をシステム管 a をに 
効率良く通なすることができます。 



► イベントマネージヤは SNMPvl に準拠したトラップのみをサポートしています。 


3.5.1 アラームモニタ 


アラームモニタは、 受信した アラーム ( SNMP トラップ）を受信順に表示します。 

1 次のいずれかの操作を行います。 

詳しくは、 「3丄 2 SVOM のメニュー（機能一覧)」 P .79) をご覧ください。 

►起動画面から操作する場合 

「アラームモニタ J をクリックします。 

►を機能の画面から操作する場合 

画面上部の「イベント管理」メニュ——>「アラームモニタ」の順にクリックします。 
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3.5 イベントマネージヤ 



( アトムの巧 II アラー山 W 8 机け-;柳!扣 I 



/\ 重至居 Infomatonal 
From MKWAMI (1 0.1830 .194) 




「アラームモニタ」画面が表示されます。 


- アラームリス 


- アラームウインドウ 


巧レが SVAppIst started 


ILLR I L #| I, 化•み。仆 If 補モ-卜 *|t A お'** をに 
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項目 

説明 

アラームリスト 



自動更新する 

チェックが付いている場合、新しいアラームを受信すると、ア 
ラーム モニタ 画面を自動的に更新します。チュックがかいてい 
ない場合は自動的に更新されません。 

受信時間 

アラームが受信された時間が表示されます。 

アラームの種類 

アラームの種類が表示されます。 

。 (重要度） 

アラームの重要度ボ次のアラーム受信アイコンで表示されます。 

A (ホ色):危険 A (ピンク色):重度 

A (ま色):軽度 (青色):情報 A (白色):不明 

サ' ー バ 

サーバぶが表示されます。タリックするとサーバの管理画面が 
表示されます。 

〇 (イベント ログ） 

イベントログ格納が行われた場合、アイコンが表示されます。 

け（ポケットベル） 

本機能は未サポートです。 

囚（メール通み） 

メール通知が行われた場合、アイコンが表示されます。 

4 (ブロー ドキヤスト） 

ブロー ドキャストが行われた場合、アイコンが表示されます。 

1® (プログラム実行） 

プログラムが実行された場合、アイコンが表示されます。 

B (アラーム転送） 

アラーム転送が行われた場合、アイコンが表示されます。 

受領 

アラームが受領されると、アイコンが表示されます。 

ローカレノート 

アラームに追加されたコメントが表示されます。 

アラームウインドウ 

アラームをリストから選択すると選択したアラームにが応する 
情報が表示されます。 「■アラームウィンドウ」（一 P .142) 


删 11^1 


咖舰 i 


こな <!AA こ。ご公公 


wwd かか冲 d 冲冲冲かか W : 

化 WS 邮脚 S 邸の弧 ^ 

— ITY^TTTYTTTTYT^ 

Fi- -- . .■-1■■■■■■■ 























































3.5 イベントマネージャ 


2 リスト上のアラームを選択し、右クリックし、表示されたメニューからア 
ラームに対して実行する操作を選キ尺します。 



fW レクト SVApplet started 

1 口 1 1 1 闻 1 <' 簡自活みサ仆い捕トド:* « A 解*! :ご r 

アラームを選択して、 

右クリックして表示されるメニューは次の表のとおりです。 

右クリック メニュー 

説明 

削除 

選択したアラームをアラームリストから削除します。 

除外 

選択したアラームをサーバから除外します。除外指をしたアラームは 
一覧から削除され、同様の着信アラームも一覧に追加されなくなりま 
す。サーバが正しく機能せずに、アラームであふれるような場合に使 
用します。詳細は 「■アラームの除外/除外一覧」（一 P .142) をご 
寛ください。 

アラームを受領する 

選択したアラームを受領します。 

ポケベル受領 

本機能は未サポートです。 

ローカルノー トの編集 

選択したアラームのローカルノートを編集します。 

アラーム表示の設定 

1画面に表示されるアラーム数を設定します。 

デフオルトでは「30」、最小では「10」です。 「 a 山を指をすると、受 
信したすベてのアラームが表示されます。 

テストトラップ 

トラップの送信テストを行います。詳細は 「■テストトラップ」（一 
P .144) をご覧ください。 

逐おウィザード 

權數台のサーバのアラームを1つのアラームモニタで管理する場合な 
ど、多くのアラームの中から参照/選択したいアラームの条件を設定 
して抽出します。詳細は 「■選択ウィザード」（一 P .145) をご覧く 
ださい。 

除外アラームー覧 

除外されたアラームの一覧が表示されます。詳細は 「■アラームの 
除外/除外一覚」（一 P .142) をご覚ください。 
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3.5 イベント マネー ジヤ 


P POINT 

► 複数のアラームを選巧したい場合にはに hift 】 キー、または 【 Ctrl 】 キーを押しながらアラー 
ムをクリック してください。 

► 複数のアラームを選巧した巧態のまま「アラームを受領する」、「削除」などを実行した場合 
は、還巧しているすべてのアラームがアクションの対まになります。 

► アラームリストの項目はドラッグして位置を変えることができます。 

► アラームリストの項目名をクリックすると、アラームをソートできます。 

► アラームの削除は 【 Delete 】 キーでも行えます。 

> 重要度「危険」のアラームは受領を行うまで削除できません。 

■ アラーム ウインドウ 

アラームをリストから選択すると選択したアラームに巧応する情報が、画面下部のアラーム 
ウインドウに表示されます。 

アラームウインドウは、左部にある 「己 D 」 で表示/非表示を切りをえることができま 
す。アラームウインドウ内には、「アラームの詳細」「アラームの情幸む「サーバの情報」の 3 
つのタブがあります。 

アラームを、エンタープライズ 、 M 旧、 トラップ ID 、 重要を、説明、詳細、送信元サーバの 
情報などが表示されます。 


項目 

説明 

アラームの総数 

アラームモニタが受信したアラームの数です。 

「アラームの詳細」タブ 

選択したアラームの詳細が表示されます。 

「アラームの情報」タブ 

選択したアラームの情報が表示されます。 

「サーバの情報」タブ 

選択したアラームを発信したサーバの情報が表示されます。 


■ アラームの 除か/除か 一覧 

アラームをリストから選択し、右クリックして表示されたメニューから「除外」を選択する 
と、選択したアラームの削除確認画面が表示されます。 

「はい」をクリックすると、選択したアラームがアラームモニタから除外されます。 



除外したアラーム（同じサーバからの同じアラーム）はリストから削除され、除外を解除す 
るまで同様の着信アラームもリストに追加されなくなります。サーバが正しく機能しないた 
めに、システムがアラームであふれるような場合に{ま用します。 
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除外された アラームは 次のように「除外 アラームの 一覧 J に登録されます。 

「除外 アラームの 一覧」は、 アラームリスト上で 右クリックして表示された メニューから 「除 
外 アラ ■ —ム ー覧」 を 選択すると表示されます。 



除外された アラームは「サーバ」 と 「アラーム タイプ」の 2つの 要素で管理され、これに 一 
致する アラームはアラーム モニタから削除され、 な 降の新規の受信も表示されません。「除外 
アラームの一覧」 から アラーム 選択し、「削除」をクリックすると アラームの 除外を解除する 
ことができます。 

P POINT 

► サーバの起動時に、 RAIDManager や Etherne に ard などにより、起動通知 （例： RFC 1157 LinkUP ) と 
して、アラーム （SNMP トラップ）が送信される場合があります。これらのトラップを抑止する場合 
は、アラームの除外設定を行ってください。なお、この抑止機能は、サーバ単位に設定が必要です。 
複数のサーバを監視している場合は、サーバごとにアラーム機能を使巧して本設定を行ってくださ 
い。 

► 除外できるアラームは、次のものです。 

■アラームの重要度が「情報」、「軽度」、「重要」のいずれか 
■アラームの重要度が「危険」 かつ 「受領されている」場合 

アラームの重要度が「危険」で「受領されていない」場合、次のメッセージが表示され、除外されま 
せん。 


Suppress information 


I . 涯巧された重要度び「を防」のアラ-ムを抑止することげできませんでげこ。 
- V 重要度びを除のアラームは、ミ巧する前に巧ムすることびできません。 

| 了賠 |] 


Java Applet Window 
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3.5 イベント マネージヤ 


■ テストトラップ 

SVOM をインストールしたサーバ （または パソコン）と、その 監視（管理） 巧 象 サーバとの 
間で、 テスト トラップが正常に行えるかどうかを確認します。 

t アラームリスト上でちクリックし、表示されたメニユーから「テストトラッ 

プ J を選択します。 

「テストトラップ」画面が表示されます。 



之「サーパ'-覧」からテストトラップを実行するサーバを選択するか、 IP アドレ 
スを入力し、「テストトラップ」を実行します。 

テストトラップが実行され、次の画面が表示されます。 



►正常に送受信された場合 

テストトラップが正常に送受信された場合は、次のような表示になります。 
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3.5 イベント マネー ジヤ 


►正常に送受信されなかった場合 

何らかの原因でテストトラップが正常に送受信されなかった場合は、次のような表示 
になります。 


http ；// 10.21136 .21 9:3169 -テストトラブブ [1 X 200! 


タイムアウト 


戸 … -!□( xl 

国 


閉じる 


、もつ。 



ベー ジ がま示されました 「 1111 JO 悟賴ちみサイト ^ 

正常に送受信されなかった場合は、 「ん3イベントマネージャのトラブルシューテイン 
ダ」_(一 P .277) をご覧ください。 


P POINT 

► Linux の場合、ローカルホスト (127.0.0.1/ localhost ) に対する接続テストを実施すると、テストト 
ラップがタイムアウトとなります。これは、 SVOM がリクエストしたローカルホストの IP アドレス 
で応答を待ち合わせますが、実際のトラップは、 SNMP マスタエージ X ントに割り付けられている 
サーバの 実 IP アドレスより応答があるためタイムアウトとなります。 

► IP アドレスのプルダウンメニューから選択できる npv 6」 は未サポートです。 


■選択ウイザード 


複数台のサーバのアラームを1つのアラームモニタで管理する場合など、多くのアラームの 
中から参照/選択したいアラームを探す場合に便利です。 



アラームタイプ、時間、サーバ、アラームの重要まの4つの項目の組み合わせから、選択し 
たいアラームを抽出します。条件に適合するアラームの数が「選択数」に表示されます。選 
択したアラームに巧して「アラーム情報」、「削除」、「除外」のを機能ボタンを実行できます。 
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3.5 イベントマネージャ 


3.5.2 アクーム 設定の ぉ 動とお 作の 流れ _ 

アラーム設定の起動や操作の流れについて説明します。 

P POINT 

► ブレードサーバに対してアラーム設をを行う場合、搭載されている個々のブレードはサーバリスト上 
で単一の サーバと して登録されている必要があります。 


■ アラーム 設定の流れ 

アラーム設定は、3つのカテゴリに分かれます。を設定の順番は前後しても行うことができ 
ます。 

—了ラ——レー J レな)•(乍ちち - 

「3.5.3アラーム設を（アラームルールの作成）」（一 P .149) 



^アラー ムの フイ ルタ ルールの 作成_ 

「3.5.4 アラー ム設を（フィルタ ルールの 設を）」（一 P .167) 



「アラームの共通設定 - 

「3.5.5アラーム設を（共通設を）」（― P .171) 

すべてのアラームの共通する詳細設をを巧います。 


ServerView Operations Manager ユーザーズガイド 

146 






































3.5 イベント マネージヤ 


■ アラーム設定の起動と基本操作 

1 次のいずれかの操作を行います。 

詳しくは、 「3丄 2 SVOM のメニュー（機能一覧)」（一 P .79) をご覧ください。 
►起動画面から操作する場合 
「アラーム設定」をクリックします。 

►を機能の画面から操作する場合 

画面上部の「イベント管理」メニューー「アラーム設定」の順にクリックします。 
「アラーム設定」画面が表示されます。 



之アラームの 設定を行います。 

アラーム設をは、次の3つのカテゴリに分かれ、を設定画面で設をを行います。 

「アラ'—ム設定」画面左のツリ ■ —表示から設定項目を選択し、を設定画面を表示するこ 
ともできます。 

• アラームルールの作成 

アラームルールは、特をのアラームに巧して自動的にポップアップ表示やイベント 
ログへの追記など、各種アクシヨンを起こすことをを義します。 

「3.5.3アラーム設定（アラームルールの作成）」 HP . 149) 

-アラームのフイルタルールの設を 
アラームのフィルタリングを行う場合のルールを設定できます。 

「3.5.4アラーム設を（フイルタルールの設定）」 HP . 167) 

. アラームの共通設を 

すべてのアラームに共通する設をを行えます。 

「3.5.5アラーム設定 _( 共通設を)」（一 P .171) 
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3.5 イベントマネージヤ 


アラ—ムル-ルの宫巧 

' [}脚姑化巧 

アラ—ムのを p 当て 
アウシむの到り当て 
旧フイルール（の 
兴巧設定 


ドブレ；I卜 AlarmSsttinssAppletFrame started 


■.だ^. ■'ん 

-yprrrr 巧 r 


- 操作ボタン 

各画面には次のボタンがあります。 


k 信话巧みサイト M な«モード:巧な！ 


設定割り当てボタ ; 



ボタン 

説明 

操作ボタン 

化況に応じてグレーアウトします。 


前へ 

1画面前の設定画面に戻ります。設を画面の遷移は、画面左のツリー表 
示からも行えます。 


次へ 

次の設定画面に移行します。設定画面の遷移は、画面左のツリー表示か 
らも行えます。 


適用 

現在の画面の設定を適用します。 


リセット 

未適用の設定を元に戻します。 

設定割り当てボタン 

設定画面によっては、 この ボタンが表示されない画面があります。 

サーバやアクションなどをルールに割り当てる際に使用します。 


「>」 

選択した項目のみを追加します。 


「>>」 

表示されているすべての項目を追加します。 


「く」 

選択した項目のみを削除します。 


「く <」 

表示されているすべての項目を削除します。 
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3.5 イベントマネージャ 


変更した設定を適用せずに画面を移行させた場合は次のような警告が表示されます。 


巧アラーム設を 


▲ミ ま意 


巧更が保存されていません。 

を更をが巧するには、[適用]ボタンを押してください。 

か巧を続巧しますか？ 

[はレ]を巧すとをまが破棄されます。 


はぃ 」 いいえ I 

I Java Applet Window 


アラームルールに 必要な要素が欠けて いる 場合にも次のような警告が表示されます。 



3.5.3 アラーム 設定 （アラームルールの作成) 


アラームルールは、 特定の アラームに 巧して自動的にを種のアクションを起こすことを目的 
としています。 

1つのアラームルールには、次の4つの構成要素が含まれている必要があります。それぞれ 
の画面において構成要素を設定できます。 

• アラームルールを 「■アラームノレーノレの追力日_! P .150) 

• アラームの発信元サーバ 「■サーバの割り当て」 （^ P .152) 

• アラームの種お 「■アラームの割り当て」 （^ P .153) 

• アラーム受信時のアクション 「■アクションの割り当て」 （^ P .155) 

上記の構成要素を設定し、 アラームルールを 追加した後は、必要に応じて編集を行ったり、 
アラームルールを 有効化します。 「■アラームルールの 管巧」 （^ P .157) 
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P POINT 

► アラームルールに追加するアクションを運用お態に合わせて新規に作成できます。 
「■アクシヨンの巧ち見作成」 （一 P .159) 


■ アラームルールの追加 

画面の各ボタンの機能などについては、 「■アラーム設をの起動と基本操作 J (^ P .147 ) を 
ご覧ください。 


1 画面左のツリーから「アラームルール」または「アラームルールの管理」を 
クリックします。 



初期が態で はアラームルールは 存在しません。 

「アラーム ルール」 タブな外のタブについては、 「■アラーム ルールの 管 a 」 
P .157) をご覧ください。 


2 「追加」をクリックします。 

次のウインドウが表示されます。 
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3.5 イベントマネージャ 


3 アラームルール名を入力して 「0K」 をクリックします。 

ここでは例として 「tes し rule 」 を入力します。 

アラームルールが 追加されます。 アラームルールの 設定数は特に制限ありません。 



P POINT 

► アラームルール名には日本語は巧えません。また、ルール名の途中に空白を入れる（例 ： 「test 
rule 」） こともしないで〈ださし、。 

4 「編集」または「次へ」をクリックします。 

「サーバの割り当て」画面が表示されます。 

「，サーバの 割り当て」（一 P .152) をご覧ください。 
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3.5 イベント マネー ジヤ 


■ サーバの割り当て 

r アラームルールの管理」画面からの移行によつて次の画面が表示されます。 

画面たのツリー表示から「サーバの割り当て」を選択しても同様の表示となります。 



画面の各ボタンの機能などについては、 「■アラーム設をの起動と基本操作」（一 P .147) を 
ご覧ください。 

1 アラームルールに割り当てるサーバを左側の「サーバリスト」から選択し 
「>」をクリックします。 

ここでは例としてサーバ 「 TX 120 S 2 J をルールに追加しています。 



アラームルールが 割り当てられた サーバぶ は右側の「選択された サーバ」 に表示され 
ます。 
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2 「適用」をクリックします。 

3 「次へ」をクリックします。 

「アラームの割り当て」画面が表示されます。 
「■アラームの割り当て .1 HP .153) をご覧ください。 


■ アラー ムの割り当て 

「サーバの割り当て」画面からの移行によって次の画面が表示されます。 

画面左のツリー表示から「アラームの割り当て」を選択しても同様の表示となります。 





日アラ-ムル-ル 

アラームルールの音巧 
サーバ の 割り当て 


巧シヨンの割り当て 
田フィルタルールり） 

共巧設定 


アラームルール.アラームの削り当て アラームルールがミ责されていまだん0 


アラ-ムル—ルを进折し技ちするアラーム視養にください。 


害1|り当て;'ち: 0/5巧7 


> I 厂不明なアラ-ムにゴてもアクションをミ巧する 
チェックな巧致: 0 



7アラームのるお 

姑 

V MIB 

7 010 

厂 

15 GTL Voltage is out of specification. 

CRinCAL 

desktrap.mib 

sniAO。5VQT_ 

广 

12V is operating out of specification. 

CRITICAL 

desktrap.mib 

sniA0L12Volta-- 

厂 


CRinCAL 

desktrap.mib 

sniAOL2 6Volt_ 

厂 

33V is operating out of specification. 

CRITICAL 

desktrap.mib 

srtiAOL3.3Volt- 

厂 

33V Standby Voltage is out of specification. 

CRmCAL 

desktrap.mib 

sniA0L3 3VSta_ 

厂 

6V Voltage is out of specification. 

CRinCAL 

desktrap.mib 

抑 iAOLSVo け巧— 

厂 


INFORMATIONAL 

UNK-INCIDENT/nib 

lir*,RNIDDevic... 

厂 

A device registered with the switch 

INFORMATIONAL 

LINK-INCIDENTjflib 

1 化か ODDevic— 

厂 

fii link failure incident has occured. The value of QRWtxtex will be 

-。47側 6— …の RMATONAL 

LINK-INCIDENTjflib 

lirJcRLIRFailufe... 

厂 

A listener for link failure incident is added 

INFORMATIONAL 

LINK-INCIDENTjflib 

liricLIRRListen... 

厂 

A listener for link failure incident is removed 

INFORMATIONAL 

LINK-INCIDENT jtiib 

lirMIRRListen'.. 

厂 

12V over/under threshold for enclosure 

MAJOR 

promiseraid.mib 

trpSwapBox12- 

厂 

12V power failed for disk 

CRITICAL 

RAID" わ 

svrTrapPD12V... 

厂 

33V power failed for disk 

CRITICAL 

RAID.mib 

州 TrapPD33V— 

厂 

60V power failed for disk 

CRITICAL 

RAID'm わ 

svrTrapPD60V... 

厂 

5V over/under threshold for enclosure 

MAJOR 

promiseraid.mib 

trpSwapBoxSV- 

厂 

日 V Voltage outside range on controller 

MAJOR 

dptscsi.mib 

dptHbaVoltase.. 

厂 

5V Voltage outside range on controller 

MAJOR 

dptscsi.mib 

dpt Hba Voltage... 


A cascade switch was added. The name o< ttie switch which was added is co... INFORMATIONAL 
A cascade switch was added. The name of the switch which w 於 added is co— INFORMATIONAL 
A cascade switch was removed. The name of the switch which was removed し' INFORM ATONAL 
A cascade switch was removed. The name of the switch which was removed し' INFORM ATONAL 
A change in failover assignments occurred INFORMATIONAL 


FSC-KVMS3-TRAP.tnib <scKvmS3Casc... 
FSC-S 21611 -TRAP.tnib <scS21 611 Case... 
FSC-KVMS3-TRAP.tnib ，な！!: vmSSCasc... 
FSC-S 21611 -TRAP.mib <scS21611 Case.. 
aac.mib aacFailoverCha. 


二! 


|1 JA I 汝 へ」 ^ 通巧」 リたか」 






アブレクト AlarmSettingsAppletFrame started 

1 1 1 

1 131 |ザ f 言妨ちみサ仆 1 なまモ—ド:*か 

1 +、獅，^ 


画面のをボタンの機能などについては、 「■アラーム設定の起動と基本操作 J (^ P .147 ) を 
ご覧ください。 


1 アラー ム ルールに 割り当てる アラー ムを選択します。 

割り当てたいアラームのチェックボックスにチェックを付けます。 

アラームの種おは多数存在するため、アラームの割り当てには4つの「フィルタリン 
グ」が用意されています。 「•アラームの絞り込み」 （^ P .154) をご覧ください。 

P POINT 

► 表示されたアラーム上でちクリックしてホの操作が行えます。 

-選巧したアラームの情報ま示 

-表示されているすべてのアラームにチェックを付ける 
-表示されているすべてのアラームのチェックを外す 

2 「適用」をクリックします。 
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3.5 イベント マネージヤ 


3 「次へ」をクリックします。 

「アクションの割り当て」画面が表示されます。 

「■アクションの割り当て I P .155) _ をご覧ください。 


P POINT 

► アラームー覧にま示されていないアラーム（不明なアラーム）を受信したときに、アクション 
を実行したい場合は「不明なアラームについてもアクションを実行する」にチェックを付けて 
<ださい。 


• アラー 厶の絞り込み 

アラームの 割り当てには、 アラームを 絞り込むために 4つの フィルタが用意されています。 


ァラームルール-ァラームゆがり当て アラ—ムル—化がち養されていません。 
アラ-ムル-ルを这巧しち送するアラ-ムをち萬してください。 


君 I 口当て;'を 0/5257 


マ]厂 す巧なアラ-ムについてもアめヨンを実けする 
チェックされた数: 0 


涅巧されを数: 0 


V アラ-ムのるお 

•15 GTL Voltage is out of specification. 


I 'v 店 operating out ot speciT にが ion . 


7 ま要度 
— CRmCAL 

レ ruli レ HL 


V MIB 

desktrapmib 


Vc\ 


sniAOL12Volta... 


£j 


厂 25V is operating out of specification. CRITICAL desktrap.mib sniA0L2 5 Vo It. 



項目 

内容 

(チェックボックス） 

アラームをチェックボックスのチェック有無で絞り込んで表示します。 

チユック付き、チユックなしの両方を表示させることもできます。 

アラームの名前 

アラームを名前で絞り込んで表示します。一覧から表示させたいアラームの 
チユックボックスにチユックを付けると、そのアラームだけが表示されます。 
複数のアラームを同時に選択することもできます。 

重要度 

アラームを重要度で絞り込んで表示します。一覧から表示させたい重要度の 
チユックボックスにチユックを付けると、対応した重要度のアラームだけが表 
示されます。複数の重要度を同時に選択することもできます。 

MIB 

アラームを MIB ファイルで絞り込んで表示します。 MIB ファイルの一覧の中 
う>ら、表示させたいファイルのチェックボックスにチェックを付けると、対応 
したアラームだけが表示されます。權数のファイルを同時に選がすることもで 
きます。 


1 アラームー覧が表示されている項目名の横のをクリックします。 

選択した項目に応じたフィルタリング画面が表示されます。 

次の画面は、 「MIBJ 項目のをクリックした場合のフィルタリング画面です。 
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2フィルタリングを設定します。 

►「標準」タブで設定する場合 

表示したい項目にチェックを付けて 「 OK 」 をクリックします。 

「アラームの割り当て」画面のアラームー覧が該当するアラームのみの表示になりま 
す。 

例えば、重要をが 「 CRITICAL 」 のアラームのみを表示させたい場合は、「重要度」項 
目の171をクリックし、表示されたフィルタリング画面で 「 CRITICALJ のみにチェッ 
クを付け、 「 OKJ をクリックします。 

►「カスタム」タブで設定する場合 

英数字と* (アスタリスク）、？（クエスチョンマーク）で任意の文字列を入力し、該当 
する アラームを 表示するように設をします。 

例えば、 MIB ファイル 「S 口. bimj に巧応するアラームのみを表示させたい場合、 
「 SC 2. mib 」 と入力し 「 OK 」 をクリックします。 

P POINT 

► 複数のフィルタリングを利用してアラームを絞り込むこともできます。 

■ アクションの割り当て 

「アラームの割り当て」画面からの移行によって次の画面が表示されます。 

画面左のツリー表示から「アクションの割り当て」を選択しても同様の表示となります。 



画面の各ボタンの機能などについては、 「■アラーム設をの起動と基本操作」（一 > P .147) を 
ご覧ください。 
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1 アラームルールに割り当てるアクションを「設を可能なアクション」から選 
択し「>」をクリックします。 

「設定可能なアクション」には、次のアクションが存在します。 


項目 

内容 

イベントロダ 

イベントログへの追加を行います。 

ポップアップ 

デフォルトのポップアップを実行します。 


P POINT 

► 新ち見にアクションを作成することもできます。 
「■_アクションの新規作成」（一 P .159) 


次は、「イベントログ」を定義されたアクションに追加する手順を例としています。 



1. 「設定可能なアクション」からアクション（「イベントログ J) を選択します。 

2. 「>」をクリックします。 

「を義されたアクション」に「イベントログ」が表示されます。 

2 「適巧」をクリックします。 

な 上で アラームルールの 作成は完了します。 ルールを 稼動させるためには アラームルールの 
有効化が必要です。 

「■アラームルールの 管 aj (^ p . i 57) で、作成した アラームルールの 確認/有効 化を 行い 
ます。 
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3.5 イベントマネージャ 


■ アラームルールの管理 

画面たのツリー表示から「アラームルール」または「アラームの管巧」を選がすると、ア 
ラームルール追加後は、次のような画面が表示されます。 



アラームルールを の左の「有効」にチェックを付け、「適用」をクリックすると、 アラーム 
ルールが 有効化されます。 

作成されたアラームルールは、リストで選択後、「削除」をクリックすると削除されます。 

その他のタブについては次のようになります。 

それぞれの要素を始点として アラームルールが 表示されます。 
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3.5 イベントマネージヤ 


. 「アラーム」 タブ 



. 「サーバ」 タブ 


FUjiTSU > 乂 《^ て 


ServerView Suite 


JSI ぶ 

曰 




アラームルール-アラー么ルールの g 社 

巧-ル I アラ-ム サ—バ I アめョン I 

サ — H 

乃-山トル 

アラ-ム 


7 か；^ン 

けーバウ’ルーブすべてのサーバ 
け H 柳レ-フクル-フ 


AC failed, on battery 

AC OK 

Ba け ery failure predicted 

Boot retry counter zero 

Cabinet swrtched off 

Gebinet switched on 

05 mminication est ホ li$hed 
Communication lost 

Controller selftest error 

Controller selftest warnine 
Correctable memory error 
Correctable memory error 
Gcrrectable memory error 
Correctable memory error 

CPU prefailure 

CPU speed changed 

Crrticsl BIOS selftest error 
Customer seK service ，山 I 

Customer sett service お il • 

‘1 ►r 

Event-Log 

*\ I H 

*\ I >1 

i\ 1 »l 

，が!] I 頂案 I 自 I 做 I 

ぁへ I '々へ I 巧用 I りむ卜 I 



レクト AlwmSe け irifs みで I が Frame started I CFI ~ 广巧 「 f / ほ巧 3 みサイト"捕モード;巧な！ — ' 
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3.5 イベント マネージヤ 


• 「アクション」タブ 



■ アクションの新規作成 

アラームルールに追加するアクションを運用形態に合わせて作成できます。 

作成したアクションは、 「■アクションの割り当て」 （^ P .155) でアラームルールに追加し 
ます。なお、アクションの設定数は特に制限ありません。 

t 画面左のツリー表示から、「アクションの割り当て J をクリックし、「追加」 
をクリックします。 



2追加したいアクションを選巧し、 「0 K 」 をクリックします。 

選択したアクションの設を画面が表示されます。 
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3.5 イベント マネージヤ 


3 各アクションを設定し、 「0 K 」 をクリックします。 

詳細については、をアクションの設定説明をご覧ください。 

. 「• メール」 （^ P .160) 

- 「>ポップアップ」（一 P . 1 62) 

. ポケットベル：クイックキャストサービスの終了に伴い、本機能は未サポートです。 
- 「^プログラム実行 J (^ P .163) 

.「•ブロードキヤスト」 （^ P .164). 

• 「•アラーム 転送」 OP .165) 



► 各アクション設をの「アクション名」の項目に、日本語を巧用することはできません。 


メール 

「■アクションの新規作成 J (^ P .159) で「メール」をアクションとして選択した場合の設定 
について説明します。を項目を設定後、「適用」をクリックすると、設を内容が保存されます。 



ブ-ル關 iBBi り 


アウシ^ 

Subject, 良, 

帖 "。* かが tmail 


スウジュ-ル画;齡 d 


巧：扣か C- ジ的义など 

日巧 I.TIM: トラ•ノブのま要度 $_SEV iron ツーパ $_SRV: 
お B: I.TRP 


OK j ilffl | テスが ft」 南陆」〜口 



プ-ルブ□パティ lEBHPIB^ 
掛わ□りル 巧 SMTP 广 MAPI 


Fmm* |Primerey 

サ—か Itestmail 

J •—ヴ ] か omadmin 

JO コ—ド |««»*»*«» 



フ□ファイルる [■ 

记トド 「 

パの-明巧 「 


OK 」通用」テストが言」 P，3 化」 W 口」 


項目 

説明 

「メール設定」タブ 


アクション名 

アクション名を入力します。この項目に日本語は使用できません。 


Subject 

送信する際の件ぶを入力します。 


Mail To 

メールを送信するアドレスを入力します。メールアドレスを「，（カン 
マ）_1で区切ることで植数のメールアドレスを指定できます。 


Cc 

メールを享し把打で送信するアドレスを入力します。メールアドレス 
を「，（カンマ）」で区切ることで複数のメールアドレスを指定できます。 
(省略可） 


スケジュール 

アクションを実巧する時間帯を、スケジュール設定から選がします。 
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3.5 イベントマネージヤ 


項目 

説明 


追加メッ七ージ 

メールに付加するメッセージを入力します。 

サーバの情報を追加するための次のマクロを使用できます。 

$_SRV :サーバあ 
$_T 民 P :トラップテキスト 
$ IPA :サーバの IP アドレス 
$_CTY :サーバのコミュニテイ 

$ SEV :トフップの重要度 （ critical , major , minor , informational , unknown ) 
$_TIM : タイムスタンプ ( YYYY - MM - DD - HH . MM . SS ) 

$_IDN :サーバの ID 番号 
$_TYP :アラームの名前 

けールプロパティ」タブ 


送信プロトコル 

「 SMTP 」 と 「 MAPI 」 が存在しますが、 「 MAPI 」 は未サポートです。 

From 

送信者おを入力します。 

サ'ーバ 

SMTP サーバあを入力します。 

ュ'—ザ 

SMTP サーバのユーザあを入力します。（省略可） 

パスワード 

パスワードを入力します。（名'略可） 

パスワード確認 

パスワードを再入力します。（省略可） 

ポート 

ポート番号を指定します。 

プロファイル名 

MAPI の設定項目のため未サポートです。 

パスワード 

MAPI の設定項目のため未サポートです。 

パスワード確認 

MAPI の設を項目のため未サポートです。 

「スケジュール設定」タブ 

「♦スケジュール設定（各アクション共通の設定）」（一 P . 166 ) 



SMTP AUTH について 

► メール送信のアクションでは 、 SMTP AUTH によるメールの送信をサポートしています。 

サポートされる認証方式 ： CRAM MD 5/ LOGIN/PLAIN 

メール送信時に使用される認証方式は送信先の SMTP サーバが対応している認証方式に応じて自動的 
に切り替わり、最も安全なものが選択されます。 

なお、 「 User 」 および「パスワード」欄の入力を省略した場合、認証なしの SMTP で送信されます。 


P POINT 

► メールの件名、メッセージの文字コードは 「 UTF -8」 です。 Linux 、 および日本語 OS が外の Windows 
でメールを使巧する場合、メールのヘッダ部に charset の設定が巧われません。そのため、文字コー 
ドを自動判別するメールサーバ/メールブラウザでも、日本語の部分が文字化けして表示されます。 
その場合、メール送信の設定でメッセージを英数字に変更してください。 

なお、日本語 Windows OS の場合は次の内容が設定されます。 

ContenKType : text / plain ; charset = iso -2022 -jp 
Content - Transfer - Encoding : quoted-printable 
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了ス ト送 1 呂 

メール送信に必要な項目がすべて入力されると「テスト送信」が有劾になります。 

クリックしてテストメールの送信を行い、次の画面が表示されることを確認してください。 



• ポップアップ 

「■アクションの新規作成」（一 P .159) で「ポップアップ」をアクションとして選択した場 
合の設定について説明します。を項目を設定後、「適用」をクリックすると、設定内容が保存 
されます。 


回巧おポウプアブブの設定 



0 K I 通用 I 閲化」 W レブ」 
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項目 

説明 

「ポップアップ設定」タブ 


アクション名 

アクション名を入力します。この項目に日本語は使用できません。 

スケジュ ■ ール 

アクションを実行する時間帯を、スケジュール設定から選択します。 

追加メッセージ 
(オプション） 

ポップアップにか加するメッセージを入力します。 

サーバの情報を追加するための次のマクロを使用できます。 

$_SRV :サーバあ 
$_T 民 P :トラップテキスト 
$_IPA :サーバの IP アドレス 
$_CTY :サーバのコミュニテイ 

$ SEV :トフップのを要度 （ critical, major, minor, informational, unknown) 
$_TIM : タイムスタンプ (YYYY-MM-DD-HH.MM.SS) 

$_IDN :サーバの の 番号 
$_TYP :アラームの名前 

「スケジュール設定」タブ 

「♦スケジュール設定（各アタション共通の設定）」 Hr 166) 


P POINT 

► ポップアップは自ホストにのみ表示されます。他のホストにポップアップを表示させることはできま 
せん。 


参プログラム実巧 

「■アクションの新規作成 J (一 P .159) で「プログラム実行」をアクションとして選択した 
場合の設定について説明します。を項目を設定後、「適用」をクリックすると、設定内容が保 
存されます。 


巧巧規ブ□ヴラム実行の設ち 


2日ヴ茹業巧設若 I 


アクションを医が 


コマンド * 臣 St 


巧 実フォ ルタ巳み vork 


スが： L - ル I 前こ実行 _ 


OK I 遇 吊」 閱ほ」ん I レブ」 


ServerView Operations Manager ユーザーズガイド 

163 





































3.5 イベントマネージャ 


項目 

説明 


「プログラム実行設定」タブ 


アクション名 

アクションあを入力します。この項目に日本語は使用できません。 

コマンド 

実行するコマンドを入力します。 

作業フォルダ（オプション） 

実行するコマンドが存在するディレクトリを入力します。 

スケジュール 

アクションを実行する時間帯を、スケジュール設定から選択します。 

「スケジュール設定」タブ 

「♦スケジュール設定（各アクション共通の設定）」（一 P.166) 



► Windows Server 2008 の場合、プログラム実巧で利用できるコマンドは CUI コマンドに限られます。 

• ブロードキャスト 

「■アクションの新規作成」（一 P .159) で「ブロードキャスト」をアクションとして選択し 
た場合の設定について説明します。 

「ブロ'ードキャスト」は複数の端末にポップアップ、またはメッセ ■ ージを表示します。 

を項目を設定後、「適用」をクリックすると、設定内容が保存されます。 



OK 通用 I 閉ほ」ヘルプ ^ 
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項目 

説明 

「ブロードキャスト設定」タブ 


アクション名 

アクション名を入力します。この項目に日本語は使用できません。 


スケジュ ■ ール 

アクションを実行する時間帯を、スケジュール設定から選択します。 


モード 

ブロードキャストのモードを選択します。 

-特定ユーザに送信 

特定のユ'ーザ1人だけに情報が通知されます。「モ'ード」横のフィ ■ ール 
ドに、ユーザぶを入力してください。 

-ドメイン内の全てのユーザに送信 （ Windows のみ） 

転送を実行するドメインと同じドメインに属しているユーザ全員に情 
報が通知されます。 

-接続中の全てのユーザに送信 

転送を実行するセッションを介して接続されているユーザ全員に情報 
が通知されます。 


追加メッセージ 
(オプション） 

ブロー ドキャストに付加するメッセージを入力します。 

サーバの情報を追加するための次のマクロを使用できます。 

$_SRV :サーバ名 
$_ T 民 P :トラップテキスト 
$ IPA :サーバの IP アドレス 
$_CTY :サーバのコミュニテイ 

$ SEV :トフツプのを要度 （ critical , major , minor , informational , unknown ) 
$_TIM :タイムスタンプ （ YYYY - MM - DD - HH . MM . SS ) 

$ IDN :サーバの ID 番号 
$_TYP :アラームのお前 

「スケジュール設定」タブ 

「♦スケジュール設定（各アタション共通の設定）」（一 P .166) 





• アラー 厶較送 

「■アクションの新規作成」 （^ P .159) で「アラーム転送」をアクションとして選択した攝 
合の設定について説明します。各項目を設定後、「適用」をクリックすると、設定内容が保存 
されます。 
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項目 

説明 

「アラーム転送設定」タブ 


アクションお 

アクションおを入力します。この項目に日本語は使用できません。 

コミュニティ 

転送先ステーションのコミュニティを入力します。 

スケジュール 

アクションを実行する時間帯を、スケジュール設定から選択します。 

IP アドレス 

転送先の IP アドレスを入力します。 

「 IPV 4」のみサポートです。「 IPV 6」、 「 IP 6-4 混在」は未サポートです。 

転送モード 

転送モードを選択します。 


通常 

SpecificCode 700のトラップとして転送します。転送先ではトラップ発 
信元のサーバ名とトラップ名などが varbind で確認、できます。 
varbind : 

sniServerViewServerName , 

sniServerViewTrapTime , 

sniServerViewOngServerName , 

sniServerViewOngTrapName 

パス スルー 

SpecificCode 703 のトラップとして転送します。転送先ではアラームモ 
ニタで表示されていた「アラームの詳細メッセージ」が varbind で確認 
できます。 

varbind : 

sniServerViewServerName , 

sniServerViewTrapTime , 

sniServerViewOngServerName , 

sniServerViewOrigTrapName , 

sniServerViewOngTrapDetaUs 

パス スルー 
(透過モード） 

オリジナルの UDP パケットをそのまま転送します。転送先にてトラッ 
プ発信元から直接受信形式での転送が可能です。 

「スケジュール設定」タブ 

「•スケジュール設定（各アクション共通の設定）」（一 P .166) 


•スケジュール設定（各アクション共通の設定） 

各アクションには動作する時間帯を設定する「スケジュール設定」タブがあります。 



プルダウンメニューから設定したい動作時間帯を選択できます。 
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時間帯のマトリクスをクリックすると、新たなスケジュールを作成できます。 

黒の時間帯はアクションの稼動を、グレーの時間帯はアクションの停止を意ホしています。 


3-5-4 アラーム 設定 （フイ ルタ ルールの 設定) _ 

アラームのフイ ルタリンダを行う場合の ルールを 設定す る ことができます。 フイ ルタは、次 
の設定が行えます。 

. サーバのフイルタ 

登録したサーバからのアラームを受信しないようにします。 

「■サーバのフイルタ」 （^ P .168) 

. アラームのフイルタ 

アラームの 種類 や 頻度な どの 条件を設定し、 その 条件に応じて アラーム 受信しないように 
します。 

「■アラームのフイルタ」（一 P .169) 


P POINT 

► フイ ルタ ルールはアラームルールに 優先し ます。 

発信された アラームがフィルタを 通過できなかった場合、その アラームに 設定された アラームルール 
は実行されません。 

画面のをボタンの機能などについては、 「■アラーム設定の起動と基本操作」（一 P .147) を 
ご覧ください。 
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■ サーバのフィ ルタ 

画面たのツリー表示から「サーバのフィルタ」を選択すると次の画面が表示されます。 



トブ レ，卜 AlarmbeHhgsftppletFrame St が ted f I .「 「 I IWr レ 倍 相 巧み タイ h I を譲モー ド: 黑か *9 A 般、 * [か |-。 

「アラームを受信しないサーバ」としてフィルタを設定する場合は、画面左の「サーバリス 
卜」からサーバを選択し、「>」をクリックしまず。「アラームを受信しないサーバ」として 
登録され、画面右の「受信しないサーバ」欄に表示されます。 

登録されたサーバからのアラームはフィルタリンダされ、受信されません。 
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■ アラー ムのフィルタ 

画面たのツリー表示から「アラームのフィルタ」をクリックすると次の画面が表示されます。 



をブレット AI が mbe"hgsftppletFramestarted f I .「 「 I | C^>T レ fi 相巧み タィ h K 卖譲モ- ド : 黑 か ！-* 9 i 般〜夕 「を |;' 

アラームの 種類や頻度に よってアラームのフィル タリンダを行います。 

条件を満たしていないアラームはフィルタリンダされ、受信されません。 



項目 

説明 

受信しないアラームの設定 

受信しないアラームとして、次の5 つの カテゴリが存在します。 


不明なアラーム 

不明アラームを受信しません。不明なアラームとは MIB ファイル 
上に定義されていない Snmp トラップを意巧します。 


不明なサーバからのアラーム 

不明サーバからのアラームを受信しません。不明なサーバとはサー 
バリスト上に登録されていないサーバを意味します。 


重要度ボ"重度"のアラーム 

重要度が「重度」のアラームを受信しません。 


重要度が"輕度"のアラーム 

重要度が「輕度」のアラームを受信しません。 


重要度ボ"情報"のアラーム 

重要度が「情報」のアラームを受信しません。 


ServerView Operations Manager ユーザーズガイド 

169 





































3.5 イベントマネージヤ 


項目 

説明 

同じアラームを抑止する時間 
(秒） 

「同じアラームが多數殺到すること」を抑止するためのフィルタで 
す。同じアラームが複数回発信され、その時間間隔がフィルタ間隔 
次の場合には、アラームは受信されません。 

アラームの重要度が高いほど、フィルタ間隔は短くなります。 
フィルタの間隔は次の式で化定されます。 

フィルタ間隔（砂）=本設定値（秒） X 重要度の値 

を意事項： 

► 本設定を「0 (砂）」に設定した場合は、このフィルタは無効と 
なります。そのため、同ーアラームが発生しても、時間間隔に 
よって フィ ルタされなくなります。 


P POINT 

► 「同にアラームを抑止する時間（砂）」に30秒を設定した場合、重要度ごとのフィルタ間隔は次のよう 
になります。 


アラームの 重要 度 

重要度の値 

フィルタ間隔を求める式 

フィルタ間隔 

危険 

1 

30秒 X 1 

30秒 

重度 

2 

30秒 X 2 

60秒 

程度 

3 

30秒 X 3 

90秒 

情報 

4 

30秒 X 4 

120秒 
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3-5-5 アラーム設定（共通設定) 


すべての アラームに 共通する設定を行うことができます。 

画面左のツリー表示から「共通設定」をクリックすると次の画面が表示されます。 



を フレット AI が mbe"ingsftppletFrame St が ted f I .「 「 I 『♦ 「 レ I を話モ - ド:黑か 1* 解〜 ♦「を 

画面のをボタンの機能などについては、 「■アラーム設定の起動と基本操作」（一 P .147) を 
ご覧ください。 


項目 

説明 

デフオルトのアラーム設定 



詔'証 エフー (Authentication 
failure ) アラームを 通知 しな 
し、 

認、証エラ’一 (Authentication failure ) アラ- ームの受信を抑止します。 

サーバブレードのアラーム 
送信元を関連するシャーシ 
のぶ前で表示する 

サーバブレードからのアラームについて、アラームを発信したサー 
バブレードのホストぶから、該当サーバブレードを搭載しているブ 
レードシャーシの名前に変換して表示します。 

-無効の場合 

"ServerView received the following alarm irom server < 1 r ' — ノ《ブ レ'— 

ドのホスト名> ;くメツセージ >" 

-有効の場合 

"ServerView received the following alarm from server < ンャ'ーン《 > : 

くメッセージ >" 
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項目 

説明 

重要度の選択 

アラームの重要度ごとに動作を選択できます。 


A ) 0 S のイベントログに書 
き込む 

チェックを付けた重要度のアラームを受信すると、アラームを 0 S 
のイベントログに記載します。 


B ) 管理端末にメッセージ 
ボックスを表示する 

チェックを付けた重要度のアラームを受信すると、管理サーバ上で 
アラームごとにメッセージポップアップを行います。 


C ) アラームモニタを画面の 
最上位に表示する 

チェックを付けた重要度のアラームを受信するたびにアラームモニ 
夕のウィンドウを画面の最上位に表示します。 

動作するためにはアラームモニタが起動されている必要がありま 
す。 

データベースからアラームを削 
除する条件 

受信したアラームを一定の条件で削除します。 

アラームがログされた時点から設定した時間（日単位）が経過する 
か、またはエントリ數が設定値（個数）に達すると、ログ時間の一 
番古いアラームから順に削除されます。 

保持期間は「365」、最大エントリ数は「10000」まで設定可能です。 


P POINT 

► 共通設をによるイベントログへの書き込みはアラームルールとは無関係に動作します。 
設をによっては同じアラームに対して2つのログ書き込みが行われる場合もあります。 


3.5.6 アラーム設定例 


アラーム設定の一般的な設定例を次に示します。 

参目め 

サーバ 「 ALARMTESTJ 上で「重要度：危険 ( Critical ) J にホ目当するイベントが起こった場合 
に、管垣[を ( admin @ test . co . jp ) にメ'—ルを送信する。 

参前提 

• サーバ上で ServerView エージェントが稼動しており、同じネットワーク上の SVOM に管 
a 対•をとして登録されていること。 

• ServerView エージェントから SVOM へのテストトラップが正常に実行されること。 

• 稼働中の SMTP サーバ (192.168.1.20) に巧して SVOM からのアクセスが可能であること。 


参設定方法 

1 次のいずれかの操作を行います。 

詳しくは、 「3丄2 SVOM のメニュー（機能一覧)」（一 P .79) をご覧ください。 

►起動画面から操作する場合 

「アラーム設定 J をクリックします。 

►各機能の画面から操作する場合 

画面上部の「イベント管理」メニュー^「アラーム設定」の順にクリックします。 
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「アラームルールの 管理」画面が表示されます。 



之「追加」をクリックし 「 CriticalMail 」 と入力します。 



[F7V9 卜 AlarmSe け ingsAppletFratne start が -厂广厂厂广巧 I IP — 
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3 「0 K 」 をクリックします。 



1^1/ゥト Alarms が ingsApptetFrame かけ ed 11111 K"l 'fj* 巧 WS みサイト I fSSK— ド: SBXfi | < "^"[©ド 


4 「適巧」をクリックし「次へ」をクリックします。 

「サーバの割り当て」画面が表示されます。 



丙い卜化 rmSettin が pplelFram"t"led 「「「「厂 田 「 防 お田! みか(卜 If な 巧-ド;お b 「< A 巧' で |6| 
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3.5 イベントマネージャ 


5 サーバ 「 ALARMTEST 」 を選択し、 「> J をクリックします。 



|77レゥト AlarmSettmesAppletFrsme started 巧1 (7 ■巧肋み サィ川な ト ド: が) |< AA 9 % rl 

6 「適巧」をクリックし「次へ」をクリックします。 

「アラームの割り当て」画面が表示されます。 



丙 い卜化 … Settin が pple’Fram"t"’ed 「「「「广 应 「 防 お店かサイト If な巧-ド;お b 「，[| ^ 巧'*^: み |〇 た 
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3.5 イベントマネ 


ジヤ 


日巧-。トル 

巧—山レ-ルのを巧 
サーパの到り当て 

アだ月ン。到0当て 
白フイ;巧化一化 
サ ーJM) フイ 
アラ-ムのフィルタ 
巧巧 iSS 


I jContain« 

I iMrtorf: 
r iMi^or 4 


アラームルール.アラームの sjy 当て 


アラーム Jt- ルおを!?し * たきするアラームをミ g してくだ？ U 


おり当て巧: 0 / 4857 


厂 I ル 


.e 化〇 high 


Mol enough failover spa 口 tor mirror _ 

jContainer could not be unmirrored 

failover Tailed 

_ drive failure 

厂 'raid Drive Failure 
厂 i 化 t enou ホ failover spa 口 for RAID 
I — Snapshot full 
厂 j Dev ice failure 
I~ Enclosure temp 

Temperature Critical 
Metadata Llnkficwm Error 
A metadata read error has occurred 
_l~_!Container Metadata CRD Faikjre 。■町 
Container Misco mpare Error 
iMnor Event 
CVi'imI Event 
: Cl か… n Fault Trap 
Temper が ure- ろ larn 
iTemperature-alarm 



丙い卜 AlarmSettingsAppletFrame started [ [ | | | 厂 ’ 巧 IS 活みサイト 1 巧 9 モ-ド: S 巧， J A 巧'**^々 iP 。 
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「重要度」の I 7 I をクリックし、 「 CRITICAL 」 

FU^TSU 


のみチェックを付けます。 


日巧-。トル 

巧—山レールのを巧 
サーパの到り当て 

アクン3ン。到0当て 
白フィ;巧化一化 
サ ーJM) フィ 
アラ-ムのフィル$ 

«jiias 




ServerView suite 

:ント官 s I 


アラームモニタ I アラームま定 I MIbl •ンテヴレータ 


アラームルール.アラームの suy 当て 


アラーム Jt- ルを8«?し * をきするアラームをを S してください， 

&!‘• 


15 GTL Voltage じ oLrt ot spec it cation. 

12V IS operating out ot sowifirtalmn _ 

25V is op がが ing out of }|ム| _ 

.3 肌 is opeWing out 曲 standard I Custom! 

33V Standby Voltage is - - '■ - - 

5V Vol’a が s out of 呈 I 厂 く*の） Show ell 
A device de-tefsit 
A device registered w が 
A Ink failure incident h. 

A listener tor link failure 





<472) CRinCAL 


istener for link failure 
厂 12V Qvgr/under threshold 
厂 12V power fsiled for di ホ 
厂 33V power faited for disk 
厂 50v power tailed tot disk 
厂 SV over/under threshold ' 
r 5v 机 I, が e outside tanes'^ 


(893) MAJOR 
(1)Major 
く"如） MINOR 


ろ ''! Voliaee outside ranee on controller MAJOR 

A cascade switch was added The name of the switch wh に h was added is INFORMATIONAL 
A cascade switch was added TVie name ot 化 e swi に h wh 忙 h was added is . INFORMATIONAL 


isniAO L2 5Vo. 
isniAO L3J3Vo 
: smAO_L3.3yS' ’ 
: snflO L 日 Volt 
'irkRNIDPevi. 
inkRNIDDevi.. 
inkRLIRFailu. 
inkllRRLisle.. 
linkLIRRLisle. 
か pSwapBoxI 
isvrTiapPD".: 
;syrTr 孤 PD 巧'' 

: svrTtapPD50. 
仰 SwapBoxB 

idptHbaVolt 巧 
: d が HbaVolt が 


dpisesi tnib 
FSC-KVMS3-TRAP. <sclCvmS3Ca 
巧 C ぶ 1611-TRAP.'.' <scS21611 Ca... 

F， •广 -ll.'M; つ- TBiP tcr-Kvm^lr*. 21 


前へ I _ か* V I 正 -航 li 化。卜 J 


レ 9 卜 AlarmSettingsApptet い ame started I.「 「 「 f IL# I iV け紙占みサイト I 巧奇モード:| , *巧'**'^巧'[©た 


8 「 OK 」 をクリックします。 

重要度が危険のアラームのみ表示されます。 



圓 


_ゴ； d 

IIIISlIlliililillM 
|_ 1111111111111111 i-id 

’4^广み dTa ド d . ド d . 巧 • d . 户 d . 戸 a : 声 > 
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_ 震， 
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わ b わ b わ b わ b わ b わ b わ b わぶぶ n * 〜 2 つ 
mmmmmmmmwmmmmmm . s . sw 。 ぷ J 
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AAAAAAAAAAAAAAAA 冉 AAAW 
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9 


アラー ム の一 覧上でちクリツク 
ムにチェックを入れる」をクリ 


し、表示されたメニユーから 
ックします。 


「全ての アラー 



-inlxi 

曰 





AlarmSefInssApptetFrsme started J~J ~ [■广广 巧「 ，'ほ巧巧みサイ'卜 I ( 結巧-ド: iS か I, A 被、 クを 


10 「適巧」をクリックし「次へ」をクリックします。 

「アクションの割り当て」画面が表示されます。 
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3.5 イベント マネージヤ 


tt 「追加」をクリックし、「メール J を選択します。 



12 「0 K 」 をクリックします。 

メ ' —ルの設定画面が表示されます。 


13 各項目を入力します。 

アクションをは「 MailSet 」 とします。 



スケ。ュ-化 |±日及 U 平日の巧岳 
巧化*，亡-ジ 


抗义など 

日巧 $_TIM； トラッブの*要度 $_SEV froit ブーバ $_SRV： 
巧 W: $_TRP 


J 巧用」ミストを(き」巧妨」ヘルプ」 


脚哪が 

掛きブ□り; !• C SMTP 广 MAM 


From* 

サイ材 |ii 

ユ-サ 「 

"の-ド 厂 

化の-ド鹿 S 厂 


[alarmtest 


155— 


ブ□フ7■イルる P 

似ヮ-ド 「 

トドぉ S 「 


」細」テス尚お」巧化」ヘルブ」 


サーバ 「 ALARMTEST 」 から、管理を ( admin @ test . co . jp ) にメールを送信する設をを 
行います。 


14 「適巧」をクリックし「テスト送信」をクリックします。 

「テスト送信」が成功したら 「 OKJ をクリックします。 
「アクションの割り当て」画面に戻ります。 
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3.5 イベント マネージヤ 


15 作成した 「Mai 旧 et」 を選択し、「>」をクリックします。 



16 「適用」をクリックし、画面左のツリー表示から「アラームルールの管理」を 
クリックします。 

17 アラームルールの 「有効」に チェックを 付けます。 



な上で、 アラームルールが 有効になりました。 

必要に応じて、 「3.5.4 アラーム 設定 （フィルタルールの 設定）」 （^ P .167) や 「3.5.5 アラーム 
設を（共通設を)」 (^ P .171) を 行います。 
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3.5 イベントマネージャ 


3.5.7 M 旧の登録 （M 旧インテグレータ) 


SVOM に MIB ファイルを登録する方法と、登録されている MIB ファイルの確認ホ法につい 
て説明します。 

■ MIB ファイルの登録 

SVOM に登録されていない MIB ファイルを新たに追加できます。 



► TRAP - TYPE の記述おまはホのようなフォーマットである必要があります。 
(例）テストトラップの TRAP-TYPE 

testTrap TRAP-TYPE 
ENTERPRISE sniServerMgmt 
VARIABLES { 
trapserverName, 
trapTime 
} 

DESCRIPTION 

"Test trap to verify trap connection." 

--#TYPE "Test trap" 

--#SUMMARY "Test trap from server %s (no error)." 

--#ARGUMENTS { 0 } 

--#SEVERITY INFORMATIONAL 
--#TIMEINDEX 1 

--#HELP "Note: This is no error condition." 

--#HELPTAG 

--#STATE OPERATIONAL 
:: = 600 


► 日本語表記を含む M 旧ファイルは未サポートです。 

► MIB ファイルの encode は Shift - jis おまである必要があります。 

► TRAP - TYPE が複数の Enterprise で記述された M 旧ファイルは未サポートです。 

► mib のファイル扼張子は . mib である必要があります。 


t SVOM の画面上部のメニユーから「イベント管理 J メニユ—— > 「 M 旧インテ 

グレータ」をクリックします。 

MIB ファイルの登録画面が表示されます。 
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3.5 イベント マネージヤ 


2 「参照」をクリックし、 M 旧ファイルを指定します。 

3 「次へ」をクリックします。 

MIB ファイルが登録されます。 

4 システムサービスを巧起動します。 

► 0 S が Windows の場合 

1 . コントロールパネルを起動し、「管理ツール」アイコンをダブルクリックします。 

2. 「サービス」アイコンをクリックします。 

3. サービスー覽で 「Fujitsu ServerView Service 」 を選キ尺します。 

4. 「操作」メニュ——>「停止」の順にクリックします。 

Fujitsu ServerView Service が停止します。 

5. 「操作」メニュ——^「開始」の順にクリックします。 

Fujitsu ServerView Service が開始されます。 

► OS が Linux の場合 

次のコマンドを入力します。 

# /etc/init.d/sv fwdserver stop 

# /etc/init.d/sv fwdserver start 


■ MIB ファイルの確認 

SVOM に登録されている MIB ファイル確認します。 

1 次のいずれかの操作を行います。 

詳しくは、 「3丄 2 SVOM のメニュー（機能一覧)」 P .79) をご覧ください。 

►起動画面から操作する場合 
「目次 J をクリックします。 

►备機能の画面から操作する場合 

画面上部の「ヘルプ J メニュ ■ ——>「目次」の順にクリックします。 

「目次 J 画面が表示されます。 

之「アラームモニタ」をクリックします。 

「アラーム モニタのヘルプ」 画面が表示されます。 

3 「イベントマネージャ」をクリックします。 

「イベントマネージャのヘルプ」画面が表示されます。 
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3.5 イベント マネージヤ 


4 「エージェント-アラーム情報」をクリックします。 

「アラーム MIB 」 画面が表示され、 SVOM に登録され ている MIB ファイルの 一覧が確 
認できます。 


http ： //10.21.1 36.219:31 69/?SSL=aServer=l 0.21.136.219&CG1D irectory=scr が s の FS< 


ドラーム MIB 

ホーバが、自导のがおを化を巧知した巧、音巧コンソ — ル I ここのを化を巧示させるため I こ、 トラップ /7 ラー ムを 选悟する上弓 
こ設定できます。下 i 己の一控 I まアラームサービスのほかの Ml 骑ま示してし 1 ます。アラームで定莫される階沛 I こけし >てぞな 
5• 语都を巧るには、 … 日をクリックして下さい。 


aac.mib 

AD に 化 

apiscmib 

Asmpro mib 

basDTrao.mib 

CentricSto 卜 FS.mi 日 

dariionl mib 

clariion be 2.mib 

CMC-TC.mib 

Cmc32.mib 

CPQHOST-M 旧 . mib 

Ddm.mib 

flermih 

desktran mib 

加 trsDS'mib 

domaatmib 

dptscsi mib 

Duralink.mib 

nwmih 

eaeneraVl.mib 

ENTITY-RFC2737V1 mib 

euroloQic.mib 

F5emt?o mih 

FCMGMT-M 旧 mih 

fcswitch.mib 

FibreCAT TX S2.mib 

Ff)C-AC-MiBV1 mib 

FRC-KVMS3-TRAP mib 

FSC-RCA4PLUS-TRAP.mib 

FSC-S 21611 -TRAP.mib 

GSWB-PRIVATE-MIB mib 

HA. mib 


Close 1 Helpj 


P POINT 

► 登録された M 旧ファイルの削除は、未サポートです。 

► トラップが追加されたりして MIB ファイルが変更されたために、登録済みの M 旧ファイルを更新する 
必要がある場合は、新たに 「■ M 旧ファイルの登録 J (一 P .180) を巧ってください。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


3.6 パフォーマンスマネージャ_ 

パフォーマンスマネージャは、しきい値やレポートの設定、適用、管理などを巧い 
ます。 

• しきい値 

一部のパラメータに、任意の値を設定できます。これをしきい値といい、上限や下限、相が 
しきい値、ポーリング間隔などが設定できます。 


#レポート 

レポートを作成すると、サーバを長期的に監視するときに役立ちます。 

レポート七ットで選択した値は、一定の期間、定期的に測定記録されます。 

P POINT 

しきい値七ツトとレポート七ツトで利巧できるリソース 

► リソースは SNMP オブジェクトと CIM オブジェクトで、あらかじめ登録されています。これらのオブ 
ジェクトには、 ノーマ ルオブジェクトとテーブルオブジェクトがあり、テーブルオブジェクトからは 
1つのカラムが利用できます（例えば、 CPU テーブルでは CPU アイドル時間が利用できるなど）。リ 
ソースの詳細については、 「 D .5 パフホーマンスマネージヤにおけるリソースについて」（一 P .3 Q 7) 

をご覧〈ださい。 



► パフオーマンスマネージャは、それぞれ次のバージョンで利用可能です。 

■ Windows の場合 ： ServerView Windows エージェント V 4.00 .05 降 

■ Linux の場合 ： ServerView Linux ェージェント V 4.30 をが降 

エージェントのバージョンは 「■ェージェント情報」（一 P .114) で確認して〈ださい。 

3.6.1 パフオーマンスマネージヤの起動 


t 次のいずれかの操作を行います。 

詳しくは、 「3丄 2 SVOM のメニュー（機能一覧)」（一 P .79) をご覧ください。 

►起動画面から操作する場合 

「パフ ォーマン スマネージャ J をクリックします。 

►备機能の画面から操作する場合 

画面上部の「サーバ監視 J メニュ-> レくフォー マンス マネージャ」の順にクリック 

します。 
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3.6 パフホーマンスマネージヤ 


「パフ オ' — マンスマネ ■ —ジヤ」 画面が表巧されます。 



画面左のツリー表示に、サーバ、サーバのグループ、およびリポジトリが表示されま 
す。起動時の操作が象は「リポジトリ」です。 

右フレームには、「ナビゲーシヨン」タブが表示され、目的に応じて実行したい機能を 
選択できます。 

「カスタマイズ」をクリックすると、次のカスタマイズ設定画面が表示されます。 



ナビゲーションを使用しない場合は、「起動時この画面を非表示」をチェックします。 
次回な降パフォーマンスマネージャ起動時には、リポジトリビュー画面が最初に表示 
されます。 

P POINT 

► 最新セッションの取得後に、他のパフナーマンスマネージャによって設定が変更された場合な 
どは、最新セッションのリポジトリデータベース情報と現在のサーバ設定との間に、差異が見 
つかることがあります。すべての差異は、タイムスタンプ付きでデータベースとサーバの両方 
に記録されます。次を選キ尺することができます。 

-すべての相違点を示します 
-自動的にマイナーな相違点を解決して報告 
-自動的にすべての相違点を解决して報告 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


タブ 

機能概要 

概略タブ 

画面左のツリー表示から詳細情報を表示したい項目を選択する 
と、タブぶが選択した項目の名称に切り替わり、詳細情報を表 
示します。選択した項目により、タブぶ称、表示内容が切り替 
わります。 

「しきい値」タブ 

「しきい値」を作成/編集します。 

「しきい値セット」タブ 

「しきい値セット」を作成/編集します。 

「レポート」タブ 

「レポート」を作成/編集します。 

「レポートセット」タブ 

「レポートセット」を作成/編集します。 

「サーバへ適用」タブ 

設定した「しきい値セット」や「レポート七ット」をサーバに 
適用します。 

「レポートの参照」タブ 

レポートを参照します。 

「相違点」タブ 

サーバ上の設定値と、リポジトリ上の設をとの間に相違点が存 
在する場合、このタブが有効になり、ホ目違ぶを確認できます。 

「ナビ ダーシヨン」 タブ 

目的に応じて機能を選択できます。 


3.6.2 しきい値の定義/変更 


パフォーマンスマネージャ画面から「しきい値」タブをクリックします£ 

しきレ、値のを義画面が表示されます。 




A すべてのサ-バ 

&ク 化-; 


團け由 
图しきい做:か 
リ UtR - 卜 
•1 レポート它ゥト 


史巧 



■厂「 「 I I JJr し， ほ H 活みサイト la 铺モ-ド:無お)_ .ド 10曲- 


2 しきい値名を入力し、監視するリソース、ポーリング間隔を設まします。 


項目 

説明 

しきい値 

しきい値ぶを入力します。日本語は入力できません。 

コメント 

しきい値に関するコメントを入力します。日本語は入力できません。 
省略することもできます。 

監視するリソース 

監視対象のリソースを1つ選択します。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


項目 

説明 

「情報」 

選択した y ソースの詳細情報が表示されます。 

ポーリング間隔 

測定間隔を入力します。 


3 「次へ」をクリックします。 

選択したリソースが複数のインスタンスを持っている場合は、監視対象を選択する画 
面が表示されます。 



通常は、すべてのリソースを監視するため「すべて監視」がチェックされています。 
特定のリソースのみを監視対象とする場合は、「すべて監視」のチてックを外して、コ 
ンボボックスからサーバを選択し、表示されたリストからリソースを選択してくださ 
い。また、複数インスタンスの監視方法（インスタンスの平均値、または任意のイン 
スタンス値）を選択します。 

ただし、リソースに 「System Filesystem Load 」 を設定した場合、監視するインスタン 
スの中から 「/ proc 」 を除いてください。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


4 「次へ」をクリックします。 

条件を設定する画面が表示されます。 



条件を設定します。 



項目 

説明 

測定 

どのような測定を行うか設定します。 


単一の値 

しきい値条件を満たすかどうか、毎回値をチェックします。 


一定期間の平均値 

しきい値条件を満たすかどうか、一定期間内の平均値をチュッ 
クします。 

イベントの生成条件 

イベントの生成を行う条件を設定します。 


しきい値条件を一回満た 
した時 

しきい値条件を一回でも満たせばイベントが生成されます。 


しきい値条件を一定期間 
満たした時 

一を期間しきい値条件を満たせばイベントが生成されます。 


しきい値条件を一定期間 

一定期間内に一定回数しきい値条件を満たせばイベントが生成 


内に一を回数満たした時 

されます。 

ホ 

ーリングサイクル 

イベント生成条件（一定期間）を算出するため、ポーリンダサ 
イクルを秒単位で設定します。 

カウント 

イベント生成条件（一定回数）を設定します。 

刊定条件 

設定したしきい値にがする判定条件を次の中から選択します。 
「超過」/「が上」/「未満」/「次」/「等しい」/「等しく 
ない」/「範囲内」/「範囲外」 

しきい値 

しきい値を設定します。 

上限/下限 

しきい値の最大値/最小値を設定します。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


項目 

説明 

サーノ くの 現在値を取得する 

しきい値設をの参考として、現在のサーバのリソース値を表示 
します。 


サーバ選択ボックス 

現在値を表示するサーバを還択します。 


更新ボタン 

還択したサーバの現を値を更新します。 


現在値表示域 

選択したサーバの現を値を表示します。 


次は CPU 利用率管理の例です。 

サーバの 実効値が表示された場合は、「更新」をクリックずると値が更新されます。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


5 「次へ」をクリックします。 

トラップのタイプを選択する画面が表示されます。 



しきい値ごとにトラップの重要をが選択できます。それぞれのトラップは重要まな外 
の違いはありません。 

トラップの重要度に ついては 「■アラームに ついて」 （^ P .139) をご覧ください。 

例として次のような設定が考えられます。 

•ハードディスク{ま用率のしきい値を95%に設定し、 Critical トラップを選択する 
•ハードディスク使用率のしきい値を75%に設をし、 Major トラップを選択する 
使用率の上昇にともなって、段階的な警告を発するように設定できます。 

監視するしきい値の状況によって送信されるトラップの重要度を変えることで、管 a 
の目安とすることができます。 

6 リストからトラップの形式を選択し、送信方法を「継続的に」、「遅れて J 、 

「一度だけ」のいずれかを指定します。 

「遅れて J を選択した場合は、「最小の遅れ」も入力してください。 

7 しきい値を格納します。 

「リポジトリのみ」：リポジトリに格納されます。 

「リポジトリとしきい値七ット」：リポジトリに格納され、「しきい値セット」タブが開 
きます。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


3.6.3 しきい値七ットの新規作成/編集 _ 

しきい値七ットを新規作成/編集できます。 

t パフォーマンスマネージャ画面の「しきい値セット」タブをクリックします。 

しきい値七ット面面が表示されます。 



しきい値セットは、しきい値の集合体です。1つのサーバに複数のしきい値セットを 
適用することができますが、同一巧間内では1つだけが有効となります。しきい値 
セットは、夕前、しきい値（複数選択可）、および開始/停止時刻で定義されます。 

2 しきい値セット名を入力し、しきい値セットに登録するしきい値を選択しま 
す。 

「コメント」は必要に応じて入力してください。 

P POINT 

► 「しきい値セット名」、「コメント」に日本語は、入力できません。 

3 しきい値監視を実施する時間の範团（開始時間■終了時間）を設定します。 

4 しきい値セットを適用する範囲を選択します。 

「リポジトリのみ」：リポジトリに格納されます。 

「リポジトリとサーバ J :リポジトリに格納され、「サーバへ適用」タブが開きます。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


3.6.4 レポートの定義/変更 


1 パフォーマンスマネージャ画面の「レポート」タブをクリックしまず。 

レポート内容を設定する画面が表示されます。 



2 レポート名を入力し、監視するリソース、測定間隔を設定します。 


項目 

説明 

レポート名 

レポート名を入力します。日本語は入力できません。 

コメント 

レポートに関するコメントを入力します。日本語は入力できま 
せん。省略することもできます。 

監視するリソース 

監視が象のリソースを、1つ選択します。 

測定間隔 

2つのレポートの間の間隔を、秒単位で設定します。 

レポートエントリの上限値 

エントリされるレポートの最大数を設定します。エントリ数が 
設定された最大数になった場合は、古い順に削除されます。 



► 「レポートエントリの上限値」が設定されていない場合は、レポートのエントリは削除されま 
せん。レポートエントリサイズは無限に大き〈なります。必ず上限値を設定してください。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


3 「次へ」をクリックします。 

監視するインスタンスを設定する画面が表示されます。 



4監視するインスタンスを設定します。 

選択したリソースのうら、特定のインスタンスを監視したい場合は、「すべてのインス 
タンスをレポート」のチェックを外した後、コンボボックスからサーバを選択し、表 
示されたリストから監視するインスタンスを選択してください。 

通常は、「すべてのインスタンスをレポート」のチェックを外す必要はありません。 
「すべてのインスタンスをレポート」にチェックが付いている場合は、すべてのインス 
タンスの平均がレポートされます。 

5測定方法を選キ尺します。 

「選択されたインスタンスをレポート」または「すべてのインスタンスの平均値をレ 
ポート」を選択します。 

6 レポートを格納します。 

「リポジトリのみ」：リポジトリに格納されます。 

「リポジトリとレポートセット」：リポジトリに格納され、「レポートセット」タブが開 
きます。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


3.6.5 レポート七ットの新規作成/編集 


1 パフォーマンスマネージャ画面の「レポートセット」タブをクリックしまず。 

レポート七ット画面が表示されます。 



2 レポートセットを設定または変更します。 

いくつかのレポートをリストから選択して、レポート七ットに追加できます。 

また、任意でレポートを終了する日付を定義したり、毎日の実行時間を設定したりで 
きます。設定された範囲の時間内のみデータを取得します。 

「コメント」は必要に応じて入力してください。 

P POINT 

► 「レポートセット名」、「コメント」に日本語は、入力できません。 

3 レポートセットを格納します。 

「リポジトリのみ」： y ポジトリに格納されまず。 

「リポジトリとサーバ」：リポジトリに格納され、「サーバへ適用」タブが開きます。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


3.6.6 サーバへの適用 

しきい値七ットやレポート七ットをサーバへ適用します。 

1 パフホーマンスマネージヤ画面の「サーバへ適用」タブをクリックします。 

サーバへ適用画面が表示されます。 



左側「サーバリスト J 欄には、サーバツリーがま示されます。右側「このセットを適 
用するサーバ」欄には、選択されたしきい値セット、レポートセットが適用されてい 
るサーバが表示されます。 

之 「>>> j レ<<」ボタンにより、適用するサーバを設ミします。 

「全て>」レ全て」ボタンで、すべてのサーバを一度に設定することが可能です。 

3 「適巧」をクリックします。 

セキュリティのためにログイン画面が表示されます。 SVOM 管理を権限のユーザをと 
パスワードが必要です。ログイン認証後、「しきい値セット」または「レポートセッ 
卜」の内容がサーバに適用されます。 

ログイン認証については、 「3.4.2 ServerView 管 a ユーザについて J (^ P .138) をご覧 
ください。 

P POINT 

► しきい値セット、レポートセットはサーバ適用をは、エージェントとともに動作します。 

SVOM の画面を閉じた後も継続して動作します。 SVOM はしきい値/レポートを視巧まのサーバに 
インス I 'ールされている必要はありません。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


3.6.7 レポートの参照/設定 


レポートの 内容を確認することで、 サーバのパフォーマンス 状態が確認できます。 

1 画面左のツリー表示から、レポートを表示したいサーバを選択します。 


2 「レポートの参照」タブをクリックします。 

レポート七ットの選択画面が表示されます。 

レポートセット選巧フイールド — 
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•「プ レ ゼン テーシヨ ン開始」〜「プレゼン テーシヨ ン停止」 
の時間のデータが表示されます。 
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- カレンダー 
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次の手順で参照ずるレポートを選択します。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


1. 「すべての サーバ」 より サーバを 選択します。 

サーバに適用済みのレポートセットが画面左のリストボックスに表示されます。 



2. レポートセットを選択します。 

レポ'ートセットにセット済みのレポ'—卜が画面右のリストボックスに表示されま 
す。 
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3.6 パフホーマンスマネージヤ 


3. レポートを選択します。 

「すべてのレポートを表示」にチェックが付いている場合は、設定されているすべ 
てのレポート情報が表示されます。チェックが付いていない場合は、表示するレ 
ポートを選択できます。 



4. レポートの結果内容を出力する時間帯を設定します。 

参照可能な時間および日付が、「プレゼンテーション開始」、「プレゼンテーション 
停止」に表示されます。 

開始の日付/時間と、終了の日付/時間は、時間スライダと日付フィールドによ 
り設定できます。日付は「カレンダー切り替え」ボタンをクリックして表示され 
たカレンダーから選択することもできます。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


3 「表示 >> j をクリックします。 

レポートデータが表示されます。 
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レポ'—トデ ■ ータの表巧画面での操作方法については、 「■レポ'ートデ^ータの表不画面」 
(一 P .199) をご覧ください。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


■ レポートデータの表示画面 
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レポートデータの表示画面には、次のボタンがあります。 


ボタン名 

説明 

「くく戻る」 

レポートセットの選択画面に戻ります。 

「概要」 

ピ'ーク画面からレポ'ートデ ■ ータの表示画面に戻ります。ピ'ーク画面を表示して 
いるときに有効になります。 

「最初のピーク」 

ピーク画面に切り替わり、最初のピーク値をま示します。 

「<前のピーク」 

前のピーク値を表示します。最初のピーク値表示が外のときに有効になります。 

「次のピーク >」 

次のピーク値を表示します。最後のピーク値表示が外のときに有効になります。 

「最後のピーク」 

最後のピーク値を表示します。 

「設定」 

「設定」画面を表示します。ピーク値の表示や表示レイアウトの設定を行うこと 
ができます。 「♦設を 画面」（一 P.200) 

「CSV ファイルへ 
のエクスポート」 

「CSV ファイルへのエクスポート」画面を表示します。 

「• CSV ファイルへのエクスポート画面」（一 P.204) 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


参設定画面 

ピーク値の表示や表示レイアウトの設定を行うことができます。「適用」をクリックすると設 
をが反映されます。 

「グラフタイプ」タブ 

レポートデータの表示レイアウトを選択します。 



項目 

説明 

巧れ線グラフ 

レポートデータを巧れ線グラフで表示します。 

棒グラフ 

レポートデータを棒グラフでま示します。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


「リソースインスタンス」タブ 

表示す るインスタンスを 選択します。 



項目 

説明 

インスタンス/ y ソースを表示 

すべてのリソースの計測されたインスタンスを表示します。 

選択されたインスタンス/リ 
ソ 'ースのみを表巧 

リストから表示するインスタンスを選択できます。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


「ピーク値」タブ 

ピーク値の設定を行います。 



項目 

説明 

ピーク値の定義 

検索するインスタンスを選択します。 


すべてのレポートされたイン 
スタンス/すべてのリソース 

すべてのインスタンス上のピークを検索します。 


選択されたインスタンス/リ 
ソース 

リストから選択したインスタンス上のピークを検索します。 

ピーク値のタイプ 

値を絶対値とするか相対値とするかを選択します。 

対象とするピーク値 

基準となるピーク値よりどの値を対象とするか選択します。 


より大きい 

基準となるピーク値より大きい値をが象とします。 


より小さい 

基準となるピーク値より小さい値をが象とします。 

ピーク値 

基準となるピーク値を指定します。 

前後のピーク數 

表示するピークの数を指をします。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


「レポート時刻」タブ 

レポート表示を行う時間を指定します。 



0 K I 通用 J キャン t ル 

[Java Applet Window 


項目 

説明 

プレゼンテーション開始 

指定した時刻が降に記録された内容を表示します。 

プレゼンテーション 停止 

指定した時刻な前に記録された内容を表示します。 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


参 CSV ファイルへのェクスポート面面 

レポートデータを CSV ファイルに出力するための設定を行います。 



0 K キザンセル 

Java Applet Window 


項目 

説明 

次のファイルへデータをエクスポート 

ファイノレ名をリストから選択します。 

七パレータを選択 

カンマ やタブなど、 七 パレータとして使用する記号を選 
択します。 

テキストデリミタを運択 

テキストデ y ミタを選択します。 


「 OK 」 をクリックすると、出力結果が次のディレクトリに格納されます。 

• Windows の場合 

• ServerView Web-Server (Apache for Win32 ベース）の場合 

[ システムドライブ ] :¥Program Files¥Fujitsu¥F5FBFE01¥ServerView Services 
¥wwwroot¥ServerView¥CSVFiles¥ 「サーバ 名」 ¥ 

• IIS の場合 

[ システムドライブ ]: ¥lnetpub¥wwwroot¥ServerView¥CSVFiles¥ 「サーバ 名」 ¥ 

• Linux の場合 

/opt/fsc/web/html/ServerView/CSVFiles/ T サ ー /く 名」 
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3.6 パフオーマンスマネージヤ 


3.6.8 相違点の確認と解消' 


設定したしきい値/レポートと、サーバ上の設定に相違点が存在する場合は、「相違点」タブ 
が有効になります。相違点タブが有効になった場合は、相違点を解消してください。 

t パフォーマンスマネージャ画面のけ目違点」タブをクリックします。 

相違点画面が表示されます。 



複数種類の相違点が存在する場合は、最も優先度の高い相違点のみが表示されます。 
相違点の種類には、新規リソース、新規しきい値/レポート、存在しないしきい値/ 
レポート、異なるしきい値/レポート、新規しきい値セット/レポートセット、存在 
しないしきい値セット/レポートセット、異なるしきい値セット/レポートセット、 
有劾/無劾、タイムスタンプがあります。 

2リポジトリの設をを有効とする場合は、「データベースの値を取得」をクリッ 


クします。 

サーバの値を有効とする場合は、「サーバの値を取得」をクリックします。 

相違点が解消されます。次の相違点が表示された場合も、本操作を繰り返します。 
相違点が表示されなくなるまで繰り返してください。 



► パフ ホーマンスマネー ジャのしきい値/レポートを設定したまま SVOM を アンインス トールすると、 
SVOM - ServerView エー ジェント間に設定の差異が生じます。 SVOM を アンインス トールする前 
に、必ずしきい値/レポートの設定を解除して〈ださい。 
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3.7 アーカイブデータの管埋 


3.7 アーカイブデータの管理 


アーカイブデータの作成や管理について説明します。 


3.7.1 アーカ イブ マネー ジャの 起動 


アーカイブマネージャを使用して、サーバのアーカイブデータの作成、表示、比較、削除、 
出力を行います。 


P POINT 

► アーカイブマネージャの詳細については、ヘルプをご覧ください。 

► アーカイブの採取は SVOM が巧います。 SVOM のサービスが停止している場合にはアーカイブは作成 
できません。 


t 次のいずれかの操作を行います。 

詳しくは、 「3 丄 2 SVOM のメニュー（機能一覧)」 P .79) をご覧ください。 

►起動画面から操作する場合 
「アーカイブマネージャ」をクリックします。 

►各機能の画面から操作する場合 

画面上部の「サーバデータ管ち里」 メニュ ——>「アーカイブマネージャ」の順にクリッ 
クします。 

「アーカイブマネージャ」画面がま示されます。 
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3.7 アーカイブデータの 管理 
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P POINT 

► 「設定」タブは、タスクが開始■停止されるたび、またはアーカイブ設定が変更されるたびに自動的 
に更新されます。サーバの 一覧 やタスク情報を含む Web ページ全体を更新するには、「更新」をク 
リックしてください。 


3.7.2 アーカ イブ データを 作成す る 


「設定」タブをクリックします。 

アーカイブデータを 作成す るサーバの 情報が表示されます。 


2表示されたリストからアーカイブデータを作成するサーバ（グループ）を選 
択します。サーバは複数選巧できます。 

3 「開始」をクリックします。 

選択した サーバのアーカイブデータが 作成されます。 
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項目 

説明 

名前 

サーバまたはダループのオブジュクト名が表示されます。 

ダループ 

グループにがしてタスクが定義されている場合のグループ《が表示されま 
す。 

スケジュ'ール 

このサーバで有効になっているタスクスケジュールが表示されます。 

前回のアーカイブ 

直前に作成されたアーカイブの日付が表示されます。 

次回実行 

アーカイブタスクが次回実行される時間が表示されます。 

保存数 

古いアーカイブの保存数です。 
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3.7 アーカイブデータの管理 


P POINT 

► 「停止」をクリックすると、現在実行中のアーカイブ取得を中止します。 

► アーカイブデータが格納されるディレクトリは次のようになります。 

■ ServerView Web-Server (Apache for Win32 ベース）使巧の場合 

[システムドライブ] :¥Program Files¥Fujitsu¥F5FBFE01¥ServerView Services¥wwwroot 
¥ServerView¥Archive¥ 「サーバ名」 ¥ 

- I に使用の場合 

[システムドライブ] :¥1 netpub¥wwwroot¥ServerView¥Archive¥ 「サーバ名」 ¥ 

■ Red Hat Linux の場合 

/opt/fsc/web/html/ServerView/Archive/ 「サーバ名」/ 

3.7.3 アーカイブデータ取得のタスク設定 


1 タスク設定を行うサーバ（グループ）を選択し、「タスク管理」をクリックし 
ます。 

次の画面が表示されます。 



2 「新規」をクリックします。 
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3.7 アーカイブデータの管理 


P POINT 

► 新規に追加した設をは、をから編集、削除できます。 

あらかじめ設をされている「一度だけ直ちに」は、編集、削除できません。 

次の画面が表示されます。 



3 スケジュールタスクを設定します。 

「一度」「月ごと」「週ごと」「日ごと」を選択し、それぞれに設定に必要な開始時間、 
または指定日などを設定します。 
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3.7 アーカ イブ デー タの管理 


4 「開始」をクリックします。 

新しいタスクが設定されます。 


^ http ： // 10.21136 .220:31 69/ -タスクを理- 


; Internet Explorer 


ぶ! 

miBSSSSiSSi 


タスク宫 s : アーカイブタスク 


サーい■: | RX 20 0 S 4 


タスク： 



閱ぉ」 

f きム」 


タスクの寡 a 


卜度だけ2日日9年1巧19日に実巧する。開始時列14;日日. 

けタスク実巧中： RX 20084 . 



P 月じる I を巧 

I ヘルブ 1 

i 巧レ， II I I 

I ~ I~ 巧 ! ~I ゾ 信賴吾みサイト I 巧講モード:巧姊 

1+ 、丽 -^ 


3.7.4 アーカイブデータの表示/比較/削除/出力 

アーカイブデータの表示/比較/削除/出力は、「アーカイブ」タブ画面で行います。 
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3.7 アーカ イブ デー タの管理 


■ アーカイブデータの表示 

アプリケーシ ヨンの アーカイブデータを表示します。 


f 「アーカイブ」タブをクリックし、対応するアーカイブを選択します。 
2表示したいアーカイブデータを選巧します。 


3 コンポーネントー覧で表示したい項目 にチェック を付けます。 

「自動選択」をクリックすると、選択したアーカイブに適応した項目が自動的に選択さ 
れます。 


4表示形式を選巧し、「表示」をクリックします。 

選択したアーカイブデータが表示されます。 

. 形式の場合 


► HTML お 


jni ぶ ] 
~ P - 


みみ 货ァ- がブむ- 

_ I I 

坏 •囚•み，；^一 

-ジ(り，： iJl- ル(な • A 

Fufnu 

心 4 

ServerView Suite 


□ 

巧 

アーカイブ 1. 

ア—でイブ正 

RX200S4 2008/10/17,13:30:52 


因 

M い I 小 I 



テキストをモI 


— 

I るお 

rx200"RH51xe4 

a 

I机レ 

PRMERGY RX2O0 S4 

Iフでをプサ5わ • 

Intel (のな on 巧) CPU X5470 岛な33 MHz, step 10 

a 

Iつでを对/•ルノ视 

1/2 

<甘合計 （MB) 

1024 

目 

□ 

キドみ1 (KB) 

12288 

1ォへ W かろステ i 

Red Hat Enterprise Linux Server 5.1 Rev 由占 n V 2.618 -S3.e6 

巧巧 

n 占 h 田 

;法巧ホ 

SV 

r 

システム巧伽弓問 

2<lays,21:W:41 

[ 

I— ゾIントが一 -/a ン 

4.60-24 (N11) 


アブレウト SVTest started 


I I 厂「「に 3 1 I. f 言巧用みサイト I 巧 IS モード:》か 
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3.7 アーカ イブ デー タの管理 


►テキスト化式の場合 



■ アーカ イブ データの比較 

サーバのアーカイブデータを比較します。 

f 「アーカイブ」タブをクリックし、対応するアーカイブを2つ選巧します。 
之コンポーネントー覧で比較したい項目にチェックを付けます。 

3 表示形式を選巧し、「比較」をクリックします。 

比較結果が表示されます。 

次の内容で区別されて表示されます。 

-どちらか一方のアーカイブデータのみにある内容 
•両方のアーカイブデータにあるが、値が異なる内容 
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3.7 アーカイブデータの管理 


► HTML 形式の場合 



相違点は第1カラムで識別され、2つの異なる色で表示されます。 

►テキスト化まの場合 



相違点は < A に、 < A 2> で識別されます。 
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3.7 アーカ イブ デー タの管理 


■ アーカ イブ データの 削除 

サーバのアーカイブデータを削除します。 

1 「アーカイブ」タブをクリックし、対応するアーカイブを選択します。 

2 「削除」をクリックします。 

アーカイブデータが削除されます。 

■ アーカ イブデータの出力 

サーバのアーカイブデータを任意の場所に保存します。 

1 「アーカイブ」タブをクリックし、対応するアーカイブを選択します。 

2 「出力」をクリックします。 

新しいブラウザ（もしくはタブ）にアーカイブデータが表示されます。 

3 「ファイル J メニユ—— > 「名前を付けて保巧」の順にクリックして保巧を行い 
ます。 

アーカイブを保存するときはできるだけ 「 TEXT 」 形式を選んでください。 

アーカイブデータが保存されます。 

P POINT 

► 出力したアーカイブデータがインポートできない場合があります。その場合、次のちまで保存して< 
ださい。 

Windows の場合 

■新しい画面にアーカイブデータが表示された後、「表示」一「ソース」（もしくは右クリックで 
「ソースの表示」）を選択します。 

■ソースファイルから「名前を付けて保存」を選択し、ファイルに保なします。 

Linux の場合 

■新しい画面にアーカイブデータが表示された後、「表示」一「ページのソース」を選択します。 
■ソースファイルから「名前を付けて保ち」を選択し、ファイルに保存します。 
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3.7 アーカイブデータの管理 


3.7. S アーカイブ データの ログ 

アーカイブデータのログを一覧表示します。 

t 「ログ」タブをクリックします。 

ログが一覧表示されます。 



を B 了 一 ' 


机禍\ 

0 扣旧ぶ 1/29. 11ク氏の 
3 20旧/ 01/29. 11つ521 

□ 2009ぶ1/29.11つ521 

□ 2009/01/29,11:2的1 
J 2009/01/29,11:2521 

□ 2009/01/29,11:2521 
□ 扣日9/01/29,11:1田の 
□ ぶ的/ D1/29. 11で姑7 


V る的 
TX300S4 
RXIOOSS 
re<2 加 S4 
RX300S4 
RX6CI0S4 
TX120S2 
TX300S4 
TX120S2 


7括ま でのレ—フ 

2009 -01 -巧11:25:21 
2009 -01- 巧11:巧:幻 
2009-01-29 11:25:21 
2阳 9-01 -巧11:巧:幻 
2阳 9-m- 巧11:巧:幻 
2妨 9-01 -巧11:巧:幻 
如 09-01- 巧11:10:26 
2扣 9-01 -巧11:10:扣 


ドスケジユ-ル 
-度だけ苗ちじ 
-居だけ直ちに 
-度だけ亞ろじ 
-居さけ垣ちじ 
—度だけ面ろじ 
-居だけ垣ちじ 
■•居だけ度ろに 
-度ちけちちじ 


7巧— 


項目 

説明 

時間 

アーカイブ取得日時が表示されます。 

ぶ前 

ホブジュクトのぶ前が表示されます。 

アーカイブ 

アーカイブあが表示されます。 

グループ 

タスクが設定されているグループ名が表示されます。 

スケジュール 

アーカイブ取得形式が表示されます。 

エラー 

エラーが発生した場合、その内容が表示されます。 
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3.7 アーカ イブ デー タの管理 


3.7.6 インポートアーカイフ 


アーカイブファイルをインポートします。 

1 SVOM の「サーバリスト」画面上で、メニユーから「サーバリスト」メ 
ニユ- >■ 「アーカイブをインポート」をクリックします。 

「インポートアーカイブ」画面が表示されます。 



2 「参照」をクリックして、インポートするアーカイブファイルを指定します。 

3 「インポート」をクリックします。 

確認のダイアログが表示されます。 



4 「0 K 」 をクリックします。 

アーカイブデータがインポートされます。 
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3.7 アーカ イブ デー タの管理 


3.7.7 サーバ画面からのアーカイブの取得/出力 


サーバ画面からアーカイブの取得と出力ができます。 

■ アーカ イブの取得 

1 サーバリストからサーバを選択し、サーバ画面を開きます。 
2 「アーカイブ取得」をクリックします。 



次のメッセージが表示されます。 「 OKJ をクリックすると、メッセージが閉じます。 



3 「更新」をクリックします。 

アーカイブの取得が完了している場合、アーカイブアイコンが青矢印（取得中）から 

アーカイブ（巧）にをわります。サーバ画面は自動的に更新されないため 、了ーセイ 
ブの取得が完了したかどうかはサーバリストなどから確認してください。 

P POINT 

► アーカイブの取得にかかる時間はサーバによって異なります。1分な上かかる場合もあります。 
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3.7 アーカ イブ デー タの管理 


■ アーカイブの出力 

1 サーバ画面上部の「表示データ J を「オンライン」から「アーカイブ」に変 
更します。 



FUflTSU 

•三 


曰 

ServerView Suite 


キがネットな細田 


このとき、「アーカイブ取得」が「アーカイブ出力」にをわります。 

之「アーカイブ出力 J をクリックします。 

巧しいブラウザ（もしくはタブ）にアーカイブデータが表示されます。 

3ファイルに保存します。 


レ 醒 
I 0 五 
I 〇 泣 


表をデー女 f ア—カイブ2助 9-01-1914:57:13 ，1更16 | 



ファンとぶ度の t ンサIこご L 1ての巧*をを示します。 

ス P ンのステータスとキャビネット巧の位田をま示しまん 
る度むンサのステータスの1な1なリストそま元します。 


P POINT, 

► アーカイブを保存するときにファイル形式が選べる場合は、 「 TEXT 」 を選んでください。 

► 出力したアーカイブデータがインポートできない場合があります。その場合、次の方まで保存してく 
ださい。 

Windows の場合 

■新しい画面にアーカイブデータが表示された後、「表示」一「ソース」（もしくは右クリックで 
「ソースの表示」）を選択します。 

■ソースファイルから「名前を付けて保存」を選択し、ファイルに保なします。 

Linux の場合 

■新しい画面にアーカイブデータが表示された後、「表示」一「ページのソース」を選択します。 
■ソースファイルから「名前を付けて保ち」を選択し、ファイルに保存します。 
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3.8 パワーモニタ 


3.8 パワーモニタ 


サーバの電力消費の状態を表示します。 


P POINT 

► パワーモニタ機能は特定の機種のみでサポートされます。 

本機能で表示される消費電力量は20%程度の誤差を含む可能性があります。 

1 次のいずれかの操作を行います。 

詳しくは、 「3 丄 2 SVOM のメニュー（機能一覧)」（一 P .79) をご覧ください。 

►起動画面から操作する場合 

「パワーモニタ」 をクリックします。 

►各機能の画面から操作ずる場合 

画面上部の「サーバ監視」 メニュ ■ ——> レくワー モニタ」 の順にクリックします。 

「パワ' ー モニタ」 画面が表示されます。 

2画面左のツリー表示から、電力消費状態を表示したいサーバを選択します。 



項目名 

説明 

名称 

ホブジュクトの名前が表示されます。 

ネットワーク 

ホブジェク トの IP アドレスが表示されます。 
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3.8 パワーモニタ 


項目名 

説明 

モデル 

オブジュクトのモデルタが表示されます。 

システム 

ホブジュクトのシステムタイプが表示されます。 

現在の電力/トータル電力 

現在の電力量/最大消費電力量が表示されます。 


P POINT 

► 画面ちのツリーには監視対象サーバの中で、パワーモニタ機能をサポートする機種のみが表示 
されます。 

► 画面左のツリーから監視対象サーバを複数選キ尺して、同時に電力消費状態を参照することがで 
きます。 


3 「データ」タブをクリックします。 

電力消費の履歴が表示されます。 



項目名 

説明 

電力消費グラフ 

電力消費ダラフの表示/非表示を切り替えます。 

電力消費表 

電力消費表の表示/非表示を切り替えます。 

メッセージ 

メッ七ージの表示/非表示を切り替えます。通常は表示されません。 

データ更新 

電力消費のデータを更新します。 
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3.8 パワーモニタ 


4必要に応じて、グラフィカル表示の設定を変更します。 


電力消費グラフと電力消費表のグラフィカル表示について、ドロップダウンメニュー 
で設定できます。 


プロット間幅 一 


電力消費値を表示 
I - 単位設定 



►プロット間幅 

電力消費値は、巧分取得されます。 

プロット間隔を設をすることで、取得した値の中から特定の間隔ごとの値を抜き出し 
て表示できます。 


プロット 

間隔 

値の数 

説明 

1時間 

60 (計測した値すべて） 

毎分の電力消費値 

12時間 

144 (計測した値の5回のうちの1つ） 

5分ごとの電力消費値 

24時間 

144 (計測した値の10回のうちの1つ） 

10分ごとの電力消費値 

1週間 

168 (計測した値の60回のうちの1つ） 

1時間ごとの電力消費値 

1ヶ月 

180 (計測した値の240回のうちの1つ） 

約4時間ごとの電力消費値 

6ヶ月 

180 (計測した値の1440回のうちの1つ） 

約1日 （24 時間）ごとの電力消費値 

12ヶ月 

180 (計測した値の2880回のうちの1つ） 

約2日 （48 時間）ごとの電力消費値 


►電力消費値を表示 

表示する電力消費値の値を選択できます。 


電力消費値 

説明 

現在値 

現在の電力消費値を、選択された間隔で表示します。 

最小値 

最小電力消費値を、選択された間隔で表示します。 

最大値 

最大電力消費値を、選択された間隔で表示します。 

平均値 

平均電力消費値を、選択された間隔で表示します。平均値を計算する際、電力 
消費値が「0」の場合は、計算に含めません。 

全て 

上記すベての値を、選択された間隔で表示します。 


►単位設定 

ワット （ W ) もしくは BTU (British Thermal Unit ) が選択できます。 
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3.9 SVOM のシステム サービス 


3.9 SVOM のシステムサービス 

SVOM のシステムサービスの使用方まについて説明します。 

3.9.1 SVOM のシステムサービスの 起動方法 


SVOM のシステムサービスの 起動 ホ 法に ついて 説明します。 

■ Windows の場合 

Fujitsu ServerView Service と、 Web サーバ 「 Apache 2」 または 「 IIS 」 を開始します。 

Web サーノ くは、 インストール時に 、 r ServerView Web-Server J ( Apache 2_ SV ) または 
「 Apache 2」 を選択した場合は 「 Apache 2」、「 IIS 」 を選択した場合は 「 IIS 」 を使用します。 

P POINT 

► Fujitsu ServerView Service 、 Apache 2 は、デフナルトで「スタートアップの種類」力《「自動」に設定 
されていますので、本操作を行わなくてもサーバ起動時に自動的に起動します。 

► NS のデフナルト設をでは、本操作を巧わなくてもサーバ起動時に自動的に起動します。 

► Windows Server 2008では「スタートアップの種類」に「自動（遅延開始）」がありますが、 SVOM の 
サービスを「自動（遅延開始）」へ変更することは未サポートです。 

# Fujitsu ServerView Service の場合 

1 コントロールパネルを起動し、「管理ツール J アイコンをダブルクリックします。 
2 「サービス」アイコンをクリックします。 

3 サービスー 覧で 「Fujitsu ServerView Service 」 を選択します。 

4 「操作」メニュ——»「開始」の順にクリックします。 

Fujitsu ServerView Service が開始されまず。 

• Apache2.0 / Apache2.2 / Apache2_SV の場合 

1 コントロールパネルを起動し、「管理ツール J アイコンをダブルクリックします。 

2 「サービス」アイコンをクリックします。 

3 サービスー 覧で 「 Apache2 」、「 Apache2.2 」、 または 「 Apache2_SV 」 を選択 
します。 

4 「操作」メニュ——>「開始」の順にクリックします。 

Apache 2 が開始されます。 
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3.9 SVOM のシステ ムサービス 


参 IIS (Windows Server 200 8) の場合 

1 コントロールパネルを起動し、「管理ツール J アイコンをダブルクリックします。 

2 「インターネットインフオメ ーシヨンサービス （ NS ) マネージャ」アイコン 
をクリックします。 

3 画面左の「接続」メニューから「口ーカルコンピュータ」 （1) 一「サイト J 
(2) 一 「Default Web Site 」（3) の順にクリックします。 



4 画面右の「操作」メニユーから 「 Web サイトの管理」 （1) 一「開始」 （2) の 
) 愼にクリックします。 



IIS が開始されます。 
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3.9 SVOM のシステム サービス 


， j インターネットインフォターシヨンサーピス I 

曰み ECONEUOOS 2 记ーカルコンピュータ） (]) 
を。 FTP サイト • 

田 uJ アブリケ— シミ/ ク A ) ル 
白 ， J Web サイト 、とノ 

间 A If 淵110 。） 

J Web サ-ピス化乐 


」响 


um 


BSData 

BServer 

DC 

DcWitfiCert 
jstarthtm 
巧 error.gif 


F: が rogram Files が hone Book Serv... 
F: が rogram Files げ hone Book Serv... 
F：¥WINDOWS^System32¥Rpc Proxy 
F：¥WINDOWSMSystem32¥Rpc Proxy 


操作」メ. 


-ユ ■ 


「開始」の順にクリックします。 


片叶 i を「函 iX 面回區を函 i 基， ► 




-inlxj 


«j ファイルの佩がが表示が 


ヘルプ (H) 


I ュ迎互! 


巧ミの Web サイト（き止 ) 


♦ IIS (Windows Server 2003 / Windows XP) の場合 

1 コントロールパネルを起動し、「管理ツール」アイコンをダブルクリックしま 
す。 

2 「インターネットインフオメーシヨンサービス （ IIS ) マネージャ」アイコン 
をクリックします。 

3 画面左のツリー表示から「口ーカルコンピユータ」 （1) 一 「 Web サイト J 口) 
一「既をの Web サイト」 （3) の順にクリックします。 


4 I 


mpm 

勺 フ 7 ィル (£ 

巧け婚 

IrnM ウィンドウ地）ヘルブお） 1 -Ifll v| 

ぉ >4 1 を 

] 1 laii 1 A 固 

' 回固 ’ 度函 1 堂； II 


I インタ - ネットインフォターンむサ-ピス 
I.' み ECONEL100S2 ( 口ーカルコンビユータ） 
を -J FTP サイト 
を uJ 巧りケーシヨンプール 
白 ，^ Web サイト 
田か 

_J Web サ-ピス做長 


巧ちの Web サイト （ f き止 ) 


左巧 


ITu 


iftPBSDatd 

i^PBServer 

ARpc 

A RpcWithCert 
居*! iisstarthtm 
因 pa 居 error.gif 


F: が rogram Files¥Phone Book Serv... 
F: が rogram Files が hone Book Serv... 
F；¥WINDOWS¥System32¥Rpc Proxy 
F:¥WN DOWS 巧 ystem32¥Rpc Proxy 


IIS が開始されます。 


を • 4 4 4 ゴ当 
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3.9 SVOM のシステム サービス 


■ Linux の場合 

「 sv_ainit 」 、「 sv_arcmv 过」、「 sv_exportd 」 、「 sv_fwdserver 」 、「 sv_serverlistservice 」 、 
「 sv_inventoryd 」 、 「 sv_bmcservice 」 、 「 sv_DBServer 」 と Web サーバ 「 sv_httpd 」 を開始します。 

t 次のコマンドを実行します。 


# /etc/init.d/sv ainit start 

# /etc/init.d/sv_archivd start 

# /etc/init ， d/sv_exportd start 

# /etc/init.d/sv_fwdserver start 

# /etc/init.d/sv_serverlistservice start 

# /etc/init.d/sv_inventoryd start 

# /etc/init.d/sv_bmcservice start 

# /etc/init.d/sv_DBServer start 

# /etc/init,d/sv httpd start 


P POINT 

► 「 sv _ ainit 」、 「 sv _ archivd 」、 「 sv _ exportd 」、 「 sv _ fwdserver 」、 「 sv _ serverlistservice 」、 「 sv _ inventoryd 」、 
「 sv _ bmcservice 」、「 sv _ DBServer 」 は、デフオルトで自動起動するように設定されていますので、本 
操作を行わな〈てもサーバ起動時に自動的に起動します。 

► / usr / bin / sv _ services を使巧すれば、 「 sv _ httpd 」 を除〈すべてのサービスが一度の操作で起動できま 
す。次のコマンドを実巧します。 

# /usr/bin/sv services start 


► SQL サーバ （ postgres ) も同時に起動したい場合、次のコマンドを実行します。 

# /usr/bin/sv_services start - 的 ithPostgres 


► Web サーバ （ httpd ) も同時に起動したい場合、次のコマンドを実巧します。 

# /usr/bin/sv services start -withHTTPD 


► SQL サーバ （ postgres ) との同時指定も可能です。 

# /usr/bin/sv_services start -withPostgres -withHTTPD 


► / usr / bin / sv _ services では停止や巧起動も可能です。 「 start 」 を 「 stop 」 または 「 restart 」 にしてくださ 
い。 

►「 sv _ httpd 」 は、 「■ Web サーバ （ svjittpd サービス）の自動起動設定」（一 P .57) で自動起動設定が 
行われていれば、本操作を行わなくてもサーバ起動時に自動的に起動します。 

►「 sv _ fWdserver 」 起動時に snmptrapd サービスが起動していない場合、次のメッセージが表示される 
ことがありますが、問題ありませんので無視してください。 


No log handling enabled — turning on stderr logging 


なお、 snmptrapd サービスを 「 sv _ fwdserver 」 より先に起動すると、メッセージは表示されません。 
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3.9 SVOM のシステム サービス 


3.9.2 SVOM のシステムサービスの停止方法 


SVOM のシステムサービスの 停止 ホ 法に ついて 説明します。 

■ Windows の場合 

Fujitsu ServerView Service と、 Web サーバ 「 Apache2 」 または 「 IIS 」 を停止します。 

Web サーバは、インストール時に 、 「ServerView Web - Server 」 または 「Apa 油 e2 」 を選択した 
場合は 「 Apache 2」、「 IIS 」 を選択した場合は 「 IIS 」 を使用します。 

P POINT 

► Web サーバ 「 Apache 2」 または「1に」は、 SVOM のみが使用するサービスではありませんので、必要 
に応じて停止して〈ださい。 

# Fujitsu ServerView Service の場合 

1 コントロールパネルを起動し、「管理ツール」アイコンをダブルクリックしま 
す。 

2 「サービス」アイコンをクリックします。 

3 サービスー覧で 「Fujitsu ServerView Service」 を選択します。 

4 「操作」メニュ——>「停止」の順にクリックします。 

Fujitsu ServerView Service が停止します。 

参 Apache2.0 / Apache2.2 / Apache2_SV の場合 

1 コントロールパネルを起動し、「管理ツール」アイコンをダブルクリックしま 
す。 

2 「サービス」アイコンをクリックします。 

3 サービスー覧で 「Apache2」、「Apache2.2」、 ま/■こは 「Apache2_SV」 を選択 
します。 

4 「操作」メニュ——>「停止 J の順にクリックします。 

Apache 2 が停止します。 

# IIS (Windows Server 2008) の場合 

1 コント□ールパネルを起動し、「管理ツール」アイコンをダブルクリックしま 
す。 

2 「インターネットインフォメーションサービス川 S ) マネージャ」アイコン 
をクリックします。 
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3.9 SVOM のシステ ムサービス 


3 画面左の「接続」メニユーから「口ーカルコンピユータ」 （1) 一「サイト J 
(2) 一 「Default Web Site」（3) の順にクリックします。 



4 画面右の「操作 J メニユーから 「Web サイトの管理 J (1) 一「停止」口）の 
順にクリックします。 



IIS が停止します。 

参 IIS (Windows Server 2003 / Windows XP) の場合 

1 コントロールパネルを起動し、「管理ツール」アイコンをダブルクリックしま 
す。 

2 「インターネットインフオメーシヨンサービス （IIS) マネージャ」アイコン 
をクリックします。 
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3.9 SVOM のシステ ムサービス 


3 画面左のツリー表示から「口ーカルコンピユータ」 （1) 一 「 Web サイト J (2) 
一「既をの Web サイト」 （3) の順にクリックします。 



4 「操作」メニュ—— ► 「停止 J の順にクリックします。 



IIS が停止します。 

■ Linux の場合 

「 sv_ainit 」 、「 sv_arcnivd 」 、「 sv_exportd 」 、「 sv_fwdserver 」 、「 sv_serverlistservice 」 、 

「 sv_inventoryd 」 、「 sv_bmcservice 」 、「 sv_DBServer 」 と Web サーバ「 sv_httpdj を停止します。 

1 次のコマンドを実行します。 

# /etc/init.d/sv httpd stop 

# /etc/init.d/sv_ainit stop 

# /etc/init.d/sv_archivd stop 

# /etc/init ， d/sv_exportd stop 

# /etc/init.d/sv_f 的 dserver stop 

# /etc/init.d/sv_serverlistservice stop 

# /etc/init.d/sv_inventoryd stop 

# /etc/init.d/sv_bmcservice stop 

# /etc/init.d/sv_DBServer stop 


P POINT 

► / usr / bin / sv _ services を使用すれば、 「 sv _ httpd 」 を除くすべてのサービスが一度の操作で停止できま 
す。次のコマンドを実巧します。 

# /usr/bin/sv_services stop 

► SQL サーバ ( postgres ) と Web サーバ （ httpd ) も同時に停止したい場合、次のコマンドを実行しまず。 

# /usr/bin/sv services stop -withPostgres -withHTTPD 
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_ 第 4 章 

化のソフトウェアとの連携 


この章では、他のソフトウェアとの連携につい 
て説明します。 


4.1 Systemwalker 連携 . 230 

4.2 Network Node Manager (hpOpenView / 日立 JP1) 連携 240 

4.3 信号灯制御プログラムとの連携（ラック管理） . 246 

4.4 RAID Manager 連携 . 256 
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4.1 Systemwalker 連携 


4.1 Systemwalker 連携 


Systemwalker と連携ずると、 SVOM での監視結果を Systemwalker の統合管理サー 
バに送信 したり、 Systemwalker から SVOM を起動したりできます。 



► SNMP トラップ連携において変換定義ファイルを提供しているのは、おもに本体をエージェントの次 
の mib に対する Trap のみとなっています。 

- SERVERVIEW-DUPLEXDATAMANAGER-M 旧 (ddm.mib) 

- DPT-SCSI-M 旧 (dptscsi.mib) 

- SNI-HD-M 旧 (hd.mib) 

- SIEMENS-MULTIPATH-M 旧 (mp.mib) 

- SNI-MYLEX-M 旧 (mylex.mib) 

- ROMPILOT-M 旧 (rompilot.mib) 

- BLADE-M 旧 (s31.mib) 

- SNI-SERVER-CONTROL-M 旧 (sc.mib) 

- FSC-SERVERCONTROL2-M 旧 (sc2.mib) 

- SNI-SERVERVIEW-M 旧 (ServerView.mib) 

- SERVERVIEW-STATUS-M 旧 (S ね tus.mib) 

- FSC-THRESHOLD-REPORT-M 旧 (Threshold.mib) 

- SNI-TRAP-MIB{trap.mib) 

4.1.1 SYStemwalker と SVOM 連携による管埋 


■ Systemwalker CentricMGR との連携 

SystemwalkerCentricMG 民は、 エンタ ープライズ環境における、システム、ネットワ^ーク、ア 
プリケーションなどの統合運用管理製品です。 SVOM の SNMP トラップ連携により、を部門 
サーバが受信した SVOM からの異常通知が運用管理サーバへ通知されまず。この通知によ 
り、名'部門（単ーセグメント）において SVOM が監視しているサーバのハード異常を、エン 
タープライズ環境において統合管理することができます。 



► 統合管理が行えるサーバは、運用管理サーバのみです。 
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4.1 Systemwalker 連携 



■ Systemwalker Desktop Monitor との連携 

Systemwalker Desktop Monitor は、 LAN 環境における、コンピュ^—夕、サ^ーノくなど LAN に接 
続された機器の稼動監視を行います。 SVOM との連携により、 SVOM からの異常通知を 
Desktop Monitor へ通知することで、被監視 PRIME 民 GY サーバのハード 異常を監視すること 
ができます。 
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4.1 Systemwalker 連携 


4.1.2 Systemwalker との連携による機能 

■ Systemwalker CentricMGR との連携による機能 


参 Systemwalker による SVOM からのトラップイベントの監視 

を部門サーバが受信した SVOM からのトラップメッ七ージが、解読可能なメッ七ージテキス 
卜に変換され、 Systemwalker の監視画面に表示されまず。 

• Systemwalker によるトラップイベントの絞り込み監視 

SVOM で受信したサーバからのメッセージを、条件で絞り込んで監視できまず。 


参 Systemwalker 画面からの SVOM 画面の起動 

Systemwalker の監視画面の操作メニューから、 「 SVOM 」 画面を起動することができます。異 
常の発生したサーバに対して、即座に SVOM 画面から対処できます。 



► SNMP トラップの連携を巧う場合、 OS の SNMP サービスにおいて、トラップ先に運用管理サーバの設 
定を行う必要があります。この設定が行われていない場合、運巧サーバがトラップ通知を受信できな 
いため、トラップ連携化理は動作しません。 

■ Systemwalker Desktop Monitor との連携による機能 


参 Systemwalker による SVOM からのトラップイベントの監視 

を部門サーバが受信した SVOM からのトラップメッセージが、解読可能なメッセージテキス 
卜に変換され、 Systemwalker の監視画面に表示されます。 



► Systemwalker Desktop Monitor では、 SVOM 画面の起動、 SVOM からのトラップイベントの紋リ込み、 
サーバの M 旧値の取得、 ME しきい値監視機能は使用できません。 

4.1.3 Systemwalker との連携手リ頃 


参 Systemwalker CentricMGR 連携の場合 

Systemwalker CentricMGR 連携を行う場合は、次の流れで各設定を行います。 

を操作の詳細な手順については、それぞれの参照先をご覧ください。 

1 SVOM 力、らの SNMP トラップのメッセージテキスト変換 （ NTC ) 定義を行い 
ます。 

「■SNMP トラップのメッセージテキストを換 ( NTC ) 定義」（一 P .234) 

之 手順1 のイベントのフィルタリング定義を行います。 

「■イベント フイルタ リングを義 .I (一 P .236) 
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4.1 Systemwalker 連携 


3 SVOM からの SNMP Trap 受信を設まします。 

「 ■ SNMP Trap 受信設定」 P .237) 

4 SVOM の操作メニューへを録します。 

「■操作メニューへの登録 J _ (一 P .238) 


P POINT 

► Linux、Solaris OE 版 、 Systemwalker Centric Manager との連携手順については 、 Systemwalker 
Centric Manager 『 PRIMERGY 運用管理ガイド J] をご覧〈ださい。 

参 Systemwalker Desktop Monitor 連携の場合 

Systemwalker Desktop Monitor 連携を行う場合は、次の流れでを設定を行います。 

を操作の詳細な手順については、それぞれの参照先をご覧ください。 

1 SVOM からの SNMP トラップのメッセージテキスト変換 （ NTC ) 定義を行い 
ます。 

「■ SNMP トラップのメッセージテキスト変換 ( NTC ) 定義」 （^ P .234) 

手順内の MIB あ張操作は必要ありません。 


之 SVOM からの SNMP Trap 受信を設まします。 

「 ■_ SNMP TraD _ 受信設定」_(^ P .237) 
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4.1 Systemwalker 連携 


■ SNMP トラップのメッ七ージテキスト変換 (NTC ) 定義 

SVOM からの SNMP トラップを、監視者が解読可能なメッ七ージにするための'変換定義を行 
います。変換後のメッセージテキストは 「 Systemwalker 」 画面に表示されます。 


P POINT 

► 変換定義されたメッセージテキストには、 SVOM からのメッセージだと判別できるように、メッセー 
ジテキストの先頭に、 ITServerView 」」 のキーワードが埋め込まれます。 

例： SVOM からの SNMP トラップが変換されて、表示される場合 

AP: MpApILink: ERROR: 106: [ServerView] SMART predicts failure on disk … 

t トラップを換ファイルを Systemwalker に適巧します。 

1. ホの変換定義適用コマンドを実行します。 

[CD/DVD ドライブ ] :¥PROGRAMS¥Japanese2¥SVMANAGE¥WinSVOM 
¥Tools¥Systemwalker¥F5FBSW01.exe 

または 

[CD/DVD ドライブ ] :¥PROGRAMS¥Japanese2¥SVMANAGE¥LinuxSVOM 
¥Tools¥Systemwalker¥F5FBSW01.exe 

次の画面が表示されます。 



2. 「デフオルトの M 旧変換ファイルをすべてを録する」をクリックし、 「 OK 」 をク 
リックして適用します。 

登録が終了すると、確認メッセージが表示されます。 

3. roKj をクリックします。 

P POINT 

► 変換定義適巧コマンドを実行したときにエラーメッセージが表示された場合は 、 「■ 
Systemwalker 連携のトラブルシユーティング」（一 P.285) を ご費く ださい。 

2 Systemwalker CentricMGR 連携の場合は、トラッブ変換で使用される0 ID を 
キャラクタ表記させるために、 M 旧拡張操作を行います。 

Systemwalker Desktop Monitor 連携の場合は操作の必要はありません。 手順 3 に進んで 
ください。 

1. 「操作」メニュ ——^ 「 M 旧拡張操作」の順にクリックします。 
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4.1 Systemwalker 連携 


2. 「 M 旧拡張操作」画面で登録操作を行います。 

あ張 MIB ファイルは次に格納されています。 

[CD/DVD ドライブ ] :¥PR0GRAMS¥Japanese2¥SVMANAGE¥WinSV0M 
¥Tools¥Systemwalker¥mib 

または 

[CD/DVD ドライブ ] :¥PROGRAMS¥Japanese2¥SVMANAGE¥LinuxSVOM 
¥Tools¥Systemwalker¥mib 



3 Systemwalker に適用されたトラップ変換ファイルを、各部門サーバ、運用管 
理サーバへ配付します。 

1. 「ポリシー」メニユーー「ポリシー配付」の順にクリックします。 

「ポリシーの配付」画面が表示されます。 

2. 「すぐに適用する」をクリックし、 「 0K 」 をクリックします。 



ポリシー配付で失敗した場合、ポリシーの配付が況の画面を参照し、次の手順で 
本ポリシーの適用結果を確認してください。 
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4.1 Systemwalker 連携 


• 配付済み（配付成巧）に MpCNappl がある場合 
本ポリ シーの 適用は成功しています。 

• 配付失敗に MpCNappl がある場合 

MpCNap がを選択して表示される右側のリストで、適用 コマンドの エラー内容 
が、失敗 ( Ox 3 e 5) のときは、一時的なシステム負荷によりサービスの再起動 
待ちでタイムアウトが発生したことを示します。 

本 エラーの 場合は、その後正常に サービスが 起動して ポリシーが 適用され てい 
るため、特に対処は必要ありません。 

上記が外で配付に失敗した場合は、「ポリシーの配付」画面より配付の対象を「転 
送に失敗したポリシーのみ」を選択して再配付してください。 

■イベントフィルタリング定義 

ここでは、おおよその操作方法を記載しています。 

操作方法の詳細については、 Systemwalker/CentricMG 民 のマニュアルをご覧ください。 

1 SNMP トラップの連携を巧う場合 、 ServerView AlarmService が格納ずる NT イ 

ベントログに対するフィルタリング定義を行います。 

1. 「ポリシー」メニユ-「ポリシーの定義」一「イベント」一「フホルダ」の順 

にクリックします。 

2. 「イベント監視の条件定義」画面の「イベント」メニユーから「イベント追加」を 
選択します。 

3. 「ラベルの特定」内の「ラベル名」に 「Fujitsu ServerView Services 」 を指定しま 
す。また 、 SVOM V 3.10 L 10 より前のサーバを同時に監視する場合には 、 「Fujitsu 
AlarmService 」 も指定して〈ださい。 
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4.1 Systemwalker 連携 


2 イベントログ発生時のアクションを養を行います。 

1. 「イベント監視のを件定義」画面で「アクション」メニュ——»「アクションの設 
定」^「アクション定義」の順にクリックします。 

2. 「上位システムに送信」、「ログ格納」を「しない」に指定します。 



3 イベントフィルタリング定義を、各部門サーパ'、運用管理サーバへ配付しま 
す。 

1. 「ポリシ ー」 メニユ— ► 「ポリシ ー配付」 の 順に クリックします。 

「ポリシーの配付」画面が表示されます。 

2. 「すぐに適用する」をクリックし、 「 OK 」 をクリックします。 



■ SNMP Trap 受信設定 

1 コマンドプロンプト画面で次のコマンドを実行します。 
MPMSTS ON 

コマンド実行後、次のようなメッセージが表示されます。 

► Systemwalker CentricMGR V 5.0 L 30 前の場合 


W さ] 7ンドつでンつ"卜 

Microsoft(R) Windows NT(R) 

W) Copyright 1985-1996 Microsoft Corp. 

ンス ^'^!^*11(] 後、有効(こなります 
C：¥> 
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4.1 Systemwalker 連携 


K 识モ — ド W 直 I な ■■■ ぶ ■» A が巧 " 主な《 AW8 ゎ _t 巧 * J 

サブわ > づ 01 巧 231 ひ 5»362 »り 


■ 操作メニューへの登録 

Systemwalker の 操作 メニューに、 SVOM の 起動を行う メニューを 登録します。 

t 「操作」メニュ——»「操作メニューを録 J の順にクリックします。 
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► Systemwalker CentricMGR V 10.0 L 10 降の場合、または 
Systemwalker Desktop Monitor の場合 



システムの 再起動後からトラップ イベン トがメッセージ テキス トに変換されて、監視 
画面に表示されるようになります。 
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4.1 Systemwalker 連携 


2 次の項目を指定して、 「0 K 」 をクリックします。 



0 K I _ゎンセル」—、，が妇）」 


設定項目 

設定内容 

メニュー項目 

SVOM 

コマンドライン 

• IIS の場合 

" http ://127.0.0.1/ sv _ www . htmr ' 

• Apache の場合 

" http ://127.0.0.1:3169/ sv _ www . htral " 

コマンドは 必ず前後を"（ダブルクオーテーシ ヨン） で囲んでください。 

アイコンファイル 

任意 


3 登録後、サーバノードアイコンをちクリックし、表示されたメニューから 
「操作」一 「ServerView 0 M 」 の順にクリックします。 



SVOM が起動します。 
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4.2 Network Node Manager (hp OpenView / 日立 JP1 ) 連携 


4.2 Network Node Manager 

(hp OpenView / 日立 JP1 ) 連携 

江ミ戸子子■子子 子ミ 五て 甘 - 1 ■け三 


Network Node Manager (hp OpenView /日立 JP 1) (が降 、 NNM と表記します） 
と連携すると、 SVOM での監視結果を NNM に送信したり、 NNM から SVOM を起 
動したりできます。 



► NNM と SVOM を同時インストールする場合は、必ず先に NNM をインストールして〈ださい。 

► SVOM をインストール後に、監視対象サーバのモデル名が 「 Unknown 」 と表示されたり、接続テスト 
において Address Type 力 《 「Not found: No such name 」 と表示される場合があります。 

► この場合は、次の確認項目を確認してから、監視対象サーバのモデル名と AddressType が正常に表示 
されるまで 「Restart ServerView Base Services 」 を実行して〈ださい。 

■「SNMP EMANATE Adapter for NT」 / 「SNMP EMANATE Master Agent 」 サービスが起動している 
ことを確認してください。 

- 「■ SNMP コミュニティの設定」（一 P.244) 、ra SNMP トラップ送信先の設定」（一 P.245 ) が正 
しく行われていることを確認してください。 

■ 設をを変更した場合は、 OS の再起動を巧う力 、、 r SNMP EMANATE Adapter for NTj / 「SNMP 
EMANATE Master Agent 」 サービスを再起動してください。 
rRestart ServerView Base ServicesJ については 、 「• Windows 起動時に、 SWITCH: TIMEOUT のエ 
ラーがイベントビューアに記録される」（一 P.288) をご覧〈ださい。 

► SNMP トラップ連携において変換定義ファイルを提供しているのは、おもに本体をエージェントの次 
の mib に対する Trap のみとなっています。 

- SERVERVIEW-DUPLEXDATAMANAGER-M 旧 (ddm.mib) 

- DPT-SCSI-M 旧 (dptscsi.mib) 

- SNI-HD-M 旧 (hd.mib) 

- SIEMENS-MULTIPATH-M 旧 (mp.mib) 

- SNI-MYLEX-M 旧 (mylex.mib) 

- ROMPILOT-M 旧 ( の mpilot.mib) 

- BLADE-M 旧 (s31.mib) 

- SNI-SERVER-CONTROL-MIB(sc.mib) 

- FSC-SERVERCONTROL2-M 旧 (sc2.mib) 

- SNI-SERVERVIEW-M 旧 (ServerView.mib) 

- SERVERVIEW-STATUS-M 旧 (S ね tus.mib) 

- FSC-THRESHOLD-REPORT-M 旧 (Threshold.mib) 

- SNI-TRAP-MIB{trap.mib) 

4.2.1 連携できる NNM のパージョン 


連携できる NNM のバージョンは、次のとおりです。 

• hp OpenView Network Node Manager 6.2 / 6.31 / 6.41 / 7.01 / 7.51 
• 日立 JPl Version 6i / 7i / 8i 
JPl/Cm2/Network Node Manager 
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4.2 Network Node Manager (hp OpenView / 日立 JP1 ) 連携 


4.2.2 概要 


■NNM 連携で実現できる機能 

参 NNM による SVOM からのトラップイベントの監視 

SVOM から送信されるトラップメッ七ージが、監巧をがわかるようなメッ七ージテキストに 
変換され、 NNM の監巧画面に表示されます。 


参 「OpenView NNM 」 面面からの 「 SVOM 」 画面の起動 

NNM の監視画面の操作メニューから、 「 SVOM 」 画面を起動できます。 
異常の発生したサーバに巧して、即座に SVOM 画面から対処できます。 

4.2.3 NNM との連携手順 


NNM 連携を行うための流れは、次のとおりです。 

を操作の詳細な手順については、それぞれの参照先をご覧ください。 

i メッセージテキスト変換ファイル （ trapd _ conf ) を登録します。 

「■ SNMP トラッフのメッセーシテキストを換フアイノレ （trapd conf ) 登録」 P .242) 

2 拡張 M 旧定義ファイルを登録します。 

「■拡張 MIB 定義 ファイルの 登録」 P .243) 

3 SVOM の操作メニューへを録します。 

「■操作メニューへの登録」 （^ P .243) 

4 SNMP コミュニティを設定します。 

「■ SNMP コミュニティの 設を J (一 P .244) 

5 SNMP トラップ送信先を設まします。 

r ■ SNMP トラップ送信先の設を」（一 P .245) 
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4.2 Network Node Manager (hp OpenView / 日立 JP1) 連携 


■ SNMP トラップのメッ七ージテキスト変換ファイル （ trapd _ conf ) 登録 

SVOM からの SNMP トラップを、監巧者が解読可能なメッセージにするための、メッセージ 
テキスト変換ファイル （ trapd _ conf ) 登録を行います。変換後のメッセージテキストは、 

「 ServerView ブラウザ監視」画面で確認できます。 

1 次の変換定義適巧コマンドを実行します。 

[ CD/DVD ドライブ] :¥ PROGRAMS ¥ Japanese 2¥ SVMANAGE¥WinSVOM 
¥ Tools ¥ OVNNM ¥ F 5 FBOV 01 .bat 

または 

[ CD/DVD ドライブ] :¥ PROGRAMS ¥ Japanese 2¥ SVMANAGE¥LinuxSVOM 
¥ Tools ¥ OVNNM ¥ F 5 FBOV 01 .bat 

コマンド実行は、 NNM をインストールしたサーバ上で行ってください。 

また、カレントフォルダを適用コマンドの格納フォルダに移動して実行してください。 
'变換ファイル、およびアラームカテゴリ ( SVOM ) の登録が行われ、次の画面が表示 
可能となります。 

_ -loi xj 
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4.2 Network Node Manager (hp OpenView / 日立 JP1 ) 連携 


■拡張 M 旧定義ファイルの登録 

OID をキャラクタ表記させるために、あ張 MIB 定義ファイルのロー ド操作を行います。 

1 次の拡ミ長 M 旧定義適用コマンドを実行します。 

[CD/DVD ドライブ ] :¥PROGRAMS¥Japanese2¥SVMANAGE¥WinSVOM 
¥Tools¥OVNNM¥F5FBOV02.bat 

または 

[CD/DVD ドライブ ] :¥PROGRAMS¥Japanese2¥SVMANAGE¥LinuxSVOM 
¥Tools¥OVNNM¥F5FBOV02.bat 

コマンド実行は、 NNM をインストールしたサーバ上で行ってください。 

また、 カレン トフォルダを適用 コマン ドの格納フォルダに移動して実行してください。 
SVOM で巧用するお張 MIB ファイルの登録が行われます。 



■ 操作メニユーへの登録 

NNM から SVOM を起動できるように、操作 メニューに SVOM を登録します。 

t 次の登録ファイルを指をフナルダにコピーします。 

• 登録 フアイル 

[CD/DVD ドライブ ] :¥PROGRAMS¥Japanese2¥SVMANAGE¥WinSVOM 
¥Tools¥OVNN M¥ServerView 

または 

[CD/DVD ドライブ ] :¥PR0GRAMS¥Japanese2¥SVMANAGE¥LinuxSV0M 
¥Tools¥OVNNM¥ServerView 

-指定フォルダ 

NNM インス I— ルフオルダ ¥registration¥Japanese_Japan.932 

P POINT 

► を録ファイルでは、使用する Web サーバが Apache 巧（ポート 3169) に設をされています。 
I にをお使いの場合には、を録ファイルを I 旧用に変更してください。 
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4.2 Network Node Manager (hp OpenView / 日立 JP1 ) 連携 


2 SVOM を起動します。 

メニュ ' —ノく ■ 一、およびポップアップメニュ ■ —に SVOM メニュ' —が追加されます。 
登録された操作メニューから、 SVOM を選択すると起動できます。 
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■ SNMP コミュニティの設定 

本設をは、 NNM と SVOM を同時インストールしている場合に必要です。 

SVOM から監視サーバへの設をを有効にするために、次の手順で SNMP コミュニティの設定 
を行います。 

f SNMP サービスに 設をした SNMP コミュニティ を確認します。 

「2.2.1 「WindowsJ TCP / IP プロトコルと SNMP サービスのインストール I (一 P 26) で 
設定した SNMP コミュニティを確認してください。 

2 ファイル （ S 圆 pd . conf ) を編集します。 

手順1 で確認した SNMP コミュニティが fpublicj の場合を編集例としています。 
ファイル： NNM インストールフオルダも on 挥 SNMPAgen 柱 snmpd.conf 
• 編集前 


aet-communitv-name 

: public 

#set-community-narr 

e : # enter community name 


-編集後 


#get-community-nam 

3 : public 

set-communitv-name 

: public 


3設定をは、 SNMP サービスまたはサーバを再起動してください。 
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4.2 Network Node Manager (hp OpenView / 日立 JP1 ) 連携 



► SNMP コミュニティは任意に設定できます。 SNMP コミュニティを変更する場合は、 SNMP サービス 
と、 NNM の snmpd.conf の SNMP コミュニティを必ず同時に変更してください。 

また、 SVOM から ServerView の設定を巧いたい場合は、 SVOM に rset-community-nameJ に設定し 
た SNMP コミュニティを設定してください。 SVOM の設定については、 「 3.1.4 サーバ設をの確認 / 
変更」（一 P.84 ) の 「 「ネットワーク /SNMP 」 タブ」をご覧ください。 

■ SNMP トラップ送信先の設定 

監ネ見サーバから NNM/SVOM をインストールしたサーバに巧して、 SNMP トラップを送信 
するための設をを、次の手順で行います。 

1 「SNMP Service 」 を設定します。 

監視サーバにおいて、 「 2.2.1 「Windows I TCP/IP プロトコルと SNMP サービスのイン 
ストール I (一 P.26) をご覧になり、 SNMP トラップ送信先に NNM/SVOM を インス 
トールしたサーバの IP アドレスを 設定してください。 

2 ファイル （ S 圆 pd . conf ) を編集します。 

本設をは、 NNM と SVOM を同時インストールしている場合に必要です。次は、 NNM 
/SVOM をインストールしたサーバの IP アドレスが 「 10.20.30.40J の場合の編集例で 
す。 

ファイル： NNM インストールフオルダ ： ¥c 畑挥 SNMPAgen 挥 snmpd.conf 

-編集前 

#trap-dest: # enter trap destination 

-編集後 

trap- 过 est : 10.2 日 .3 日 .4 日 


3 設定をは、 SNMP サービスまたはサーバを再起動してくださし、。 
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4.3 信号な制御プログラムとの連携（ラック管理 ) 


4.3 信号灯制御プログラムとの連携（ラック 
管理） 


信号な制御プログラムとの連携により、ラックに搭載された PRIMERGY サーバの 
状態を信号な（パトライト製）の点なおよびブザー鳴動によって視聴覚的にサーバ 
の状態管理が行えます。 

複数サーバ、複数ラックの管理も行えます。 

• 使巧できる信号口について 

信号灯制御プログラムとの連携に使用できる信号灯は、パトライト製の信号灯です。また、 
信号灯の型をは 「 PHN -3 FBj と 「 PHN -3 FBE 1」 のみです。それな外の信号なでの動作は保証 
しておりません。信号灯は、株式会社パトライト、またはその代理店から購入できます。信 
号灯の詳細については、ノくトライト社のホ ■ —ムページ ( http :// www . patlite . co . ip /) をご覧くだ 
さい。 

また、パトライトをの代理店としては、次があります。 

スステン 株式会社 ( httD ：// www . suzuden . co . jp /) 


4.3.1 概要 


■ 信号な制御プ□グラムの動作 


サーバからのトラップが SVOM のイ ベン トマネージャに通知されると、信号灯制御プロダラ 
ムが実行され、受け取ったトラップに対応ずる信号灯が点灯します。 

トラップの重要度により信号灯の色を設定できるので、サーバの状態を視覚的に確認できま 
す。これにより、より早くサーバの異常を発見できます。 


サーバ 
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4.3 信号な制御プログラムとの連携（ラック管理 ) 


■構成例 

LAN に接続した信号灯をネットワークに接続し、 SVOM のイベントマネージャ機能を利用し 
て信号灯を制御します。制御プログラムは Windows 版のみサポートしています。 

信号灯を設置してサーバ管ち里を行う構成例を次に示します。 


参 1 ラックの場合 



参複数ラックの場合 
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4.3 信号な制御プログラムとの連携（ラック管理 ) 



► ラックの上に信号灯を設置する場合は、地震などで転倒、を下することがないように、転倒防止対策 
を行って〈ださい。 

■ 信号灯制御プ□グラム連携のための設定 

次の流れで設定を行ってください。 

を操作の詳細な手順にっいては、それぞれの参照先をご覧ください。 

1 信号灯制御プログラムを設定します。 

「4.3.2信号げ制御プログラムの設定」 P .248) 

之 SVOM 監視対象へ信号なを追加または設定します。 

「4.3.3 SVOM 監視対•象への信号灯追加/設定」 P .250) 

3 イベントマネージャを設定します。 

「4.3.4 アラーム 設定」 (^ P .251) 


4.3.2 信号口制御プログラムの設定 


信号灯を設置し、信号灯制御プロダラムを設定します。 SVOM の設定を行う前に設定してく 
ださい。 

1 信号灯を設置し、信号灯の設定を巧います。 

信号灯の設置、および設定については、信号灯に添付のパトライト社のマニュアルを 
ご覧ください。 

2 制御プ□グラムを コピーし ます。 

次の制御用 プロ ダラムを、 SVOM 管理端末の次の フォルダにコピーし ます。 

• コピー元フォルダ 

[CD/DVD ドライブ ] :¥PROGRAMS¥Japanese2¥SVMANAGE¥WinSVOM 
¥Tools¥PHN_3FB 

• 制御プログラム 

F 5 FBPT 00. BAT 、 F 5 FBPT 01 .EXE 

• コピー 先フォルダ 

[ システムドライブ ] :¥Proaram Files¥Fujitsu¥F5FBFE01 
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4.3 信号な制御プログラムとの連携（ラック管理 ) 


3 バッチプログラムファイルを開き、信号灯の IP アドレスを設定します。 

コピーした 「 F5FBPT00.BAT 」 ファイルをテキストエディタなどで開き、次の場所に 
IP アドレスを書き込んで保存します。 


rem - 

rem ★★★ ユニット IP 、 ユニット ポート番号設定女女女 

rem パトライト信号灯 (PHN-3FB) の 

rem ユニット IP 、 ユニット ポート香号を設定して〈ださし、。 

rem 例） set F5F 日 PT01_IP=10.10.10.10 

rem 例） set F5FBPT0 し PORT 二 10000 

set F5FBPT01 IP= ) 

set F5FBPT0 し PORT 二 10000 
set F5FBPT01_CTRL= 


P POINT 

► ファイル内 ( こ、設定方法が記述されています。利用環境に応じてカスタマイズしてください。 
信号灯を複数使用する場合は、バッチプログラムファイルをコピーし、名前を変更して使用す 
るか、 IP アドレスを引数として渡すようにバッチプログラムファイルをカスタマイズする必 
要がありまず。 
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4.3 信号な制御プログラムとの連携（ラック管理 ) 


4.3.3 SVOM 監視対象への信号な追加/設定 


SVOM の監視えホ象に、信号灯を追加します。 

t 「管理を設定」メニューー「サーバブラウザ」の順にクリックします。また 
は、サーバリスト上でちクリックして、表示されたメニューから「新しい 
サーバ」をクリックします。 

「サーバブラウザ」画面が表示されます。 

P POINT 

► 「サーバの一覧」画面に、を視巧まとするサーバおよび信号なが表示されていることを確認し 
てください。一覧に表示されていない場合は、 「 3.1.3 監巧対まサーバの登録」（一 P.81 ) をご 
覧になり、を巧対象とするサーバおよび信号灯を追加して < ださい。 



2 信号灯の「サーバ名」、 「 IP アドレス」を入力します。 

3 サーバタイプリストから、サーバのタイプ 「 Otheu を選択して、「適巧 J を 
クリックします。 

必要に応じてをタブ画面の項目を設をしてください。 
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4.3 信号な制御プログラムとの連携（ラック管理) 


1 RX2COSB.VWK8XB6 
J TX1 加な沖 

W の j-P 、 巧 . 


进巧巧 は;サ ーJ 巧もの J スが入れ王す1 


互 


四 


4.3.4 アラーム設定 


アラーム設定を起動し、アラームルールの作成、プログラム実行の設定を行ってください。 
信号色ごとに、アラームルールを作成します。 

詳細については、 「3.5.3アラーム設定（アラームルールの作成）」 (^P.149) をご覧くださ 

い。 

なお、アラーム設定の詳細については、 「3.5.2アラーム設定の起動と操作の流れ」 （^P.146) 
な降の説明をご覧ください。 

t 「イベント管理」メニユーー「アラーム設定」の順にクリックします。 

「アラーム設定」画面が表示されます。 

P POINT, 

► アラームルールは、を険 （Critical)、 重度 （Major)、 軽度 （Minor) で作成することをお勧めし 
ます。信号灯を複数使用する場合には、信号灯ごとにアラームグループを作成する必要があり 
ます。 


之「追加」をクリックして、アラームルール名を設定します。 

アラームルールをは、任意の夕前を入力してください。 

3 「次へ」をクリックします。 

「サーバの割り当て」画面が表示されます。 


- Windows internet Explorer 



ServerView Suite 

イベントを s - 


アラームモニさ I 7 ラーム設定 I MIM ■ンテヴレーろ 


アラー ムルール-サ ー 


アラ-ムル ーJlO きま 


アラ'•山トルを进巧しアラーム巧ミをザるサ-バ S ミ萬してください。 
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4.3 信号な制御プログラムとの連携（ラック管理) 

4 アラームルールにサーバを割り当てます。 

1 . 「サーバリスト」から、ラックに搭載されているすべてのサーバを選おし、レ」 

をクリックします。 

「選がされたサーバ J に設定されます。 

2 . 「適用」をクリックして設定を保存します。 

5 「次へ」をクリックします。 

「アラームの割り当て」画面が表示されます。 



6 アラー ム ルールにアラー ムを割り当てます。 

1 . 「アラームの一覧」から、巧象とするトラップにチェックを付けます。 

2 . 「適用」をクリックして設定を保存します。 
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4.3 信号な制御プログラムとの連携（ラック管理) 


7 「次へ」をクリックします。 

「アクションの割り当て」画面が表示されます。 



8 アラームルールに アクションを割り当てます。 
1. 「追加」をクリックします。 

「新規アクションの種類」画面が表示されます。 


岛巧規アクションめ觀 


巧親こな抢するアクションの巧領を进巧してくだな、 


囚 

ヴメ—ル 

アラームをブレでせ信す 


广ポップァップ 

アラ—ムをポッブアップでをち切す 

QE 3 V 

广ポケットべ;ル 

アラ-ムをポケクがルに掛言す 

.困’ 

广 ブ□クラム実巧 

プ□ヴラムを実巧す 


广 プ□ードキサスト 

巧数の端おこブトドキャスト掛言す 

马 

r アラ-ムお送 

化の喘おこトラップを掛言巧す 


0 K I 閱化 J 

Java Applet Window 
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4.3 信号な制御プログラムとの連携（ラック管理) 


2. 「プログラム実行」を選択して 「OK」 をクリックします。 

設定画面が表示されます。 



3. ホのとおり設定を行い、 「0K」 をクリックします。 


設を項目 

説明 

アクション名 

任意の名前を入力してください。 

コマンド 

F5FBPT00.BAT % 1 

(%1:点灯制御パラメータとして！〜3を指定） 

作業フォルダ（オプション） 

[システムドライブ] :评 rogram Files 邸 ujitsu¥F5FBFE01 


「アクションの割り当て」画面に戻ります。 

9 「を養されたアクション」に作成したコマンド名が表示されていることを確認 
して「適用」をクリックします。 
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4.3 信号な制御プログラムとの連携（ラック管理) 


10 手順 2 〜 手順 9 を繰り返して、すべての信号な色のアラームルールを作成しま 
す。 

11 すべてのアラームルールにコマンドが設定できたら、画面左のツリー表示か 
ら「アラームルールの管理」をクリックします。 

「アラームルールの管@」画面が表示されます。 



12 設を内容を確認してアラームルールの「有効」チェックボックスにチェック 
を付け、「適用」をクリックします。 

13 「アラーム設定」画面を閉じます。 


4.3.5 信号なの消’な 


点灯したパトライト信号灯を消灯する場合は、次のバッチプログラムファイルを起動してく 
ださい。 

[システムドライブ ] :¥Program Files ¥ Fujitsu ¥ F 5 FBFE 01¥ F 5 FBPT 00 .BAT 
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4.4 RAID Manager 連携 


4.4 RAID Manager 連携 

-- -B. . - smoBssm ~~ 


SVOM の RAID Manager 連携について説明します。 

なお 、 RAID Manager 連携を行うためには、監視対象サーバじ各アレイコントロー 
ラ用の管理ソフトウェア（な降 RAID Manager と呼びます）がインス!ルされて 
いる必要があります。 

各 RAID Manager のインストール、および使巧方法については、アレイコントロー 
ラドキュメント&ツール CD 内のマニュアルをご覧ください。 

4.4.1 RAID Manager 連携の概要 


■ 連携できる RAID Manager 

連携できる RAID Manager は次のとおりです。 

• ServerView RAID 

• GAM (Global Array Manager ) 

• Storage Manager 

• PROMISE Fasttrak 

• PAM (PROMISE ARRAY MANAGEMENT ) 


■ RAID Manager 連携の機能 


RAID Manager 連携の機能は次のとおりです。 


参 ServerView RA の Manager (Web クライアント）の起動 

SVOM から ServerView RAID Manager ( Web クライアント）を起動することができます。 
起動方'法^こつレ、て f よ、 「4.4.2 ServerView RAID Manager ( Web クライアント）の起動方法」（一 
P .257) _ をご覧ください。 


P POINT 

RAID Manager (ServerView RAID Manager なかのクライアントソフトウェア）の起動 

► SVOM 力、らは、 RAID Manager (ServerView RAID Manager の•外のクライアントソフトウェア）は起 
動できません。管理端末に使巧する RAID Manager (クライアントソフトウェア）をインス！'ールし 
てから、起動してください。 


• 詳細情報表示 

RAID Manager から提供された詳細情報を、 SVOM が用意している詳細情報表示画面に表示 
できます。詳細情報表示については、 「• RAID デバイスビュー」 （^ P .106) をご覧くださ 

い。 
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4.4 RAID Manager 連携 


参トラップ監視 

RAID Manager からのトラップイベントをイベントマネージャで監視することができます。 

参アイコン変化 

RAID Manager から異常が通知されると、 SVOM の ステータスアイコン がを化し、異常を認 
識することができます。 

4.4.2 ServerView RAID Manager (Web クライアント）の 
起動方法 


ServerView RAID Manager ( Web クライアント）の起動方■法について説明します。 


P POINT 

► ServerView RAID Manager ( Web クライアント）を起動できる SVOM のバージヨンは 、 「ServerView 
Console for Windows/Linux V 4.20 .xx お降」です。 


■ ServerView 「機種名」画面（システムステータス）からの起動方法 

SVOM 力み 、 ServerView RAID がインストールされた監巧巧象サーバの「システムステータ 
ス」画面を表示します。詳しくは、 「3.2.3システムステータス」（一 P .101) をご覧ください。 

t 「システムステータス」の 「 RAID 設定」をクリックします。 

ServerView RAID がインストールされていない場合は、 「 RAID 設定」は表示されませ 
ん。 
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4.4 RAID Manager 連携 


■ ServerView 「機種名」画面（システムステータスか部記憶装置）からの起 
動方法 

SVOM から 、 ServerView RAID がインストールされた監巧巧象サーバの「外部記憶装置」画 
面を表示します。外部記憶装置については、 「■外部記憶装置」 （^ P .104) をご覧ください。 

1 「システムステータス」メニユーー「外部記憶装置」一 「 RAID 設を J の順に 
クリックするか、「選巧したコントローラの詳細」の 「 RAID 設定」をクリッ 
クします。 

ServerView RAID が インス トールされ ていない 場合、または ServerView RAID ホ 巧応の 
コントローラを 選択した場合は、 「RAID 設定」は表示されません。 
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付録 





この章では、トラブルシューテイングやアンイ 
ンストール方法など補足情報について説明して 
います。 


A トラブルシューティング . 

B アイコンリスト . 289 

C トラップリスト . 293 

D 技術情報 . 294 
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A トラブルシユーテイング 


A トラブルシューテイング 


SVOM を使用するうえでの留意事項や、エラーメツセージなどについて説明します。 


A .1 インス!"ールスクリ プトのトラブルシ ユーティング 

インストール スクリプトは、 インストールエラーを 検出すると、 エラーメッセージを ま示し 
て終了します。 

対■処方をを実施後、再度インストールしてください。 


エラー 

エラー メ ッセー ジ 

No . 

原因と対化方ま 

1000 

XXXX 1S not running . 


サービス 「 XXXX 」 が起動していません。次のコマンドを実行してください。 

样 / etc / init . d/XXXX start 

1001 

login user is not root ! 

Please try again as root . 


ログインユーザがスーパーユーザではありません。 

スーパーユーザでログインし直してから、 SVOM のインストールスタリプトを実行して 
ください。 

2001〜 

，，***" package is not mstalle 过 . 

2999 

SVOM のインストールに必須の 民 PM パッケージがインストールされていません。 

民 ed Hat Linux の CD - 民 OM から "***" の 民 PM パッケージを再インストールした後 、 SVOM 
のインストールスタリプトを実行してください。 

6001〜 

"***" installation failed . 

6010 

"***" のインストールに失敗しました。次の内容を確認して、 SVOM のインストールスク 
リプトを再度実巧してください。 

. SELINUX の設をが disabled になっていることを確認してください。 

• ServerView に同栖されているデータベース （ PostgreSQL ) とポート番号 （9212) が競合 
していないことを確認してください。 

• PostgreSQL のフォルダ （/ opt / SMAWPlus ) が残っていないことを確認してください。 

. Wheel などでユーザの切り替えを制限していないか確認してください。 

./ etc/hosts , / tmp にアクセス制限がないことを確認してください。 

- / etc / hosts の localhost 設定が間違っていないことを確認してください。 
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A トラブルシユーテイング 


参その化の表示されるメッセージ 

• SELINUX が無効になっていない場合は、次のようなメッセージが表示されます。 

[root 径 TX12 日 S2 LinuxSVOM] # . / inssv 

(中略） 

install ServerView, please wait... 

ERROR : SELinux must be disabled for ServerView installation. 

Please disable SELinux and reboot server. Then restart the installation. 
Installation is being stopped. 

/root/work/LinuxSVOM 

ERROR : 6 日日 X : " く package〉" installation failed, 

(中略） 

ServerView's 民 PMs are installed failed. 

[root 色 TX12 日 S2 LinuxSVOM]# 

• port 9212 が他で使用されている®合は、次のようなメッセージが表示されます。 

[root 径 TX120S2 LinuxSVOM] # ./inssv 

(中略） 

install ServerView, please 的 ait... 

ERROR: Port 9212 is used by httpd , see 'netstat -Intp'. 

/root/work/LinuxSVOM 

ERROR : 6006 : "SMA 时 Ppgsq_SV" installation failed, 

(中略） 

ServerView's 民 PMs are installed failed. 

[root 径 TX12 日 S2 LinuxSVOM]# 

• 次のいずれかの場合は、次のようなメッセージが表示されます。 

• /別 c / hosts のアクセス権限がない攝合 
• localhost の設定に誤りがある攝合 

• / tmp のアクセス権限がない場合 

- root ユーザへ切替を制限している攝合 

[root 径 TX12 日 S2 LinuxSVOM] # ./inssv 

(中略） 

install/upgrade Postgres package ... 

Postgres server is not running 

Start Postgres server (e.g. /etc/init ， d/SMA 内 Ppgsq-postgres start) 
Installation ServerViewDB failed : exit and cleanup! 

(中略） 

ServerView's 民 PMs are installed failed. 
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A トラブルシューティング 


A .2 SVOM のトラブルシューテイング 


■ SVOM に関する Q&A 


参監巧するサーパを指定するには？ 

TCP / IP を通して通信するサーバを設定する必要があります。 

アプリケーションを起動すると、最初に「サーバの一覧」画面が表示されます。 

「サーバの一覧 J 画面で「巧しいサーバ」をクリックすると、サーバを設をできます。 

続いて、サーバの IP アドレスとぶ前を入力する画面が表示されます ( 「3 丄3監視対■象サーバ 
の登録」 （^ P .81) )。 

参電源 OFF / ON のスケジユーリング機能はできますか？ 

監ネ見巧象サーバでは、スケジューリング運転を行うことができます。 

設定については、 「■_「電源 ON / OFFJ クブ」_(一 > P .13 6 ) をご覧ください。 



► この機能は、すべてのサーバでサポートされているわけではありません。 

► この設をは、スケジューリングを行うサーバ本体の設をに書き込まれます。 

スケジューリングを行っているサーバから SVOM をアンインストールする場合は、事前に必ず、ス 
ケジューリングを無効にしてください。スケジューリングを有効にしたまま SVOM をアンインス 
卜ールすると、スケジューリングによる電源 OFF ® 理において、サーバの OS をシャットダウンせ 
ずに電源 OFF される危険性があります。 

■ SVOM のトラブルシューティング 

参 SVOM が正常に起動しない 

• Windows Server 2003におし、て、 LAN 接続しない状態で、 SVOM をインストールした場合 
は、 SVOM が起動できない場合があります。次の手順を行ってください。 

し サーバの LAN を接続します。 

2. サーバの IP アドレスを設ちします。 

3. 「スタ ■ —卜」ボタンー*「すべてのプログラム」^ 「Fujitsu ServerViewJ ^ 「Operations 
Manager ] ^ r C hangeComputerDetai Is J の順にクリックし、巧しいコンピュータ情報 
を設をします。 

4. サーバを再起動します。 

• Linux において、 LAN 接続しないが態で SVOM をインストールした場合、画面上に html 
のリンク了 ドレスがそのまま表示される場合があります。 LAN 接続後に SVOM を再イン 
ストールしてください。 

• Windows において、 Web サーバに IIS を指定した場合、ブラウザ上に下記メッセージが確 
認され、 SVOM が起動できない場合があります。 


HTTP 404-ファイルが見つかりません。インターネットインフオメーシヨンサービス 

この場合、 IIS の構成に不具合（仮想ディレクトリがないなど）が生じている可能性があ 
ります。 SVOM および IIS をインストールし直してください。 
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A トラブルシューティング 


参画面のプロパティでサーバの図が正しく表示されない 

画面の プロパティ で画面の色を256色な下に設定した場合、 SVOM の画面に表示される サー 
バの図が正しく表示されないことがあります。 

正しく表示するには、65536色な上の環境でお使いください。なお、256色の場合でも、サー 
バの写真の表示が色落ちするだけで、動作には問題ありません。 

参現をのま因を回避したはずなのに正常に表示されない 

Java のキャッシュが有効になっている場合、一度読み込みに失敗した Java のスクリプトを 
キャッシュから再を利用しようとするため、画面を開き直しても現象が回避されないことが 
あります。 

または、画面にホい X 巧が表示され、回避できない場合もあります。 

Java のキャッシュ、 Web ブラウザのキャッシュをクリアしてください。 

参サーパが管理不可能と表示される 

サーバが管理不可能と表示された場合は、次の項目を確認してください。 

ネットワーク環境のお認項目 

• LAN ケーブルが正しく接続されていますか？ 

LAN ケーブルを正しく接続してください。 

• ネットワーク機器（ルータ、 HUB など）は正常に動作していますか？ 

ネットワーク機器を確認してください。 

• 「監視対象サーバ」< -- 、 「 SVOM をインストールしたサーバ/パソコン J 間のネットワー 
ク機器において、 SNMP プロトコルの通信ポート （ udp 161番および udp 162番）が遮断 
されていませんか？ 

適昕されている場合は、遮断解除設定を行ってください。 

SVOM (Windows / Linux) をインストールしたサーパ、またはパソコンの確認 
巧目 

< Windows / Linux 共通 > 

-監視巧象サーバに巧して、 ping が通りますか？ 

ping が通らない場合、ネットワーク周りの設定を確認してください。 

• 監視巧象サーバの IP アドレスは正しいですか？ 

監視対象サーバの IP アドレスを確認し、正しい IP アドレスを設定してください。詳細に 
ついては、 「3 丄 4サーバ設定の確認/変更」 （^ P .84) をご覧ください。 

• 監視 巧 象 サーバで 設をされ ている SNMP コミュニティが、「サーバのプロパティ J _ 
「ネットワーク/ SNMP 」 タブー 「コミュニティを J に 設定されています か？ 

コミュニティをが異なる場合、コミュニティぶを合わせてください。 

また、同じ コミュニティ 名が設定されている場合でも、前後に空白が設定されている可能 
性もあります。不要な空白は削除してください。詳細については、 「2.4.7 SNMP 設定のを 
更方■を」（一 P .61) をご覧ください。 
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A トラブルシューティング 


. ネットワークあるいはコンピュータの負荷が高い場合、時間内に処理が終了せず、「管理 
不可能」アイコンが表示される場合があります。 

この場合は、次の手順でポーリング間隔、タイムアウト値、更新間隔を変更し、負荷の低 
下、タイムアウト値の延長を行うことができます。 

し 「サーバの 一覧」 から問題があるサーバを右ク y ックし、表示されたメニューから 
「サーバのプロパティ」一「ネットワーク/ SNMP 」 タブの順にクリックします。 

2. 環境に合わせて設定値を変更します。 


項目 

説明 

ポー y ング間隔 

サーバをポー y ングする時間の間隔です。ここで指定した間隔ごとに、 
システムの情報をサーバに要ホします（デフォルト60秒)。 

タイムアウト 

要ホに対するサーバからの応答に待機する時間です（デフォルト5砂)。 

更新間隔 

表示内容を更新する間隔です（デフォルト60秒)。 



► これらの項目の適切な値は、負荷の状況によって異なります。何度か設定を試してみて最適な 
値を決定してください。 

► タイムァウト値に大きすぎる値を設定すると、本当に管理不可能な場合の反応も遅れてしまい 
ます。大きすぎる植 （12 砂レ: I 上）は設定しないようにして〈ださい。 

監視対をサーバ ( Windows ) の確認項目 

• ファイアウォールにより 、 ICMP ( PING ) または SNMP ポート （ udpl 61 番）が遮断され 
ていませんか？ 

遮断されている場合は、遮断解除設定を行ってください。ファイアウォールの詳細にっい 
ては、インストールしているファイアウォールソフトウェアのマニュアルをご覧くださ 
い。 

• ServerView Windows エージェントがインストールされていますか？ 

インストールされていない場合は、インストールしてください。詳細については、 
『ServerView Windows エージェントューザーズガイド』の「第2章インストール」をご覧 
ください。 

• SVOM で、「サーバのプロパティ」に設定した SNMP コミュニティ名が 、 rsNMP Service J 
のプロパティに設定されていますか？ 

コミュニティ名が異なる場合、コミュニティ名を合わせてください。 

また、同じコミュニティ名が設定されている場合でも、前後に空白が設定されている可能 
性もあります。不要な空白は削除してください。詳細にっいては、 「2.4.7 SNMP 設定の変 
更方法」（一 P .61) をご覧ください。 

• ServerView Windows エージェント （SNMP Service、Server Control Service ) が起動していま 
すか？ 

起動していない場合、起動してください。 

詳細については 、 『ServerView Windows エージェントューザーズガイド』の「3.1 
ServerView Windows エージエントの使用方法」をご覧ください。 
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• ServerView Windows エージェント （SNMP Service、Server Control Service ) が正常動作して 
いない可能性があります。 

ServerView Windows エージェントを再起動してください。 

詳細に ついては、 『ServerView Windows エージェントューザーズ ガイド』一 「3.1.3 
ServerView Windows エージェント の再起動方法」をご覧ください。 

再起動しても、解かしない場合は 、 ServerView Windows エージェントを再インストールし 
てください。 

- SNMP を使用する化製品の影響により、管理不可能となっている可能性があります。 

他製品の SNMP を無劾化してください。 

監視対象サーバ ( Linux ) の確認項目 

• ファイァウォールにより 、 ICMP ( PING ) または SNMP ポート （ udpl 61 番）が遮断され 
ていませんか？ 

遮断されている場合は、遮断解除設定を行ってください。 

ファイアウォールの詳細については、インストールしているファイアウォールソフトウェ 
アのマニュアルをご覧ください。なお、 OS 標準のファイアウォールレくケットフィルタ） 
としては、 iptables、tcpwrapper (/ etc / hosts . deny 、/ etc / hosts . allow ) などがあります。 

• ServerView Linux エージェントがインストールされていますか？ 

インストールされていない場合は、インストールしてください。 

詳細については 、 『ServerView Linux エージェントユーザーズガイド』の「第2章インス 
トール」 をご覧く ださい。 

• SVOM で、「サーバのプロパティ」に 設定した SNMP コミュニティ 名が 、 rsNMP Service J 
のプロパティに 設定され ていますか？ 

コミュニティ名が異なる場合、コミュニティ名を合わせてください。 

詳細については、 「2.4.7 SNMP 設定の変更方法」（一 P .61) をご覧ください。 

• ServerView し mux エーンエントけ nmpd , eecd _ mods _ src , eecd , srvmagt , srvmag し scs ) 河ミ 起動し 
ていますか？ 

詳細については 、 『ServerView Linux エージェントユーザーズガイド』の「3.1 ServerView 
Linux エージェントの 使用方法」 をご覧ください。 

• ServerView し mux エーンエント け nmpd , eecd _ mods _ src , eecd , srvmagt , srvmag し scs ) 河 ^ 止' 吊 ’ 動 
作していない可能性があります。 

ServerView Linux エージェントを再起動してください。再起動手順は次のとおりです。 

# /etc/init.d/srvmagt stop 

# /etc/init.d/srvmagt scs stop 

# /etc/init.d/eecd stop 

# /etc/init.d/snmpd stop 

# /etc/init.d/eecd_mods_src stop 

# /etc/init.d/eecd_mods_src start 

# /etc/init.d/snmpd start 

# /etc/init.d/eecd start 

# /etc/init.d/srvmagt_scs start 

# /etc/init.d/srvmagt start 

再起動しても、解みしない場合は 、 ServerView Linux エージ エン トを再 インス トールして 
ください。 
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• snmpd . conf の中に 「 com 2 sec svSec localhost <SNMP コミュニティ >」行がない可能性が あ 
ります。 

この行がなし、場合は追加してください。 

詳細については 、 『ServerView Linux エージェントューザーズガイド』の「2.4.5 SNMP 設 
定の変更」をご覧ください。 

追加後、次の手順で 、 ServerView Linux エージェントを再起動してください。 


# /etc/init.d/srvmagt stop 

# /etc/init.d/srvmagt_scs stop 

# /etc/init.d/eecd stop 

# /etc/init.d/snmpd stop 

# /etc/init.d/snmpd start 

# /etc/init.d/eecd start 

# /etc/init.d/srvmagt_scs start 

# /etc/init.d/srvmagt start 


.民 HEL - AS 3( x 86)/民 HEL - AS 3( IPF )/民 HEL - ES 3( x 86)を除く Linux において、 snmpd.conf 
の中に次の行がない可能性があります。 

この行がない攝合は追加してください。 

• ServerView Linux エージェント V 4.52 が降の攝合 


master agentx 

• ServerView Linux エージェント V 4.50 (前の攝合 


master agentx 

agentxsocket /var/agentx/master 

追加後、次の手順で 、 ServerView Linux エージェントを再起動してください。 


# /etc/init.d/srvmagt stop 

# /etc/init.d/srvmagt scs stop 

# /etc/init.d/eecd stop 

# /etc/init.d/snmpd stop 

# /etc/init.d/snmpd start 

# /etc/init.d/eecd start 

# /etc/init.d/srvmagt_scs start 

# /etc/init.d/srvmagt start 


• 監視巧象サーバのモデル名が 「 Unknown 」 と表示される 

SVOM 画面において、監視対象サーバのモデルぶが 「 Unknown 」 と表示される攝合がありま 
す。その際は、しばらく時間をおいてから SVOM 画面の「更新」をクリックしてください。 
上記の操作を行っても 「 Unknown 」 と表示される場■合は、次の手順で ServerView エージエン 
卜を再起動するか、 OS の再起動を行ってください。 

• 監視対象サーバが Windows の場合 

ServerView Windows エージエントの再起動方法については 、 『ServerView Windows エー 
ジェントユーザーズボイド』の 「3.1.3 ServerView Windows エージェントの再起動方法」 

をご覧ください。 
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• 監視対象サーバが Linux の攝合 

次の手順で 、 ServerView Linux エージェントを再起動してください。 

# /etc/init.d/srvmagt stop 

# /etc/init.d/srvmagt_scs stop 

# /etc/init.d/eecd stop 

# /etc/init.d/eecd rescan 

# /etc/init.d/srvmagt_scs start 

# /etc/init.d/srvmagt start 

ServerView エージェントの再起動を行っても復旧しない場合は、ハードウェア異常の可能性 
があります。担当保守員に連絡してください。 


• アーカイブファイル、レポートファイルが作成されない 

アーカイブ ファイルに データが格納されていない、または ファイルが 不完全な場合は、ディ 
スクに空き領域がなくなったか、または SVOM によってディスクに空き領域がなくなったと 
半 IJ 断された可能性があります。 

ProgramFiles ¥ Fujitsu ¥ F 5 FBFE 01 内のエラーログファイル 「 ArchErr . log 」 で、アプリケ'—ショ 
ンに何らかのエラーが起きていないかどうかを確認します。ディスクに空き領域がないこと 
が原因で SVOM が ArchErr.log ファイルに書き込みを行えない場合は、エラーダィアログが 
表示されます。 

ディスクの空き領巧がなくなった場合は、一部のファイルを移動することで問題を解かでき 
ます。ディスクに空き領域が残っている場合は、 SVOM を再起動します。また、ファイルを 
チェックしてコンピュータを再起動する方法も有効です。 

レポートファイルにデータが格納されていない場合も、上記と同じ理由が考えられます。 

♦リモートサービスボードを搭載したが SVOM に認識されない 

ServerView エ'—ジェントをインスト ' —ルした直後、またはリモ ' —トサ'—ビスボ'—ドを搭載し 
た直後の OS 起動時に、リモートサービスボードが SVOM に認識されない場合があります。 
OS を再起動してください。 

参「電源/環境」画面で情報が正しく表示されない 

「電源/環境」画面では、情報が正しく表示されるまでに多少時間がかかる場合があります。 
しばらく時間をおいてから、再度操作してください。 

参エラーメッ七ージバッファの内容が'表示されない 

「アクション」画面で、エラーメッセージバッファの内容が表示されない場合があります。 
しばらく時間をおいてから、再度操作してください。 

参 SVOM の起動に問題が発生した 

SVOM の起動に問題が発生した場合は、 SVOM ディレクトリ内の rcTTxxxx.tmpJ (xxxx = 
0000〜 FFFF ) ファイルを削除してください。 
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参デバイスの表示ができない 

外部記憶装置のアダプタあ 「 Adaptec/DPT SCSI Raid 3200 ControllerJ を選択して「デバイスの 
表示」を行う場合は、をスロットの表示を確認してください。 

「デバイスの表示」画面の「アダプタ上のシステムドライバ」の表示は、サポートしていませ 
ん。 

• SVOM での、 J ビルドの状況が表示されない 

RAID 0+1構成において、 SVOM ではリビルド状況が表示されません（〇〇/〇表示)。 
RAIDmanager を使用して確認してく ださい （StorageManager / ServerView RAID ) 。 


• 「システム識別な表示」が表示されない 

監視対象とする機種が次の機種の場合には、システム識別灯はありません。 


PRIMERGY BX 600 
PRIME 民 GY BX 660 
PRIMERGY BX 620 S 2 
PRIMERGY BX 620 S 3 
PRIMERGY BX 620 S 4 
PRIMERGY BX 620 S 5 


PRIMERGY ECONEL 30 PRIMERGY Cl 50 

PRIMERGY ECONEL 40 PRIMERGY RX 800 

PRIMERGY ECONEL 100 PRIMERGY TXlOO SI 

PRIMERGY ECONEL 100 S 2 


監視対象機種が上記の機種が外の場合 

次の手順でエージェントを再起動することにより、「システム識別灯表示」が表示されるよう 
になります。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプ□グラム」一 「Fujitsu ServerView 」 一 
「ServerView Agents 」 一 「Diagnostic Tools 」 一 rRestart ServerView Base 
Service 」 の順にクリックします。 

rRestart Services ] 画面が表示されます。 

2 r Restart J をクリックします。 

3 再起動が完了すると 「Restart Services completed successfully!j と表示され 
るので、 「 Exit 」 をクリックしてください。 



► 通常は 「Restart ServerView Base Services 」 を起動しないで〈ださい。 

• GAM クライアントの二重起動 

SCSI アレイコントローラカード （ PG -142 E ) の GAM クライアントを開いているが態で、 
SVOM から GAM クライアントを開こうとした（外部記憶装置画面の「設定」をクリック） 
場合、次のメッセージが表示されます。動作に問題はありませんので、本メッセージウイン 
ドウを閉じてください。 

Can't write Profile for error #123 

-意味：ファイルを、ディレクトリ名、またはボリュームラベルの構文が間違っています。 
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参電圧/環境グループのステータスアイコンが正常にも関わらず、個々の電圧七ンサ 
やミち度センサのステータスが異常（電圧：下限を超えています/上眼を超えていま 
す、温度：ま/ホ）を示すことがある 

電圧/温度センサ値が、異常値から正常値（しきい値内）に復帰した場合でも、ある一定値 
な内に戻るまでセンサのステータスはそのまま異常状態を表示し続けます。これは、しきい 
値付近で電圧/温度値が遷移した場合に、頻繁に電圧/温度異常イベントや、電圧/温度正 
常イベントが頻発するのを防ぐための処置です（一般的にこの一定値をヒステリシスと呼び 
ます)。 

一方、電圧/環境グループのアイコンは、電圧/温を七ンサ値がしきい値内であれば、ヒス 
テリシスに関係なく正常アイコンを表示するため、このような現象が発生します。 

本現をが起きても、電圧/温度値は正常のため特に問題ありません。 

参システム起動時、または SVOM 起動時にエラーメッ七ージが表示される 


システム 起動時、または SVOM 起動時に ServerLis 垃 ervice が起動できない旨の次の メ ッ七一 
ジが表示された場合は、次の対処を行ってください。 

Can't read the ServerList from ServerView database The service stopped 


Windows の場合 

Active Directory (ドメインコントローラ）や DNS サ'—ノくが構築されている環境において、シ 
ステム起動時に上記メッセージが表示される場合があります。 

ナーバ 起動時の サービスの 起動にかかる時間のタイ ミング により、 ド メイ ンコントローラが 
立ち上がる前に SVOM が SQL Server に接続を試みることがあります。この際、認証が失敗 
し上記のメッセージが表示されることがあります。 

次のをサービスの起動を遅延させることで、この現象を抑止できます。 

• MSSQL$SQLSERVERVIEW 

• Fujitsu ServerView Services 

Linux の場合 

postgres が停止しているときや、 / etc/hosts に localhost (127.0.0.1) の定義が行われていないと 
きに表示される攝合があります。 postgres が正常に起動しているか、または/別 c/hosts に定義 
もれがないかを確認してください。 

• SQL Server のトランザクシヨンロダが肥大化する 

rSQL Server Agent J サービスが停止した場合、バックアップファイルが作成されません。こ 
の 影響で SQL Serv がの トランザクションログが肥大化し、システム性能が低下する可能性が 
あります。このため、常に 「SQL Server Agent 」 サービスが動作している必要があります。 
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参お続テストが正常とならない 



すべてのち続テスト結まが正常ではない場合 


状況 

原因 

対処 

PING の通信が 
できていません。 

LAN が接続されていない、または LAN 
の接続経路が確立されていなレ、場合が 
あります。 

- PING が通りますか？ PING を有効に 
してください。 

- PING の応答がない場合、接続テスト 
は実行されません。 

- PING が通るように LAN 環境を見直 
してください。 

対象のサーバがファイアウォールで通 
信遮断されている場合があります。 


M 旧 II チェックが正常ではない場合 



状況 

原因 

対処 

SNMP サービス 
から応答があり 
ません。 

ファイアウオールなどで SNMP (Port 
161/162) 通信が遮断されていません 
か？ 

ファイアウォールの設定を確認してく 
ださい。 

SNMP サービスは起動していますか？ 

SNMP サービスを起動してください。 

SNMP の設定で管理サーバの IP からの 
書き込みが抑止されていませんか？ 

SNMP の設定 (SNMP Service のプロパ 
ティ / snmpd . conf ) を確認してください。 
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インベントリ M 旧チェック/アドレスタイプが正常ではない場合 



ドージが表モミれましを 「「「11 1哥-| ^./ 慢規斉みサイト I は話モ-ド:無な_ I \ m % ，^1 


状況 

原因 

対処 

ServerView エ'— 

ジ;11ントから応 
答がありません。 

ServerView エージュントは起動してい 
ますか？ 

ServerView エージェントを起動（再起 
動）してください。 

ServerView エージュント起動後にサー 
バの設定などを変更していませんか？ 

ServerView エージェント、 SNMP サー 
ビスを再起動してください。 


テストトラップが正常ではない場合 



ドージがをモミれましを 「「「11 ILi'l ^ .，•悟病'ミみサイト If 纖-ド:療巧_ I \ m % ，^1 
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テストトラップを受けていないのか、受けているが正常にならないのか確認をしてください。 


状況 

原因 

対処 

トラップを受け 
ていません。 

管理サーバからトラップを受け付ける 
設定になっていますか？ 

SNMP Trap サービスが起動しているか 
確認してください。 

SNMP の設定 (SNMP Service のプロパ 
ティ / snmpd . conf ) を確認してください。 

対象サーバの Trap 送信先はあっていま 
すか？ 

SNMP の設定 （SNMP Service のプロパ 
ティ / snmpd . conf ) で送信先を確認して 
ください。 

対象サーノくの ServerView ェージェント 
が V 4.00 より前のバージョンではあり 
ませんか？ 

ServerView ェージェント V 4.00より前 
のバージョンのテストトラップは 

SVOM では認識しません。 


参 Windows Server 2008 / Windows Vista で IIS を使用するとサーバリスト画面で 
エラーとなる 

Windows Server 2008または Windows Vis はに IIS を Web サーバに指定して SVOM をイ ンス 
トールした場合、 SVOM の初巧画面は起動しても、サーバリストなどのを画面を選択すると 
「アプリケーションの起動に失敗しました J とメッセージが表示される場合があります。 
これは、 SVOM の インス トール時に MIME 設定に必要な項目が設定できなかった場合に発生 
します。 IIS マネージャで次の項目を確認し、必要に応じて設定を追加してください。 

■f 「スタート」ボタンー「管理ツール」一「インターネットインフォメ ーシヨン 
サービス ( IIS ) マネージャ」の順にクリックします。 

2 左側のツリーで、「サイト」一 「Default Web Site 」 の順にクリックします。 

3 ワークスぺース（機能ビユ ー） より 「 MIME の種類」アイコンをダブルクリッ 
クします。 

4 表示される MIME —覧で、次の MIME 設定が巧在するか確認します。 

存在しない場合は、画面右の「操作」メニューから「追加」をクリックし、表示され 
た画面で MIME 設定を追加してください。 


フアイル拡張モ 

MIME の種類 

".confi 

text/plain 

". properties " 

text/plain 

M " 

text/plain 

". vtlOO " 

text/plain 

". vtl 00+" 

text/plain 
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■ SVOM の留意事項 

参 SVOM の終了操作について 

SVOM を終了するときは、開いているすべての SVOM 画面を終了してください。 


参メモリモジ ユー ルのマルチビットエラーについて 

メモリモジュールでマルチビットエラー （ UnCorrectable ) が発生した場合、発生した場巧、 
タイミングによっては OS が動作できなくなるため、エラーが報告されない場合があります。 

参ハードディスクキャビネットに対するアクション設定について 

ハードディスクキャビネットに対するファン、および温度七ンサ異常時のアクション設定は 
無効です。 

参 UPS (無停電電源装置）監視について 

高機能無停電電源装置 （ Ne 中 owerProtect シリーズ）の監視において、 UPS 装置管巧に使用し 
ている管巧ソフトウェア （ N 郁 owerView F ) のバージョンが V 4.8 な前の場合、次のことに注 
意してください。 

• UPSConfiguration で UPS 接続設定を行うと、電源ウィンドウ中に UPS の図が表示されま 
すが、正常状態においても、電源ケーブルが常に赤色（異常）表示となります。 

• UPS の状態は、 UPS 装置に添付されている管巧ソフトウェア (NetpowerView F ) で確認し 
てください。 

参「アクション」画面について 

再起動オプションで、「リスタート」または「シャットダウン & Off 」 を選択し、「0分」ほ P 時 
にシャットダウン）を指をした場合、直後に Abort Shutdcwn を実行しても無効になります。 

参 WOL (Wakeup On LAN ) 機能について 

WOL (Wakeup On LAN ) 機能によって、クライアントから LAN 経由でサーバ本体の電源を入 
れた場合、「アクション」画面内の「電源巧入要因」が 「 N / AJ 表示になる場合があります。 

参「オペレーティングシステム」画面について 

OS が Windows の場合、「オペレーティングシステム」画面の「グローバル情報」の「奧在の 
七ッシ ョン」 と「ピーク七ッシ ョン」 は未サポートです。 

参 「 ASR のプロパティ」面面での操作について 

「ファン」設定において、任意の「ファン」を選択し、「シャットダウン-電源断」を指をする 
場合、すべての有効なフアンについて設をを行ってください。 


参 SVOM のステータスアイコン表示について 

次の条件をすべて満たすとき、ステータスアイコンが故障状態になる場合があります。 
• 監視対象サーバにおいて 

• OS の起動時 

• ServerView 監視プログラムがすべて起動するまでの間 
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監視対象サーバが正常な場合、 ServerView 監視プログラムがすべて起動されると、 アイコン 
は正常に表示されます。 

• 「外部記憶装置」面面について 

-「接続スロットアダプタ」が正常に表示されない®合があります。しばらく時間をおいて 
から、画面を再表示してください。 

-「接続されたデバイス数」が正しく表示されない場合があります。「デバイスの表示」画面 
で、「接続されたデバイス数」を確認してください。 

• Windows のタスクスケジユーラによる定期 SQL バックアップについて 

ServerView Windows コンソールのインストール後、定期的に SQL のバックアップを行うた 
め、次のタスクがタスクスケジューラにより動作します。 

• JobServerViewHourly 

1時間ごとにロダの差分をバジクアップします。 

• J ob Server v lewDaily 

1 日ごとにデータベースの差分およびロダの差分をバックアップします。 

• JobServerviewLongInterval 

1週間ごとにデータベースをフルバックアップし、ロダを初期化します。 

データベース バックアップ ファイル、 および データベースログファイルは 次の攝所に格納さ 
れます。 

• データベースバックアップファイル 

C:¥Program Files¥Fujitsu¥F5FBFE01¥Sqldb¥ServerViewDBData.bak 

監視対象サーバ数、受信トラップ數により増加します。 

. データベースログファイル 

C:¥Program Files¥Fujitsu¥F5FBFE01¥Sqldb¥ServerViewDBLog.bak 

発生したトランザクション（トラップの受信など）により増減します。 

上記ジョブが動作しない、または動作できない®合、 SQL のログファイル、および上記の 
bak ファイルの容量が増加します。タスクスケジューラの動作ロダやジョブ実行時間を確認 
し、必要に応じて変更してください。 
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■ ドメインコントローラへの昇格、ドメインコント□-ラからの降巧 

SVOM がイ ンス トールされているサーバをドメ インコン トローラに昇格、またはドメイ ンコ 
ントローラから降格する場合は、次を実施してください。 

なお、すでに ドメインコントロー ラとして構成されているサーバに SVOM をイ ンス トールす 
る場合は、巧処の必要はありません。 

ドメインコントローラへの昇格/降格のパターン 


昇格/降格のパターン 

Q 

© 


@ 

© 

⑥ 

ドメイン：ドメインコントローラ 


昇格 

昇格 

丄 


丄 

ドメイン：メンバサーバ 

昇格 

下 

T 

降格 

丄 

丄 

グル'ープ：メンノくサーノく 

T 


T 


降格 

降格 


パターン①⑤の場合、対処のお'要はありません。 
パターン②③④⑥の場合、次の対処が必要です。 


• SQL Server 2000または MSDE を f ま用している場合 

「• SVOM のアンインストール/インストールが必要な場合」 （^ P .275) または 「>タス 
クの再設定が必要な場合」 いの 76) のどちらかを実施してください。 

• SQL Server 2005 (Express Ed 出 on を含むすべての エディションが 対■象）を使用している場 

么 

「• SVOM のアンインストール/インストールがお要な場合」 （^ P .275) を実施してくだ 
さぃ。 

参 SVOM のアンインストール/インス I ルがお要な場合 

SVOM で設をしたデータの退避、復元が可能です。 「2.7データベースのバックアップとリス 
トァ」卜 P '69) を ご覧ください。 

1 SVOM をアンインス!ルします。 

「2.5.1 SVOM for Windows のアンインストール I P .64) 

之 SQL Server の SQLSERVERVIEW インスタンスをアンインス I ルします。 

3 「コントロールパネル」一「タスク」の順じクリックし、 「 JobServerView 〜」 
で始まるタスクが存在していた場合は、それらをすべて削除します。 

4 ドメインコントローラへの昇格（または降格）を行います。 

5 SVOM をインストールします。 

SVOM に同栖されているものな外の SQL Server を巧用する場合は、 SVOM をインス 
トールする前に、あらかじめ SQL Serv なをインストールしておく必要があります。 
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参タスクの巧設定が必要な場合 

1 ドメインコントローラへの昇格、降格を行います。 

2 「コント ロール パネル」一「タスク」の順にクリックします。 

rjobServerView ~J で始まる SVOM のタスクが 4 つ登録されています。 

3 これらのタスクを右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 

プロパティが表示されず、次のメッセージが表示された場合は、 手順 4 に進んでくだ 
さい。プロパティが表示された場合は対処の必要はありません。 

エラー： 

0 x 8007000 d : データが無効です。 

4 Microsoft 社のサポート技術情報 (http://support.microsoft.com/kb/ 82290 4) の 
回避策じある 「d42* ファイルの再作成」を行います。 

タスクスケジューラに SVOM な外のタスクがスケジュールされていた場合、タスクの 
作成をなどに上記の回避策を行って問題がないか、またタスクの再スケジュール方法 
などを確認した後に、上記の回避策を行ってください。 

5 SVOM のタスクの再スケジユールを行います。 

1. 管理を権限を持ったアカウントで、対象 SVOM が動作しているサーバ/パソコン 
にログインします。 

2. ホのバッチファイルを実行します。 

• IIS の場合 

C:¥lnetpub¥scripts¥ServerView¥Tools¥SVSqlJobsSchtasks.bat 

• Apache2.0 / Apache2.2 の場合 

C:¥Program Files¥Fujitsu¥F5FBFE01¥ServerView Service¥scripts¥ServerView 
¥Tools¥SVSqlJobsSchtasks.bat 

「タスクの設定が正常に終了しました。」と表示されれば終了です。 

上記メッセージが表示されない場合や、エラーが表示された場合は、再度バッチ 
ファイルを実行してください。 
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A .3 イベントマネージャの卜 7ブルシ ューティング 

■ イベント マネー ジヤに関する Q&A 


参 Microsoft の Virtual Machine JU かの VM と共巧しても大丈夫ですか？ 

Microsoft Virtual Machine (ノくージョン 5.0.3309 上）と他の Virtual Machine (例えば、 Sun 
JavaVM) が同じマシンに共存していても、 SVOM は正常に動作します。 

参プロキシを使用したい場合、例外に riocalhostj を登録してもイベントマネージャ 
は正常動作しますか？ 

riocalhostj を指定してもシステムによっては正常動作します。ただし、自マシンの IP アドレ 
スを入力するようにしてください。 

参メール送信テストのエラーコードはどんな意ホですか？ 

イベントマネージャでメール送信テストを行い、エラー復帰した場合は、下表をご覧くださ 

い。 

復帰エラーコードが下表な外の場合は、弊社にお問い合わせください。 


エラーコード 

内容 

1: 

SMTP server error 

2: 

Mail server error, wrong from or to address ? 

4001: 

Malloc failed (possibly out of memory). 

4002: 

Error sending data. 

4003 

Error initializing gensock.dll. 

4004: 

Version not supported. 

4005: 

The winsock version specified by gensock is not supported by this winsock.dll. 

4006: 

Network not ready. 

4007: 

Can't resolve (mailserver) hostname. 

4008: 

Can't create a socket (too many simultaneous links?) 

4009: 

Error reading socket. 

4010: 

Not a socket. 

4011: 

Busy. 

4012: 

Error closing socket. 

4013: 

Wait a bit (possible timeout). 

4014: 

Can't resolve service. 

4015: 

Can't connect to mailserver (timed out if winsock.dll error 10060) 

4016: 

Connection to mailserver was dropped. 

4017: 

Mail server refused connection 
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参 SVOM をアンインストールする前にアラーム設定を退避できますか？ 

退避、復元可能です。なお、復元は同ーバージョンの SVOM に巧してのみ可能です。 

ただし、化の設定情報も同時に退避、復元されます（アラーム設をのみの退避、復元は行え 
ません)。詳しくは、 「2.7データベースのバックアップとリストア」 （^ P .69) をご覧くださ 

い。 

• 特定の重要度のアラームのみをポップアップ通なするように設定できますか？ 

アラームの重要度に応じて、ポップアップ通知するように設をできます。 

「3.5.5アラーム設定（共通設を)」（一 P .171) を ご覧ください。 

■ イベントマネージャのトラブルシユーティング 

参イベントマネージャが起動しない 

次の場合にイベントマネージャが起動できなくなります。 

コンピュータ名または IP アドレスを変更した場合 

イベントマネージャをインストール後に、システムのコンピュータ名または IP アドレスをを 
更した場合、イベントマネージャは正しく動作しません。 

「スタート J ボタンから rchange Computer Details ] を実行してください （「2.4.6インストール 
後のコンピュータ情報変更」 （^ P . 如） ）。 

プロキシサーバを設定している場合 

Web ブラウザでプロキシサーバを巧用する設をになっている場合、イベントマネージャの画 
面が表示されない場合があります。管理用のサーバまたは管理端末では、自分自身への接続 
にプロキシサーバを f ま用しないよう、 Web ブラウザの設定で「例外 J に IP アドレスを登録し 
てください。 

LAN を接続しない状態でイベントマネージャをインストールした場合 （Windows 
Server 2003の場合のみ） 

次の手順を行ってください。 

1 サーバの LAN を接続します。 

2 サーバの IP アドレスを設定します。 

3 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「Fujitsu ServerViewj 一 
「Operations Manager 」 一 「 ChangeComputerDetails 」 の順じクリックし、新 
しいコンピュータ情報を設定します。 

4 サーバをち起動します。 
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参テストトラップがタイムアウトになってしまう 

テストトラップがタイムァウトした場合、次の設定を確認してください。 

SVOM (Windows / Linux) をインストールしたサーハ‘、またはパソコンの確認 
巧目 

< Windows / Linux 共通 > 

• タイムァウト時間が短い 

ネットワークの状態によっては、デフォルトのタイムァウト時間では短い場合が考えられ 
ます。ネットワーク環境を確認したうえで、タイムァウト時間を延ばしてください。 
タイムァウト時間設を にっいて は、 「3丄4サーバ設をの確認/変更 J P .84) 一 「 r ネッ 

トワーク/ SNMP 」 タブ J のタイムアウト値をご覧ください。 

• アラームモニタの 「除外 アラームー覧」 において、テストトラップが除外されていません 
か？ 

除外されている場合、「除外ァラームー覧」より、 「 Testtrap 」 （テストトラップ）を選択 
後、「削除」をクリックして消してください。アラーム除外設定の詳細にっいては、 「3'5'1 
アラーム モニタ」 （^ P .139) - 「■アラームの除外/除外一覧」 （^ P .142) をご覧くだ 
さい。 

< Windows > 

• ファイァウォールにより、 SNMP トラップ受信ポート （ udpl 62 番）が遮断されていませ 
んか？ 

遗昕されている場合は、遮断解除設定を行ってください。 

ファイアウォールの詳細については、インストールしているファイアウォールソフトウェ 
アのマニュアルをご覧ください。なお、 OS 標準のファイアウォールとしては、 
iptables、tepwrapper (/ etc / hosts . deny 、/ et : c / hosts . allow ) などがあります。 

• 「Fujitsu ServerView Services 」 および 、 「SNMP Trap Service 」 が停止していませんか？ 
停止している場合は、サービスを起動してください。 

また、停止していなくても、異常なが態になっている可能性が考えられますので、サービ 
スを再起動してください。起動方法にっいては、 「3.9 SVOM の システム サービス」（一 
P .222) をご覧ください。 

• Systemwalker がインスト ■ —ルされていませんか？ 

Systemwalker がインストールされている場合、 SNMP トラップが受信できない場合があり 
ます。この場合は、コマンドプロンプトで、次のコマンドを実行してください。 

> mpmsts ON 

なお、コマンドの 場所に っいては、ファイル 検索を行うか 、 Systemwalker のマニュアルを 
ご覧く ださい。 また、 コマンドの 詳細に っいては、 Systemwalker のマニュアルを ご覧く だ 
さい。 

< Linux > 

• ファイァウォールにより、 SNMP トラップ受信ポート （ udpl 62 番）が遮断されていませ 
んか？ 

遮断されている場合は、遮断解除設定を行ってください。 

ファイアウォールの詳細については、インストールしているファイアウォールソフトウエ 
アのマニュアルをご覧ください。なお、 OS 標準のファイアウォールとしては、 iptables . 
tcpwrapper (/ etc / hosts . deny 、/ etc / hosts . allow ) などがあります。 
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• rsv_fwdserver (イベントマネージャ）」および、 「 snmptrapd 」 が停止していませんか？ 
停止している場合は、サービスを起動してください。 

また、停止していなくても、異常なが態になっている可能性が考えられますので、サービ 
スを再起動してください。起動方法については、 「3.9 SVOM のシステムサービス」（一 
P.222) をご覧ください。 

監視対まサーバ （ Windows ) の確認項目 

• SNMP サービスのセキュリティ 設をにおいて、ご使用の コミュニティ に対する権利が、次 
の設定になっていることを確認してください。 

• Windows Server 2008 / Windows Server 2003 / Windows XP の場合 
「読みとり、書き込み」または「読みとり、作成」 

• Windows 2000 Server の場合 

「READ_W 民 ITE」 または 「民 EAD C 民 EATE」 

詳細については、 『ServerView Windows エージェントユーザーズガイド』の「2.2.1 TCP/IP 
プロトコルと SNMP サービスのインストール」をご覧ください。 

• SNMP サービスのトラップ送信先設定に、 SVOM がインストールされているサーバまたは 
パソコンの IP アドレスが設定されていますか？ 

設定されていない場合は、設定を行ってください。 

詳細については、 『ServerView Windows エージェントユーザーズガイド』の「2.2.1 TCP/IP 
プロトコルと SNMP サービスのインストール」をご覧ください。 

監視対まサーバ ( Linux ) の確認項目 

• snmpd . conf の snmp アクセス設定において、 write が許可されていますか？ 
snmpd . conf 内の 「 access 」 行の write 権限設定を確認してください。 

例） access 行の write 部分に view 行で設定している 「 svView 」 が設定されていること 


# name incl/exc 丄 subtree mask(optional) 

view svView included .1 





# 

group context sec.model 

sec.level 

prefix 

read 

write 

notif 

access 

svGroup "" any 

noauth 

exact 

svVie 的 

svView none 

t この部分 


• snmpd . conf のトラップ送信先設定に、 SVOM がインストールされているサーバまたはパソ 
コンの IP アドレスが設定されていますか？ 

設定されていない場合は、設定を行ってください。 

詳細については 、 『ServerView Linux エージェントユーザーズガイド』一「2.4.5 SNMP 設 
定の変更」一「■トラップ送信先の変更」をご覧ください。 


• アラームモニタが自動更新されない 

自動更新がチェックされているか確認してください。 

また、チェックされているにもかかわらず、アラームモニタの画面が更新されない場合は、 
アラームモニタを再起動、またはブラウザの更新機能で再読み込みを行ってください。 
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• 受信したトラップの"サーバ"がサーバ名や IP アドレスとならず、0.0.0.0と表示さ 
れる 

SVOM /エージエントでは SNMP のバージョン vl のみサポートしています。 

SNMP バージョンが vl な外 （ v 2 など）になっていないか確認してください。 vl ではない場 
合、 vl にを更してください。 

■ イベントマネージャの 留意事項 
参アラームの削除について 

「共通設定」画面で、指をした経過日数な上のアラームを削除するように設をできますが、こ 
の削除は指定日数経過後、新たにアラームを受信したときに実行されます。 

参ウィンドウの操作について 

を画面において、「画面の最大化」、「標準に戻す」を操作しないでください。画面が乱れる場 
合があります。乱れが生じた場合には、その画面を閉じて再度起動してください。 

参メールお送について 

MAPI によるメール転送はサポートしていません。 

参処理中の画面を終了するときのを意 

処理中の画面（例えば、アラームモニタで多くのアラームを削除するような処 a を行った場 
合など）は、処理が完全に終 T するまで画面を終了しないでください。 

処理が完全に終了する前に画面を終了すると、処理が中止され正常に動作しません。 

参 RomPilot トラップについて 

RomPilot トラップに関するアラームにおいて、 MAC アドレスが正しく表示されない場合が 
あります。 

参イベントログ格納 

次のすべての条件にあてはまる場合に、アラームが発生し続けることがあります。 

• システムに SVOM がインストールされている場合 
. 自サーバを監視対象としている場合 

• アラームの設をにおいて、次のいずれかの設定となっている場合 

-「共通設定」画面の「重要度の選択」で 「 A ) OS のイベントログに書き込む」のいずれ 
かの重要度が有効 

.アラーム ルール 設をで、自サーバからのアラームに対するアクションとして「イベント 
ログ J が有効 

アラームの設定において、上記設定を無効にすることで回避できます。 
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参 AC 切断/投入時のアラームについて 

AC 切断/お入 （ UPS によるスケジュール運転を含む）によるシステム起動で、メッセージ 
が表示されたり、イベントログ（エラー）が格納されたりする場合があります。システム動 
作には影響ありません。 

表示されるメッセージは、次のとおりです。 

Alarm received from server ServerName 
An error was recorded on server ServerName. 

See server management event / error log 
(Recovery) 

for detailed information 

格納されるイベントログは、次のとおりです（ソース ： ServerView Server Control ) 。 

An error was recorded on server N400. See server 
management event / error log (Recovery) for 
detailed 
information. 


• ブロードキャスト転送について （Windows Server 2003 / Windows XP の場合） 

ご使用の Windows Messenger サービスの問題により、ブロードキャスト転送が正しく実行さ 
れない場合があります。 

このサービスが正しく動作しているかどうかをテストするためには、コマンドプロンプトを 
開いて、次のコマンドを実行してください。 

-ドメインの全ユーザにがするブロードキャスト転送をテストする場合 

net send * く messaae> 

または 

net send /domain : <vourdomain> <message> 

• セ ッション 中の全 ユーザに がする ブロー ドキャスト転送をテストする場合 
net send /users く message> 

• 特定の全ユ'—ザに亥ホするブロ ■ —ドキャスト転送をテストする場合 
net send く user> く message> 

これらのテストが1つでも失敗した場合は、ネットワークを確認してください。 



► テスト結果のメッセージが正常終了であった場合でも、ドメインのアドミニストレータに対する 
「net send 」 は常に動作しないように見えます。 


参アラームお送の起送モードについて 

アラーム転送の転送モードは、「通常」とレくススルー」の2種類が指をできます。 

レ i ススルー」指を時は、転送先のアラームモニタには、転送したアラームタイプが表示され 
ます。 


ServerView Operations Manager ューザーズガイド 

282 








A トラブルシユーテイング 


■ 認証についてのメツ七ージ 「Unauthorized message received 」 について 

認証 メ ッセージ 「 Unau 也 orized message received 」 は、サ ー ノく上の SNMP サービスが 「許可 さ 
れていないアクセス」を受けたことを表しています。 

SNMP サービスは「許可されていないアクセス」を受けたことを SNMP トラップによって通 
知します。このトラップは通常の SNMP トラップと同様に処理されます。 

SVOM でこのトラップが受信された攝合は、イベントロダ / syslog に 「Unauthorizedmessage 
received 」 が記録されます。 

• SNMP サービスのアクセス許可について 

SNMP サービスのアクセス許可に関しては次の2つの要因があります。 

• IP アドレス、またはホスト名 

• SNMP コミュニティを 

アクセス許可/不許可は次のようになります。 

-アクセス許可 

「許可された IP アドレス、またはホスト」からのアクセスであり、かつ「許可されたコ 
ミュニテイ 名」によるアクセス 
-アクセス不許可 

「許可されていない IP アドレス、またはホスト」もしくは「許可されていないコミュニ 
テイ名」によるアクセス 

次はアクセス許可設定のデフオルト値の詳細です。 


項目 

Windows 

Linux 

確認する箇所 

SNMP サービスのプロパティの 
「七キュリティ」タブ 

/etc/snmp/snmod.coni の 「 com2sec 」 ネ了 

IP アドレス 

「すべてのホス ト からの SNMP パ 
ケッ トを受け付ける」 

( すべての IP アドレス/ホス ト から 
のアクセスを許可） 

「 localhost 」 と 「 default 」 

SNMP コミュニティ名 

「 public 」 

「 public 」 


SNMP 管理ソフトウェアは 、 SNMP コミュニティ 名にデフォルト値 「 public 」 を 使用してアク 
セスします。 SNMP サービスの設定を次のように変更すると、認証メッセージが表示される 
可能性が高くなります。 

• 特定の IP アドレスからのアクセスのみを許可する 
• 「 public 」 が外の SNMP コミュニティ 名によるアクセスのみを許可する 
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A .4 その化 

■ —般的な Q&A 


• rServerView Remote Connector 」 って何ですか？ 

ServerView エージェントによって、インストールされるサービスです。 

SVOM のパフォーマンスマネージャ機能である「レポート」を採取するときに、データの 
ピーク値を検出するために用いられるサービスです。 ServerView エージェントをアンインス 
トールすると同時に削除されます。 

• System walker と共存させる場合、 Systemwalker を先にインストールする必要が 
ありますか？ 

どちらが先にインストールされても問題はありません。ただし、同ーマシン上に 
Systemwalker と SVOM を共存させる攝合には、コマンドプロンプトで MPMSTS ON を実行し 
てください。実行しない場合は、 Systemwalk がと SVOM ともに、そのマシン上でトラップを 
受信できなくなります。 

• Linux 上で Systemwalker と共巧させる場合の注意点はありますか？ 

AlarmService (イベントマネージャ）を削除しないでください。 OS が起動しなくなるおそれ 
があります。 

SVOM ではモジュールの個別アンインストールはサポートしていません。 

ポート競合の問題を解みするためには 、 「ServerView Trap 転送サービス」 （ SMAWtrpsv ) を使 
用してください。 

SMAWtrpsv は、 ServerView Operations Manager [ Linux ] インストールモジュールの次のフオル 
ダに格納されています。詳しくは、 readme . txt をご覧ください。 

./S vmanage/LinuxS VOM/Too ls /1 rapForwardingl 001 


• SVOM から監視できるサーバの数は何台ですか？ 

インストールされているデータベースにより監視できるサーバの数が異なります。 

「 MSDE 2000」、または 「Microsoft SQL Server 2005 Express 」 がインストールされている場合、 
500台が下のサーバを監視するのに適しています。 

「Microsoft SQL Server 2000しまたは 「Microsoft SQL Server 2005」がインストールされている 
場合、監視できるサーバの数に制限はありません。 

SVOM は、サーバを監視する際、 SNMP サービスを使用して情報を採取しています。そのた 
め、監視対象サーバの台数が増加すると、それに応じてネットワークの負荷が大きくなりま 
す。 


• SVOM をインストールすると、 At * ( ID 香号）の名前で登録されるタスクは何の役 
割をしていますか？ 

Webserver に ServerView Web - Server を選択して SVOM のインストールを行つた場合、タスク 
スケジューラに At * ( ID 番号）のぶ前でタスクが登録されまず。 

このタスクでは、 Webserver のログファイルの肥大化を抑止しています。 
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タスクのスケジューラを無劾にする攝合には、定期的に次のファイルサイズに注意してくだ 
さい。 

[システムドライブ ] :¥Program Files ¥ Fujitsu ¥ F 5 FBFE 01 ¥ServerView Services 
¥ WebServer ¥ logs ¥ access.log 

■ Systemwalker 連携のトラブルシユーティング 

Systemwalker/CentricMGR 連携を行うために SNMP トラップを換ファイルを登録したときに、 
次のメッ七ージが表示されることがあります。この場合は、 Windows ディレクトリに保存さ 
れているログファイル（例： C:¥WINN 巧 F 5 FBSW 01. log ) を添えて、システムエンジニア 
& E ) にご連絡ください。 


エラーコード 

エラーメッセージ/解説 

対処 

2006 

error detected in CNSetCnfMg.exefSystemwalker). 

システムエンジニア 
(SE) に連絡してく 
ださい。 

Systemwalker のコマンド (CNSetCnfMg.exe) でエラーが発生 
しました。 

2008 

fail to launch CNSetCnfMg.exe(Svstemwalker) 

Systemwalker のコマンド (CNSetCnfMg.exe) の起動に失敗し 
ました。 Systemwalker がインスト ■ ールされているフォルダに、 
CNSetCnfMg.exe が存在するか確認してください。 

上記な外 

上記が外のエラーメッ七ージ 


■ブラウザのトラブルシユーテイング 

ブラウザは常に正常に動作するとは限りません。多数の原因が考えられ、その影響もさまざ 
まです。 

参 SVOM では、現在電源が入つているコンピユータしか検出されない 

Microsoft Windows ネットワークの走査中に一部のネットワーク情幸良が検出されないことがあ 
ります。 

この現象は、ネットワーク情報を取得するために Windows が使用している方法（ブロード 
キャスト方をの使用）により発生します。 


参七キュリティポリシーの設定により、ドメインにアク七スできない 
参ドメインサーバにアク七スできないために、ドメインにアクセスできない 

参他のネットワークシステム （ NetWare サービスなど）がアク七スできない 

タイムアウトの期限を超えた後、ブラウズ操作がキャンセルされます。ただし、これには数 
分かかることがあります。 

参ブラウザが完全に失敗し、ブラウザウィンドウを数分間ブロックしている 

ブラウザウィンドウがブロックされたり、ブラウザ処巧中に SVOM 全体がブロックされたり 
することがあります。この現象は、 Windows NT ドメインに問題がある場合や、ネットワー 
ク パフォーマンスが非常に悪い場合に発生します。 

この場合は、そのブラウザ機能を使用しないでください。 
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参 IP アドレスに対するコンピュータをの解ホに時間がかかる 

ログインコンピュ ■ —夕で Windows Internet Name Services ( WINS ) または Domain Name System 
( DNS ) が正しくセットアップされていない可能性があります。プライマリ WINS サーバやセ 
カンダリ WINS サーバのアドレス、または DNS サーバのアドレスが有効でない可能性があり 
ます。 WINS プロトコルが正しく起動されていない場合、 IP アドレス解かでは非常に低速の 
を前クエリブロードキャストが使用されます。 WINS や DNS は、ネットワーク設をの TCP/IP 
プロパティで設定できます。 


参 IP アドレスが見つからなかった 

次のようないくっかの原因が考えられます。 

• リモートコンピュータに TCP / IP がインストールされていない。 

• ログインしているコンピュータで WINS が有効でない。 

• LAN に WINS サーバ、 DNS 情報、または LMHOSTS ファイルがない。 

• WINS データベースが更新されていない。 

参 WINS 、 DNS 、 またはいずれかの LMHOSTS ファイルを用いてアドレスを解みでき 
なかった 

を前クエリブロードキャストが使用中です。このブロードキャストは、例えばドメインの 
ルータに よってを前クエリブロー ドキャストが送信されない場合に、ネット ワーク トポロジ 
やパフォーマンスの問題により失敗することがあります。 

■ 全般的な留意事項 

参アンインストール時のを意 

アンインストール中にアプリケーションエラーが発生する場合がありますが、システム動作 
に問題はありません。 


参 ServerView Web-Server と SSL について 

インストール時に Web サーバとして ServerView Webserver を選択し、 「 SSL と認証を有効に 
する」を有効にした場合 、 ServerView Web - Server とともに ModSSL と OpenSSL がインストー 
ルされます。この場合、 URL として 「 hup :」 の代わりに 「 https :」、 ポート番号として「3169」 
の代わりに「3170]を使用することで SSL 接続が可能になります。 SSL を使用するには、七 
キュリテイ証明書を取得する必要があります。デフォルトでインストールされるセキュリ 
テイ証明書はテスト目的に限定して使用してください。 

詳しい情報は、次の OpenSSL のサイト ( http :// www . 叩 etissl . org / ) をご覧ください。 

また、 SSL を使用した URL は、接続時に詔証がホめられるようになります。 

ユーザを追加するには、次の操作を行ってください。 

1 コマンドプロンプトから、次の2つのコマンドを続けて実行します。 


cd " [ン ス了ムトフ づ づ] ;¥Program Files¥Fujitsu ¥F5fbfe01¥ServerView 

Services¥WebServer¥bin" 

htpasswd pass 的 d <n. ーザ名〉 
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2新しいパスワードを入力します。 

Automat 1 calIv using MD 己 format on Windows. 

New password : 

3 確認のため、巧度パスワードを入力しまず。 

Re-type new password: 

パスワードが一致した場合、次のメッセージが表示され、ユーザが追加されます。 
Addina password for user < ユーザ名 > 

次のメッセージが表示された場合は、パスワードが間違っています。コマンドの実行 
からやりなおしてください。 

htpasswd : password verirication error 

ユーザを 削除するには、次の ファイルを テキストエディタで 開き、 削除したい ユーザ 
名が含まれる行を削除してください。 

[ システムドライブ ] :¥Program Files¥Fujitsu¥F5fbfe01¥ServerView Services 
¥WebServer¥bin¥passwd 

デフオルトでは、ユーザは 「 admin 」、 パスワードは 「adminj が設定されています。 

を全のため、 このユーザを 削除して、独自の ユーザを 追加してください。 

参 BootRetryCounter について 

異常によるシャットダウン処理が発生した場合、正常に起動しても、「再起動リトライ回数の 
最大値」は減ったままで、自動的には回復しません。 

この値を回復するには、次の手順を行ってください。 

f サーバリストで該当するサーバを選択します。 

2ちクリックし、 「 ASR のプロパティ」をクリックします。 

「 ASR のプロパティ」画面が表示されます。 

3 「再起動設定」タブをクリックします。 

4 「再起動リトライ回数の最大値」のち側にある「デフオルト」をクリックしま 
す。 

該当サーバへ一度もログイン作業を行っていない場合、ログインが要求されます。 

参 UPS 使用時のを意事項 

UPS による復電またはスケジュール運転を行う場合、サーバに自動的に電源を入れるため 
に、サーバ本体に BIOS 設定が必要です。 

サーバ本体の BIOS 設定にっいては、サーバ本体の『ユーザーズガイド』をご覧ください。 


ServerView Operations Manager ユーザーズガイド 

287 








A トラブルシューティング 


• Windows 起動時に、 SWrrCH: TIMEOUT のエラーがイペントビューアに記録され 
る 

Windows 起動時、イベントビューアのアプリケーションロダ内に次のエラーが記録されるこ 
とがあります。 


イベントの種類：エ ラー 
イベント ソース： Server Control 

イベントカテゴリ：なし 
イベント ID : 日 

前明： SWITCH: TIMEOUT - extension module EM xxx did not start 
within yyy seconds. 


次の手順で ServerView Windows エージェントを再起動するか、 Windows の再起動を行つてく 
ださい。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプ□グラム」一 「Fujitsu ServerView 」 一 
「ServerView Agents 」 一 「Diagnostic Tools 」 一 「Restart ServerView Base 
Services 」 の 順にクリツクします。 

2 「Search for management hardware 」 を有効にして、 「 Restart 」 をクリックし 
ます。 



► 通常は 「Restart ServerView Base Services 」 を起動しないで〈ださい。 

参バックアップソフトを使用し、サーバのバックアップまたは復元を巧う場合のを 意 

ArcServe などのバックアップソフトを利用して、 SVOM がインストールされたサーバのバッ 
クアップまたは復元を行う場合、必ず SVOM および SQL のサービスを停止してください。 
また、バックアップから復元する場合、動作している SVOM とバックアップした時点の 
SVOM のバージョンが同じであることを確認してください。違うバージョンへの復元を行う 
と、予測不可能なエラーが発生する場合があります。 
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B アイコンリスト 


各画面に表示されるアイコンのリストとその意味について説明します。 

アイコンは、1つまたは複数のオブジェクトのステータスやその変化が一目でわか 
るよつし表71^されます。 

B .1 サー バリストおよび各ウインドウのステータス 


サーバリスト およびを ウインドウのステータスに 表示され るアイコンのリス トとその意ホは、 
次のとおりです。 


アイコン 

意 ロホ 

◎ 

すべてのコンポーネントは正常に動作しています。 

选 

1 つまたは 1 つな上のコンポーネントのステータスが悪化しています。 

な 

1 つまたは 1 つな上のコンポーネントでエラーが発生しています。 


サーバが反応せず、管理不可能です。 


リモートマネジメントコントローラで管理可能です。 

货 

リモートマネジメントコントローラで管理可能ですが、 1 つまたは 1 つが上のコン 
ポーネントのステータスが悪化しています。 


リモートマネジメントコントローラで管理可能ですが、 1 つまたは 1 つな上のコン 
ポーネントエラーが発生しています。 


リモートマネジメントコントローラからの応答がない、またはユーザ名/パスワード 
の不正により管理不可能です。 


y モートマネジメントコントローラにアクセスできません。リモートマネジメントコ 
ントローラがネットワークに接続されているか確認してください。 

ゆ 

サーバにアクセスできません。サーバがネットワークに接続されているか、または 
サーバが SVOM に正しく設定されているかを確認、してください。 

© 

未サポートです。 

© 

サーバ状況を調査中です。 

0 

TCP/IP プロトコルによるサーバ通信が可能です。 

@ 

ServerView エージュントは応答していませんが、標準 - SNMP が応答しているが態で 
す。 
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アイコン 

意口未 

巧 

アーカイブデータが 作成され ています。 

m 

ブレードサーバのステータス（すべてのブレードのステータス）は正常です。 

憾 


ブレードサーバのステータスを調査中です。 

源‘ 


ブレードサーバのステータス（少なくとも1つのブレードのステータス）が悪化して 
います。 

m 


ブレードサーバのステータス（少なくとも1つのブレードのステータス）でエラーが 
発生しています。 



ブレードサーバが応答せず、管理不可能です。 

m 


ブレードサーバにアクセスできません。 


B .2 Single Svstem View みニュー 


Single System View メニューに表示されるアイコンのリストとその意ホは、次のとおりです。 


アイコン 

意味 


温度（赤色：危険、緑色：稼働中、黄色：スタンバイが態、青色：センサが故障、 
灰色：不明） 

国 

ファン（ホを：故障、緑色：稼働中、黄色：スタンバイ状態、灰色：不明） 


B .3 バスとアダプタウインドウ 


バスとアダプタウインドウに表示されるアイコンのリストとその意ホは、次のとおりです。 


アイコン 

意味 

か 

選択レベルの分岐が開いている 

化 

選択レベルの分岐が閉じられている 

迎 

最低位置の選がレベル、これな上選択できない 
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B.4 アラームモニタ画面 


アラームモニタ 画面に表示される アイコンのリス ト とその意ホは、次のとおりです。 


アイコン 

意 ロホ 

A 

赤色のアラーム：危険 

A 

ピンク色のアラーム：重度 

公 

黄色のアラーム：怪度 

公 

青色のアラーム：情報 

公 

白色のアラーム：不明 

✓ 

ユーザのエントリによりアラームは確定'済みである。 

画 

このアラームにより、他の実行可能プロダラムが起動された。 

ィ養 

このアラームにがしてブロー ドキャストメッセージが送信された。 

口 

このアラームにがしてメールが送信された。 


このアラームにより、ポケットベル呼び出しが起動された（未サポート）。 

里 

このアラームは、マネージャまたは管理ステーションに送信される。 

囚 

このアラームは、ローカル NT イベントログに送信される。 

cS, 

緑色：転送を確認。 

1 曲 1 

黄色：転送を完了。 

件 1 

赤色：転送あり（まだ動作中)。 


B.5 ブレードサーパのステータス 


ブレードサーバのステータスアイコンとその意味は、次のとおりです。 


アイコン 

意ロホ 

m 

ブレードサーバのステータス（すべてのブレードのステータス）は正常です。 

瓶 


ブレードサーバのステータスを調査中です。 

孤 


ブレードサーバのステータス（少なくとも1つのブレードのステータス）が悪化して 
います。 

m 


ブレードサーバのステータス（少なくとも1つのブレードのステータス）でエラーが 
発生しています。 



ブレードサーバが応答せず、管理不可能です。 
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B アイコンリスト 


アイコン 

意 口未 

m 


ブレードサーバにアク七スできません。 


■ ブ レー ドサーパのステータス LED 

ブレードサーバのステータス LED アイコン とその意ホは、次のとおりです。 


アイコン 

意 ロホ 

な 

(点灯中） 

ブレードサーバのみ 


(消灯中） 

スイ ツチ ブレードの み 

な 

一〇 (点滅中） 

ブレードサーバでは 点なから移行 
スイ ツチ ブレードでは 消灯から移行 


■ ブレードの種穎 

ブレードサーバ内のをブレードの種類は、次のとおりです。 


アイコン 

意 口よ 

看 

マネジメントブレード（マスタ） 

巧 

マネジメントブレード（スレーブ） 

困 

スイッチブレード 

み 

ファイバチヤネルパススルーブレード 

お 

LAN パススルーブレード 

や 

KVM ブレード 

© 

ファイバチャネルスイッチブレード 

る 

ストレージブレード 


サーバブレード 
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c トラップリスト 


c トラップリスト 


トラップは、 SNMP 王ージェントから送信される SNMP Protocol Da ね Unit アラー 
ムです。 これは、エラーメッセージや、選択したしきい値レベルを超えているため 
に発生するステータスのを化など、予期しなかったイベントを管理ステーシヨンに 
通知するためのものです。 

アラーム設定の「共通設定」画面で、アラームのま要を（危険/重度/お度/情幸のごとに 
ログ/メッセージボックス/ポップアップの設をを選択できます。 

「共通設定」画面の「重要度の選択」で設をを行います。 

「3.5.5アラーム設定（共通設を)」 (^ P .171) 

• ログ 

A ) OS のイベントロダに書き込む 

受信トラップを OS イベントロダに格納します。 

• メッセ^ージボックス 

B ) 管理端末にメッセージボックスを表示する 
トラップ受信時にメッ七ージボックスを表示しまず。 

• ポップアップ 

C ) アラームモニタを画面の最上位に表示する 

トラップ受信時にアラームモニタ画面を最上位に表示しまず。 

SVOM が SNMP トラップを受信したときに表示するメッセージ形式の一覽表にっいては、 
『ServerView Operations Manager トラップリスト』をご覧ください。 

トラップは、カテゴリごとに分類され、カテゴリ内では Specific Code 順に分類されています。 
イベントマネージャが受信格納したトラップのイベントログは、次のように記録されます。 

■ Windows (OS イベント□グ）の場合 

• ソースあ： Fujitsu ServerView Service 

また、格納したイベントロダには、次のメッセージが先頭に記録されます。 

• Serverview received the 10110 wing alarm from server < サ^—ノ、《 >: 

■ Linux (syslog (/ var / log / messages )) の場合 

• ソース名 ： FSC ServerView Service 

• フォーマット；日付ホストタ I FSC ServerView Service 「プロセスの」：（重要度）詳細メッ 
セージ 
例） 

Sep 19 20 :13:44 host 日 1 FSC Serverview Service [32 己日日 ]: (warning) Serverview 
recieved tne fo 丄 lowina a 丄 arm from Server hostOl: Station reinitialized. 


■ トラップー覧 

トラップー覧の詳細は 、 [TServerView Operations Manager トラップリスト』をご覧ください。 
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D 巧術情報 


SVOM /ェージてントを構成する各種技術について説明します。 


D .1 ェージェントとマネージヤ 


ネットワーク、システム、およびアプリケーションの管理は、エージェント、およびマネー 
ジャ（管 a コンソール）を含んだ「サーバ管巧ソフト」というソフトウェアパッケージを 
巧って行います。管理コンソールは、ネットワークコンポーネントから提供される管 a 情幸区 
にアクセスできます。つまり、ネットワーク、システム、およびアプリケーションに関連す 
る情報はすべて、管理コンソールによって提供されます。 


管理コンソール 


SNMP 


サーバ 

(エージェント） 

サーバ 

(ェ ージ X ント） 

サーバ 

(エージェント） 

サーバ 

(エージェント） 


管理コンソールとネットワークコンポーネントとの間で交換される情報は、次の2つのカテ 
ゴリに分類することができます。 

. 管理コンソールがネットワークコンポーネントに送信するジョブ。例えば、アクションの 
開始やシステム利用のクエリを実行する命令など。 

. ネットワーク コンポーネントから管理コンソールへ送信される自発的メッセージ。例え 
ば、コンポーネントのステータスを管理コンソールに通知するメッ七ージなど。 

この管理情報のレイアウトと管理情報の交換規則を正式に定義する必要があります。この定 
義を管理プロトコルと呼びます 。 SNMP (Simple Network Management Protocol ) が標準の管理 
プロトコルです。 

管理コンソールでは、このプロトコルに基づいて通信できる監視対象ネットワークコンポー 
ネント側に、同じような機能を持つものを必要とします。この管理コンソールと同様の機能 
を持っているものがエ'—ジェントです。エ'ージェントは、口 ■ —カルのリソ ■ —スとコンポ ■ —ネ 
ントにアクセスでき、プロトコルを使用すると情報にもアク七スできます。この管理コン 
ソールとエージェントとの相互関係は、管理コンソールとエージェントの原則とも呼ばれま 
す。 

エージェントは、 OS 依存のソフトウェアで、ネットワークのサーバすべてにインストールす 
る必要があります。エージェントには次の特性がありまず。 

. プロダラムとしては、極めて小さく劾果的である必要がある。エージェントの存在がコン 
ポーネントそのものに影響を与えないように、大量のシステムリソースの使用は許されて 
いない。 

-標準機能として、管理コンソールと通信する基本的な機能を備えている。 

. 管理コンソールにがしては、影響を受けるネットワークコンポーネントとそれに関係する 
特性の代理となる。 
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• ネットワークの管理コンセプトに簡単に統合できる。 

D .2 Management Information Base 


管理 コンソールとエージェントとの 通信では、共通の管理 プロトコルの 実装が必要です。ま 
た、管理 コンソールと それに対応する エージェントは、 どの情報の提供および要求が可能で 
あるか、合意していなければなりません。したがって、リソース監視用の管理モデルが一を 
している必要があります。 

管理モデルが一をすると、管理コンソールからエージェントに送信されたジョブが、受信し 
たエージェントによって実行できることも保証されます。逆に言えば、管理コンソールは、 
ネットワ'—クの特をのイベントに関連しているエ'—ジェントからのメッ七ージを正しく解釈 
できる必要があります。 

したがって、両方の通信巧手が、自由に使用できる共通の情報ベースを持っている必要があ 
ります。この共通の情幸良べ ■ —スは 、 Management Information Base ( MIB ) とも呼ばれます。 
ネットワークのどのエージェントも MIB を提供しています。その結果、 MIB により該当する 
コンポーネントの抽象データモデルが構成されます。 

MIB の特殊な面としては、エージェントが MIB から提供された特別なリソースとして動作 
し、 MIB を使ってエージェントが自身を設をできるという側面があります。これは、例え 
ば、 Fujitsu エージェントが個々の MIB オブジェクトのしきい値の監巧に使用される場合に行 
われます。 

MIB に含める値を記述するには、正式な記述言語である ASN .1 (Abstract Syntax Notation 
One ) を{ま用します。 ASN .1 は、国際標準規格 ISO 8824および ISO 8825でを義されていま 
す。 

自分自身の担当範囲を認識するだけで巧むエージェントとは反対に、管をコンソールでは、 
そのタスクを実行するために、ネットワーク全体の完全な情報ベースを必要とします。した 
がって、ネットワークでエージェントから提供されるすべての MIB ファイルが、管理コン 
ソールシステムに存在する必要があります。 

MIB 記述の次の2つのカテゴリが、エージェントにとって重要です。 

• 国際標準化委員会によって承認された標準 MIB ファイル。 

例えば、このような標準 MIB ファイルの1つが 「 MIBIIJ ファイルであり、インターネッ 
卜のあらゆるネットワークコンポーネントでその使用が義をづけられています。 MIBII で 
はすでにシステムとルータの管 a 用の適切なデータモデルが規定されています。 

• メーカ独自の化張が含まれているプライベート MIB ファイル。 

通常、ネットワークコンポーネントの新製品を発売するメーカは、標準 M 旧の適用範囲 
を超えた、コンポーネントの管 a 面を記述するプライベート M 旧ファイルを規定してい 
ます。 
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D .3 SNMP の基本原理 


ServerView プ ロ ダラムでは 、 Simple Network Management Protocol ( SNMP ) を使用します。 
SNMP は Internet Engineering Task Force ( IETF ) によって承認された標準プロトコルで、 TCP / 
IP ネットワークの管理用に世界中で使用されています。 


■ SNMP のデータ要素 

MIB に含まれている情報の個々の部分は、 MIB 独自のオブジェクトによって記述されます。 
をオブジェクトでは、世界中で一意のオブジェクト識別子を受け取ります。アクセスタイプ 
も指定されます。 

■ SNMP の プロトコ ル要素 

情報はプロトコル要素を{ま用してネットワーク上を転送されます。 SNMP では、管理晴報に 
含まれている値の要ボ、設定、および表示に、4つの異なるプロトコル要素を必要とします。 
5つ目のプロトコル要素 （ trap ) を使用すると、エージェントは非同期で重要なイベントをレ 
ポートできます。 


プロトコル 要素 

タイプ 

機能 

Get 民 equest PDU 

0 

管理コンソールからの MIB オブジュクト要求を読み込む 

GetNext 民 equest PDU 

1 

管理コンソールからの次の MIB 要ホを読み込む（エンティティの 
另リ） 

Get 民 esponse PDU 

2 

要求された値または設定された値が含まれている内容をエージエン 
卜から応答する 

SetRequest PDU 

3 

管理コンソールからの MIB オブジュクトの要ホを書き込む 

Trap PDU 

4 

特別なイベント発生時の非同期メッセージ 


SNMP メッセージは SNMP ヘッダと PDU (プロトコルデータ単位）で構成されます。ヘッダ 
にはバージョン識別コードと認証チェック用のコミュニティストリングが含まれています。 
PDU そのものは、 PDU タイプ（表を参照）と「を数のバインド」のリストです。を数のバイ 
ンドとは、 MIB オブジェクトに値を割り当てることです。このリストは、 MIB オブジェクト 
のあ前と割り当てられる値で構成されます。 

■ コミュニティ 

コミュニティとは、 SNMP を使用して相互通信する複数のシステム（管巧コンソールとエー 
ジェント）を1つのグループにまとめたものです。グループは、グループ用のコミュニティ 
ストリングで一意に識別されます。同じコミュニティに属するシステムのみが相互に通信可 
能です。1つのシステムが複数のコミュニティに属していることもあります。管巧コンソー 
ルとエージェントが相互通信する場合、このコミュニティストリングがパスワードのように 
使用されます。エージェントは、管巧コンソールからコミュニティストリングを取得してか 
らでなければ、エージェントシステムで情報提供はできません。この制限は 、 SNMP パケッ 
卜ごとに適用されます。 
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読み取り専用または読み書き可能など、実行可能なアクセスタイプは、 M 旧のオブジェクト 
ごとに定義されます。管理コンソールのエージェント情報に対するアク七ス権も、コミュニ 
ティストリングにバインドされます。コミュニティストリングにバインドされたアクセス権 
によって、 MIB アクセスタイプをさらに制限できます。これらのアクセス権の化張はできま 
せん。読み取り専用アクセス権をオブジェクトに定義するように MIB を義で規をされている 
場合、コミュニティストリングが読み書きアクセス権にバインドされていたとしても、その 
オブジェクトを読み書き可能で使用することはできません。 

コミュニティストリングとアクセス権の使用方をを次の例で説明します。 

参例 

ある SNMP エージェントが、 public というぶ前のコミュニティに属し、読み取り専用アク七 
ス権を持っています。 public コミュニティには管理コンソールも含まれていて、この管 a コ 
ンソールは public コミュニティストリングを使用して巧応するメッセージを送信することに 
より、この SNMP エージェントからの情報を要ホできます。同時に、この SNMP エージェン 
卜は、 ne し5というを前の2つ目のコミュニティにも属しており、このコミュニティには読み 
書きアクセス権が関連がけられています。 ne し5コミュニティには、もう1つ管 a コンソール 
が含まれています。この例では、2つ目の管巧コンソール、つまり ne し5コミュニティの管モ里 
コンソールに、 SNMP エージェントを介して書き込み操作を実行する権限が与えられます。 



► コミュニティ名には半角英数字を使用してください。特殊記号 （"#&-!¥ + *?/:, など）および日本 
語は、巧用できません。 

■ トラップ 

特別なイベントがネットワークコンポーネントで発生した場合、 SNMP エージェントは1つ 
な上の管巧コンソールにメッセージを送信してそのイベントの発生を通知できます。この 
メッセージのことを SNMP ではトラップと呼んでいます。管 a コンソールは、受け取った卜 
ラップに基づいて、ネットワークで発生したイベントに対処できます。管理コンソールが 
SNMP トラップを受け取ったことは、コミュニティストリングでも表示されます。 SNMP 
エージェントがトラップメッセージを管 a コンソールに送信する場合には、管理コンソール 
がメッセージを受け取るために必要なトラップのコミュニティストリングを使用する必要が 
あります。 

ServerView トラップについては、 「付録 C トラップリスト」（一 P .293) をご覧ください。 

■ Fujitsu サーバ管理 

サーバ 管巧の背後には、管を コンソールがネットワークに ある サーバの 管理情報に アクセス 
するという基本的な考えホがあります。 

この機能を実現するために、それに合わせてサーバのハードウェアとファームウェアが設計 
されています。 

エージェントは既存情報にアクセスし、 SNMP をイ吏用して管理コンソールがその情巧にアク 
セスできるようにします。 
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■ ServerView の構成 

巧用する OS により、サーバにインストールするコンポーネントが異なります。管巧端末に 
は ServerView Windows コンソールをインストールします。を図の破線部分は SNMP プロトコ 
ルによる通信です。 

参 Windows の場合 

サーバに ServerView Windows エージ エン トを インス トールし ます。 

管埋端末（コンソール） サーバ 



# Linux の場合 

サーバに ServerView Linux エージエントをインストールします。 

管理端末（コンソール） サーバ ‘ 



参トラップ送信について 

トラ'ップは、 SNMP サービスのプロパティ設定によって設定された IP アドレスに送信されま 
す。通常のトラップ送信では、サ'~ノ《の Windows エ'—ジェントのトラップをコンソールのイ 
ベントマネージャで受信します。コンソールで自分自身からのトラップを受信するためには 
localhost の設定が必要です。サーバのイベントマネージャで自分自身のトラップを受信する 
場合も localhost の設定が必要です。 


管理端末（コンソール） ヴーバ (Windows) 
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■ 監視機能 

参ウォッチドッグ 

ソフトウェアウォッチドッグにより、 ServerView エージェントの機能が監視されます。 
ServerView エージェントが BIOS に接続されると、ソフトウェアウォッチドッグが起動され 
ます。 

ServerView エージェントは、ウォッチドッグタイム設定により定義された間隔でサーバ管理 
ファ' —ムウェアに幸 g 告する必要があります。 ServerView エ'ージェントがサ ■ —ノく管理ファ ■ —ム 
ウェアへの報告を停止すると、システムが正常に実行していないと見なされ、その後、定義 
済みのアクション（再起動する、継続稼動する、または Off / On する）が起動されます。 

時間間隔は、「待ち時間 J において分単位で設をできます。時間の妥当性は、 SVOM とエー 
ジェントで確認されます。指定できる最小時間は1分です。 

設定可能な値は「1〜120」分です。なお、「1〜 120 J 分な外が設定されている場合 、 SVOM 
では表示されません。エージェントが停止すると （SNMP コマンドの netstop などによる）、 
ウォッチドッグが自動的に停止し、予定外の再起動が行われないようにします。 

参起動監視 

ブートウォッチドッグにより、システムが起動してから、 ServerView エージェントが利用可 
能になるまでの間隔が監視されます。 ServerView エージェントにより、定義された巧間内に 
サーバ 管巧 ファームウ卫アとの 接続が確立されないと、 ブー トアッププロセスが失敗したと 
見なされ、定義巧みのアクション（再起動する、継続稼動する、または Off / On する）が起動 
されます。時間間隔は「待ち時間」において分単位で設定できます。設定可能な値は「1〜 
120 J 分です。なお、「1〜 120 J 分な外が設定されている場合、 SVOM では表示されません。 



► ウォッチドッグ、起動監巧とも、設を可能な「待ち時間」の最大値はサーバ機種により異なります。 

D .4 アク七ス権設定 


SVOM に対するアクセス権設定について説明します。 

SVOM は、 Apache / IIS を利用した Web ブラウザベースのコンソールです。 SVOM に巧する 
アクセス権は、使用する Webserver の設定に依存します。 

アク七ス権設をを変更した場合、 「3.9 SVOM のシステムサービス J P .222) をご覧にな 

り、すべてのサービスの停止/起動を行ってください。 



► ここでは、 SVOM を使用するうえでの最小限の設をについて説明しています。さらに詳細な設をが必 
要な場合は、を Webserver のマニュアルをご覧ください。 

■ Apache についての設定 ( Linux ) 

Linux では、をデイストリビューションにより ServerRoot / DocumentRoot が異なります。 
次では 、 Red Hat Enterprise Linux AS/ES v .5 を設定例として記述します。 
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• 接続ホストによるアク七ス制限 

この設定では、接続可能なホストを「192.168.0.2」のみに制限しています。 

設定ファイル 「/ etc / fsc / httpd / httpd . conf . 出 el 5」 を次のように変更します。 

Red Hat Enterprise Linux AS/ES v .4 の場合は設定ファイル 「/ et : c / fsc/h 邸 d / httpd . conf . rhel 4」 が対 

象となります。 

く 略 > 〜 

<VirtualHost default : 3169> 

Document 民 0 ot " / oDt/fsc/web/html/" 

ScriptAlias /scripts/ "/opt/fsc/web/cgi-bin/" 

く Directory "/"> 

Options SymLinksIfOwnerMatch 
AllowOverride AuthConfig 
Order deny,allow 

DirectoryIndex index.html sv www.html sv_lite.html 
Allow from 192.168 ，日， 2 
</Directory> 

く Directory "/opt/fsc/web/html"> 

Order allow,deny 
Allow from 192.168 . 日 . 2 
</Directory> 

く Directory "/opt/fsc/web/cgi-bin"> 

Options ExecCGI -Multiviews +SymLinksIfOwnerMatch 
Allow from 192.168 • 日 . 2 ^ 設定追加 

</Directory> 

DefaultType text/html 

ErrorLog /var/log/fsc/ServerView/httpd/error_log 
TransferLog /var/log/fsc/ServerView/httpd/access log 
</VirtualHost> 

# ssl httpd 

<VirtualHost default—: 317 日 > 

Document 民 0 ot "/opt/fsc/web/html/" 

ScriptAlias /scripts/ "/opt/fsc/web/cgi-bin/" 

く Directory "/"> 

Options SymLinksIfOwnerMatch 
AllowOverride AuthConfig 
Order deny,allow 

DirectoryIndex index.html sv www.html sv_lite.html 
Allow from 192.168 . 日 . 2 
</Directory> 

く Directory "/opt/fsc/web/html"> 

Order allow,deny 
Allow from 192.168 . 日 . 2 
</Directory> 

く Directory "/opt/fsc/web/cgi-bin"> 

Options ExecCGI -Multiviews +SymLinksIfOwnerMatch 
Allow from 192.168 •日 .2 ^ 設定追加 

</Directory> 

〜く 略 > 


設定追加 


^設定を更 


^設定追加 


^設定を更 
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• ユーザ認証によるアク七ス制限 

SVOM に 接続すると ューザ 認証を要ホされます。次の コマンドを 実行して、 ューザの 作成と 
パスワード設定を行います。 

# htpasswd -C /etc/rsc/httpd/svpasswd websvuser 
New password: ****** 

Re-type new password : ****** 

Adding password for user websvuser 

さらに r/etc/fsc/httpd/httpd.conf.rhel5J に次の記述を追加します。 


LoadModule env module modules/mod env.so 


LoadModule authz user module modules/mod authz user, so •*— 設定追カロ 

Tr 己 ceEnable off 


<VirtualHost default : 3169> 


Document 民0 ot "/opt/fsc/web/html/ " 


ScriptAlias /scripts/ "/opt/fsc/ 柿 eb/cgi-bin/" 


く Directory "/"> 


Options SymLinksIfOwnerMatch 


AllowOverride AuthConrig 


Order deny,allow 


DirectoryIndex index.html sv www.html sv 

lite.html 

AuthType Basic 

設定追加 

AuthName "SV Console" 

設定追加 

AuthUserFile /etc/fsc/httpd/svpasswd 

設定追加 

Require user websvuser 

設定追加 

</Directory> 


く Directory " /opt/fsc/web/html "> 


Order allow,deny 


Allow from all 


AuthType Basic 

設定追加 

AuthName "SV Console" 

設定追加 

AuthUserFile /etc/fsc/httpd/svpasswd 

設定追加 

Require user websvuser 

設定追加 

く / Directory> 


く Directory " /opt/fsc/web/cgi-bin"> 


Options ExecCGI -Multiviews +SymLinksIfOwnerMatch 

AuthType Basic 

設定追加 

AuthName "SV Console" 

設定追加 

AuthUserFile /etc/fsc/httpd/svpasswd 

設定追加 

Require user websvuser 

設定追加 

</Directory> 


DefaultType text/html 


ErrorLog /var/log/fsc/ServerView/httpd/error 

log 

TransferLog /var/log/fsc/ServerView/httpd/access log 

</VirtualHost> 



(次ページに続く） 
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# ssl httpd 

<VirtualHost default : 3170> 

Document 民 0 ot "/opt/fsc/web/html/" 

ScriptAlias /scripts/ "/opt/fsc/web/cgi-bin/" 

CDirectory "/"> 

Options SymLinksIfOwnerMatch 

AllowOverride AuthConrig 

Order deny,allow 


DirectoryIndex index.html sv www.html sv 

lite.html 

AuthType Basic 

設定追加 

AuthName "SV Console" 

設定追加 

AuthUserFile /etc/fsc/httpd/svpasswd 

設定追加 

Require user websvuser 
</Directory> 

CDirectory "/opt/fsc/web/html"> 

Order allow,deny 

Allow from all 

^設定追加 

AuthType Basic 

設定追加 

AuthName "SV Console" 

設定追加 

AuthUserFile /etc/fsc/httpd/svpasswd 

設定追加 

Require user websvuser 
</Directory> 

設定追加 

く Directory "/opt/fsc/web/cgi-bin"> 

Options ExecCGI -Multiviews +SymLinksIfOwnerMatch 

AuthType Basic 

設定追加 

AuthName "SV Console" 

設定追加 

AuthUserFile /etc/fsc/httpd/svpasswd 

設定追加 

Require user websvuser 
</Directory> 

設定追加 


■ Apache についての設定 （ Windows ) 

参 SSL ち効でインストールを実施した場合 

SVOM インストール時に SSL 有効を選択した場合、設定ファイルとして 「 ssl . confj が有効と 
なります。この場合、デフォルトの設定で Webserver 全体に巧してパスワードによる制限が 
有効となっています。次の設定をすると、デフォルトのパスワード設定は無効となります。 

接続ホストによるアクセス制限 

この設定では、接続可能なホストを 「192.168.0.2 J のみに制限しています。 

設定フアイル 「 C:¥Program Files 四' ujitsu 印 5 FBFE 01 ¥ServerView Services ¥ WebServer¥conf 
¥ ssl . confJ の次の記述をコメントアウトします。 

# settings ror user/password autnentication : 

# wwwroot 

く中略 > 

#</IfDefine> 
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さらに 「 C:¥Program Files ¥ Fujitsu ¥ F 5 FBFE 01 ¥ServerView Services ¥ WebServer ¥ conf ¥ ssl . conf 」 に 

次の記述を追加します。 

<Directory "C:/P 民 OGRA 〜 1/ Fujitsu/F 日 FBFE 日 1/ SERVE 民〜 1/ scripts/SERVE 民〜 1"> 

Order deny,allow 
denv rrom all 
Allow from 192,168 ，日 ， 2 
</Directory> 

<Directory "C:/PROGRA 〜 l/Fujitsu/F5FBFE01/SERVER 〜 l/wwwroot/SERVER 〜 l"> 

Order deny,allow 
deny from all 
Allow from 192,168 ，日 ， 2 
</Directory> 

<Directory "C;/PROGRA 〜 1/Fujitsu/F 日 FBFEOl/SERVE 民 〜！/ 柿 wwroot/ALARMS 〜" > 

Order deny,allow 
deny from all 
Allow from 192,168 . 日 ， 2 
</Directory> 

<Files "sv_www.html"> 

Order deny,allow 
Deny from all 
Allow from 192,168 ，日 ， 2 
</Files> 

<Files "AlarmService,htm"> 

Order deny,allow 
Deny from all 
Allow from 192,168 . 日 ， 2 
</Files> 

<Files "svagent.html "〉 

Order deny,allow 
Deny from all 
Allow from 192,168 ，日 ， 2 
</Files> 

ユーザ認証によるアクセス制限 

SVOM に接続するとユーザ認証を要求されます。コマンドプロンプトから次のコマンドを実 

行して、ユーザの作成とパスワード設定を行います。 

C : ¥>cd C:¥Program Files¥Fujitsu¥F 日 FBFEOl¥ServerVie 柿 Services¥WebServer¥bin 
C : ¥Program Files¥Fujitsu¥F 日 FBFE 日 l¥ServerVie 柿 Services¥ 师 ebServer¥bin 
>htpasswd -c svpasswd websvuser 
New password: ****** 

Re-type new password: ****** 

Adding password for user websvuser 


設定ファイル「 C:¥Program Files ¥ Fujitsu ¥ F 5 FBFE 01 ¥ServerView 
Services ¥ WebServer ¥ conf ¥ ssl.confJ の次の記述をコメントアウトしまず。 
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さらに 「 C:¥Program Files ¥ Fujitsu ¥ F 5 FBFE 01 ¥ServerView Services ¥ WebServer ¥ conf ¥ ssl . conf 」 に 

次の記述を追加します。 

<Directory "C:/P 民 OGRA 〜 1/ Fujitsu/F 己 FBFE01/SERVE 民〜 1/ scripts/SERVE 民〜 1"> 
AuthTvpe Basic 
AuthName "SV Console" 

AuthUserFile "C:/P 民 OGRA 〜 l/Fujitsu/F 日 FBFE01/SERVE 民〜 l/ 师 ebServer/bin/ 
svpass 的 d" 

Require user websvuser 
</Directory> 

<Directory "C:/PROGRA 〜 l/Fujitsu/F5FBFE01/SERVER 〜 l/wwwroot/SERVER 〜 l"> 
AuthType Basic 
AuthName "SV Console" 

AuthUserFile "C:/PROGRA 〜 1/Fujitsu/F 日 FBFEOl/SERVE 民〜！ / 师 ebServer/bin/ 
svpass 的 d" 

Require user websvuser 
</Directory> 

<Directory "C;/P 民 OGRA 〜 1/Fujitsu/F 日 FBFEOl/SERVE 民〜！ / 柿 wwroot/ALARMS 〜" > 
AuthType Basic 
AuthName "SV Console" 

AuthUserFile "C:/P 民 OGRA 〜 1/Fujitsu/F 己 FBFE 日 1/SERVE 民〜 1/Webserver/bin/ 
svpass 的 d" 

Require user websvuser 
</Directory> 
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参 SSL 無効でインストールを実施した場合 

SVOM インストール時に SSL 無効を選択した場合、 「 ssl . co 地が有効となりません。 
この場合、デフオルトの設定で Webserver に巧してパスワードによる制限は行われていませ 
ん。 

接続ホストによるアクセス制限 

この設定では、接続可能なホストを ri 92.168 .0.2 J のみに制限しています。 

設定フアイル 「 C:¥Program Files ¥ Fujitsu 邸 5 FBFE 01 ¥ServerView Services ¥ WebServer¥conf 
¥ ht 中 d . co 地に次の記述を追加します。 


<Directory "C;/P 民 OGRA 〜 1/ Fujitsu/F 日 FBFE 日 1/ SERVE 民〜 1/ scripts/SERVE 民〜 1"> 

Order deny,allow 


deny from all 


Allow from 192,16 8,0 

.2 

</Directory> 


<Directory "C:/PROGRA 〜 1/Fujitsu/F 己 FBFE 日 1/SERVE 民〜！ / 柿柿柿 root/SERVE 民〜 1"> 

Order denv,allow 


deny from all 


Allow from 192,16 8,0 

，2 

</Directory> 


<Directory "C:/PROGRA 〜 1/Fujitsu/F 日 FBFEOl/SERVE 民〜 1/ww 柿 root/ALARMS 〜" > 

Order deny,allow 


deny from all 


Allow from 192,16 8,0 

.2 

</Directory> 


く Files "sv www.html"> 


Order deny,allow 


Deny from all 


Allow from 192,16 8,0 

，2 

</Files> 


く Files "AlarmService.htm" 

> 

Order deny,allow 


Deny from all 


Allow from 192,168 .日 

.2 

</Files> 


<Files "svagent.html "〉 


Order deny,allow 


Deny from all 


Allow from 192,16 8,0 

，2 

</Files> 



ユーザ認証によるアクセス制限 

SVOM に接続するとユーザ認証を要求されます。次のコマンドを実行して、ユーザの作成と 
パスワード設をを行います。 


C : ¥>cd C:¥Program Files¥Fu 〕 itsu¥F5FBFE0l¥Server'Vie 的 Services¥ 内 ebServer¥bin 
C : ¥Program Files¥Fujitsu¥F 己 FBFE 日 l¥ServerVie 柿 Services¥WebServer¥bin 
>htpasswd -c svpasswd websvuser 
New password: ****** 

Re-type new password: ****** 

Adding password for user websvuser 
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設定フアイル 「 C:¥Program Files ¥ Fujitsu ¥ F 5 FBFE 0 1 ¥ServerView Services ¥ WebServer¥conf 
¥ httpd . confJ に次の記述を追加しまず。 

<Directory "C:/PROGRA 〜 1/ Fujitsu/F 己 FBFE 日 1/ SERVE 民〜 1/ scripts/SERVE 民〜 1"> 
AuthType Basic 
AuthName "SV Console" 

AuthUserFile "C:/PROGRA 〜 1/Fujitsu/F 己 FBFE 日 1/SERVE 民〜！ / 时 ebServer/bin/ 
svpasswd" 

Require user websvuser 
</Directory> 

<Directory "C;/PROGRA-1/Fujitsu/F5FBFE01/SERVER~1/wwwroot/SERVER-1"> 
AuthType Basic 
AuthName "SV Console" 

AuthUserFile "C:/PROGRA 〜 1/Fujitsu/F 己 FBFE 日 1/SERVE 民〜！ / 时 ebServer/bin/ 
svpasswd" 

Require user websvuser 
</Directory> 

<Directory "C:/PROGRA 〜 1/Fujitsu/F 己 FBFE 日 1/SERVE 民〜！ / 柿柿柿 root/ALARMS 〜" > 
AuthType Basic 
AuthName "SV Console" 

AuthUserFile "C:/P 民 OGRA 〜 1/Fujitsu/F 日 FBFEOl/SERVE 民〜！ / 时 ebServer/bin/ 
svpasswd" 

Require user websvuser 
</Directory> 


■ IIS についての設定 ( Windows ) 

ここでは 、 Windows Server 2003 で IIS に設ををを更していない場合を例として記述します。 
SVOM のインストール前に IIS の DocumentRoot の変更などを行っている場合は、それに準じ 
た設定を行ってください。 

「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「管巧ツール」一「インターネットイン 
フォメーシヨンサービス ( IIS ) マネージャ」の順にクリックして、 IIS マネージャを起動し 
ます。 

参あ続ホストによるアク七ス制限 

次の3つのフォルダに巧して設定を行います。 

• 既定の Web サイト ¥ scripts¥ServerView 
• 既定の Web サイト ¥ServerView 
• 既定の Web サイト ¥AlannService 

1 各フォルダのプロパティから「ディレクトリセキュリティ J を開き、 「 IP アド 
レスとドメイン名の制限 J の「編集」をクリックします。 

2 「拒否する」を選択し、接続を許可したい IP / ドメイン名のみを追加します。 

3 「既定の Web サイト」配下の次のファイルに巧しても、同様のアクセス制限を 
行います。 

AlarmService . htm 、 AlarmService . htm し svaaent . htm、sv www.html 
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P POINT 

► 「既定の Web サイト」に SVOM お外のコンテンツを格納しない場合、「既定の Web サイト」そのものに 
アクセス制限を設定することもできます。 

• ユーザ認証によるアク七ス制限 

次の3つのフォルダに対して設定を行います。 

• 既定の Web サイト ¥ scripts¥ServerView 
• 既定の Web サイト ¥ServerView 
• 既定の Web サイト ¥AlarmService 


t 各フォルダのプロパティから「ディレクトリセキュリティ J を開き、「認証と 
アクセス制御」の「編集」をクリックします。 

2 「匿名アクセスを有効にする」のチェックを外し、「認証るみアクセス J にお 
いて実施したい認証を追加します。 

3 「既定の Web サイト」配下の次のファイルに対しても、同様のアクセス制限を 
行います。 

AlarmService . htm 、 AlarmService . htm し svagent . htm、sv www.html 

D .5 パフォーマンス マネー ジャにおけるリソースについて 

パフォ ' —マンスマネ ■ ージャにおけるしきレ、値監視/レポ'ート機能のリソ'ースについて説明し 
ます。次のリソースは、しきい値監視/レポート機能のどちらにも共通です。 

■ リ ソース カテゴリ 

次のリ ソース カテゴリが存在します。 


カテゴリ名 

説明 

Filesvstem 

ファイルシステムに関するリソースが格納されています。 

Network 

ネットワークに関するリソースが格納されています。 

Svstem Memory 

メモリに関するリソースが格納されています。 

System Processor 

プロセッサに関するリソースが格納されています。 


■ リ ソース 

それぞれのカテゴリには次のリソースが含まれます。リソースによっては複数のインスタン 
スを保有します。 


• Filesystem 


リ ソース 名 

説明 

Svstem Filesystem Load 

システム上のファイルシステムの使用率を監視します。リソースはパー 
センテージで監視されます。システム上のファイルシステム数に応じた 
インスタンスを保持します。 
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• Network 


リ ソース 名 

説明 

System Network Bytes In 

システム上のネットワークノードにおけるデータ流入量を監視しま 
す。リソースは kb/s で監視されます。システム上のネットワーク 
ノー ド数に応じたインスタンスを保持します。 

System Network Bytes Out 

システム上のネットワークノー ドにおけるデータ流出量を監視しま 
す。 y ソースは KB/s で監視されます。システム上のネットワーク 
ノー ド數に応じたインスタンスを保持します。 

System Network Bytes Total 

システム上のネットワークノー ドにおけるデータの総量を監視しま 
す。リソースは kb/s で監視されます。システム上のネットワーク 
ノー ド数に応じたインスタンスを保持します。 

System Network Performance 

システム上のネットワークノー ドの使用率を監視します。 y ソースは 
パーセンテージで監視されます。システム上のネットワークノー ド數 
に応じたインスタンスを保持します。 


• System Memory 


リ ソース 名 

説明 

Svstem Memorv Physical 

Kbytes available 

システム上の使用可能な物理メモリ量を監視します。リソースは 

Kbyte 単位で監視されます。 

System Memory Physical Usage 

システム上の物理メモリの使用率を監視します。リソースはパー七ン 
テージで監視されます。 

System Memory Total Kbytes 
available 

システム上の使用可能な緩メモリ量を監視します。リソースは Kbyte 
単位で監視されます。 

System Memory Total Usage 

システム上の総メモリの使用率を監視します。リソースはパー七ン 
テージで監視されます。 


参 System Processor 


リ ソース 名 

説明 

System CPU Kernel Mode 
Performance 

システム上の CPU のカーネルによる使用率を監視します。 y ソース 
はパーセンテージで監視されます。システム上の論理/物理 CPU 數 
に応じたインスタンスを保持します。 

System CPU Performance 

システム上の CPU のパフオーマンスを監視します。 y ソースはパー 
センテージで監視されます。システム上の論理/物理 CPU 數に応じ 
たインスタンスを保持します。 

System CPU User Mode 
Performance 

システム上の CPU のユーザによる使用率を監視します。リソースは 
パーセンテージで監視されます。システム上の論理/物理 CPU 数に 
応じたインスタンスを保持します。 

System CPU Utilization 

システム上の CPU の使用率を監視します。リソースはパー七ンテー 
ジで監視されます。システム上の論理/物巧 CPU 數に応じたインス 
タンスを保持します。 
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D -6 SVOJ \/ l のプロ七ス（デーモン）について 

SVOM をインストールすることにより、 OS 起動中にそれぞれ次のモジュールが動作します。 


プロセス名 

説明 

Apache.exe 

SVOM で使用する Web サーバです。[注 1] 

AlarmService.exe 

SNMP トラップのロダ履歴を作成します。 

SVFwdServer.exe 

SNMP トラップを受信して、イベントログ格納、メール送信、ポップアップ 
などのアクシヨンを実行します。 

SVArchiveServer.exe 

定期的に監視サーバと通信して、各データを収集します。 

SVBmcService.exe 

定期的に BMC と通信して情報を収集します。 

SVServerListService.exe 

SVOM に登録されている各監視サーバの管理を行います。 

hxportServer.exe 

エクスポートデータの作成、およびファイル出力を行います。[注 2 」 

SVDa は Provider , exe 

デ ー タベース関連を制御します。 

SVDBServer.exe 

定期的にデータベースと通信して情報を収集します。 

SVInventoryServer.exe 

インベントリ情報の収集を行います。[注 2 ] 

SnmplrapListen.exe 

SNMP トラップを受信して、フィルタリング処理やフォワード処理を行う別 
モジュールに引き渡します。 

SnmpListMib Value , exe 

MIB 情報の一覧を採取します。 

SnmpGetMibValue.exe 

MIB 情報の一覧より値を獲得します。 


注1: IIS 環境では存在しません。 

注2:プロセスとして存在しますが、 SVOM の機能としては動作しません。 


起動シェル 

プロセス名 

説明 

SV amit 

- 

SVOM 関連のファイルを削除するサービスです。 

SV fwdserver [注り 

SVFwdServer 

SNMP トラップを受信して、イベント ログ 格納、メー 
ル送信、ポップアップなどのアクションを実行します。 

SV archivd 

SVArcmveServer 

定期的に監視サーバと通信して、各データを収集しま 
す。 

SV bmcservice 

SVBmcService 

定期的に BMC と通信して情報を収集します。 

SV serverlistservice 

SV ServerListService 

SVOM に登録されている各監視サーバの管理を行いま 
す。 

SV exportd 

ExportServer 

エクスポートデータの作成、およびファイル出力を行 
います。随 3] 

SV DB Server 

SVDBServer 

定期的にデータベースと通信して情報を収集します。 

SV inventoryd 

SVInventoryServer 

インベントリ情報の収集を巧います。[注 3 ] 

sv httpd 脏 2] 

— 

SVOM の画面表示に使用する Web サーバインスタン 
スです。 


を1: 「 sv _ fwdserver 」 は、 SNMP トラップを受信するために、 snmptrapd サービスを利用しています。 
「SV fwdserver 」 は、サービス起動時、 snmptrapd サービスが起動していない場合 、 snmptrapd 
サービスを起動します。 

注2: rsvhttpdj はプロ七スではなく Web サーバ httpd のインスタンスです。 

注3:デーモンとして存在しますが、 SVOM の機能としては動作しません。 


ServerView Operations Manager ユーザーズガイド 

309 








D 巧術情報 


D -7 手動での ServerView Linux コンソールのインストール 

スクリプトの実行に失敗し、 「付録 A トラブルシューティング」（一 P .260) のが処ホ法でも 
解決できない場合には、次の手順に従い手動でインストールしてください。 

1 動作環境を確認します。 

「1.3システム要件」（一 P .18) をご覧になり、インストールの条件を満たしていること 
を確認してください。 



► インストールを実行する前に、次のコマンドを実行し、 atd のサービスが動作していることを 
確認してください。 

# /etc/init,d/atd status 


之パッケージ （ RPM) のインストール状態を確認します。 

次のコマンドを実行して、 SVOM / イベントマネージャが動作するのに必要な RPM 
のインストール状態を確認します。 

# rpm -q net-snmp 

# rpm -q net-snmp-utils 

# rpm -q compat-libstdc++ 

# rpm -q httpd 

# rpm -q gnome-libs 

# rpm -q rpm 

# rpm -q gawk 

# rpm -q openssl 

# rpm -q mod_ssl 

# rpm -q at 

# rpm -q unixODBC 

RPM がインストールされている場合は、 " RPM を- XX . XX - XX " が表示されます （XX 
はバージョンを示します)。 

イ ンス トールされていない民 PM は、民 ed Hat Linux の CD - ROM からイ ンス トールして 
ください。 

【阁重•要 • 

► unixODBC について、 RHEL5(lnte 旧 4) / RHEL-AS4(EM64T) / RHEL-ES4(EM64T) では、次の 2 
つのパッケージがインス I^ ールされている必要があります（ XX はバージヨンを示します）。 

- unixODBC-X.X.XX-X.X.x86_64.rpm 
- unixODBC-X.X.XX-X.X.i386.rpm 
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P POINT 

► RHEL 5 (lnte 旧 4) / RHEL - AS 4( EM 64 T ) / RHEL - ES 4{ EM 64 T ) の場合は、パッケージのアーキテ 
クチャも確認してください。 

確認方法 

# /bin/rpm -q --qf "% {NAME}- 言 {VERSION}- 言 { 民 ELEASE} -% {ARCH}\n" compat- 
libstdc++-33 

出力結ま 

compat-libstdc++-33-3. 2 .3-47.3-x86 64 
compat-libstdc++-33-3.2.3-47,3-1386 


3 RPM コマンドを実行します。 

# mount /media/cdrom/ 

# cd /media/cdrom/PROGRAMS/Japanese2 / Svmanage/LinuxSVOM/Console 

# ./InstallServerVie 柿 . sh ServerVie 柿 Starter-X.XX-XX.i386.rpm 

(XX はバージョンを示します。） 


4 RPM コマンドの実行結果を確認します。 

正常にインストールできたかどうかを確認するため、次のコマンドを実行します。 
RPM コマンドが正常に終了している場合は、インストールされている RPM パッケー 
ジのバージョンが表示されます。 


# rpm -q AlarmService —コ V ント 

AlarmService-X.X-X 户実行結果 

# rpm -q ServerView_S2 
ServerView S2-X.X-X 

# rpm -q ServerViewCommon 
ServerViewCommon-X.XX-X 

# rpm -q ServerViewDB 
ServerVie 柿 DB-X.XX-X 

# rpm -q SMAWPpgsq 
SMA 师 Ppgsq-X.X.X-XX 

# rpm -q SMAWPbase 
SMAWPbase-XXXX.XX-XX 

(XX はバージョンを示します。） 
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5バージョンチェックツールのコピーを巧います。 

バージョンチェックツールは、 SVOM for Linux . およびその他のコンポーネント 
(ServerView Linux エージェント、 RemoteControlService ) のバージョン情報を採取する 
ツールです。バージョンチェックツールの使用方法については、 

/ PROGRAMS / Japanese 2/ Svmanage / LinuxSVOM / Tools / SVVer / 民 eadmeJ.txt をご覧く ださい。 
次のコマンドを実行します。 

# mkdir /etc/ServerView 

# cp /media/cdrom/PROGRAMS/Japanese2 / Svmanage/LinuxSVOM/Tools/SWer/ 
SVver.pl /etc/ServerView/SVver.pi 

# cp /media/cdrom/PROGRAMS/Japanese2/Svmanage/LinuxSVOM/Document/ 

SV Version.txt /etc/ServerVie 柿 / SV Version.txt 
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